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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その死体が自分の弟だということに気が付くまでに、シオンは一分と十六秒を必ひつ要ようとした。

　最初は人間だとさえ思わなかった。赤黒く泥どろに塗まみれた大きな肉の塊かたまりを見て、動物か何かが死んでいるのだろうと勘かん違ちがいした。たったひとりぼっちで転ころがっているその死体に興きよう味みと親近感を覚え、だから何の気なしにそろそろと歩み寄っただけだった。

　だけど近付くにつれ、そうではないということを思い知る。

　肉にく片へんは血や脂し肪ぼうや土や、その他何だかよくわからないもので汚よごれていたが確かに人間の肌はだだし、何より破れ細こま切ぎれた布ぬのを全身に貼はり付つかせている。かち割られた頭とう部ぶは溢あふれ出でた脳のうと泥が混まじって変な色をしていたけれど、ちゃんと髪かみの毛が生えているのが見える。手足は折られ、或あるいは砕くだかれ、原げん形けいを留とどめていなかったがそれでもそれぞれ二本ずつあった。

　歩み寄り、見下ろす。それは確かに、人間だった。

　大きさから察さつするに、まだ幼おさない、年とし端はもいかない子供。恐おそらく三歳か四歳程てい度ど。

　俯うつぶせになっていた。手を使うのは何だか汚きたないような気がしたので足で軽く蹴けり、それを裏うら返がえす。だけど、誰だれだかわからない。

　顔は念ねん入いりに潰つぶされていた。だから──誰がやったのかはわからないが、間ま違ちがいなく人間の仕し業わざだと断だん定ていできた。歯も鼻も折られ耳は削そがれ両目は抉えぐられていて、虚うつろに開いた眼がん球きゆうの欠けつ如じよした二つの穴と、舌したをだらりと伸ばした口こう腔こうが、暗い洞どう窟くつみたいだった。

　個こ性せいを徹てつ底てい的てきに消された顔。

　蹴って向きを変えたからだろうか。不ふ意いに死体の口から、溜たまっていた血が溢れ出る。

　半ば凝ぎよう固こしかかったそれは挽ひき潰つぶした肝かん臓ぞうか何かのようにぼだぼだと垂たれて、運の悪いことに、丁ちよう度ど死体の口元にあったシオンの靴くつに付ふ着ちやくした。

「ひ」思わず小さな悲ひ鳴めいをあげ、飛とび退のく。

　大声を出すのは憚はばかられた。

　集落の人たちを驚おどろかせてしまってはいけない。それだけで殴なぐられる。

　──にんげん。

　思った。

　どうして人間がこんなところで死んでいるのだろう。集落の外はずれ、それも防ぼう壁へき近くの叢くさむらの中で。人の滅めつ多たに来ない、雑草が生えるに任まかせた荒れ地で。誰からも相手にされない子供が遊ぶにうってつけの、寂さびしい場所で。

　──どうしてこんなところで死んでいるのだろう？

　人間の死体を見たことがない訳わけではない。だけどこんな酷ひどく痛いためつけられた死体は初めてだ。

　屈かがんで、死体をじっと見る。

　心臓が加か速そくしていく。高こう揚ようしていたのかもしれない。

　──一体、誰だれだろう。

　このくらいの年ねん齢れいの子供はここにどれだけいただろう。ひとりひとり順番に名前を思い出すが、どれも目の前の茫ぼう々ぼうとした死体とは似にても似つかないように思えた。

　だけど。

　そんな思し考こうを一分ほど巡めぐらして、それからシオンは、ようやく気付く。

　破れた服。折り曲げられた四し肢し。丸まった背せ中なか。

　その背中、痩そう躯くの背せ骨ぼねに沿そって小さな突とつ起きがある。

「……あ」

　まるで皮ひ膚ふから突き出た背骨の先せん端たんのような。

　或あるいはまるで爬は虫ちゆう類るいの背せ鰭びれのような。

　或いは──、

　或いは──？




　或いはまるで、自分の弟の変へん異い、そのもののような。




　気付いた刹せつ那な、シオンの脳のうは活動をやめた。

　心臓の音がずくん、と一回だけ聞こえた。

　そしてそれを境さかいに鼓こ動どうの気け配はいが消しよう失しつする。

　呼こ吸きゆうが荒あらく、そして荒く、それから荒くなる。

　酸さん素そが足りない。

「あ……」

　掠かすれた声は誰にも聞こえなかった。

　地面に落とした視し線せんの先に、血の塊かたまりが付ふ着ちやくした自分の靴くつ先さきが見えた。それは襤ぼ褸ろ布ぬのを何枚も重ねて作った酷ひどいもので、汚よごれだって相そう当とうだったけれど、それでも固まりかけた血は靴の茶色に目立って見える。

　ついさっき自分がとった行動を思い出し、シオンは腰こしを抜ぬかして後ろに倒たおれ込こんだ。

　蹴けった。

　頭を、蹴った。

　死体を、蹴った。

　弟を。弟の死体を。

「あ……ひぃ」

　声が漏もれる。足が震ふるえる。理り解かいできない。汗あせが流れる。地面の土を握にぎり締しめる。歯の根が合わない。口がぱくぱく動く。それらが、どうしようもない。

　シオンは目の前で肉にく塊かいになっている弟の名前を、喉のどの奥から搾しぼり出だした。

　声は、出なかった。だから返事はなかった。

　それをシオンは、自分のせいだと思った。

　弟を蹴けったせいだ、と。

　そして、弟を気持ち悪いと思ったせいだ、と。
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　弟を殺した犯はん人にんは結けつ局きよく見付からず、両親は泣なき寝ね入いりした。

　それは仕し方かたのないことだった。息子が殺されたなどと騒さわいだところで誰だれの同情を得えられるものではないし、ましてや誰かを疑うなどという行こう為いは愚ぐの骨こつ頂ちようだ。

　つまり、それだけ──一家は集落から孤こ立りつしていた。彼らはシオンが生まれたその時から、ずっと疎そ外がいされ、指差されながら、ひっそりと申もうし訳わけなさそうに集落の片かた隅すみで暮くらすことしかできなかった。

『化け物を産うんだ母親』。

『ケモノと通じた人じん外がい』。

『それを黙もく認にんした父親』。

　そして『化け物の子』。

　それらの妄もう言げんは事実ではなかったが、噂うわさをする者たちにとっては事の真しん偽ぎなどどうでもよかった。より恐おそろしく、より刺し激げき的に、より信しんじ難がたく、より劣れつ悪あくに。集落の住人はシオンの存そん在ざいを醜しゆう聞ぶんにすることで禁きん忌きを受け入れ、禁忌にすることで恐きよう怖ふを抑おさえ込こんでいた。

　反はん抗こうは許ゆるされない。反抗するということは即すなわち、集落から放ほう逐ちくされるということだ。それは孤こ独どくと絶ぜつ望ぼうを伴ともなった死を意味している。だから自分たちの息子が殺されたとしても、決して逆さからってはいけなかった。騒いではいけなかった。怒おこってはいけなかった。恨うらんではいけなかった。ただ、黙だまっているしかなかった。

　だけど感情は募つのる。

　両親は、残された娘ではなく、殺された息子をこそ愛していたのだから。

　両親が自分を産んだことを後こう悔かいしていることは、ずっと知っていた。訳のわからない変へん異いを隠かくし持もっている自分はとてもおかしい存在だというのは、生まれた時からずっと言い聞かせられてきた。自分は普ふ通つうと違ちがっていて、だからこの集落に住まわせてもらっているだけでも幸せなんだ、と教えられていた。誰もが自分を見ると石を投げ、自分が何かすると殴なぐり付つけてくる。そのことが決して不ふ当とうではないということに気が付くまでに、さして時間はかからなかった。そして自分はひとりぼっちで、どこにも誰にも何かを求めてはいけないのだというのは、充じゆう分ぶん承しよう知ちしていたつもりだった。

　だけど、それでも。

　弟が愛いとしかった。父さんが好きだった。母さんに笑いかけて欲しかった。

　やっぱり家族にだけは、嫌きらわれたくなった。

「あんたのせいよ」

　だからその日の夜、弟の埋まい葬そうが終わり家に帰った母親が泣なき腫はらしながら自分に呟つぶやいた声は、言葉は、シオンにとっては致ち命めい的てきだった。

「あんたが代わりに死ねばよかったのに」

　言い過ぎだ、と父が諫いさめる。何よ、と母が言い返す。あなたはそうやってこの子を庇かばうけどみんなみんなこの子のせいじゃないの。この子に罪つみはないってお前だって知ってるだろう。いいえもう我が慢まんできないわこの子がこんな子が生まれたから私たちは。

　冷たく白はく熱ねつし始める口こう論ろんを前に、やめて、とは言えなかった。

　何な故ぜならそれは真しん実じつだったのだから。何もかもが本当のことで、父の言っていることも母の言っていることも両方が等しく正しかった。

　そのことを、当時十三歳になったばかりのシオンは理り解かいしていた。

　こうなってしまったのは、決して自分のせいではない。

　同時に、すべて自分のせいだ、と。
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　それが切きっ掛かけになった。

　この日を境さかいにしてシオン＝エシュの環かん境きようは急変し、豹ひよう変へんし、そして一変する。

　弟の死体を埋葬してから八時間後に、シオンは母親の死体を発見する。自殺だった。更さらにその一時間後には父親の死体。他殺だった。殺したのはシオン自身だった。首を絞しめられて恐きよう怖ふで反はん抗こうした結けつ果かだった。更に更にその一時間後に見たのはシオンを殺そうとする沢たく山さんの人たち。シオンはそれに反抗した。だから更に更に更にその十一時間後に見たのは、沢山の死体だった。百人近くはいたはずの住人たちはことごとくが弟と同じような肉の塊かたまりになってしまっていた。逃にげ延のびた人間もいたのかもしれないけれど、シオンは知らない。

　襲おそい掛かかってくる者は全員殺した。

　殺した。

　殺した。

　殺した。

　殺した。

　泣なきながら、笑いながら、激げつ昂こうしながら、逃げながら、立ち向かいながら、死にたくないから、恐こわかったから、痛いたかったから、辛つらかったから。

　誰だれも襲おそってこなくなるまで。

　誰も動かなくなるまで。




　そして、誰もいなくなった。

　幼おさないながらも両親の感情を読み取りシオンを避さけていた弟も、いつだって怨うらみと憎にくしみと絶ぜつ望ぼうをごちゃごちゃにしたような眼めで自分を見ていた母も、そんな母を諫いさめつつも決してシオンには優しくしなかった父も、口は利きいてくれなかったけれどたまに食べ物を分けてくれていた産さん婆ばのフラムおばさんも、同年代の子供たちを束たばねてシオンを虐いじめることが何より好きだったティーちゃんも、シオンを見かけるとこれ見よがしに眼を逸そらす長のケエさんも、シオンを見かける度たびに大声で皮ひ肉にくを独ひとり言ごとのように叫さけぶエッツおじさんも、玩具おもちやをやろう食べ物をやろうと言っては石を投げ付けてくるゲイツさんも、誰も。

　誰がシオンを殺そうとして誰がシオンに殺されたのか、今では誰もわからない。




　ただ、ひとつの小さな集落が消えただけだ。変へん異い種しゆしか住んでいない──つまりは純じゆん血けつ種しゆにとって何の価か値ちもない集落だったから、その事実は誰からも顧かえりみられることはなかった。

　シオン＝エシュがエデンのウェポンになる、三年ほども前のこと。
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　怖おず怖おずと開いた扉とびらの先に見えた人ひと影かげを確認し、少女は深い溜ため息いきを吐ついた。

「こんなところに……」呟つぶやいて、後ろを見み渡わたす。

　誰だれも見ていないのを確認すると、観かん音のん開びらきの大きな扉を素す早ばやく開き、後うしろ手でに閉めた。自動では開かい閉へいしないそれは、ぎきぃ、と小さな音をたてて、少女の心臓を冷ひや冷ひやさせる。

　入ってきた気け配はいを察さつ知ちしたのだろう。人影は頭だけこっちを向き、小首を傾かしげた。

　そこは『屋や敷しき』の、中庭だった。

　ドーム状じようの建けん築ちく物ぶつの中心部に、半球の芯しんのように垂すい直ちよくに通った立方体の空間だ。壁かべは金きん属ぞくで、無む機き質しつな冷たい輝かがやきを持っているが、床ゆかには土が敷しかれ、植物が植うえられている。上には透とう過か性せい金属板で作られた天てん蓋がい。

　その場所は屋敷で唯ゆい一いつ、天てん然ねんの光が射さし込こむ場所だった。

「スミタ」少女は地面に座すわり込こむその人影の名を、細い声で口にする。

「ここに入っちゃいけないのに……」

「あ」人影──スミタが首を傾かたむけたまま、笑えんだ。

　土遊びをしていたのだろう。指先は真っ黒だ。頬ほおには擦こすったような汚よごれが付ふ着ちやくしている。短く切きり揃そろえた薄うす茶ちや色いろの髪かみは乱みだれていたがそれはいつも通りだった。だらしなく身体に被かぶせただけのワンピースは幸いにも藍あいで、汚れは目め立だたない。

「あは」スミタは少女の姿すがたを確認するや、満まん面めんに笑みを浮かべて立ち上がる。

　その頭に生えた大きな両耳が、ぴんと張はり詰つめて喜びを表現していた。

「駄だ目めなのよ。ここに入っちゃあ……」

　スミタはしかし、その言葉には反はん応のうしてくれない。ただ嬉うれしそうに、土で汚れた頬を手で擦りながら、そろそろと少女に向かって歩み寄ってくる。

「あは、ティーちゃん」

　頭部に猫ねこの耳を生やした変へん異い種しゆ──スミタ＝リタは、少女の名を呂ろ律れつの回らない声で呼よんだ。

　ティーはまた溜息を吐く。

　この屋敷に来て一年になる。それ以前からここにいたスミタは、いつの間まにか自分に懐なついてしまっていた。年ねん齢れいはティーと同じくらいなのだろうが、知ち恵えが遅おくれている。行動は突とつ飛ぴで気ままで、素す直なおといえば素直だが、正しよう直じきなところそれによって迷めい惑わくを被こうむるのは日にち常じよう茶さ飯はん事じだった。この娘が何を考えているのかは判はん然ぜんとしないし悪あく意いがないというのは理り解かいしているが、それでもティーにとって彼女は厄やつ介かいな存そん在ざいだった。

　そして今もまた、厄介ごとをティーに持ち込んできている。いなくなってしまったからと探さがし回った結果、スミタは屋敷の中庭にいたのだ。そこは半球状に構こう築ちくされたこの屋敷の中心点にある、住人の心を落ち着かせるために作られた、屋や敷しきの中で空が見える唯ゆい一いつの場所──住人ではない自分たちが入ることは、許ゆるされていない。

「駄だ目めなんだよ、スミタ。早く出るの」

　ティーはスミタの、土で汚よごれた腕うでを掴つかむ。

　だけどスミタはそれに構かまわずに、逆ぎやくにティーの腕を掴み返して笑った。

「みて、みて」

　指差す先には、掘ほり返かえした土を盛もりつけた歪いびつな小山があった。草花を数本突つき刺さしたその土つち塊くれが何を意味するのかティーにはわからなくて、だから、こんなことをして、とだけ思った。

　庭に敷しかれた土と植うえられた草花は、ミーシャによって丁てい寧ねいに手入れされているはずだ。それなのに無む断だんで入ったばかりか、その庭を荒あらすなんて。

「早く出なきゃ怒おこられるよ」

　床ゆかは一辺が十メートル程てい度どの正方形で、壁かべは垂すい直ちよくに立っている。天てん井じようまでの高さはたっぷり二十五メートルはあって、だから地面から見上げる空は掌てのひらほどの正方形だった。

　空は切り取られて見える──上に、四角く。

　小さい空だと、ティーはふと見上げ、思う。

　当たり前だ。二十五メートルといえばティーの身長の十六倍以上だ。そんな高いところにある青など、偽にせ物ものの空に違ちがいない。

　だけど。

　人じん為い的てきな空間であっても、金きん属ぞく板ばん越ごしであっても、小さくても──屋敷の中にいるよりは、閉へい塞そくが少ない。スミタがここに来た理由も何とはなしにわかる気がした。

　上には空がある。

　それは酷ひどく魅み力りよく的てきで、それでいて甘かん美びだ。

　背せ中なかの翅はねが溜ため息いきに合わせて、少しだけ上下した。

　翅。

　それはまるで蝶ちようのような、一対つい四枚からなるティーの変へん異いだ。長さは三十センチほど。表面に付ふ着ちやくした鱗りん粉ぷんは複雑な紋もん様ようを奏かなで、ティーの背中に鮮あざやかな彩いろどりを飾かざっている。

　飛ぶには用をなさない。

　しかしこの翅には何より青い空が似に合あうということを、ティーは自分で知っている。

　ここから飛べたらと少しだけ思い、思った直後、無む駄だな夢に落らく胆たんした。

　思い直す。いつまでもこの場所にはいられない。庭の手入れをするミーシャは優しいから、土を少し掘り返した程てい度どで怒ることはないだろう。しかし言い付けを破るような子には躾しつけが必ひつ要ようだと考えるかもしれない。そしてその必要性をジャクに訴うつたえたとしたら──想そう像ぞうするだけで恐おそろしかった。

　スミタの笑え顔がおを横目に、土山を見み遣やる。何とかそれを崩くずし穴あなを塞ふさげば誤ご摩ま化かせるのではないかと考えた。彼女の失しつ態たいによって自分も罰ばつを受けてはたまらない。

「戻もどるよ、スミタ」ティーはできるだけ笑え顔がおでゆっくりとスミタの手を引いた。

　スミタは動かない。

「ティーちゃん、あれ、みて」

[image: ]

　立ち止まったままこっちを満まん面めんの笑えみで見み詰つめ、指差す先には草や花を突つき刺さした土つち塊くれ。

　あれをどうしたいんだろうとティーは少しだけ苛いら立だった。さっきからずっと焦あせっている。こうしている間にもいつ扉とびらが開くかわからないのに。

「いいから」

「でも」

「ここから出るの！　早くしなきゃ」

「あれ……だって、あれ」スミタは聞き分けがない。

「元に戻さないと」ティーは半ばひとりごちながら、焦しよう燥そうを募つのらせる。

「とにかくまずは見つかる前に、出るよ」

　相変わらずあれ、あれと呟つぶやき続つづけるスミタの手を強ごう引いんに引ひっ張ぱりながら、ティーは入ってきた扉に向かって歩く。スミタの頭に生はえた猫ねこの耳はぴくぴく動いて何かを主しゆ張ちようしていたが、それに構かまう余よ裕ゆうなどなかった。

　──ここから去る。それだけを思い、ティーはスミタの腕うでを握にぎる手に力を込める。

　荒あれた庭を誤ご摩ま化かすのはその後あとでいい。

「ティーちゃん、あれ」

「いいからっ！」尚なおもしつこく土つち細ざい工くにこだわる少女に短く叫さけび、ティーは振ふり返かえった。

　途と端たん、心臓は凍こおる。

　スミタの更さらに向こう──ティーが入ってきた出入り口とは対とい面めんに設もうけられた、もうひとつの扉とびら。

　視し界かいに映うつったその扉が、大おお仰ぎような音をたてて開こうとしていた。
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　四角い中庭に出入り口は向き合ってふたつあり、そのふたつの扉の先は両方とも同じ作りの大広間だ。大広間は扇おうぎ形がたの空間で、弧この両りよう端たんには二本の廊ろう下かがそのまま屋や敷しきの外がい周しゆうに沿そって伸びている。丁ちよう度ど中庭を中心にして左右対たい称しようなふたつの部へ屋や、という構こう造ぞうだった。中庭へと繋つながる扉は大広間から見れば扇形の先せん端たん部分にあるから、見通しはいいし注意してさえいれば出入りする光こう景けいを目もく撃げきされずには済すむ。

　そうティーは思っていたが、それはあっけなく打うち砕くだかれた。出る前に見付かってしまっては、出る時の計算など何の意味もない。

「何をしている？」

　開いた扉の軋きしむ音と共に発せられたのは、低い声だった。

　それだけで誰だれかはわかる。この屋敷に男は、ひとりしかいない。

　ティーの足は止まった。まだ姿すがたは見られていないからこの瞬しゆん間かんに逃にげ出だせばなんとかなるのではないかと頭の片かた隅すみで思うが、聞こえた声によって全身を浸しん食しよくした恐きよう怖ふが身を竦すくませる。叶かなわない。

　硬こう直ちよくした刹せつ那なが状じよう況きようを決定的なものにして、扉は完全に開き、男──屋敷の主人、ジャク＝メイが姿を現した。

「ここに立ち入ることを誰か許きよ可かしたのか？」声は静かだった。

　ティーは答えることができない。

　ジャクはふん、と鼻を鳴ならした。

　両耳の上辺あたりで切きり揃そろえた髪かみは真まつ直すぐに垂たれ、細い瞳ひとみと相まって冷れい徹てつな雰ふん囲い気きを纏まとっている。痩そう身しんで背せの高い容よう貌ぼうは繊せん細さいそうで同時に神しん経けい質しつそうだ。ティーたちの飼かい主ぬしであるこの男の態たい度どと言葉は残ざん酷こくだった。ティーはこの一年でそれを厭いやというほど理り解かいしている。

「答えろ。ミーシャが許可したか？　それとも許可なく入ったのか？」

　あくまでも落ち着いた声こわ音ねは、中庭の内ない壁へきに反はん射しやして金きん属ぞく的てきに冷たい。

「い……あの、その」ティーは狼狽うろたえる。背せ筋すじが寒い。厭いやな汗あせが伝つたっている。

　ふううう、とスミタがまるで猫ねこのように、警けい戒かい音おんに似にせた音を喉のどから漏もらした。

「ふん」ジャクはまた皮ひ肉にくげに鼻を鳴ならすと、つかつかと無ぶ遠えん慮りよに、こっちに向かって歩み寄ってくる。後ろ手に手を組み、口元には僅わずかに微笑ほほえみまで浮うかべていた。

「畸き形けいふたりが揃そろってここで何をしている？　ここは私の妻の──ミーシャの中庭だぞ。お前たちが足を踏ふみ入いれていい場所ではないというのは知っているだろう？」

　あ、と掠かすれた声が自分で気付かないままにティーの喉から出た。

「あ、あの……私」

「何だ？」

「私……あの」言いい訳わけをしようとしても言葉が出てこない。

　そんなティーを一いち瞥べつすると、ジャクは冷れい笑しようと共に後ろを振ふり返かえった。

「庭を荒あらした奴やつがいるようだが……お前か？　ティー」そしてまた歩きだす。

　今度はスミタの作った土山に向けて、それでも気け配はいはティーを捉とらえたまま。

「こんな子供じみた真ま似ねをするのはスミタか、或あるいはイユか……。ティーではないようだが、さてどうだろうか？　お前たちふたりしかいないところを見ると、慰なぐさみにお前が作ってやったということも考えられる」

　ジャクの足が止まった。背せ中なかを見せたまま顔だけをこちらへと向け、

「まぁ……こうすればわかる」

　ざ、と音がした。

「あ！」ティーの隣となりで驚きよう愕がくの声があがる。

　スミタの悲ひ鳴めいだ。

　ティーの手を握にぎっていた体温が離はなれ、気配がジャクに向かって詰つめ寄よる。

　土と葉と花で作られた小山は、ジャクによって踏みにじられていた。

　スミタが叫さけんだ。

「ケーキ！　何するのお！」

「は、ケーキのつもりだったのか？」

　嘲あざけるようなジャクの声。スミタはそれを無む視しして崩くずされた山に駆かけ寄より、悲しそうにそれを両手で包つつむ。何らかの意味があったらしいその偶ぐう像ぞうは、もはや崩されてしまっていて取り返しがつかなくなってしまっていた。

　ティーはそれでも狼狽えながら、その光こう景けいを黙だまって見ていることしかできない。そもそもスミタが何を考えてあんなものを作ったのか理り解かい不ふ能のうだ。柔やわらかく焼いたパンに砂さ糖とうをまぶし果か実じつを挟はさみ込こんでから、甘く煮にた豆を潰つぶして塗ぬった菓か子し──ケーキなんて贅ぜい沢たく品ひんに憧あこがれていたのだろうか。スミタはケーキを食べたことがあるのかもしれない。少なくともティーはここに来てからはそんな菓子など食べたことはないけれど。

「何するの！」スミタは涙なみだ目めで蹲うずくまり、潰れた土を抱だき締しめながらジャクを見上げて睨にらむ。

「ケーキが食いたかったのか？　食いたかったってことは知ってるってことだな。そんな知ち恵えがあったのと、菓か子しなんてものがお前の以前いた集落にあったことに驚おどろく」

　ジャクはスミタの激げつ昂こうを意いに介かいさない。依い然ぜんとして冷れい徹てつな視し線せんのまま、蹲うずくまる少女を見下ろし、そして、

「だけどな」

　声こわ音ねを変えず、態たい度ども変えず、ただ表情だけを僅わずかに歪ゆがめる。

「変へん異い種しゆが──それも脳のうに変異が出た莫ば迦かがそんなもの食うのは身み分ぶん違ちがいってもんだ！」

　ティーは思わず、眼めを瞑つぶった。

　鈍にぶい音と、甲かん高だかい悲ひ鳴めいはそれでも耳に入ってくる。

　ゆっくりと瞼まぶたを開けると、案あんの定じようの光こう景けいがそこにあった。

「それからな……この庭を荒あらすことの罪つみは遥はるかに重い」

　ジャクは倒たおれたスミタに向かって淡たん々たんと告つげる。スミタは胎たい児じのような姿し勢せいでひくひくと痙けい攣れんしている。ジャクの靴くつの爪つま先さきには金きん属ぞくが入っていて、それは『お仕し置おき』の際さいに有ゆう効こうな道具となる。ティーも何度か蹴けられたことがあったが──あれは実じつ際さい、相当に痛いたい。

「ひ、ひ、ひぐ」

「商品だから傷きずを付けないようにと手て加か減げんしてきたのが間ま違ちがいだったか？」

　呼こ吸きゆう困こん難なんで涎よだれを地面に落とすスミタの、猫ねこの両耳はぴんと硬こう直ちよくしていた。ティーは顔を背そむけ、苦く悶もんの表情から眼を逸そらす。見ることができない。助けてやりたいと思う気持ちよりも、恐きよう怖ふの方が遥かに上回っていた。

　ただ、思う。早く終わりますように、と。そしてスミタにこれ以上怪け我ががないように。

　だけど。

「さて」ジャクは少しの間スミタをじっと見下ろしていたが、不ふ意いに顔を上げ、こっちを向くと厭いやらしく笑えんだ。

「莫迦に尋きいても仕し方かたないから、お前に尋こうか、ティー」

　名前を呼ばれて大げさにびく、と震ふるえながら、ティーの歯はかつかつと音をたてていた。背中の翅はねもそれに合わせて細かく揺ゆれているだろう。

「は……い」

　そこにある光景から必死で視線を外はずしながら、ティーは途と切ぎれ途切れに返事をする。

　ジャクは嗤わらった。

「そもそもこの中庭に入ったのは何でだ？　お前がスミタを唆そそのかしたか？　それともスミタがお前を誘さそったか？　もしかしてイユもさっきまでここにいたという訳わけじゃないだろうな？」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくにわざとらしく肩かたを竦すくめるジャクの声に、ティーはゆっくりと顔を上げる。

　ここでどう答えるかによって、自分の、そしてスミタの未来は大きく変わってくるだろう。

　上う手まくすればスミタを助けられるかもしれない。下へ手たをすればふたりとも処しよ罰ばつされてしまうかもしれない。どちらにしてもこの場をふたり共に切きり抜ぬける方法はないような気がする。

　まだ蹲うずくまっているスミタを見た。

　ひゅうひゅうと喉のどを鳴ならす少女は、ようやく呼こ吸きゆうを回復させつつあった。地面と唇くちびるとを繋つないだ涎よだれ糸いとがそれに合わせて微かすかに震ふるえている。その様よう子すはあまりに辛つらそうで、見ていられない。

　意を決して、ティーは答えた。

「私、いなくなったスミタを探さがしていて。だから、仕し方かたなく……」

　おどおどと口から出た言葉は、弱々しくて金きん属ぞくの壁かべにさえ反はん響きようしなかった。
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　屋や敷しきの主人、ジャク＝メイは、導みちびき出だされたその回答に対して軽い失しつ望ぼうを覚おぼえる。

　畸き形けいを持った変へん異い種しゆは、やはり人間からほど遠い存そん在ざいなのだろうか、と。

　傍かたわらで苦しんでいる猫ねこの耳を持ったスミタ＝リタに関しては、確かにどう考えても人間と言いい難がたい。頭部に変へん異いを持った変異種は高こう確かく率りつで脳のうにも畸形を抱かかえており、スミタはその常じよう道どうだった。脳まで変異した人間はもはや人間ではなく、障しよう碍がい持もちというよりはむしろ動物に近い。

　しかし、ティー＝ティカも同様に、人間と言えるのだろうか。

　普ふ通つう、人間ならば、ここで仲間を庇かばおうとするのではないか。自じ己こ犠ぎ牲せいというのは人間にのみ与あたえられた特とつ権けんで、変異種も人間であるならその特権を持っていてもいいはずだ。ティーはそれを使わずに、仲間を、スミタを売った。特権を使わなかったのか、それとも使えなかったのか、或あるいは持ち合わせていないのか。そうだとしたらやはり変異種は人間とは異ことなる存在なのか──。

　そんなことを考えていると、苛いら々いらする。

　だからジャクはいつも通りに鼻はなを鳴らし、失しつ笑しようをふたりに向ける。

「そうかそうか。そういう訳わけか。ならばティー、お前は悪くない、悪いのはスミタ、そうだな？」

　わざとらしくティー＝ティカに向かって問いかける。ティーは否ひ定ていも肯こう定ていもせず、怯おびえながら震えるだけ。それに伴ともない、背せ中なかの翅はねもゆっくりと上下。畸形の部分で行う人間的な感情表現がジャクを更さらに苛いら立だたせた。

　表情とは裏うら腹はらに、ジャクの胸むねは吐はき気けを覚える。

　──こいつらは。

　彼女たちはあくまでも商品だ。教育や調ちよう教きようは必ひつ要ようで多少の暴ぼう力りよくも止やむなしだが、破は壊かいは決して許ゆるされない。

　しかしジャクの胸に湧わいたのは純じゆん然ぜんたる破壊衝しよう動どうだった。

　こいつらは醜みにくい。身も心もどうしようもなく醜い。

　昏くらい感情がジャクを浸しん食しよくする。

　それはいつも唐とう突とつだ。自分でも抑おさえきれない。最近はその頻ひん度どが上がってきたような気がする。そしてこのまま彼女たちを許ゆるしてもその衝しよう動どうが消えることなどない──。

　思った。商売には需じゆ要ように応こたえるということが必ひつ要ようで、商品は仮にも生きている。生きた商品が需要に応えるには調ちよう教きようが必要で、それは莫ば迦かであっても平びよう等どうだ。

「スミタには罰ばつを与あたえなければならないな。そうだろう？」

　自分がどんな顔をしているのかはわからない。しかしティーははっきりとした狼ろう狽ばいと恐きよう怖ふに満ちた表情で、かちかつと歯を鳴ならしている。

　足下で起き上がろうとしているスミタに視し線せんを落とし、ジャク＝メイはゆっくりと言った。

「お前には教育が必要だ。将しよう来らい純じゆん血けつの家に買われていった後に粗そ相そうがあってはいけない。飼かい主ぬしに従じゆう順じゆんな愛あい玩がん動物として主人の要よう望ぼうに応えなければならない」

　言いながらねじ曲がった理り屈くつだと自分でも思う。

　だけどもう抑えきれそうにない。

　ジャクは──痛いたみから回復しかかっているのだろう、起き上がってこほこほと咳せき込こんでいるスミタの髪かみを、無む造ぞう作さに掴つかむ。

　涎よだれに濡ぬれた彼女の唇くちびるが、何な故ぜか自分を莫迦にしているように思えて無む性しように腹が立った。




　　　　４




　自室に戻もどったジャク＝メイを待っていたのは、ひとりの小さな少女と、ひとりの若い女性だった。大きめの椅い子すに座すわり、その膝ひざに少女を抱だいたまま、若い女性がうっすらと微笑ほほえむ。

「お帰りなさい。……どうかされたのですか？　お疲つかれのようです」

　緩ゆるやかに波打った長い金きん髪ぱつに、たおやかな物もの腰ごし。左目の下にある黒子ほくろが白い肌はだに目立っている。柔やわらかな表情は優しげに淡あわい。悪あく意いなどどこにも伺うかがえない顔に、ジャクは罪ざい悪あく感かんを覚おぼえて視線を逸そらす。

「何でもない」

　妻──ミーシャ＝メイの顔をまともに見ることができずに、ジャクはぶっきらぼうに答えた。

「でも、お顔が堅かたいです」ミーシャはそんなジャクに、心配げな視線を送っている。

　自分の本当の姿すがたに気付いた時、妻はどんな顔をするのだろうと少しだけ思った。

「イユはここにいたのか」その感情に耐たえることができずに、ジャクは話をすり替かえる。

　ミーシャは自身の膝の上で眠ねむる幼おさない少女を一いち瞥べつすると、にこやかに笑えんだ。

「さっき眠ったところですから、起こさないようにお願いしますね」

　イユは新入りだ。つい一週間ほど前にジャクが見付けてきた子供だ。まだ十歳と幼いが、整ととのった顔立ちをしている。

　将しよう来らいはさぞかし綺き麗れいになるでしょうねとミーシャは微笑ほほえみながら、イユの萌もえ葱ぎ色いろの髪かみをそっと撫なでた。だけどイユの将来がどうなろうと、ジャクには関かん与よできない。その将来を潰つぶし、そして売りつけるのが仕事だ──考えているとまた陰いん鬱うつな気分になって、ジャクはイユからも視し線せんを逸そらし、寝しん台だいの上に腰こし掛かける。

　溜ため息いきを吐つく。

「やはり疲つかれているのですか……？　お茶でも？　それとも少しお眠ねむりになる？」

「いや」ジャクはイユを抱だきかかえ、立ち上がろうとしたミーシャを手で制せいす。

　最愛の妻を心配させたくはない。

「明日ウロコヤギを一頭潰さなければならないからな。少しそれが憂ゆう鬱うつなだけだ」

　取ってつけたようなことを口にしながら、自じ嘲ちようの笑みを抑おさえられなかった。

　ミーシャはそんなジャクの声に眉まゆをひそめると、生き物を殺すのは辛つらいことですと応こたえた。

「生きるためならば耐たえられますが……今回は違ちがうのでしょう？」

「ああ」

　上う手まく騙だまされてくれたらしい。安あん堵どの溜息と共に、ジャクは移い行こうした話題に感かん謝しやした。

「歓かん待たいのための食事だ。別にそうする必ひつ要ようもないんだが……」

「肉を出さなければいいのでは？」

「いや。彼らは……彼らには、なるべく見み栄えを張はっておきたい。そうすることで箔はくもつく」

　ジャクは明日のことを考える。

　明日、ウロコヤギを潰さなければならないというのは本当のことだ。現在ここに住んでいる五人とは別に──十人、いや十二人だったか──の人間が、屋や敷しきにやってくる。二日間ここで寝ね泊とまりする彼らは、全員が変へん異い種しゆで、しかしジャクたちが商売相手にしている純じゆん血けつ種しゆとも幾いくばくかの繋つながりがある相手だった。

「そうですね。バベルにはお客様がいますから」

　ミーシャはどこか弱々しげに微笑んで、遊び疲れて眠っているイユの頭をそっと撫でた。
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　その建たて物ものを、屋敷、と住人たちは呼よんでいる。

　金きん属ぞくによって形作られた、直径五十メートルはある半球状のドームだった。中には小さな畑があり、少しの家か畜ちくがいて、外に出ることなしに最低限の生活はできる程てい度どに大きなドームだった。二百年は昔──『混こん乱らん』前後に建けん造ぞうされたらしいその建物は、眼めを見み張はるほどではないが個人が占せん有ゆうするには些いささか程度の高い技術が生きており、そこに住めば飢うえと渇かわきとケモノに襲おそわれる恐きよう怖ふからは取とり敢あえず逃のがれられる。世界の各地に点てん在ざいしている機械都市と比くらべれば塵ちりのような存そん在ざいだったが、それでも世界の各地に散さん在ざいしている一般集落に比くらべれば楽園のような存在だった。

　そんな建たて物ものが、世界の片かた隅すみにあった。

　四方を砂さ漠ばくで囲かこまれた森。その中心に隠かくれるようにひっそりと。

　そこには純じゆん血けつ種しゆの家族がひと組と、それから変へん異い種しゆの人間が何人か暮くらしている。

　まるで、自ら世界を切り捨てているかのように。
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　そして、そこから南に三百キロほど下った場所にある機械都市──バベル。

　第十三階かい層そう、エデン本部。

　壁かべも天てん井じようも金きん属ぞくで覆おおわれた細長い廊ろう下かは塔とうの外がい周しゆうに沿そってゆっくりと彎わん曲きよくしている。

　その廊下を、少女がひとりで歩いていた。

　時とき折おり廊下の向こうから、誰だれかが歩いてくる姿すがたが眼めに入る。彼らは青あお鈍にび色いろの上うわ着ぎを羽は織おった同どう僚りようのウェポンだったり、深ふか緑みどり色いろの上下を着た純血の局きよく員いんだったりしたが、すれ違ちがう彼らは少女と言葉も視し線せんも交かわさない。或あるいは少女が、或いは向こうが、自じ発はつ的てきに、意い識しき的てきに視線を逸そらすからだ。それは少女にとって当たり前のことだった。だから特に何の感かん慨がいもない。

　感慨があるとすればただひとつ。歩きながら、瞼まぶたを一いつ瞬しゆんだけ閉じる。

　──ようやく、戻もどってきた。

　一カ月ほど、正確に表現するなら五週間と三日前。少女はケモノとの戦せん闘とうで負ふ傷しようしていた。

　そのためにウェポンとしての仕事ができず、しばらく医い務む室しつで寝ねていなければならなかった。全ぜん治ち三週間ほどだったのだが二週間目にとある事件で無む理りをしてしまい、結けつ局きよくこうして仕事ができるようになるまでに一カ月の時間を要ようしてしまった。怪け我がが完治したのが一週間と三日前で、身体を馴ならす訓くん練れんにそれから十日かかった。

　それでもまだ万全とは言えない。腕うでも勘かんも鈍にぶっているだろうし、何より筋きん力りよくも落ちている。

　あとは実戦で取り戻していく他ない。

　こうして制服に袖そでを通すのも久しぶりだった。多少の高こう揚ようと、そして緊きん張ちようがある。

　青あお鈍にび色いろの、地じ味みな上着。下半身は軟なん質しつ素そ材ざい製せいの黒いスパッツに、足元も同じく黒い、剛ごう性せい軟質素材製のブーツ。上着は左袖が腕よりも長い専用のもので、胸むねには個人識しき別べつ用ようのプレートが収おさまっている。殆ほとんどが今まで通り、怪我をする前と同じだった。

　だけど中身は違う。衰おとろえているだろう。それが少女に一いち抹まつの懸け念ねんを与あたえていた。

　少女はだから、肩かた口ぐちをそっと、右手で無む意い識しきになぞる。そこは少女の外がい見けんでただひとつ、怪我をする前とは違っていた部分だった。

　肩から胸の下を通して巻まかれたベルトに留とめられた、木製の髪かみ留どめがそこにある。

　その髪かみ留どめが少女のものになったのは一カ月前のことだったが、いつの間にかふとした拍ひよう子しに、それを触さわるようになっていた。お守りとは少し違ちがう。願がん掛かけでもない。そういう類たぐいの精せい神しん的てきな拠より所どころを少女は信じていない。

　それはただ単たん純じゆんに──物体に触ふれることで、自分の意い志しを確認するという行こう為いでしかない。

　だけど、少なくとも、そうすると落ち着く。髪留めなのだから本当は髪にでも留とめればいいのだろう。しかしそうするのは何となく憚はばかられた。だから、肩かた口ぐちに留めている。

　それに。

　髪に留めたところで、短く切きり揃そろえた灰はい色いろのそれに、自分の髪に似に合あう訳わけがない。

　そんなことを考えながら廊ろう下かを歩いていた。出動は明日。ウェポンとしての階かい位いは休きゆう養ようのために下がってしまっていたから、部隊指し揮きや統とう率そつは任まかされない。純じゆん粋すいな戦闘要員としての出番だろう。

　どちらにしてもやることは変わらない。

　集合場所である作戦会議室に行く前に、寄るところがあった。戦列に復ふつ帰きしたら顔を見せなさいと言われていた。道なりに第四区く画かくから第三区画を通り過ぎ、第二区画──ウェポン総務区へ。そこのほぼ中心、一ひと際きわ大きな白い扉とびら。

　扉の前に立ち、通話器を取る。それに向かって、少女は言葉を発した。

「来ました」

　入りなさい、とスピーカーから短い声。そして扉が開く。

「……失礼します」足を踏ふみ入いれた先の空間は広く、殺さつ風ぷう景けいだった。

　少女の部へ屋やの五倍はあろうかという面積の部屋の中、金きん属ぞく製せいの机がひとつ、中心に置かれていた。机には何を記しるしているのかまるで判はん然ぜんとしない書類が雑ざつ多たに積まれている。しかし散らかっているのはその机だけで、部屋の床ゆかには机以外のものは何もない。三方の壁かべには棚たながあって書類がぎっしりと詰つめ込こまれていたが、部屋にあるのは机と書類、それだけ。

　そしてその机に座すわり、俯うつむいたまま書類を弄いじっている女がいる。茶色の長ちよう髪はつを後ろで束たばね、きっちりとエデン純じゆん血けつの制服を着込んだ女性だった。

「レインさん」

　少女──シオン＝エシュは、その女──エデン、ウェポン管かん理り部ぶ副部長の名を、控ひかえめな声で口にした。




　　　　７




　シオン＝エシュがやってきたことでひとまずは書類整理から解かい放ほうされ、レイン＝リィンは顔を上げ、背せ伸のびをした。何時間座っていたのかわからない。腰こしが痛いたい。首もだった。作さ業ぎようはまだ半分も終わっていないのにと真っ黒な気分になるが、それでも先の見えない仕事ではない、と気分を持ち直す。目の前に立つ灰はい色いろの髪かみをした少女は、そんな自分をじっと見ていた。

「……明日から戦せん列れつ復ふつ帰きね」肩かたを軽く叩たたきながら、レインは笑えむ。

「はい」少女の返事は短い。まるで聞かれたことに自動的に答えているかのように。

　感情がない訳わけではない。そういう話し方しかできないだけだ。

　そのことをレインは知っている。

「調ちよう子しはどう？」だからこちらも感情を込めて、言葉を投げかける。

　言いながらシオンの全身を、じっと見た。見み掛かけは療りよう養よう前まえと変わっていない。眼がん光こうも以前と変化はない。しかし筋きん力りよくが完全に恢かい復ふくしている訳ではないだろう。何しろ、少女が怪け我がを完かん治ちさせてからまだ十日ほどしか経たっていないのだから。

「やれます」それでも少女は答える。

　控ひかえめな態たい度どとは裏うら腹はらに語調は強い。瞳ひとみの奥にある光も同どう様ように。

「──そう」

　強がっている訳ではない。少女は少女なりに、自分をそう判はん断だんしているのだ。

　それがわかったから、レインはそれ以上突っ込んで尋きくのをやめる。

「気を付けなさい。復帰して最初の出動なんだから無む理りはしないこと」

「大だい丈じよう夫ぶです」

「また怪我をしたら元も子もないんだから」

「体たい調ちようは戻もどりました。後は実戦で取り戻すべきものばかりです」

　淡たん々たんとした受け答え。少女の決心は堅かたい。早く出動させて欲しいと言わんばかりの気け配はい。

　それには恐おそらく、理由がある。小さく薄うす笑えみを浮うかべた。

　少しだけ意い地じ悪わるをしてみたくなった。

「約やく束そくだものね。三週間で復帰する、って。あれから三週間と三日……もう待たせる訳にはいかないのかな？」

　その言葉にシオンの眉まゆ根ねが、僅わずかに強こわ張ばった。

「……誰だれから聞いたんですか？」声がさっきより小さく、弱い。図す星ぼしだったらしい。

　表情に批ひ難なんを混まじらせてはいたが、決して怒おこっている訳ではないとレインは判断する。

　だから意地悪を続けた。

「あなたが私に話してないなら、誰から聞いたかはわかるでしょ？」

　シオンは小さく舌した打うちをした。視し線せんだけでそっぽを向く。

「約束、ちゃんと守った訳ね」笑みを浮かべながらレインはからかう。

　ただ、これ以上苛いじめると機き嫌げんが悪くなるかもしれない。

　──これくらいでいいかな。

　以前はこういうやりとりに理り解かいも興きよう味みも関かん心しんも示しめさないような少女だった。だからこういう反はん応のうを見せてくれるだけでも充じゆう分ぶんだ。

　それに──ふざけては話せない用よう件けんだってある。

　レインは笑え顔がおを消した。

「……ま、とにかく、怪け我がをしないこと。これは命令よ」

「了りよう解かいしました」

　一いつ瞬しゆんで無表情に戻もどり、シオンは返事をする。

　不ぶ器き用ようなんだか器用なんだかわからない、とレインは心の裡うちで苦く笑しようした。

「まぁ、呼よんだのは用件もあったからなんだけど……ここからは真ま面じ目めな話」

「……何でしょう」

　シオンの声が、微かすかに鋭するどくなる。

　こういうところは昔から、まるで変わっていない。

　レインは部へ屋やの空気が引ひき締しまるのを確認すると、ややあって続けた。

「シオン……明日の出動──乙おつ種しゆ型がたなんだけど、第六区なの。初めてでしょう？」

「……はい」

　乙種型──正式には『乙種特別出動』と呼ばれる。

　エデンは、外部集落を依い頼らい人にんにしたケモノ殲せん滅めつを対外的な活動の主体としている。依頼を受けて集落に赴おもむき、そこを襲しゆう撃げきしているケモノを殲滅して報ほう酬しゆうを受け取り帰る──普ふ段だんの戦せん闘とう行動はこの繰くり返かえしで、そういった通つう常じよう戦闘は正式には『甲こう種しゆ一いつ般ぱん出動』と呼ばれていた。

　乙種はその活動とは少しだけ異ことなる。

　乙種とは、エデンとの専せん属ぞく契けい約やくによって成立している出動のことだ。

　乙種に分類される出動はすべて、個人或あるいは集落に恒常的なケモノ殲滅の必要がある事じ情じようを有している。例たとえばケモノの極きよく端たんに多い地ち域いきに住んでいる人々。または逆ぎやくに、ケモノの極端に少ない地域に住んでいる人々。或いは規き模ぼの大きな、幾いくつかの集落が集まってできた非機械都市。彼らは殆ほとんどの場合、定期的にケモノを殺してくれる存そん在ざいを必ひつ要ようとしていた。つまりそういう事情を有した人々がエデンと特とく殊しゆ契けい約やくを結ぶ。彼らは普ふ通つうの依頼よりも多量の報酬と引ひき換かえに、随ずい時じ或いは定期的に、エデンを呼び出せる立場にあった。

　一定の需じゆ要ようを与あたえてくれる上じよう客きやく。エデンにとっての彼らはそういう存在だった。

　故ゆえに乙種は普段の出動とは様よう相そうが異ことなっていた。彼らとの付き合いは一度限りではないし、何より将しよう来らい的てきな売り上げを見込んだ商売をする必要がある。

　シオンが乙種特別出動に出るのは、特に初めてのことではない。彼女は『性せい格かくに問題があるにせよ戦闘能のう力りよくに関しては信用に足たる』とウェポン司し令れい部ぶに判はん断だんされているから、一般戦闘用員としては甲種、乙種共にそれなりの出動経けい験けんがあった。

　ただ、今回は──場所が、問題だった。

　第六区。六番目にエデンと契約を結んだ場所。

　そこは様々な意味で、ウェポンたちから敬けい遠えんされ忌き避ひされていた。

「第六区のことは、知ってる？」

　レインは返事を期き待たいせずに問う。案あんの定じよう、シオンは知らないという顔をした。

　ウェポンたちの間でも『第六区』は有名だ。だけどそんな噂うわさ話ばなしを知っているほど、この少女は外部に興きよう味みを示しめさないし、何より他のウェポンたちとも親したしくない。

　レインは溜ため息いきを吐つく。呼よんでおいて正解だった。

　できることならこの少女を、あんな場所へは遣やりたくなかった。だけど人事に関する決定権は、最終的に、司し令れい部ぶが手た綱づなを握にぎっている。逆さからえない。

「あそこはね、特とく殊しゆなところ。行く前にそのことだけは……知っておいた方がいいわ」
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　レインに教えられた話の内容はシオンにとって、予よ想そう外がいに気持ちの悪いものだった。

　集落の様よう子すなど知ったことではない。今までシオンはそう思ってきた。

　大きく分けて集落には三種類ある。『純じゆん居きよ区く』『聖せい域いき』と呼ばれる、純じゆん血けつ種しゆだけが住まう集落。『雑ざつ居きよ区く』『混こん在ざい地ち域いき』と呼ばれる、純血種と変へん異い種しゆが一いつ緒しよに住まう集落。そして『単たん相そう区く』『隔かく離り地ち域いき』と呼ばれる、変異種のみが住まう集落。エデンはいずれの集落の依い頼らいも受けるから、シオンはすべての場所に赴おもむいたことがあった。往おう々おうにして純血種は変異種を蔑さげすみ貶おとしめ憐あわれみ無む視しする傾けい向こうがあったから、純血種の数が多ければ多いほど変異種であるウェポンたちは厭いやな思いをする。だけどシオンはその感情を表に出したことはない。

　そんな視し線せんなら過か去こに厭というほど受けてきた。生まれた集落で、それも同じ変異種から。自分より下の場所にいる同族を踏ふみにじることで群むれをなすのは、人間が動物である証しよう拠こだ。

　故ゆえにそれらの感情を、ただ黙だまって受け止める技術は身に付いていた。平へい静せいを装よそおうくらいのことはできていたし、平気だと思い込むことも表情を隠かくすのも容よう易いだった。

　だけど。

　気分が悪かった。どうしてだろう。何な故ぜかはわからない。生理的なものなのか、或あるいは倫りん理り的てきなものなのか。そういった概がい念ねんを持ち合わせている自分を少し意い外がいに感じたが、それでも気持ち悪さが胸むねにのしかかる。

　部へ屋やを出て廊ろう下かを歩きながら、シオンはレインの言葉を胸きよう中ちゆうで反はん芻すうする。髪かみ留どめを弄いじりながら、気付かない内に唇くちびるを咬かんでいた。

　第六区とは、ここから北約三百キロ地点にある小さな建たて物もののことを指すという。人口十人足らず。集落とも呼べないほど人口は少ないが、建物自体には過か学がく技術が生きていて、『混こん乱らん』前後に建けん造ぞうされたらしい。建物の中に住むのは純血種の家族ひと組。そして数人の変異種。定てい義ぎ的てきには雑居区と呼べるかもしれない。雑居区とはつまり純血種と変異種が同どう居きよする集落を指さすのだから、そう呼ぶことに間ま違ちがいはないのだろう。

　しかし、シオンはそう思えなかった。

　生理的に、倫りん理り的てきに、そして何より本ほん能のう的てきに、気持ち悪いと、そう感じる。

　他のウェポンは知っているのだろうか。知っていてそれでもなお平気な顔をしているのだろうか。或あるいは興きよう味みがないのかもしれない。純じゆん血けつ種しゆが変へん異い種しゆを人間扱あつかいしないのはどこでも同じことで、だからこういうこともあるのか、くらいにしか思っていないのかもしれない。それとも諦あきらめているのだろうか。どうせ自分たちは人間ではないと、人間扱いされることを諦めているのだろうか。或いは──わからない。

　変異種の持つ変異は様々だ。他生物の身体的特とく徴ちようを一部に持っている、というのが変異の定てい義ぎで、生物には種によって異なる器き官かんが存そん在ざいしているのだから当たり前だ。そこには種類と傾けい向こうが存在する。そして──種類と傾向が存在するということは、変異には美び醜しゆうが存在し得うるということ。純血種だけでなく、変異種同士にさえ差さ別べつ感情が存在する理由のひとつでもある。

　第六区。バベル北三百キロ地点にある小さな建たて物もの。

　そこでは純血種の家族が商売をしているという。

　珍めずらしい変異を持った変異種を調ちよう教きようしてから他者に売る、という行こう為いがそこでは繰くり返かえされているそうだ。

　五週間と四日ぶりに、まだ万ばん全ぜんとは言えない体たい調ちようでの出動先は、家か畜ちく、或いは愛あい玩がん動物としての人間が住む場所だった。
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　屋や敷しきの中庭で、ティーはようやくのろのろと立ち上がる。

　数十分前に見た、ジャクに暴ぼう行こうされるスミタの姿すがたはまだ頭から離はなれない。

　スミタは気け配はいだけで絶ぜつ叫きようしていた。執しつ拗ような攻こう撃げきは腹部に集中していたから声は出せない。悲ひ鳴めいは金きん属ぞくの壁かべを振しん動どうさせもせず、仕切られた空にも届とどかなかった。

　響ひびくのはただ、肉を打つ音。

　ジャクは無む言ごんだった。スミタは涎よだれや涙なみだや吐と瀉しや物ぶつをまき散ちらしながら眼めを剥むいていた。一いつ般ぱんに変異種の方が純血種よりも筋きん力りよくに優すぐれていて、だからその攻撃の効こう果かが薄うすいかもしれないとティーは微かすかな望みを抱いだいたが、しかしジャクは男で、スミタは女だ。その差は、変異のあるなしよりも決定的だったらしい。

　何度も何度も何度も何度も、執拗に、偏へん執しつ狂きよう的てきに、ジャクはスミタの腹を蹴ける。顔を傷きず付つけたら商品価か値ちが下がるということを気にして腹部を選んだのかもしれないが、振ふり抜ぬかれる足の苛いら立だたしさを見る限り、配はい慮りよがあったかどうかは疑問だ。

　ティーは──ティーはその光こう景けいを、ただ座すわり込こんでじっと見ていた。

　助けることができたかどうかはわからない。だけど少なくとも、ティーは助けなかった。ただ怖こわかった。スミタの声せい帯たいが振しん動どうもできずに硬こう直ちよくし、呼こ吸きゆうもできないのに胃の内容物が吐はき散ちらされ、やがて血混まじりの胃い液えきが口こう腔こうから溢あふれても、それでも。

　スミタを目の前にして、ただびくりと身体を震ふるわせただけだった。

　もはや死んでしまうのではないかというぎりぎりになってようやく行こう為いは終わり、ジャクは息いきを荒あらげたまま蹲うずくまったスミタを見下ろす。それでもティーは動けずにいた。ジャクがそのまま、苦にが々にがしげな表情で中庭を黙だまって去さってしまっても。

　スミタの呼吸が恢かい復ふくして、弱々しい咳せきが聞こえたのが、立ち上がる切きっ掛かけになった。

　蹲ったまま、スミタは顔だけをこっちに向ける。

　あ、あ、と震える声は、ティーの胸むねにも痛いたみを与あたえていた。

　その口が、た、す、け、て、という形に動いた。

　助けなかったのに、むしろその逆ぎやくなのに『助けて』と。

　怨うらみも憎にくみも蔑さげすみもまるで感じさせない表情で、ただ無む条じよう件けんに頼たよってくるかのように。

　無む言ごんでそっとしゃがみ込み、スミタの身体を抱だき起おこした。

　無む防ぼう備びに身体を預あずけてくる。スミタはありがとう、と無む理りに笑った。痛みで上う手まく表情が作れないのだろう、涙なみだと鼻はな水みずと吐と瀉しや物ぶつと胃液と血で顔をぐしゃぐしゃにして、それでも。

　ティーはその無む垢くな笑え顔がおに、自身の卑ひ怯きようさを思い知る。

　スミタの表情は、ティーの心臓を突つき刺さして、抉えぐった。
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　荒こう涼りようとした土地は乾かん燥そうして砂混まじりに痩やせていたけれど、それでもそこに生物は存そん在ざいする。

　その土地にはちゃんと、人間の集落があった。

　土と石とで作られた家があり、人間の生活があった。過か学がく技術が殆ほとんど見られない集落だったが、自然を利用し或あるいは排はい除じよし、知ち恵えと経けい験けんで構こう築ちくされた生活環かん境きようは、決して過学にひけをとるものではない。

　雨は少ないが降ふらないという訳わけではないし、細い河か川せんだって通っている。限りある水分を必ひつ死しに貯たくわえようと葉を厚くし地ち下か茎けいを肥ひ大だいさせた植物たちは、数が少ないにしても食用に足る。蛋たん白ぱく源げんとなるべき家か畜ちくだって、環かん境きように適てき応おうした種しゆが存在する。だから水分と食物の調ちよう達たつはできる。生せい存ぞんは不ふ可か能のうではない。

　そこは決して、人間が生きていくのに致ち命めい的てきな環境ではなかったはずだった。

　だけど、何な故ぜかはわからない。

　世界に負けたのか。ケモノが襲おそってきたのか。それとも他の何かが邪じや魔まをしたのか──。

「酷ひどい有あり様さまですね」

　その集落を目前に、溜ため息いきを吐つくように、それでもどこか他ひ人と事ごとのようにひとりの女性が静かに瞼まぶたを閉じた。その隣となりに立った少年は、じっとその光こう景けいを睨にらんだまま動かない。

　シオン＝エシュが乙おつ種しゆ特別出動に赴おもむいたのと同時刻。

　バベル北およそ三百キロ地点にある、ほぼ砂さ漠ばくと表現して差さし障さわりのない状じよう態たいの乾燥地ち帯たい。

　そこにふたりの人間が、立っていた。

　女は外がい見けんからは二は十た歳ち前後に見える。長い金きん髪ぱつを側そく頭とう部ぶでひと括くくりにまとめたような髪かみ型がたをしていた。金きん属ぞく質しつの、コルセットにも似にたスーツの上に光こう沢たくのある素そ材ざいでできた上うわ着ぎを羽は織おり、ロングスカートで足首までを覆おおった姿すがたはやけに神こう々ごうしく、砂漠の黄色の中でも目立って見える。

　対して少年は十代半ば。銀のような青のような上着は鈍にぶい光沢があって、照てりつける太陽の光を反はん射しやして今は青せい銅どう色いろに見えている。しかし衣服に反はん抗こうするかのように髪は一面の黒だった。光を吸きゆう収しゆうしてもなお色を変えないほどに色しき素その濃こい漆しつ黒こくは、砂さ塵じんの中にあって存在を隠かくすことができないまでに目立って見えた。

　女性──フィオナ＝レスファと、少年──ルナ＝イルは、たったふたりでその集落の中に佇たたずんでいた。

　風は弱い。けれど軽い砂すな埃ぼこりが微び風ふうにさえも浮うかび、視し界かいはあまりよくない。遠くに見える山さん脈みやくが濁にごって霞かすみ、淀よどんで褪あせていた。時とき折おり舞まい上あがった大きな砂すな粒つぶが眼めに飛び込もうとやってくる。ルナは眼を細めたまま、その光景をじっと、眇すがめに睨んでいた。

「どこから手を付ければいいんでしょう？」

　フィオナ＝レスファがルナの隣となりで、独ひとり言ごとのように呟つぶやく。仮に自分に尋きいているのだとしても答えようがない。まずは何をするべきなのかなど、エデンに入って僅わずか一カ月のルナにはわからなかった。

　エデンを出たのは、つい十五分ほど前のことだ。命令を受けたのはそれから更さらに二時間前に遡さかのぼる。ケモノ殲せん滅めつ用よう戦せん闘とう要員──ウェポンであるはずのルナとしては、異い例れいの命令だった。

　丙へい種しゆ特別出動、というらしい。

　戦闘ではなく調ちよう査さを主目的にした、部ぶ隊たい構こう成せいさえも便びん覧らんにはない、つまりは臨りん機き応おう変へんに形成された形の、例外的な出動。

　この場合の出動人数は僅わずかにふたりで、それがルナとフィオナだった。

　何な故ぜ自分にその役目が回ってきたのかわからないまま、ルナは出動した。フィオナと一いつ緒しよに行動することさえも初めてで、彼女とはそれまで殆ほとんど言葉を交かわしたことさえなかった。

　それに、調査内容も不ふ可か解かいだ。

　目の前には人間の集落がある。防ぼう壁へきもなく過か学がく技術を使っている形けい跡せきもない、あまり見たことがない形の集落だった。家か屋おくにも馴な染じみがない。屋や根ねも壁かべも土を固かため石を積み上げて作った立方体で、色しき調ちようさえもが単たん調ちようで、ともすれば風ふう景けいの一部として見落としてしまいそうだ。

　点てん在ざいする人間と家か畜ちくの死体がなかったら。

　その集落は──全ぜん滅めつしていた。

　そしてその状じよう態たいと原げん因いんを調査することが、エデンから与あたえられた命令だった。

　ひとり残らず余あますところなく、生せい存ぞん者しやはいない。死体たちをざっと眺ながめると、そこが単たん相そう区くであったことは推すい測そくできるが、それだけだ。

　文字通り、どこから手を付けていいのかわからない。

　エデンに戦闘以外の出動があることなど知らなかった。

　そもそもエデンに入って一カ月ほどしか経たっていない。

　──自分が何の役に立つのだろうか。どうして自分はこんな場所に来ているのだろう。




　そんなことを考えながら、集落を眺めている最中だった。

「どうしました？」

　不ふ意いにフィオナが、ルナに視し線せんを向ける。

「え？」

「何ごとかを考えている様よう子すでした」

　気付けば、フィオナはルナの正しよう面めんに立っていた。

　いつの間に移い動どうしたのだろう。急に話はなし掛かけられ、ルナは慌あわてる。

「いや……特に」

「でも、わからない、という顔をしていますよ」フィオナは笑えむ。

　無む垢くなのか無む神しん経けいなのか判はん然ぜんとしない、警けい戒かい心しんも邪じや気きも感じられないその表情は、大きな瞳ひとみと相まって感情が読めない。そういう性せい格かくなのだろうか。それともルナが彼女に慣なれていないだけなのだろうか。

　どちらにせよ、妙みように不ふ可か解かいだった。

「……確かに……わからないけど……」

「何か仰おつしやりたいことがあるのなら」と、フィオナは、一歩ルナに近寄った。

「話して下さらないかしら」

　そうして身を屈かがめ、まるで大人が子供と視し線せんを合わせるように、ルナの瞳を覗のぞき込こむ。予よ期きしない行動に、ルナは思わずたじろいだ。顔と顔の距きよ離りは僅わずかに十数センチしかない。

「いや、僕は……」

「ルナさん」満まん面めんの笑えみを浮うかべてフィオナは言う。

「それなら、調ちよう査さは後あと回まわしにしましょう」

　顔を近付けたまま、そうだいいことを思い付きましたと、はしゃぐ子供のように、

「……後回し、って……？」

「折せつ角かくふたりでこうしてお話できる時間ができたのですから、何でも話して欲しいんです。私に尋ききたいこともあるでしょう？　私だって、あなたに尋きたいことがあるんですよ」

　フィオナ＝レスファは、まるでお茶でも飲んでいるみたいな口く調ちようで妙なことを言った。

　掴つかみどころがない──。

　初めて会った時から何とはなしにそう思っていた。作戦会議室で再さい会かいしてからもそう感じていた。が、どうやらその感かん覚かくは本物のようだった。

　この人は状じよう況きようを理り解かいしているんだろうかと、半ば呆あきれながら思う。

　ここは機械都市の中ではない。

　砂まみれの地面に死体がごろごろ転ころがる全ぜん滅めつした集落の中だ。

　それなのに、それらすべてをまるで意いに介かいしていないかのように。

「だから、お話をしましょう」

「今は……そんな場合じゃないだろう」

「でも、この機き会かいを逃のがしてしまうと、私には時間がありません」

　フィオナは少しだけ悲しそうな顔をして、首を傾かしげる。

「あなただってお忙いそがしいでしょう？　今度こういう機会が訪おとずれるのは、いつになるか……」

　ルナはその言葉に反はん応のうする。

　それは──確かにそうだった。

　彼女は毎日のように出動に駆かり出だされている。彼女はエデン最高戦力のひとつで、更さらにウェポンの中でも特別な存そん在ざいだった。存在意い義ぎも存在意味も唯ゆい一いつにして特とく殊しゆだった。

　ルナが彼女を理解できずにいる理由のひとつがそこにある。

　何しろフィオナ＝レスファは、『稀き存ぞん種しゆ』のひとりなのだから。

「今回の出動は、それほど急いで片付けなければならないものではありません。だから少しだけゆっくりとお話できるんです。調ちよう査さというのはそもそも半ば建たて前まえみたいなものですし……それはすぐに終わりますわ。いいでしょう？」

　同じ出動はこれが初めてで、話も一度しかしたことがない。だけどルナも、噂うわさだけは聞いていた。世界に数えるほどしか存そん在ざいしていない特別な変へん異い種しゆ『稀存種』。『混こん乱らん』以前から確認されていたという奇き妙みような変異種。

　その第一番目。彼女は故ゆえに『第一稀存種』──天てん使しと呼こ称しようされていた。

　エデンに来てすぐに対たい面めんする時間も設もうけられた。彼女が言うようにゆっくりと話す時間はなかったけれど、初めて会ってからずっと、気には留とめていた。

　興きよう味みもあった。どんな人間なのだろうと思っていた。三週間ほど前、エデンに在ざい籍せきするもうひとりの稀存種とも会っていたから、話をしてみたいという思いは確かにルナの中にある。

　何しろ、ルナは──ルナも。

「僕は……」

「同じ稀存種同士、尋ききたいことも話したいこともあると思うんです」

　フィオナは言う。

　ルナに──『第四稀存種』ルナ＝イルに。

「……だから、遠えん慮りよなく言って欲しいの。私もその方が嬉うれしいんです」

　その台詞せりふは、まるで姉が弟に向かって口にする言葉のようで、

「……遠慮なく、って……」

　フィオナは続ける。畳たたみ掛かけるように、続けた。

「私は……そのためにずっと、あなたを待っていたんですよ」

　含ふくみのあるその言葉。

　初めて会った時にも、同じことを言われた。

　待っていましたよ、と。

　どうしてだろう。




　荒こう涼りようとした集落には死体が山ほど散ちらばっていて、彼らはもう、何も言わない。何も見ない。乾かん燥そうした空気のせいで腐ふ敗はい臭しゆうもしないし、何より舞まい上あがる砂さ塵じんは死体たちを風ふう景けいの一部とすることに協力的だった。

　ルナは溜ため息いきを吐つく。どこか場ば違ちがいだと心の隅すみで思いながらも、根こん負まけしたかのように、或あるいは魅み入いられたかのように頷うなずく。

「わかった。話を……しよう」

　フィオナは嬉しそうに、或いは安心したかのように満まん面めんの笑えみで応こたえた。

「感かん謝しやしますわ」
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　バベル第十三階かい層そう、エデン本部。第九区く画かく、外交部専用区画。

　その場所は、異い質しつな空間だった。

　他の区画と造つくりが違ちがう訳わけではない。壁かべも床ゆかも他区画と同じ鈍にび色いろで、バベルの外がい周しゆうに沿そって彎わん曲きよくする長く細い廊ろう下かも、その廊下に貼はり付ついた無む機き質しつな扉とびらも、すべてが規き格かく通りの、変かわり映ばえしない風ふう景けいだった。もちろん天てん井じように取り付けられた発はつ光こう金きん属ぞくも、色の調ちよう子しが異ことなっているというような事実はない。

　それなのにその空間は、エデンの他区画に比くらべて明らかに違う。

　違っているのは、人だった。

　人が──人間が、他区画とは別種の雰ふん囲い気きを纏まとっていた。第九区画で仕事をしている者たちはすべからく無機質な瞳ひとみにどこか厭えん世せ的てきな視し線せんを宿し、それでいて自分以外の他人を見下すような、或あるいは自分以外の他人をすべて疑っているかのような、そんな顔をしている。廊下ですれ違う時もお互たがいに挨あい拶さつもしないし眼めも合わせないが、会話の際さいには常つねに相手の腹を探さぐるかのような口く調ちようで喋しやべり、同時に自分の本心を決して露ろ呈ていしないような、魂たましいに何かを塗ぬりたくっているような態たい度どを取る。

　別部ぶ署しよ所しよ属ぞくの人間は立ち入りさえも許ゆるされないその区画は、だから他とは異質の空間だった。

　外交部──別べつ称しようを『地下戦せん闘とう部ぶ』という。

　エデンにとって都つ合ごうの悪い、水面下で起こった水面上に出してはならない問題を水面下にある内に解決するための部署。彼らは、間かん諜ちよう、内ない偵てい、密みつ告こく、諜ちよう報ほうから、拷ごう問もん、監かん禁きん、隠いん滅めつ、暗殺に至いたるまでの一いつ切さいを担たん当とうしている。活動範はん囲いはエデン内外、バベル内外を問わず、他都市、他集落でさえも例外ではない。

　そして。

　その第九区画の一画にある、十五メートル四方ほどの広さはある部へ屋やで、ふたりの人間が向かい合って会話していた。

「目星はついたわ。出しゆつ撃げき許きよ可かも出た」

　部屋の中心にある机で腕うで組ぐみをしているのは、爛らん々らんとした双そう眸ぼうを狂きよう的てきに光らせた、二十代後半の女。長い髪かみを扇せん情じよう的てきに纏まとめ上あげ、純じゆん血けつ局きよく員いん用制服の胸むな元もとをだらしなくはだけさせている。薄うす紫むらさきの唇くちびるは塗ぬっているのか地じ肌はだなのか判はん然ぜんとしないが、時折その唇を舐なめる仕し種ぐさは怖おぞ気けが走るほど艶つやっぽい。

「──そうか。それで、問題の件は？」

　そしてその女の前に──つまりは机の前に深しん々しんと立っているのは、無機質な表情をした、外見からは年代の判はん別べつできない男だった。黒一色で染そめあげられた外がい套とうで全身を隠かくすように覆おおっているが、それとは真しん逆ぎやくに顔も頭とう髪はつも色しき素そを失ったかのように白い。人間味のない瞳ひとみと動きのない唇くちびるは血を透すかしたような朱しゆで、声を出しても表情に変化はなく、瞬まばたきすらも人工的で面めんのようだった。

「調ちよう査さはお前の仕事ね。関係があるかどうかを聞き出し……或あるいは関係を露ろ呈ていさせて頂ちよう戴だい」

　女──地下戦せん闘とう部ぶ部長、メインシー＝カウツは唇を舐なめながら上うわ目め遣づかいに男を見る。

「手て掛がかりはあるのか？」

　男──地下戦闘部戦闘員筆ひつ頭とう兼、ウェポン第一階位──『第二稀き存ぞん種しゆ』カロマイン＝セクは無表情に、確認だけをするような発声で、女の視し線せんを無む視しした。

「そもそもおかしいとは思ってたのよ」

　メインシーはカロマインの返事とは関係のない言葉を返す。

「何カ月か前から、北方を中心に依い頼らい件数が減へってたって言うわ。最初は無視していい程てい度どに、それから少し気になる程度に、最近は調ちよう査さが必ひつ要ような程度にね」

「それとあいつとに、関係があるのか？」

「調査をしてみたら何てことはない。私たちの真ま似ねをしてる奴やつらがいるっていうじゃない。しかも無む報ほう酬しゆう。善良な方々がいるものね」

　会話は成立しない。好き勝手に言いたいことだけを言い、気き儘ままに行動し、殺さつ意いに欲よく情じようするがままに命令を下す──それがメインシー＝カウツという女のやり方だった。

「真似をされる分にはそれほど問題じゃない。経済的損そん害がいは確かにあるけど、そのことについて息いき巻まいているのは経営部のガキだけ。我々が問題にしているのは、思し想そうそのものよ」

　だからカロマインは口を噤つぐみ、女の喋しやべるがままに任まかせる。

　いつも、そうしていた。もう慣なれている。

「そいつらは無報酬でケモノを狩かる。……その理由は恐おそらく、正義によるもの。知ってる？　人間ってのは正義という概がい念ねんがあれば何でもできるのよ。両親の目の前で子供を強ごう姦かんすることも、自らの危き険けんを顧かえりみず溺おぼれる子供を助けることも、子供の目の前で両親を惨ざん殺さつすることも、両親のいない子供を自分の子として育てることも、飢うえた他人に食物を与あたえることも、他人を殺して喰くうことも、自分の命を犠ぎ牲せいにして集落や都市を救すくうことも、集落や都市をひとり残らず皆殺しにすることも、何だってできる。不ふ可か能のうはない。あぁ何て素す晴ばらしいんでしょう反へ吐どが出るわ」

　女は夢を見ているかのように呟つぶやき続つづける。

「だから無報酬でケモノを狩ることなんてお手のものなのよ。そして……人々はその自己犠牲に泥でい酔すいするって寸すん法ぽう。動機と目的がどんなものであれ、行動に共感または賛さん美びできるものがあれば人間は簡かん単たんに酩めい酊ていする。行動を起こした奴らも大たい義ぎ名めい分ぶんを痛つう飲いんしてるから千ち鳥どり足あしで得とく意いげに踊おどる踊る踊る。本当に素晴らしいわ」

「あなたも人間だろう？」

　脇わき道みちに逸それるのはいつものことだ。殺してやってもいいが、黙だまって聞き流す程てい度どの余よ裕ゆうはあるし、相あい槌づちを打ってやる程度の優ゆう越えつはある──カロマインはそんな危あやうい理由で、女との対たい面めんを成立させている。これも、いつものことだった。

「私は下げ戸こなのよ」メインシーは面おも白しろそうに笑えんだ。

「宴えん会かいを見み逃のがしてやるほど心も広くない」

「……正義というのはこの場合、何だ？」

「それよ。そこが今回の面白い点。どうやらそいつらは──私たちエデンの真ま似ねをしてるそいつらは、『楽園から助けがくる』という機き構こうが大たい変へんに面白くないらしいのよ。自分たちよりも裕ゆう福ふくな暮くらしをしている場所からやってくる、自分たちよりも醜みにくい、畸き形けいを抱かかえた人間もどきに金銭を支し払はらって命を救すくってもらうっていう機構に我が慢まんがならないらしいのね。だから、そいつらは組そ織しき化かして立ち上がった。本物の人間の手で人間を救うっていう大たい義ぎ名めい分ぶんで、正義で、様々なものを塗ぬりたくってね」

「それで？」

「『それで』？　違ちがうわ。そこで、よ。そこで出てくるのが三週間前の例の事件ってわけ」

　三週間ほど前──。

　ちょっとした騒さわぎが起おきた。エデン内部とカロマインの出動先で、機き密みつのひとつ──『繭まゆ』が同時に使用されるというものだった。

　それは誰だれかが──エデン内部の機密を持つ何者かが仕し組くんだとしか思えない事件だ。

　そしてその『誰か』こそが問題だった。

「あの事件、実じつ行こう犯はんは未発見だけどそれを手引きした奴やつを……先日捕ほ獲かくしたわ。エデン一いつ般ぱん局きよく員いん。名前は忘れた。発はつ狂きようされる前にちゃんと喋しやべってもらったわよ。結けつ果か──実行犯もそいつもその『正義』に与くみしてたという結けつ論ろん。馬ば鹿か騒さわぎやってる奴らの大義名分に心しん酔すいして乗っかりたいと思ったんでしょうね」

「なるほど」

　メインシーの言葉に、カロマインはようやく納なつ得とくする。

「そこにあいつが絡からんでいる可か能のう性せいがある、と？」

「そう！」嬉うれしそうに楽しそうに気持ちよさそうに、メインシーは突とつ然ぜん立ち上がる。

「行ってきなさい！　『繭』を持ってたってことは、あなたの言う通り、あいつらの──第三か第六かの内どちらかが絡んでいた可能性がある。あいつらを潰つぶすのは生なま半なかにはできないし、あいつらこそが癌がんであり病びよう巣そうなのよ！　いつ発病するかわからない本物の敵てきなのよ！　十年間糸口さえもなかったのに、今になって動き出したかもしれない。それは脅きよう威いであり恐きよう怖ふ!!」

　机の上に積み重なっていた雑ざつ多たな書しよ類るいをすべて薙なぎ払はらいながら、メインシーはどうしようもなく高こう揚ようしていた。

「だから行動しなさいカロマイン＝セク！　尻尾しつぽはこっちで掴つかんである。出動しさえすればいいの。交こう渉しようの場は用意した。だから詰きつ問もんして協力を求めなさい、尋じん問もんして友好的に解かい決けつしなさい、拷ごう問もんして彼らの場所まで平和的に案内してもらいなさい！」

　カロマイン＝セクは、その言葉にやっと、唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。

　それは引ひき攣つった皺しわのような、切れかけた断だん裂れつのような、そんな笑え顔がおで。

　──あいつがいるかもしれない。

　十年前までエデンにいた、ふたりの稀き存ぞん種しゆ。その内のひとりこそが、カロマインの探さがし求もとめている想おもい人びとだった。そいつが──手が届とどきそうな場所に、やっと影かげを見せたのだ。

　十年振ぶりに。

「理り解かいした」

　だからカロマインは笑う。エデンの、そしてメインシーの思おも惑わくなどどうでもいい。自分の手を下さない虐ぎやく殺さつに酔よっているこの女も、どうしようもなく人間だった。そしてカロマインは人間に興きよう味みがない。興味があるのは、ただひとり。あいつだけ。

　あいつだけだ。

　十年前にカロマインを裏うら切ぎって逃にげ出だした、あの男だけだ。

　だからカロマインは毅き然ぜんとして、興こう奮ふんしている女に告つげる。

「あいつを──あの人を、探さがしてこよう」
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　集落の所々に点てん在ざいする風ふう化かしかかった岩は崩くずれかけて小さく、やけに脆もろそうだった。

　だけどフィオナはその岩の上に体重を感じさせない動きで腰こし掛かけると、ルナを見み詰つめてにこやかに笑えむ。その笑え顔がおは無む防ぼう備びで、優しさ以外の感情を読み取れない。

　──姉さんの笑顔だ、とルナは不ふ意いに思った。

　エデンに来る前、ずっと自分を守ってくれていた姉は、いつも自分に笑いかけていてくれていた。だからルナが思い出す姉の顔はいつだって無防備で無む邪じや気きで、自分のすべてを許きよ容ようしてくれそうな、そんな笑顔だった。

　記き憶おくの中のそれと、フィオナの笑顔は、そういう意味で似にている、と思う。

　だから自然、フィオナから眼めを逸そらしてしまう。岩に座すわったフィオナの前で所しよ在ざいなさげに立ちつつも、ルナは居い心ごこ地ちの悪い、それでいて落ち着くような、そんな空気を感じていた。

「何から話しましょうか？」

　だけどいつまでも姉の面おも影かげを引ひき摺ずるのはやめたかった。姉はもう、死んだのだ。ルナにとってたったひとりの存そん在ざいだった姉は、ルルはもう、いない。代わりもいないし、見付けてもいけない。

　だから思いきって唇くちびるを結び、ルナはフィオナの視し線せんに黒い眼めを向ける。

　この際さいだ、と思った。稀き存ぞん種しゆとして、同じ存そん在ざいであるフィオナには、尋きいてみたいことが山ほどあるのは確かなのだから。

「……いつからエデンにいる？」最初の質問だった。

　三週間前に同部隊で出動した第二稀存種──カロマイン＝セクにも同じ質問をした。だからまた、同じ質問を繰くり返かえしてみようと考えた。

「そうですね」フィオナは指先を口元に持っていきながら、首を傾かしげた。

「生まれた頃ころから」

「……生まれた頃から？」

「私が生まれて、二十年になります。そしてエデンが組そ織しきとして機き能のうし始はじめたのも同じです。私は……エデンと共に生まれたんですよ」

　意い外がいな答えに、ルナは思考を巡めぐらせる。

　──だとしたら、母さんよりも前からエデンにいたのだろうか。

　エデンに来る前に、レイン＝リィンから聞いた母親の話を記き憶おくから引ひっ張ぱり出だす。ルナの母親。稀存種。名前は同じ『ルナ』。だから今のルナは彼女から、力と、身体と、それから名前をそのまま受うけ継ついだことになる。

　──確か母さんは……。

「ええ」ルナの思し考こうを読んだかのようにフィオナは頷うなずき、

「私はあなたのお母さんよりも早く、エデンに保ほ護ごされていました。あの人がエデンに来たのは、私が二歳の時です。私はまだ稀存種の力を知らなくて、戦力にはなりませんでしたけれど。あの人はエデンに入ったその時から、立りつ派ぱな稀存種でしたよ」

　そして瞼まぶたを閉じる。懐なつかしそうに、或あるいは嬉うれしそうに。

「あの人が去さったのは私が四歳の時。たった二年間でしたけど、あの人は……おねえちゃんは、綺き麗れいな人でしたよ」

「『おねえちゃん』？」

「子供の頃の私は、そう呼よんでいました」

　フィオナの瞳ひとみは太陽の光を反はん射しやして、うっとりと金色に光っている。

「あなたは、おねえちゃんに……凄すごく似にてるわ」

「どんな人だった？」そんな瞳から思わずまた眼を逸そらしてしまいながら、ルナは問う。

「えっ？」フィオナはその質問に、大きな瞳を見開いた。

「……覚おぼえていないのですか？」

　それは、驚おどろきの表情だった。

　この人にもちゃんと感情はあるのだななどと思いながら、ルナは頷く。

　母親については、断だん片ぺん的てきなことしか知らない。ルナには殆ほとんど記憶がなかったし、知っていることといえば伝でん聞ぶんによるものばかりだった。母が死んだのは、自分が四歳の頃ころだという。四歳で別れたというなら、フィオナと同じだ。

　それなのにフィオナは覚おぼえていて、ルナは覚えていない。

「母さんが死んでから、僕は姉さんに育てられた。だから記き憶おくがごっちゃになって母さんのことを忘れてしまったんだろうって……姉さんが言ってた。だから、僕は母さんのことを何も知らないんだ」

「そうですか」フィオナは再ふたたび瞼まぶたを閉じる。

「でも……大だい丈じよう夫ぶです」

「え？」

「じきに思い出しますよ、きっと」

「思い出す、って……」

「いずれそういう日が来ます」

　まるで、何も心配はいらないとでも言うかのように、フィオナは頷うなずいた。

「どういうことだ？」だけどルナの頭は疑問だらけになる。

「いずれそういう日が来る、って」

「だったら、余よ計けいなことは言わない方がいいでしょうね。思い出話は……いずれルナさんがあの人のことを思い出してからにしましょう」

　ルナの意い志しを置おき去ざりに、フィオナはうふふ、と声をあげた。

「とても楽しみです」

　ルナは戸と惑まどいながら、横目でフィオナを見る。にこにこと笑ってばかりいるこの女性のことが、やはりよくわからない。カロマイン＝セクも──フィオナとはまったく逆ぎやくの意味でだったが──不ふ可か解かいだった。どうして稀き存ぞん種しゆというのは理り解かいし難がたいのだろう。

　或あるいは、自分も他人からそう見えるのだろうか。

「でも、それなら尚なお更さらですね」

「尚更？」

「ええ。私、エデンから命令を受けているんです」

「……命令？」

「あなたの力……おねえちゃんの力。まだ、完全には理解できていないのでしょう？　まだ稀存種としては孵ふ化かしたばかりなのですから当然なのですが……急ぐそうなんです。ある程てい度どまで制せい御ぎよできるようにして欲しいと言われています」

　──エデンからの命令。

「僕を使えるように……しろって？」

「はい」フィオナは破は顔がんする。

「調ちよう査さというのは半なかば建たて前まえみたいなものだと、さっき言ったでしょう？」

　だからなのか、とルナは納なつ得とくした。

　ルナの力──稀き存ぞん種しゆとしての力は、戦せん闘とう総そう轄かつや司令部の純じゆん血けつから『扱あつかいづらい』と言われている。その対たい策さくとして、フィオナとの出動命令が下されたということなのだろう。

　フィオナは命令を受けていたのだ。

　この態たい度ども命令なのかなと少しだけ落らく胆たんする。だけど安心した。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。あの人にできていたことが、あなたにできない訳わけがありません」

　──やっぱりこの人は、姉さんじゃない。

　しかし。

「それに……」フィオナは立ち上がり、ルナに歩み寄ると不ふ意いに手を伸ばした。

「え」そして呆あつ気けにとられているルナの頬ほおを、つ、と撫なでる。

「私が、そうしないといけないんです」

　その態度は、それでも、まるで、あくまでも──姉のようだ。

　ルナは胸むねが痛いたくなる。姉を連れん想そうしてはいけない、そう思いながら、フィオナの笑え顔がおはあまりに似にていた。外がい見けん的てきなものではない。ルナに与あたえる心しん象しようそのものが、似に過すぎていた。

　フィオナは笑えむ。

「私はルナさんから、ルナさんのことを頼たのまれているんですから」

　ルナは硬こう直ちよくしたまま、それを見み詰つめていた。

　フィオナの態度が命令なのかそうでないのか、判はん断だんすることができずに。
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　部へ屋やで遊んでいたイユを変へん異い種しゆたちの共同部屋に帰してから、ミーシャ＝メイは疲ひ労ろうを込こめた溜ため息いきをひとつ、深く吐ついた。

　夫の──屋や敷しきの主人、ジャクの言葉を思い出す。

　彼らには、なるべく見み栄えを張はっておきたい。そうすることで箔はくもつく──。

　その言葉が夫にとって苦く渋じゆうの末に出た結けつ論ろんだということに、ミーシャは気付いていた。一いつ緒しよになって十年近くになる。先代の病死によってジャクが仕事を受うけ継ついでからは八年だ。その間、嫁とついでから一度も、ミーシャはジャクの仕事を手て伝つだったことがない。

　買い受けてきた変異種の世せ話わはしていたが、経けい営えいに関する一いつ切さいは、手伝わせてくれなかった。屋敷の経営や変異種の買い取り、売ばい却きやくの際さいの交こう渉しように至いたるまで、昔も今もジャクひとりが切きり盛もりしている。

　確かに自分は商売の駆かけ引ひきや経済的な遣やり繰くりは素人しろうとだ。だけどそれは言い訳にしかならない。そんなものは練習すればいいだけのことだ。それに手伝ったことがなくても、わかることがある。毎日の暮くらしや夫の言げん動どうから、察さつすることができる。

　この仕事は収入も大きいが、支出も大きいということ。

　数年前から金きん属ぞく倉そう庫この備び蓄ちくが減げん少しようの傾けい向こうにあるということを、ミーシャは知っていた。それもそのはずだ。珍めずらしい変へん異いを持った変異種などそうそういるものではなく、ごろごろ生まれるものでもない。ましてやジャクひとりで探たん索さくできる範はん囲いもたかが知れている。先せん代だいの頃ころから続いていたこの仕事だが、新しい土地を開かい拓たくしている訳わけではない。だから資し源げんが枯こ渇かつしていくのは時間の問題で、そうなると需じゆ要ようがあっても供きよう給きゆうがままならなくなる。

　時間とともに経けい営えいが苦しくなるのは眼めに見えていた。

　よしんば変異種を上う手まく見付けてきたとして、商品として出しゆつ荷かできる状じよう態たいに調ちよう教きようするには手て間まも金もかかる。現在屋や敷しきにいるのは三人だが、食しよく費ひだって莫ば迦かにならない。

　そしてその上で、エデンにケモノ駆く除じよを頼たのむのだ。出しゆつ費ぴは嵩かさむ。

　かといってエデンにそんな素そ振ぶりは見せられない。どうしようもない二に律りつ背はい反はんだった。

　ミーシャは何か自分に手て伝つだえることができないかと、それをずっと悩なやんでいた。屋敷の経営悪あつ化かに気付いたのは半年ばかり前のことだが、それ以前からずっと悩み続けていた。

　──自分はあの人の妻なのに。それなのに何をしている？

　光こう明みようが射さしたのは三カ月前のことだ。定期的に物ぶつ資しや情じよう報ほうを売りにくる行ぎよう商しよう人にんから何なに気げなく聞いた話だった。情報料すらいらない、ただの世せ間けん話ばなしとしてだった。

　その話を聞くや、ミーシャは交こう渉しように乗り出した。何もかも初めてだった。屋敷の機械を扱あつかうことさえ不ふ慣なれなミーシャは『連れん絡らくをとって依い頼らいする』──それだけのことに三カ月も手て間ま取どってしまった。

　依頼を受じゆ諾だくする条件のひとつとして、突とつ拍ぴよう子しもないことを突きつけられたが仕し方かたない。変異種だらけのこの屋敷で暮くらしていると忘れそうになるが、そもそもミーシャもジャクも純じゆん血けつ種しゆで、エデンから来るウェポンたちは変異種だ。

　だから純血種と変異種が対たい等とうである訳がない。ミーシャは迷まよわずに条じよう件けんを呑のんだ。

　驚おどろかせて喜ばせようという子供じみた発はつ想そうと、そして夫は純血種でそしてその妻は自分であるという事実をいい加か減げんに思い出して欲しいという回りくどい意い地じから、夫には秘ひ密みつだった。夫は真ま面じ目め過すぎるのだ。だから仕事に熱を入れてしまうし、熱を入れ過ぎると商品のはずの変異種に、よくも悪くも没ぼつ頭とうする──夫には商品に対してもっと無感情になって欲しかった。

　明日だ。

　明日になれば、彼らは来る。森のケモノを全ぜん滅めつさせに来てくれる。報ほう酬しゆうはなく、完全な慈じ善ぜん事業だ。これから先、エデンには金属の欠片かけらさえも払わずに済すむだろう。その分浮ういた経けい費ひでどれだけ助かるかはわからないが、長い眼で見れば大きな金額を失わずに済むはずだ。

　エデンのウェポンたちには悪いことをしたなとは思うが仕方ない。たった一日駆く除じよ活動しただけでお払い箱になってしまう彼らは、怒いかり狂くるうかもしれない。

　だけどそれでも仕方ない。ミーシャは何より、夫を愛しているのだから。




　純じゆん血けつ種しゆによる純血種のための畸き形けい駆く逐ちく組合──『フルブルー』。

　ミーシャ＝メイが呼よんだのは、そういう名前の組そ織しきだった。
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「さあ、ルナさん」

　自分の置かれている状じよう況きように躊ちゆう躇ちよも恐きよう怖ふも見せず、フィオナ＝レスファの薄うす笑えみは相変わらず柔やわらかい。

　ルナはそれを目もく前ぜんに、躊躇していた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ」フィオナは言う。

　しかし──それでもルナには一歩を踏ふみ出だすことができない。

「さあ、早く」急せかされる。

　だけど、それでも。

「……危あぶない、だろ」

「ええ。あなたが早くしてくれないと、私が痛いたい思いをします」

　フィオナは砂の上に、腰こしを降おろしていた。膝ひざを折おりにこやかに、まるで草原の上で佇たたずんでいるかのように。

　だけどここは砂さ漠ばくで。

　そして、フィオナの肩かたの上にはケモノが這はっている。




　実じつ地ち訓くん練れんです、とフィオナが言い出したのはついさっきのことだった。あなたの今の戦い方では集団戦にとても対たい応おうできませんと微笑ほほえみを絶たやさずに語かたり始はじめ、だから集団戦でも遠えん慮りよなく戦える方法を教えますとルナに告つげる。そうして辺あたりを見み渡わたすと、つかつかとどこかへ歩き始め、慌あわてて追おい掛かけるルナを横目にゆっくりとしゃがみ、まるで砂遊びをする子供のように、砂の中へと両手を無む造ぞう作さに突っ込んだのだった。

　出した両りよう掌てのひらの中には小さな動物を抱かかえていた。

「小型のケモノです」解かい説せつするようにフィオナは言った。

　砂色の亀かめだった。ただし頭は八やつ目め鰻うなぎのそれに近く、身体は細長い。粘ねん膜まくではなく鱗うろこで覆おおわれたその顔は、細長い口の中に獰どう猛もうそうな歯が並ならんでいた。

　ケモノはフィオナの手で、呑のん気きそうに視し線せんを鈍にぶらせる。

「ケモノといってもそれほど危き険けんな類たぐいではありません。普ふ通つうの人間が素す手ででどうにかできる程てい度どのものです。こういう生物の生いき難にくい地ち域いきではケモノも弱いんですよ」

「それを……どうするんだ？」ルナはわけもわからず尋たずねる。

　確かにそんな程てい度どのケモノなら、ルナは一いつ瞬しゆんで殺すことができる。

　そういう意味でルナの変へん異いは大きかった。

　体内で生成した腐ふ敗はい性せいの物質を結けつ晶しよう化かして体外に発現する力。『第四稀き存ぞん種しゆ』ルナ＝イルの持っている変異は、そういうものだ。腐敗性物質──便べん宜ぎ上じよう瘴しよう気きと定てい義ぎ付づけられているその物質は、しかし異い様ように強力で高こう濃のう度どのものだった。試ためしたことはないが、人間の腹にでも結晶化させた瘴気を叩たたき込こめば、そいつはそこから千ち切ぎれて胸むねから上と腰こしから下のふたつになるだろう。両手で持つくらいのケモノなど、一いち撃げきで跡あと形かたも残らないはずだ。

「あなたの力は、今のままでも充じゆう分ぶん大きい。だから集団戦の中では……思うように使えずにいるのでしょう？」

　だからルナの抱かかえている懸け念ねんは、フィオナの言葉、そのままだった。

　集団戦の中にあって無差別に発はつ散さんする瘴気はすべての生物を腐くさらせてしまう。下へ手たに扱あつかえばケモノどころか同どう僚りようのウェポンまで巻まき添ぞえにしてしまう。

「それは確かにそうだけど……でも」

「なら、思うようにすればいいだけの話です」

　フィオナはこともなげにそう言った。そして両手の中で動かずにじっとしているケモノを不ふ意いに顔に近付けると、そのまま自身の肩かたの上にそれを乗せる。

「……何を！」

　ルナは驚おどろきを込め、咄とつ嗟さにフィオナの肩の上にしがみついたケモノを払はらい除のけようとした。

　しかしフィオナは、それを片手で制せいす。

「駄だ目めです」そして固かたまったルナに笑え顔がおのまま、

「あなたの力で、私を助けなさい」

　凜りん然ぜんと整せい然ぜんと、断だん定てい口く調ちようでルナに告つげた。

「あ……でも」

「私に怪け我がをさせずに、ケモノだけを」

「駄目だ！　そんなこと、できる訳わけが……」

　ルナは再ふたたびケモノを払おうとする。フィオナは尚なおも、それを制した。

「あの人には……ちゃんとできていたことです」

「──え？」

　──母さんが？

　ルナの思し考こうは止まる。フィオナは笑えんだまま。

　そして、そのまま空気は凍こおり付つき、状じよう況きようは膠こう着ちやくしていた。




　カロマイン＝セクと一いつ緒しよに出動した時も同じことを言われた記き憶おくがある。

　ルナは躊ちゆう躇ちよして固かたまったまま、そのことを思い出していた。選せん択たく的てき腐敗性、とカロマインは表現していた。要ようするに──瘴しよう気きを自分の意い識しき下かで制せい御ぎよできるということだろうか。

　だけどそんなことが可か能のうだとは、とても思えない。体温を奪うばわれていくような、体温が上じよう昇しようするような、独どく特とくの感かん覚かくと共に体内で生まれ、掌てのひらの上で結けつ晶しよう化かし小さな球きゆう形けいになる瘴気──それはただの物質だとしか考えられなかった。その気体に触ふれた有ゆう機き物ぶつは腐ふ敗はいし蒸じよう発はつし風ふう化かして、液体に気体に塵ちりになって消えてしまう。

　それは取り返しがつかなく、それでいて無差別だ。

　──それを、制御する？

「あなたの力は、あなたの変へん異いです」肩かたにケモノを乗せたまま、フィオナは落ち着いていた。

「だからあなたの意識で管かん理りできます。目もく標ひようを敢かん然ぜんと認にん識しきしておけばいいのです。ケモノだけを標ひよう的てきに、私を決して標的と認識せずに」

　だけど、どうすればいいのかわからない。

「どうしたのです？」

　固かたまったままのルナに薄うす笑えみを向け、フィオナの声は柔やわらかくも毅き然ぜんとしている。

「このケモノはそれほど獰どう猛もうではないようですけど……それでもこれは動物ではないのですよ。ケモノです。いつ咬かまれるかわからない。この口の形から見るに、食い付いたら離はなさないかもしれないですね」

　まるで他ひ人と事ごとのようだったが、言葉の内容は剣けん呑のんだ。

「駄目だ……やっぱり」

「私も痛いたい思いはしたくありません。稀き存ぞん種しゆだといっても、喰くい千ち切ぎられて呑のみ込こまれれば再さい生せいは不ふ可か能のうだと思いますよ」試ためしたことはないですけど、とフィオナは笑え顔がおで付け足す。

　稀存種の稀存種である理由のひとつに、身体に負おった瑕か疵しの再生が異い常じように早い、というものがある。ルナも、そしてフィオナも、心臓を刺さされても喉のどを掻かき切きられても腕うでを飛ばされても腹を貫つらぬかれても死ぬことはない。死ぬ前に傷きずが塞ふさがってしまう。切せつ断だんされた腕でさえ元通りになるのだ。

　しかし、その概がい念ねんが結けつ局きよくどの程てい度どの、どの範はん疇ちゆうまで通用するのか、ルナには未いまだにわからなかった。ケモノに咬み付かれ肉にく片へんを喰い千切られて呑み込まれ消しよう化かされてしまったら、その部分は元通りになるのだろうか。

「どうしたのです？　早く」

　この綺き麗れいな人に消えない傷口を作ってしまうのは、酷ひどく悪いことのような気がする。

　だけどそれ以上に──自分の変異は、力は、この小さなケモノが咬むどころのものではない。

「まだ、迷まよっているのですか？」

　フィオナは顔色も変えない。ルナは真っ青だった。

　迷っているのではない。文字通り、できない。

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　だけど。

「案ずることはありません。失敗しても大丈夫です。私は死にませんよ。稀き存ぞん種しゆの身体は、瘴しよう気きに左右されるようなものではありません」

　拳こぶしを握にぎり締しめたまま狼ろう狽ばいしているルナを慈いつくしむように、フィオナは瞼まぶたを閉じて、

　決定的なひとことを告つげた。

「すぐに治なおってしまいます。私は……あなたと同じ。だって、

　あなたとは、姉弟のような存在ですから」

　それは、ルナの姉──死んだルルの口くち癖ぐせと酷ひどく似にていた。

　弾はじかれたようにルナは眼めを見開く。

　刹せつ那なの後、フィオナはこともなげにケモノの甲こう羅らをぞんざいに叩たたいた。

　ケモノが反はん応のうする。

　口を開けた。

　しゅあああ、と威い嚇かく音おんがその口から洩もれ、

　フィオナの白い首くび筋すじに、ケモノの口こう腔こうが吸きゆう着ちやくする。

　──もう、手では間に合わない。

　ルナの頭の中で何かが疼うずいた。

　姉の死に顔が、ルナの脳のう裏りをよぎる。

「……あ」

　身体を駆かけ昇のぼってくる体温と、掌てのひらに奪うばわれていく体温。

　考える暇ひまもなく、ルナは瘴気を宿した手を、フィオナ＝レスファに向かって伸ばしていた。




「ふたつ、嘘うそを吐つきました」

　そして──、

「ひとつは、稀存種の身体について。あんなケモノに喰くい千ち切ぎられたくらいで傷きずが残るようなことはありません。喰い千切られた私の首筋は……ケモノの喉のどを這はい上あがってまた元に戻るでしょう」

　それから、数分の後。

　ルナは膝ひざを付いて、息いきを荒あらげる。

「それから、もうひとつ。あなたの瘴気について」

　フィオナはさっきまでと寸すん分ぶん違たがわない姿し勢せいで座すわったまま、相変わらずの笑みをルナに向けて投なげ掛かけていた。

「あなたの瘴気は……というより、稀存種の力は、そんな程てい度どの低いものではありません。稀存種の再生能のう力りよくは稀存種の破は壊かい能力よりも低いんです」

「だったら……」顔を俯うつむけ砂を掴つかみながら、ルナは息と共に声を荒げる。

「私、死ぬところでしたね」

「だったら、そんな危あぶない嘘うそを吐つくなっ!!」

　無む邪じや気きに無む垢くに小首を傾かしげるフィオナの前で、ルナは拳こぶしを振ふり上あげて砂に叩たたき付つけた。

「上う手まくいってなかったらあんたは死んでた！　僕が殺してたんだ！　僕が……」

「上手くいったじゃないですか」
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　ルナの激げつ昂こうをフィオナは受け流す。

　その肩かたにはもう、ケモノはいない。傷きずもない。だけど。

「うるさいっ!!」

　フィオナの笑え顔がおが憎にくらしかった。確かに結けつ果か的てきには上手くいった。できた。咄とつ嗟さだったが、必ひつ死しだった。意い識しきをケモノだけに向けて、フィオナを腐くさらせないように、フィオナが腐ってしまわないように、それだけを考えながらの行動だった。

　そして、理り解かいした。掌てのひらから発はつ散さんした瘴しよう気きがケモノだけに向かって、ケモノの身体の中に入っていくような感かん覚かくがあった。次もできるだろう、そう思う。できるようになった、そう思う。

　だけど。

「ルナさん？」

　思い出した。思い出させた。フィオナ＝レスファのせいだ。

　ルナが心の奥おくに押おし止とどめていたものに、フィオナは無む神しん経けいに触ふれた。

「あんたは姉さんに似にてるって、少しだけ思ってた！　死んだ姉さんに……だから……頼たのむから……こんな無む茶ちやはやめてくれ！　姉さんは死んだんだ、父さんも、キキトも、シュシュも、ウィムも……ずっとだ。僕が稀き存ぞん種しゆになったあの時からずっと……僕の周まわりで沢たく山さんの人が死んでいく。もう僕は見たくない。知った顔が死ぬところなんて見たくない！　あんたとは知り合ったばっかりで、あんたのことをよく理り解かいしてもいないのに、それなのに半はん端ぱなまま死に別れるなんてのはそんなのは厭いやなんだ!!」

　憎にくしみではなかった。だけど憎らしい。悲しみではなかった。だけど悲しい。

　ルナは叫さけぶ。何な故ぜだろうと思う。フィオナのせいではない。彼女は知らなかった。だから仕し方かたがない。だけど。それでも。

　ルナの頬ほおに、涙なみだが伝つたう。

「もう……やめてくれ」

　それきり、しばらくの沈ちん黙もくがあった。

「……ごめんなさい」

　ややあって、俯うつむいて砂を握にぎり締しめるルナに、フィオナはゆるゆると手を伸ばす。

　ルナはその気け配はいに気付いて、やっと、頭を上げた。眼めに映うつったフィオナの顔は笑っていなかった。ただ唇くちびるを結び、金色の瞳ひとみを微かすかに歪ゆがめていた。

「ごめんなさい」

　フィオナはルナの両りよう肩かたに手を回す。その手には力が籠こもっていた。細い指先が白くなっている。微かに震ふるえていた。

　その手を見ながら、思う。

　この人がどんな性せい格かくなのかはやっぱりまだ、よくわからない。

　だけどこの表情は、悲しそうにルナを見み詰つめるこの顔は、決してエデンからの命令で作った表情ではない──そう思った。

　そして今度は、ルナの胸むねに罪ざい悪あく感かんが広がった。

「ごめんね。私……」

　その手はまるで、姉が弟を労いたわるようだ。

　ルナは歯は咬がみして拳こぶしを握り締めたまま、それを黙だまって見ていた。

　微かに香かおったフィオナの髪かみは蜜みつのようで、ルルの髪の匂においとは違ちがう。違った。もう姉はどこにもいなくて、フィオナはルナの『姉さん』ではない。そして駄だ々だをこねているルナはまるでフィオナの弟のようで、それはもうやめなければいけないと思う。

　自分に都つ合ごうの悪いことが起きたとしても、こんなふうに自分の感情を相手にぶつけて、それで何がよくなる訳わけでもない。そんなふうに甘えていい存そん在ざいは、もうどこにもいない。

　だからルナはその腕うでをゆっくりと引ひき剥はがし、覚さめやらない激げつ昂こうを心の底の底に無む理り矢や理り押し止めて、フィオナに向かってぎこちなく笑えんだ。
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　建たて物ものは森の中にあり、エデンのウェポンたちはその鬱うつ蒼そうとした木々の合あい間まに降おり立たっている。

　ドーム状の半球体。半径は二十五メートル程てい度どだろうか。故ゆえに屋や敷しきの高さは同程度だろう。建けん築ちく物ぶつとしてはそれなりに大きいが、普ふ段だん彼らウェポンが居きよ住じゆうしている偏へん執しつ狂きよう的てきに巨きよ大だいな塔とう、バベルに比くらべれば眼めを見み張はるものではない。しかしその全ぜん貌ぼうはバベルと同じようにどこか無ぶ気き味みで、捉とらえどころがなかった。

　森に生はえた木々は例外なく変へん異いしていて、蔦つたのような杉や松の葉を宿した樫かしが歪わい曲きよくして林りん立りつしている。或あるいは半なかば動物化した蒲公英たんぽぽが虫の足で土の上を這はい回まわったりもしている。純じゆん血けつ種しゆの動植物など、もはや機械都市の内部にしか存そん在ざいしていなかったから当然といえば当然だが、それでもこの森のように、変異した生物がひとつところに群ぐん生せいしている光こう景けいは異い様ようだった。

「こりゃ、変異は気き味み悪わるいって純血が言うのも当然だな」

　ウェポンのうちのひとりが呟つぶやいた。

　シオン＝エシュは集団の中で、その台詞せりふを聴きくとはなしに聞いている。

「出入り口はどこだ？」別の誰だれかが声をあげた。

　ドームは森の中にあって、唯ゆい一いつの鈍にび色いろだった。滑なめらかな金きん属ぞくの壁かべは継つぎ合あわせた跡あともない。完全な半球体は、巨きよ大だいな卵たまごが地中に埋うまっているのにも似にている。よく見れば周まわり数メートルには、草木が生えていない。除じよ草そう剤ざいでも撒まいているのだろうか、或あるいはケモノ除よけの特別な薬品を土に染しみ込こませているのかもしれない。

　故ゆえに──ドームは一いつ層そう、森の中で異い質しつなものに見える。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。待ってりゃ扉とびらが開く」

「本当かよ……」

　口々にウェポンたちが勝手なことを言っていた。それを聞き流しながらシオンは上を見る。

　空が、見えない。

　木々は上空をびっしりと覆おおい、木こ洩もれ日びさえもが微かすかで、森の中は薄うす暗ぐらくて闇やみの方が強い。ルナ＝イルの住んでいた場所──バベル下部スラムに少しだけ似ていると、そう思った。

　──でも、ここに腐ふ臭しゆうはない。あるのは柔やわらかな土の匂においと、緑の匂いだ……。

　シオンはひとりでそんなことを考えていた。

　と、ドームの一いつ画かく、集団の正面に四角い亀き裂れつが走った。

『どうぞ』そして男の声が、森に響ひびく。

　どこに拡かく声せい器きがあるのだろうかとめいめいがざわめく中、

『お入り下さい』

　長方形の扉が、音もなく発生した。
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　同じ頃ころ、集落の調ちよう査さがようやく始まっていた。

　調査というよりはむしろ見けん聞ぶんですと、あの後、フィオナは言った。ふたりは特別な知ち識しきもなければ特とく殊しゆな機械も持たされていなかったのだから当然と言えるが、どうやらふたりの報ほう告こくを予よ備び知識として、後に本格的な調査隊を赴おもむかせるらしい。建たて前まえというのは本当のことのようだ。調査といってもやることとできることは限かぎられている。

　しかし、決して等閑なおざりにはできない。

　ルナとフィオナは荒こう廃はいした空間を、そしてあちこちに散さん在ざいする死体を調べていた。集落の広さはせいぜいが五十メートル四方で、その境きよう界かい線せんには防ぼう壁へきもない。ただ石と土と幾いく許ばくかの木材で造られた家か屋おくが途と切ぎれる場所が、集落の終わりだろうと思わせるものだった。

「変わった場所だな」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやいたルナに、前を歩いていたフィオナが振ふり返かえる。

「ケモノが少ない地ち域いきには、よくある形けい態たいの集落です」

　ケモノが少ないというのはどういうことなのだろうと、そう思う。さっきフィオナがいとも簡かん単たんに捕つかまえていたことから考えるに、いない訳わけではない。だけどそいつらは酷ひどく弱かった。大きくもなく、ましてやそれほど獰どう猛もうでもない。そもそも生物が棲すむに相応ふさわしくない地域だから、外部からケモノが来ないのだろうか。

「でも……」ルナは不ふ意いに足元に気け配はいを感じ、俯うつむく。砂が蠢うごめいていた。

　生物だ。無む造ぞう作さに手を伸ばし、捕まえる。

「フィオナ？　こいつは」

「ケモノ、ですね」

　ルナの手の中にあったのは、小さな蛇へびだった。鱗うろこがアルマジロのような形けい状じようをして、頭がふたつ。牙きばを剥むいて絡からみ付つき、ルナの手を咬かもうとするからそのまま腐くさらせた。

　蛇は尾おだけを残して地面に落ちる。

　獰猛さも大きさも、今まで見たケモノとは違ちがう。ケモノの多い地域では、ともすればただの変へん異い動物として定てい義ぎされているかもしれないような。

「どうしてこんな奴やつばかりしかいないんだろう」

「理由は幾いくつかありますね」砂に仰あお向むけになった死体をしゃがんで覗のぞき込こみながら、フィオナが滔とう々とうと応こたえる。死体は乾かん燥そうし眼がん球きゆうがひからびていた。

「ここはケモノにとっても、生きていくにはそれなりに厳きびしい場所です」

　その眼球の中から甲こう羅らで身体を覆おおった細長い生物が、にる、と顔を出す。フィオナはその生物を無む視しして立ち上がった。

「だから自ら望んでここに来るような生物は少ない。砂さ漠ばくで生きていけるような身体を持ったものならともかく、人にとってはもっと辛つらい場所でしょう」

「でも、人が生きてた。どうして？」

「ケモノが少ないからですね」

「ああ、そうか」ルナは気付く。

「ここはあそこと同じだ」

　バベル下部にスラム街がある。ルナが少し前まで住んでいた場所だ。塔とうの支し柱ちゆうで囲かこまれ、塔の土台で覆おおわれたあの場所は、人が生きていくには決定的なもの──光が足りない。草木も殆ほとんど生えず、生物は痩やせ細ほそり、土は淀よどみ空気は濁にごりまるで毒どくの中で生きているのに等しい。

　それなのに、そこに人は住んでいる。今でも住んでいるだろう。

　ケモノがいないからだ。

　自然環かん境きようよりもケモノは恐おそろしいものだという、ヒトにとっては当たり前の概がい念ねん。恐らくそれだけで、人間は様々な犠ぎ牲せいを払ってもそこに住むだろう。生きていけない訳わけではない。生きるのが辛いだけだ。そして辛いとはいえ──生きていけるのならば、生きていける。

　ここは荒こう涼りようとしていて空気も乾かん燥そうしているし土地も痩せていたが、暑さはそれほどでもない。雨が降ふるかどうかは定さだかでないが、集落の中心には細い川だってある。見み渡わたせば緑色の、背せの低い植物だってまばらに生えていた。

「どうにかなる……だろうな」

「そうですね」

　相変わらず死体を覗のぞき込こんだり離はなれたりしながら、フィオナはまるで散さん歩ぽでもしているかのようだ。そんな彼女を横目に、ルナは所しよ在ざいなく当あて所どもなく周しゆう囲いを見渡していた。

　調ちよう査さといったって、何をすればいいのかさっぱりわからない。フィオナは指し示じを出さないし、集落が壊かい滅めつしているのは明らかだ。そして壊滅の原げん因いんなど、ルナに導みちびき出だせる訳がない。

「……あ」と。

　周囲を見渡す中で真後ろを向き、ルナはそれに気付いた。

　見渡す限り一面の砂漠とばかり思っていた。

　集落を流れる細い川は、遠くにうっすらと見える山々から続いているのだと思い込んでいた。

　だけどそもそも、ここには『揺ゆり籠かご』で来た。準じゆん光こう速そく移い動どう機き関かん──どんな距きよ離りも一いつ瞬しゆんで縮ちぢめ、どんな離れた場所へも刹せつ那なで移動できる『過か学がく』の遺い物ぶつは、急に変化する景け色しきと一瞬だけ途と切ぎれる意い識しきから、最初に見た風ふう景けいをそのままそこの全景として認にん識しきさせてしまいがちだ。故ゆえに『揺籠』で移動した際さいには自分の周囲、背はい面めんまでを観察しろと、そう教わっていた。

　ルナはそれを怠おこたっていた。

　今の今まで気付かなかった。背はい後ご、ルナの後ろに緑色の塊かたまりがある。

「あれ……は」目もく視しして掌てのひら程てい度どの大きさ。

　どのくらいの距きよ離りにあるのかは判はん然ぜんとしないが、霞かすんでいないからそう遠くはないだろう。

　砂さ漠ばくに囲かこまれてぽつりと、まるで孤こ独どくのように、森がある。

「ええ」最初から気付いていたのだろう──フィオナが笑え顔がおをこっちに向けた。

「ケモノの少ないもうひとつの理由が、あれです」

　森。それは木と草の生える土を宿し、水すい脈みやくを地下に蓄たくわえた場所。

　生命の輪わが酷ひどく当あたり前まえに、酷く健康的に存そん在ざいする場所。

「気付かなかった」

　ルナは自分の脇わきを流れる水の流れを凝ぎよう視しする。それは自分が思い込んでいたのとは逆ぎやく方ほう向こうに流れていた。だから振ふり返かえり、水の流れてくる方向を川に沿そって遡さかのぼっていく──。

「あそこに比くらべれば、この砂漠は到とう底てい住むに値あたいしない。だからケモノは殆ほとんどが、あそこに集まっていくんですよ」
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　そしてその森の中に屋や敷しきが建たっていて、屋敷の中には扇おうぎ形がたをした大広間がある。

　大広間に整せい列れつしたシオンたちの前に現れた男は、ジャク＝メイと名乗った。

「毎年御ご苦く労ろう」ぞんざいに、それでいてどこか疲つかれたように、ジャク──屋敷の主人はウェポンたちに告つげる。

「今年もケモノが殖ふえている。頼たのんだ」

　言葉は短く、声は低い。薄うす茶ちや色いろの髪かみは綺き麗れいに切きり揃そろえられ、視し線せんは疲れたように、しかし皮ひ肉にくげに細い。痩やせて背せの高い、神しん経けい質しつそうな男だった。

　ジャクの隣となりの若い女性が、丁てい寧ねいに頭を下げた。これも純じゆん血けつだった。

「ジャクの妻で、ミーシャといいます。去年拝はい見けんした顔もあり、一昨年から知っている顔もあり、そして今年初めての方もいらっしゃるようですが……今年も例年と変わらないお仕事を、どうかお願いします」

　シオンは彼らの顔を、遠とお目めに見る。前に並ならんだウェポンたちの頭が邪じや魔まで景け色しきが途と切ぎれているが、見る限かぎり、女はにこやかに微笑ほほえんでいた。

「毎年毎年、よくもまあ同じ台詞せりふが出てくるもんだよ」

　シオンの後ろに立っていたウェポンが囁ささやいた。

「そうなのか？」

　その隣のウェポンが小さく応える。

「ああ。帰りはきっとこう言う。『君たちのお陰かげで我々の寿じゆ命みようはまた一年伸びた。来年も宜よろしく頼む』ってな」

「お前よく覚おぼえてるな」

「それからな、最後に付け加えるんだ。『それからもしよかったら、特別に私たちの商品を購こう入にゆうしてくれても構かまわない。交こう渉しようには応おうじよう』──反へ吐どが出る」

　囁ささやき声ごえは小さく、シオンの前まで届とどいているかどうかも疑わしい。無む視しする。こういう──集落に行く度たびに交かわされるウェポン同士の愚ぐ痴ちはいつものことだ。加わったり諫いさめたりしたことはない。

「それでは」と。

　囁かれる会話は高らかに響ひびいたジャクの声に一いつ蹴しゆうされた。

「残る我わが家やの住人を……つまりは私たちの商品を紹しよう介かいしましょう。去年とは顔ぶれが多た少しよう異ことなっておりますので、ひとまずは御ご挨あい拶さつを」

　その言葉と共に、扇おうぎ形がたに広がった大広間の先、廊ろう下かの奥おくから、ふたりの人ひと影かげが並ならんでやってきた。そのふたりが『商品』──。

　シオンは眼めを伏ふせる。興きよう味みがなかった。

　正直に言うなら、あまり見たくなかった。誰だれかにとって都つ合ごうのいいように生きる人間など、見たくない。ましてやもしその人間が、誰かにまるで無む機き物ぶつのように扱あつかわれているならば──それは昔の自分と、変わりなどないのだから。

「まずは、スミタ＝リタ。彼女は言葉足らずですが、従じゆう順じゆんですよ」

　そんなシオンの思いを裏うら付づけるように、紹介の文もん句くはあまりなものだった。

「よ、ろしく、おねがい、し、ます」おどおどとした、舌した足たらずな声。

　シオンの周まわりがざわめく。

「おい、あの子」

「うん……猫ねこの」

　ウェポンたちの声がまた聞こえた。どうやら頭に変へん異いを持った人間のようだ。だとしたら脳のうに畸き形けいを持っている可か能のう性せいは高い。そんな変異種の知ち能のうはほぼ例外なく未み発はつ達たつで、それは常じよう識しきだ。舌足らずな口く調ちようも納なつ得とくできる。

　顔を確認する気は起きなかった。知能の足りないその気け配はいは、衆しゆう人じん環かん視しに晒さらされて怯おびえているように感じられる。俯うつむいたままでもわかる。だから、そのまま下を向いていた。

　どんな変異を持っていたとしても、関係ない。

　そもそもシオンにとって、変異種の変異というのはすべてが醜みにくいものでしかなかった。知能が足りなかろうが、左腕うでが凶きよう器きだろうが、発電する針だろうが、そんな種類は関係ない。頭だろうが腕だろうが足だろうが、身体の部ぶ位いすらも差さ異いはない。それに──変異そのものの外がい見けんや箇か所しよで優ゆう劣れつを付けるという行こう為い自体に、反吐が出る思いがした。

　もし、変異が醜いものでないのなら。

　変異の種類に優劣があるのなら。

　シオンは服の左袖そでを掴つかむ。いつの間にか、掴んでいた。そしていつの間にか、考えている。

　──私の変へん異いは、どれくらい最さい下か層そうに位い置ちするのだろう。

　考えると胸むねが疼うずく。左腕うでも疼く。生まれた時から言われ続けた。男にも女にも、大人にも子供にも、父さんにも母さんにも、言葉を覚おぼえたての弟にまで言われ続けた。

『お前の変異は』──。

「それから、次に……」




　だけど次の瞬しゆん間かん、シオンの思し考こうは途と切ぎれる。




「ティー＝ティカ。彼女は非ひ常じように美しいでしょう？」

　──え？

　弾はじかれたようにシオンは顔を上げた。

「ティー……ティカ？」思わず呟つぶやきが洩もれる。

　急に顔を上げ声を出したシオンに、周まわりのウェポンたちが何ごとかと怪け訝げんで不ぶ躾しつけな表情を送る。しかしそんなものは眼めに入らなかった。気付きもしなかった。

　視し線せんが一気に声の方向へ修しゆう正せいされた。

　視し界かいが一いつ挙きよにその姿すがたへと収しゆう束そくした。

　その名前。偶ぐう然ぜんだ。同どう姓せい同どう名めいだ。そうに違ちがいない。

　だけど。

「……よろしく、お願いします」

　俯うつむき加か減げんに顔を伏ふせるその少女は、シオンよりも少しだけ年上に見える。髪かみは長く、毛先が跳はねていた。表情はよく見えない。声は訥とつ々とつと、暗い。だけど。

　少女は深く、ウェポンたちに向かって一礼する。

　衣服の背せ中なかには円形の穴が開いていた。

　そしてその穴の中──地じ肌はだから生えた二対つい四枚の、小さな翅はね。

　翅。

　蝶ちようの翅。

　綺き麗れいな翅。

　綺麗な綺麗な、翅。

　いつだって羨うらやましくて、そして恨うらめしかった。その翅は珍めずらしくて、とてもとても美しくて、だからシオンとは正反対で、だからシオンとは正反対に、皆みなにちやほやしてもらえていた。皆にちやほやされていたからとても我わが儘ままで横おう暴ぼうで、それでも皆はあの子の言いなりで、醜みにくいシオンはいつだって何な故ぜか目の敵かたきにされて、殊こと更さらに攻こう撃げきされていた。

　でも。

　嘘うそだ。そんな莫ば迦かな。こんなことある訳わけない。

「ティー……ちゃん？」

　いつの間にかシオンは譫うわ言ごとのように呟つぶやいている。相変わらず周まわりのウェポンは訝いぶかしげにこっちを見ていたが、それに気付きもしなかった。シオンの視し界かいは、視し線せんは、その少女だけを捉とらえていたのだから。

　シオンの足が震ふるえ始はじめる。身体が寒い。顔は真っ青だろう。

　だけど、それらが、止まらない。

「そんな」

　シオンはもう一度、上うわ擦ずった声をあげる。

　間ま違ちがいなかった。

　その少女は、シオンの既き知ちだった。
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「見て下さい」

　まるで、この景け色しきはとても綺き麗れいですねとでも言っているかのような口く調ちようで、フィオナは死体を指差した。剣けん呑のんさのまるで感じられない空気に調ちよう子しを狂くるわされつつも、ルナは指差された死体をじっと覗のぞき込こむ。

　集落にある、石と土と少しの材木で造つくられた建たて物ものの中だった。

　女の死体が仰あお向むけに横たわっていた。部へ屋やに敷しかれた筵むしろの上で、口をぼんやりと開いている。舌したは口こう腔こう内ないに縮ちぢこまってしまっていたし、何より時間が経たち過すぎていて死体は半ば干ひ涸からびている。右手にある変へん異いらしき鳥の足も同どう様ようだった。だから見て下さいと言われても何をどう見ればいいのかなど、ルナにはわからなかった。

「これ……どうだっていうんだ？」

「この人はどうして死んだんでしょう？」

「……どうして、って？」

「集落の死体を検けん分ぶんしました」フィオナは宙ちゆうに眼めを泳がせながら、腕うでを組み右手の人差し指を頬ほおに当て、少女のように小首を傾かしげる。どうやらその仕し種ぐさは、彼女が考え込む時の癖くせのようだった。

「大半は乾かん燥そうしてしまっていました。外で死んでいる方はお腹なかの中をケモノに食べられてしまっていました。でも、そもそもの死し因いんは何でしょう？」

「……死因？」何な故ぜ、彼らは死んだのか。

「家か畜ちくも同様です。あちこちで倒たおれているあの、瘤こぶ付つきの牛です。でもあの牛さんたちも同じでした。外がい傷しようが、ありません」

「外傷……が」そう言われてみれば、そうかもしれない。

　既すでにケモノに喰くわれてぼろぼろになった死体もあれば、餌えさになるのを免まぬがれて比ひ較かく的てき綺き麗れいな死体もある。だけど、彼らは何な故ぜ死んだのだろう。仮にケモノに襲おそわれたのなら、死体はもっと酷ひどくなっているはずだ。

「外的な要よう因いんなら、外がい傷しようが残っているはずです」

「でも、それがない」

　ええ、とフィオナは頷うなずく。

「だとしたら内的な要因でしょうか？　そうすると病気が……伝でん染せん病びようが流は行やったというのが最も一いつ般ぱん的てきな帰き結けつです」

「病気……なのか？」

「でも、それも少し変です。病気によるものならば死体の状じよう況きようにもっと変化があってもおかしくないんです。新しい死体と古い死体があるはずで……それなのに、ここにある死体の状況を見て考えましたが、殆ほとんどすべてがほぼ同じ時じ期きに死んだとしか思えません」

　フィオナは言葉にしながら思し考こうしているかのように、饒じよう舌ぜつだった。

「わからないわ。どうしてでしょう？」

　だから、ルナも考える。

「同じ時期に……死んだ？」

「ええ」

「それで外傷がない」

「ええ」

　答えは──答えというよりは、推すい測そくした結けつ果かの考えがひとつ、頭の中に浮うかんだ。

「毒どくじゃないのか？」

　え、とフィオナは大きな瞳ひとみをルナに向けた。

「だから、毒。例たとえばだけど……川に毒を流すとか、それか食事に毒を入れるとか。家か畜ちくを毒殺してもいいかもしれない。そいつを食べれば、食べた奴やつは死ぬし……牙きばとか針とかだったとしても、傷は殆どわからないよ」

「どく……」

　そうではないのかな、と思っただけだった。スラムではそういう手しゆ段だんで人を殺すことが稀まれにある。毒は高価だから滅めつ多たに使われないが、それでも力のない人間が誰だれかを殺したい時には重ちよう宝ほうされる。それにキキトの妹、シュシュは、指先に毒どく牙がを持っていた。

　だから思い付いただけだった。

　しかしフィオナはルナの言葉で、急に動きを止めて呟つぶやきを始める。

「どく……毒。人間の健康・生命に害のある物質全ぜん般ぱんの総そう称しよう。神しん経けいに作さ用ようするもの。肉体に作用するもの。物質。毒、毒……」

「……フィオナ？」

「蛇へび。蛙かえる。蠍さそり。蜈蚣むかで。蜂はち。河ふ豚ぐ。それから、植物毒どく。血液に混こん入にゆうすることで作さ用ようするもの。口から摂せつ取しゆすることによって作用するもの。肌はだに塗しつ布ぷすることで作用するもの……」

　急にフィオナはひとりごちる。まるで知ち識しきを、経けい験けんによるものではない、記き憶おくによる単純な知識を、脳のうから引き抜いているかのように。

「そう……ですね。ウェポンにも毒を使う方がいらっしゃいました」

　そして納なつ得とくしたように深く頷うなずくと、再ふたたび満まん面めんの笑えみでルナに向かった。

「それです」

「は？　それ、って……」ルナは呆あつ気けに取られる。

「そんな簡かん単たんに……いや、そうじゃない……あんた、今まで毒のことは考えなかったのか？」

「ええ」裏うら返がえりかけたルナの声に、フィオナはあっけらかんと頷うなずいた。

「私には……私たちには作用しない物質ですから。病気は一般的なものだからすぐに思い当たりましたけど。毒というのはバベルの中では馴な染じみが薄うすいものですから」

　そうか、とルナは思う。

　ずっと感じていた。フィオナ＝レスファはどこか不ふ可か解かいで、捉とらえどころがない。感情が読めなくて、ルナの中にある感かん覚かくで理り解かいできなかった。

　その理由に思い当たる。

　さっき言っていた。生まれた頃ころからエデンにいた、と。

　フィオナは自分の身体に疑問を持ったことなどないに違ちがいない。ルナのように、他の人間と自分はどこかで違う存そん在ざいなんだと意い識しきさせられるような扱あつかいを受けたことがないのだ。生まれた頃から稀き存ぞん種しゆとして扱われて、エデン以外の世界を知らず、そうして自分はこういう存在なのだと教えられて育つ──もしそうだとしたら、納得ができるかもしれない。

「毒なら……ルナさんの言う通り、傷きずがないように見えてもどこかに注入した痕あとが残っているかもしれません。或あるいは死体に何らかの一いつ貫かんした傾けい向こうがあるかもしれませんね」

「なら、どうするんだ？」

　現実から乖かい離りしているような女の人だと、ルナは思う。だけどそれは多た分ぶん、自分も同じなのかもしれない。ルナだって、他人が怪け我がをした時の気持ちがわからない。この前まで、わからなかった。三週間前、原げん因いん不明の痛いたみが右腕うでに発生した時に気付いた。痛みとか苦く痛つうとか、或いは出血する感覚とか、そういった事じ象しように酷ひどく現実感が乏とぼしかった。ずきずきと痛みが続き、寝ねても醒さめてもそれが身体に残っている感覚は新しん鮮せんで、それでいて厭いやなものだった。病気も同じだろう。熱が出るとか咳せきが出るとか身体がだるいとか、そういう事象は知っていてもそれがどういう感じのものなのかはいまひとつ理解に欠かける。

　──稀存種。

　自分の身体は他人と違う。そのことを本来の意味で理解したような気がした。

　フィオナは再び、腕を組む。

　ルナはそんなフィオナに以前とは違ちがった感情を持ちながら、同じ言葉を繰くり返かえした。

「これから……どうするんだ？」

　フィオナは淀よどみなく答える。

「調ちよう査さは適てき当とうに切り上げていいと言われています」

　どうやら本当に建たて前まえだったらしい集落の視し察さつに、彼女はもう興きよう味みを持っていないようだった。

「本ほん格かく的てきな作戦行動はこれから。別べつ働どう隊たいと合流することになっています。乙おつ種しゆ特とく別べつ出動で近くにいる部隊があるんです」

「そうなのか？」

「ええ、言ってませんでしたっけ？」

　まったく聞いていなかった。

　仕し方かたないなと思いながら、ルナはフィオナに薄うす笑えみを向けた。

　──慣なれればその日にち常じようからずれた反はん応のうも、好感が持てるかもしれない。

「森に行きましょう。そこで他のウェポンたちが待っていますから」
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　与えられた部へ屋やは広く、十人のウェポンたちが充じゆう分ぶんに身体を伸ばして眠ねむれる余よ裕ゆうがあった。本格的なケモノ殲せん滅めつ行動は明日からで、今日のところは休きゆう息そくを兼かねた待たい機きだと部ぶ隊たい総そう轄かつは言う。

　合流隊があるから、と付け加えていたが、シオンの耳には入らなかった。

　部屋に入ってから、シオンはずっと膝ひざを抱かかえている。壁かべに背せを預あずけ、震ふるえる身体を必ひつ死しで抑おさえて、まるで昔のように、じっと息いきを潜ひそめていた。

　そうするしかなかった。何も考えられなかった。もう三年も会っていなくて、死んだものとばかり思っていて、面おも影かげがあって、そしてシオンの記き憶おくに間ま違ちがいはない。

　あのティー＝ティカだ。

　背中に押し付けた金きん属ぞくの壁が体温を奪うばっていく。寒い。だけど身体が何かに触ふれていないと不安で気が狂くるってしまいそうだった。どうすればいいのかなどわからない。もう乗のり越こえたとばかり思っていたのに、もう克こく服ふくしたとばかり思っていたのに。




　ティーちゃん、と、皆みなはそう呼よんでいた。

　シオンもだから心の中では彼女のことをそう呼んでいた。口に出すことは憚はばかられたが、シオンはいつだって集落の人たちのことを、彼らがお互たがいに呼び合う愛あい称しようで認にん識しきしていた。

　もし自分もあの輪わの中に入れたら、何と呼んでもらえるのだろう？　『シオンちゃん』？　縮ちぢめて『シー』？　それともそのまま『シオン』？　──そんなことばかりを考えていた。

　だけど集落の住人たちはシオンを見ようともしないし、シオンも彼らを遠とお巻まきに見るばかりで、だからそれらは決して叶かなわない想そう像ぞうでしかなかった。

　ティーちゃんは──。

　蝶ちようの翅はねは揚あげ羽はの模も様ようで、色の配はい置ちが絶ぜつ妙みように綺き麗れいだった。だから彼女は生まれた時から住人たちに大事にされていた。何しろ翅は脆もろくて傷きず付つきやすく、一度傷付いたら治なおるのにとても時間がかかる。それを損そこねてはいけない。だから大事に、大事に。そう扱あつかわれることでティーが我わが儘ままになっていったとしても、可か憐れんな笑え顔がおで鱗りん粉ぷんを輝かがやかせる少女は、傲ごう慢まんな態たい度どさえが美び徳とくへと変わる。

　そんなティーちゃんの興きよう味みと、それから関かん心しんは、よくシオンに向けられていた。

　自分とは対たい照しよう的てきに醜みにくい変へん異いを持った、集落の禁きん忌き。普ふ段だんは身体の中に隠かくれているくせに、何かの拍ひよう子しで現れる醜い左腕うでの棘とげ。生まれてしまったことが間ま違ちがいだと言われていたシオンを、ティーはいつも標ひよう的てきにした。

　覚おぼえているのはティーの言葉。

「あんたさ、純じゆん血けつの振ふりするのやめなさいよ。そうやって自分の汚きたないところを隠して、皆みなを騙だまそうとしてるんでしょ！　でも駄だ目め」

　そうだそうだ、と、ティーの取とり巻まきが同どう調ちようする。

「皆、騙されないからね！」

　そして石が投げられる。シオンの頭にそれが当たって、衝しよう撃げきと共に生なま暖あたたかい液体が瞼まぶたを濡ぬらし視し界かいを遮さえぎった。

「いっちょまえに血は赤いんだ！」

　けらけらとティーが嗤わらう。すると皆も嗤う。

　そんな程てい度どのことは日にち常じよう茶さ飯はん事じで、だから行こう為いは趣しゆ向こうを凝こらされていく。ある時は、水の中に浸つけられて溺おぼれさせられた。

　遊んであげるとティーに言われ、嬉うれしくて嬉しくて騙されたとは微み塵じんも思わなかった。それなのに突とつ然ぜん、潜もぐりっこしよう、と集落を流れていた川に突つき落おとされたのだ。

「どれくらい潜っていられるか見ててあげる。だから早く！」

　ティーが叫さけぶ。訳わけがわからずに、シオンは濡れた髪かみに触ふれる。

「急ぎなさいよ！」それが合図だった。ティーの後ろに並ならんでいた男の子たちが、突然棒ぼうでシオンを突く。或あるいは叩たたく。或いは殴なぐる。たまらずに水に潜って逃にげようとするが、彼らは追おってきた。息いきが続かずに顔を上げた瞬しゆん間かん、頭を衝しよう撃げきが襲おそう。それはティーが飽あきるまで続けられた。途と中ちゆうのことは記き憶おくにない。溺れかかって意い識しきさえも朦もう朧ろうとなって、頭から血は出なかったけれど顔を殴られたから鼻はな血ぢは出て、唇くちびるは切れたし瘤こぶも沢たく山さんできた。死ぬところだった。

　覚えているのは、ティーの言葉。水面に顔を上げる度たび、途と切ぎれ途切れに聞こえた言葉。

「ほら！　遊んでもらって嬉しいでしょ？　……だったら嬉しいって言いなさいよ！　言いなさい！　早く！」

　言えたかどうかは、もう覚おぼえていない。

　それから──。

　最悪な気分で思い出すのは、突とつ然ぜん動物の死体を投げ付けられたあの時だ。

　それはシオンがこっそりと飼かっていた、畸き形けいの変へん異い動物の死体だった。名前はノイス。自分の名前を逆さかさ読よみにして付けた。足が五本ある鼠ねずみで、それはシオンの唯ゆい一いつの遊び相手だった。背せ中なかを指先で撫なでると眼を細める様よう子すが可愛かわいくて、集落の外はずれ、叢くさむらの中に木の籠かごを作ってこっそり隠かくしていたのに。

　頬ほおにその死体がぶつかり驚おどろいて腰こしを抜ぬかし、それから千ち切ぎれた足の一本がシオンの口の中に入る。思わず吐はき出だすと、それがノイスの足だった。

「それ、あんたが殺したんでしょ！」

　投げ付けたのはティーの子分で、叫さけんだのはティーだった。頬に当たり地面に落ちた死体はずたずたに引ひき裂さかれていた──故こ意いなのか、まるでシオンの左腕うでで引ひっ掻かいたみたいに。

　ノイスを見付けたのはティーで、殺したのはティーの子分──そのことに気が付いていたが、言い返せなかった。下へ手たに言い返すと子供たちは脚きやく色しよくを加えて大人に言い付ける。そうすると大人たちがやってきてシオンを殴なぐる。大人たちに殴られると何日も起き上がれなくなるし、何より家族にも迷めい惑わくがかかる。

　だから、何も言えなかったし、できなかった。

「どうして殺したのよ！」

　あからさまな嘲ちよう笑しようで詰つめ寄よるティーに、シオンは脅おびえながら頭を振ふる。

　ティーたちは容よう赦しやがない。

「食べるために殺したんじゃないの？　こいつ、食い物分けてもらえないからさ。知ってる？　こいつの家族、土掘ほって漁あさった芋いも虫むしまで喰くうんだぜ」

　ティーの一番の配はい下か、エッタが叫び、皆みながうええ、と気持ち悪そうな顔をしてそれでも笑う。ティーも一いつ緒しよに、シオンを見下した眼めで笑う。

　さすがケモノの子だね。私たちも食べられちゃうんじゃない？

「じゃあさ、食べさせてあげなよ」

　そしてひと通りのざわめきを収しゆう束そくさせるようにティーがとんでもないことを言った。

　これには抵てい抗こうしたが、無む駄だだった。よってたかって手足を押さえ付けられて口を無む理り矢や理り開かれて、ぐちゃぐちゃになったノイスを押し込まれ、それから咀そ嚼しやくさせられた。ノイスの骨ほねで口の中が切れた。

　痛いたかった。色んな部分が、心の中も含ふくめた色んな部分が痛かった。

　血と肉と骨と脂し肪ぼうと内臓と毛と眼がん球きゆうと、ノイスの身体が口の中で潰つぶれていく。仰あお向むけのまま嘔おう吐としたシオンから、皆が口々に「汚きたない！」とか「最悪！」とか言いながら離はなれていく。

　それでやっと、解かい放ほうされた。

　その後シオンは泣なきながら、自分の胃い液えきと混まじって訳わけのわからなくなったノイスを埋うめた。ごめんねごめんねと何度も何度も呟つぶやきながら。

　私のせいで。私が飼かってしまったせいで──。




　そういった行こう為いが、何年か──具ぐ体たい的てきには、シオンが十歳くらいの頃ころから、十三歳、エデンに来る直前まで──続いた。大人たちに殴なぐられるよりも、ティーたちにやられた傷きずの方が多かったように思う。大人たちがシオンを殴るのには不ふ条じよう理りとはいえそれなりの理由があったが、ティーたちがシオンを殴るのに、理由はなかったからだ。

　恐おそらく、ただの気分だったのだろう。そういうものだ。

　よく五ご体たい満まん足ぞくでいられたものだと思う。何度か骨ほねは折おれたけれど、それでも身体に欠かけた部分はないし、残っている傷も少ない。奇き蹟せきというものがこの世にあるのなら、それが多た分ぶん、シオンに起きた最初で最後で唯ゆい一いつで絶ぜつ対たいの奇蹟だ。

　だけどやはり、奇蹟なんてものは概がい念ねんでしか存そん在ざいしなくて、現実においては砂ひと粒つぶほどの価か値ちもない。或あるいは左腕うでを切り落とされていた方が、或いは殺されてしまった方が、或いは頭をやられてしまった方が、シオンにとっては奇蹟だったのかもしれない。

　昔は、エデンに来る前は命が助かる度たびにそう思っていた。

　今でも時々──そう思い返す。




　そんな日にち常じようが続く中、変化はやってくる。

　弟が死んだ。

　殺された。誰だれがやったのかはわからない。

　そして。

　そして集落が全ぜん滅めつして、全滅させたのはシオンだった。

　その時に誰を殺して誰を殺さなかったのか覚おぼえていない。恐きよう慌こう状じよう態たいで訳がわからず、半はん狂きよう乱らんで意味がわからず、ただただ暴あばれ回まわって左腕を振ふるっていたから、何も覚えていない。

　だからその時に、ティーも殺してしまったとばかり思っていた。

　それなのに。




　どうしてこんな場所で出会うのだろう。どうして今いま更さら、こんな場所で出会わなければならないのだろう。忘れたことはなかったけれど、心の裡うちで過去として処しよ理りできるようになっていたのに。灰はい被かぶり魔ま女じよと呼よばれようが、誰からも相手にされなかろうが、あの頃の自分とは違ちがうと、そう思っていた。

　皆に、誰かに自分を見て欲しいと思って、だから戦う力を身に付けて、そうしてケモノを殺すことで自分の感情を処しよ理りして、だから強くなりたいと思って、何ものにも、自分の弱さにも、決して負けないようになりたいとそう決心して、それなのに。

　化けの皮はあっさりと、剥はがされる。

　寒い。だけど身体の芯しんが熱あつかった。熱い。だけど心の奥が寒かった。必ひつ死しで左腕うでの袖そでを右手で握にぎる。それはシオンの癖くせだった。感情が少しでも不安定になると左腕を触さわってしまう。シュシュの髪かみ留どめを胸むねに付けてからはそっちばかりを触るようになって、だから最近はその癖も治ったと思っていた。

　だけど、駄だ目めだ。

　かつかつと震ふるえながら蹲うずくまるシオンに、周まわりのウェポンたちが変な視し線せんを注そそぐ。それが耐たえられない。せめて他人の前では毅き然ぜんとしていたいと思うのに、それが叶かなわない。

　袖を握るだけでは駄目だった。だから服の上から腕を押さえる。引ひっ掻かくように、撫なでるように、何度も何度も左腕を──醜い変異の内在する腕を、だけどそれでも。

　急に、辺あたりがざわめき始めた。

「おお、すげえ！」誰だれかの声がする。何か起きたのだろうか。どうでもいい。

「合流隊って……最高じゃない！」

　合流隊？　そんな話は知らない。だけどそれもどうでもいい。そんな気分じゃない。

　頼たのむから静かにしていて欲しいと思う。

「皆みなさん、任にん務むお疲つかれ様さまです」透すき通とおった女の声がした。

　俯うつむいたまま、シオンはその声に聞き覚えがあることを確認する。

　──そうか。合流隊。他のウェポンがはしゃぐのも無む理りはない。

　天使様、とか、フィオナさん、とか、フィオナ様、とかそんな声が聞こえた。ずっと遠くで聞こえたように思えた。フィオナ＝レスファが来たのだ。どんな理由があって来たのだろう。上じよう客きやくであるこのドームの住人の依い頼らいに万ばん全ぜんを期きすためにエデンが寄よ越こしたのだろうか。

　背せ中なかに翼つばさを持った、天使のような女性。

　背中の翼。羽は根ね。翅はね。ティー。

　──また、呼こ吸きゆうが苦しくなった。

　喧けん噪そうがますます遠くなる。口々にフィオナを歓かん迎げいする声も聞こえなくなる。だけど、周しゆう囲いの気け配はいが煩うるさい。吐はきそうだ。気持ち悪い。苛いら々いらする。

　どうして彼らは、変へん異いを美しいとか醜みにくいとかそういった価か値ち基き準じゆんで判はん断だんできるのだろう。自分は醜いと言われたことがないのだろうか。それとも自分が醜いと知っているからこそ美しい存在に憧あこがれるのだろうか。どちらも厭いやだ。変異に綺き麗れいも汚きたないもないと思いたい。

　自分の受けてきた仕し打うちが当然のものだったなんて、そんなことがあってたまるものか。

　それなのに周りがそうさせてくれない。

　シオンは顔を上げる。叫さけぼうとした。

　煩うるさい、黙だまれ、静かにしろ──。

「……どうした？」

　だけど。

　顔を上げたその先に、知った顔が、あった。
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「顔が真っ青だ」

　声。

「……熱があるのか？」

[image: ]

　声だ。

　声の主はしゃがみ込む。

　シオンの目の前に、シオンと視し線せんを合わせて。

　茫ぼうとしたまま、シオンはゆるゆると首を振ふった。

「まさかこんなに早く、同じ出動になるとは思わなかった……別べつ働どう隊たいに合流するって聞いた時、もしかしてとは思ったんだ。今日が復ふつ帰きの日だってのはレインさんに聞いてたから」

　その声は、シオンに向けて発せられている。

「……どうか……したのか？　本当に体たい調ちようが悪いの？」




　シオンに向けて。シオンと同じ目線で。




　それはただの、当たり前の行動だ。

　それはただの、ごく普ふ通つうの言葉だ。

　そんなことはわかっている。誰だれかが誰かと話す時、立場が同じなら視し線せんを合わせるのは当然で、そして誰かの顔色が悪い時それを心配するのはごく普通のことだ。

　だけど今のシオンには、それが当然で普通のことだとは思えない。レイン＝リィンがこの場にいたなら落ち着けていたかもしれない。だけどレインはここにいなくて、シオンはひとりで、そして予よ期きしていなかった再さい会かいに昔のことを思い出していて。

「無む理り、してるんじゃないのか？　熱がある？」

　声は──少年は無む頓とん着ちやくに、それでいて心配そうに、シオンの額ひたいに手を遣やる。

　他人の体温が額に触ふれる。灰はい色いろの髪かみを掻かき分わけて、細い指が、手が、掌てのひらが。

　その手は恐こわい手だということを、シオンは知っている。

　その手はすべてを腐くさらせてしまう手だ。そういう力を少年は持っていて、だから他のウェポンたちはどこかで少年を恐がっていることを、シオンは何となく察さつしていた。

「熱は……ないと思う。僕には……正確にはわからないけど」

　病気にならないから、と少年は自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

　少年はそういう存そん在ざいだった。他人とは──どの変へん異い種しゆとも決定的に違ちがう存在だった。

　だけどシオンは、それを美しいとか醜みにくいとかで判はん断だんしたことはない。

　右手が、左腕うでから離はなれた。

　──そうだ。

　思い出した。

　約やく束そくした。

　強くなろう、と少年は言った。

　三週間で復ふつ帰きする、とシオンは答えた。

　──それなのに何をしている？

　自分はいつまで引ひき摺ずっている？

　離れた右手が、胸むな元もとの髪かみ留どめを撫なでる。木の感かん触しよく。血で汚よごれた木製の髪留め。

　そうだ。

　決めたはずなのに。

　これを持っている自分は強くならなければいけない。

　シオンさんみたいに強くなりたいんですと言われた。

　だから──だったら、強くならなければいけない。

「シオン？」

　少年が不安げな瞳ひとみで、シオンの顔を覗のぞき込こむ。

　だからシオンは乾かわいた唇くちびるを舐なめそれから歯を食いしばって、

　灰はい色いろの瞳ひとみを細め、真まつ直すぐに少年の漆しつ黒こくを覗き込む。

　高たか鳴なっていた心臓が落ち着きを取とり戻もどしていくのを感じた。

　寒さも熱さも身体から抜ぬけていくのがわかる。

　あんたの隣となりに立てるようにと言われた。

　だから──だったら。

　この少年の前で、無ぶ様ざまな自分を見せられるものか。

「大だい丈じよう夫ぶ」声は僅わずかに掠かすれていたから、軽く咳せきをして唾つばを呑のみ込こみもう一度。

　自分の声は、いつもと同じ響ひびきで聞こえた。

「大丈夫。何も……問題ないわ」

「そうか」

　少年は。

　ルナ＝イルが、笑えんだ。
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　ただ苦く痛つうなだけの対たい面めん時間は終わり、ティーは部へ屋やの寝しん台だいで俯うつぶせに顔を埋うずめたまま、静かに息いきをしていた。変へん異い種しゆたちの共同部屋であるその空間には、寝台が五つ無む機き質しつに並ならべられていて、その他には何もない。今ここで寝ね起おきしている変異種は三人で、ティーの右みぎ隣どなりの寝台にはスミタが眠ねむっていた。左隣の寝台にはイユが座すわって退たい屈くつそうにしている。

　そんなふたりの対たい照しよう的てきな息いき遣づかいとは裏うら腹はらに、ティーの呼こ吸きゆうは重い。

　いつからこうなってしまったのだろう。昔はこうではなかった。少なくとも、三年前──生まれ育った集落にいた頃ころは、自分は堂どう々どうとしていたし、恐おそれるものなど何もなかったはずだ。

　ずっと大事にされていた。ティーの背せ中なかに生えた綺き麗れいな蝶ちようの翅はねはとても珍めずらしくて、だからそれを損そこなうことは集落の人たちにとって罪ざい悪あく以外の何ものでもなかった。ティー自身もそれを知っていたから、自然とそれを利用していた。同年代の子供たちは支し配はい下かにあったし、大人たちだってティーを大事にしていたから、言うことは何でも、誰だれでも聞いてくれた。ティーが泣なく振ふりをすれば誰もが慌あわて、ティーが笑えば誰もが喜ぶ。男の子を操あやつるのは簡かん単たんだったし、女の子を従したがえるのは愉ゆ快かいだった。

　あの頃、世界は自分を中心に回っていた。翅で空は飛べなかったけれど、それでも翅をぱたぱたさせればどこにだって行けた。誰かが連つれていってくれた。

　だけど、三年前、その大事な場所はなくなってしまった。

　全ぜん滅めつしたのだ。

　全員、死んだ。父さんも母さんも親類も大人も子供も老人も分わけ隔へだてなく、一いつ片ぺんの差別なく、平びよう等どうに死んだ。殺された。

　生き残った人がティー以外にいたのか、いるのかどうかはわからない。

　殺したのは、集落の外はずれに住む忌いみ子ごだった。

　妻がケモノと姦かん通つうしたという噂うわさがあった家の、まさにその娘だった。左腕うでに棘とげだらけの変へん異いがあり、そいつはその変異を自由に出し入れできた。おぞましくて不ふ可か解かいで恐ろしくて不ふ条じよう理りで、珍しいという意味ではティーの翅と同じだったかもしれないけれど、方ほう向こう性せいはまるで正反対だった。ティーにはそいつがケモノの子としか思えなかったし、誰もがそう言っていた。

　大人たちは復ふく讐しゆうを恐れて一家を放ほう逐ちくだけはしなかったものの、外れに追おい遣やり徹てつ底てい的てきに無む視ししていた。そしてそうすることで、集落とその一家との均きん衡こうは保たれていた。

　それはだけど、三年前、あっけなく崩くずれた。

　均衡を崩したのはティーたち子供だった。

　大人たちが何な故ぜ一家を追い出さなかったのか。何故殺してしまわなかったのか。何故理由がある時にしか忌み子に暴ぼう力りよくを振るわなかったのか。それがわからなくて、抵てい抗こうしないその子に延えん々えんと理由のない暴ぼう力りよくを振ふるっていたティーたちの行動は、だから集落が壊かい滅めつした直接の原げん因いんなのかもしれない。

　忌いみ子ごを痛いため付つけた挙あげ句くに当然の帰き結けつとして彼女は叛はん旗きを翻ひるがえし、その日、ティーはすべてを失った。

　生命の価か値ちなんてそれまでは考えもしなかった。集落の中で培つちかわれた価値観では自分の命が一番大事で、一番どうでもいい命があの忌み子だった。そしてそれが、集落の住人に共通する認にん識しきであると信じていた。

　だから、誰だれかにとってどうでもいい命は他の誰かにとって掛かけ替がえのないものであるかもしれないという酷ひどく当たり前のことを、ティーはずっと──その時までずっと理り解かいできずにいた。

　誰かの身体を痛め付ければ自分の身体も痛め付けられるかもしれないということ。

　誰かの命を奪うばえば自分も他の誰かによって殺し返されるかもしれないということ。

　誰かの大事なものを壊こわせば自分の大事なものも壊されるかもしれないということ。

　誰かを大切にするというのはつまりそういうことだ。大切にされていたはずのティーがそれにずっと気付けなかったのは皮ひ肉にくでしかない。

　あれから三年。

　ここに売られてきたのは一年ほど前のことだ。その前は砂さ漠ばくの向こうにある集落の見み世せ物もの小ご屋やにいた。背せ中なかの翅はねだけは昔と変わらず綺き麗れいなままだったけれど、あの頃ころの自分はもうどこにもいないのだと思う。

　いつからだろう。こうなってしまったのは。

　彷徨さまよっているところを偶ぐう然ぜん拾われた旅団に輪りん姦かんされた三年前からだろうか。それとも見世物小屋で他人の無ぶ遠えん慮りよな視し線せんに晒さらされ続けた二年間でだろうか。或あるいはいずれ愛あい玩がん用ようとして売られていくと決まった上で怯おびえているこの一年でだろうか。

　わからない。

　いつの間にか、何もできなくなっていた。

　他人の感情が気になった。他人の暴力を何より恐おそれるようになった。読よみ間ま違ちがえると大たい変へんなことになる。痛いのは何より厭いやだ。

　だから癖くせになった。びくびくするようになった。

　三年前の自分なら、スミタを助けられたかもしれないと思う。思いたかった。だけどすぐに無む理りかもしれないと暗あん澹たんとした気分になる。考えてみれば三年前から、ティーは自分で何かを成なし遂とげたことなんてなかったのだから。

　スミタがどんなに自分を慕したってきても、三年前の自分は結けつ局きよく、彼女を手足として扱あつかうことしかしなかったのだろうから。

　ティーは俯うつぶせになったまま、諦てい念ねんを混まじらせた溜ため息いきを枕の中に吐はき出だした。

　三年前からまるで変わっていない卑ひ怯きようさが自分自身の決定的な部分にあるという事実は、隣となりで眠ねむっているスミタの寝ね顔がおと相まって、自身への嫌けん悪おとなって蓄ちく積せきされていく。
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　俯うつぶせで溜ため息いきを吐ついて黄昏たそがれているティーお姉ちゃんの隣となりで、スミタお姉ちゃんはすやすやと眠ねむっている。怪け我がをしたから養よう生じようしなければならないらしく、一いつ緒しよに遊びたいのにそれが叶かなわない。

　だから屋や敷しきに飼かわれている三人目の変へん異い種しゆ──十歳の少女、イユ＝イエールは、腰こし掛かけた自分の寝しん台だいで足をぶらぶらさせながら、つまらないなと口を尖とがらせて思った。

　お客さんが来ているらしく、外に出てはいけない。ジャクおじさんとミーシャおばさんからそう言われている。ティーとスミタは出て行ってまた戻もどってきたけれど、イユは同行を許ゆるされなかった。言い付けを守らないとミーシャおばさんは酷く叱るから、それは仕し方かたない。

　本当はスミタと遊びたかった。だけどスミタは自分とはあまり遊んでくれない。ティーも同じだ。ふたりとも自分のことがあまり好きではないのだろう。ここに来てまだ一週間程てい度どしか経たっていなかったが──そのことをイユは何となく察さつしていた。

　だからイユはいつも、遊びたいときにはジャクとミーシャのところに行った。一週間ほど前、生まれてからずっと暮くらしていた集落が全ぜん滅めつしてしまい、お父さんもお母さんも死んで泣ないていた時、助けてくれたのがジャクだった。ジャクはにっこりと笑って、私と一いつ緒しよに来なさいとイユを抱だき上あげてくれた。ミーシャはジャクの奥さんで、とても綺き麗れいだ。

　ただ、ふたりとも時とき折おり、怖こわい顔をする。

　ジャクは、ミーシャが目の前にいない時。

　そしてミーシャは、ジャクが目の前にいない時。

　前者は偶ぐう然ぜん発見した。後こう者しやは二回ばかりふたりきりになった時に知った。だからイユは、ふたりのことを完全には信用していなかった。優しいのは確かだけど、何か変な違い和わ感かんがあった。それは自分のことを嫌きらっているからとかそんな理由ではないような気がする。

　対してスミタとティーは、決してそんなことないと思う。スミタはまともな会話が成立しないけれどその代わりに嘘うそを吐かない。ティーはいつもびくびくしているけれどその代わりに急に怒おこったりはしない。

　できるならふたりと仲良くなって一緒に遊びたい。

　両親が死んだ傷きずはまだ癒いえておらず、人恋しさは人一倍だったから、余よ計けいにそう感じた。

「ねえ、ティーお姉ちゃん」

　だから思い切ってぶらぶらさせていた足を止め、そっと尋たずねてみる。

「スミタお姉ちゃんの怪我、いつ治なおるの？」

　ティーは枕に顔を埋うずめたまま、答えない。

　その代わりとでも言うように顔を上げ、首だけをイユに向ける。

「……私を責せめるの？」

「何言ってるの？」イユは首を傾かしげる。

「……ごめんなさい」そんなイユの視し線せんから、ティーはまた顔を背そむける。

「最低だ。子供にまで……」そして小さく、吐き捨てた。

　子供じゃないもんと言いたかったが、自分がお姉ちゃんたちと比くらべて子供なのは確かだ。だから黙だまって頬ほおを膨ふくらませた。

「私のせいなのよ」と、呟つぶやくティー。

　その言葉の意味はよくわからなかった。

「ここから出ちゃ駄だ目めだって、おじさんが言ってた。でも私、遊びたいの」

　ティーはしかし、沈ちん黙もくしたまま答えてくれない。

「スミタお姉ちゃん、どこ怪け我がしたの？」

　それも無む視しされた。

　イユは悲しくなった。ティーの背せ中なかに生はえた蝶ちようの翅はねはゆらゆら揺ゆれていて綺き麗れいだったから、それを眺ながめることにする。

　自分には翅がない。だから羨うらやましかった。

　きらびやかな紋もん様ようは、イユの知らない種類の蝶だ。触さわってみたいと少しだけ思ったが、蝶や蛾がの翅はぞんざいに扱あつかうとすぐに傷きず付ついてしまう。ティーはいつも俯うつぶせか横向きに寝ねて気を遣つかっていることも知っている。だからやめておいた。

　そうしてまた足をぶらぶらさせながら、しばらくティーの翅を見ていたが、

「……ん」眠ねむっていたスミタが声をあげ、ゆっくりと起き上がる気け配はいがあった。

「あ」少しだけ嬉うれしくなる。

「おはよう、スミタお姉ちゃん」

　スミタはどこかぼんやりした顔でゆっくりとイユの方を見み遣やる。

「もう、怪け我が治なおった？」イユは寝しん台だいから降おりた。しかし、

「……う、う」スミタはいつものように、近寄るイユに気付くやびく、と身体を震ふるわせる。

「あ」伸ばしかけた手が、空中で止まった。

「う、あ」

　対する視線は怖おず怖おずと宙ちゆうを舞まう。すぐに俯せのティーに気付くと、スミタは舌した足たらずな声でティーちゃん、と呟つぶやき、寝台から降りてティーの腰こしに身体ごと抱だきついた。ティーは横向きになり、そんなスミタからまるで怯おびえるような顔で視線を逸そらしている。

　その理由が、イユにはわからない。ただ、スミタの歩き方は少しふらついていたと思う。

「ね、もう、怪我治った？　痛いたくない？」だから尋きく。

「そんな簡かん単たんに怪我が治る訳わけないの……」

　憮ぶ然ぜんとした、しかしどこかばつの悪そうな声こわ音ねでティーがひとりごちた。

　ゆっくりと半はん身みを起こすと、姿し勢せいを入いれ替かえてスミタに膝ひざ枕まくらをする。
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　イユはそんなふたりにまた少しだけ暗い気持ちになった。

　ここにお父さんとお母さんはいなくて、友達もいない。もう、いない。だから誰だれかに優しくして欲しかったし、誰かと一いつ緒しよに笑いたいと思う。

　だけどそのどれもが、今のところ、本来の意味で──叶かなわない。

　金きん属ぞくで囲かこまれた屋や敷しきは空気さえもが一週間前と違ちがっていて、ただでさえ落ち着かないのに、イユの不安と寂さびしさを忘れさせてくれる存そん在ざいは、どこにもいない。

　泣なきそうになったけれど、泣いたら駄だ目めだと思って我が慢まんした。
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　そうしてその頃ころジャク＝メイは、ぼんやりと考え事をしていた。

　それは雑ざつ多たな感情の入いり混まじった、商品についての欲望だ。

　今まで何十人もの変へん異い種しゆを見てきた。珍めずらしい変異は様々で、見み惚とれるほど美しいものもあったし、ジャクの価か値ち基き準じゆんで見るなら悪あく趣しゆ味みにしか見えないものもあった。しかし──彼女ら、或あるいは彼らはジャクにとって商品以外の何ものでもなく、それはずっと変わらなかった。

　だけど最近になって、その感情に変化が訪おとずれている。

　愛情、憎ぞう悪お、執しゆう着ちやく、そして欲望──それらが取とり留とめもなく、そして抑おさえきれない。

　動物じみた精せい神しんを持つスミタ＝リタに対して強く抱いだいた、めちゃくちゃにしてやりたいという衝しよう動どう。幻げん想そう的てきな変へん異いを顕あらわしたティー＝ティカに対して抱く、ある種の憧あこがれを混じらせた執着。そして自分と同じイユ＝イエールに対して抱きつつある、親しん近きん愛あいにも似にた特別な感情。

　そのどれもが、今までのジャクには決して見られなかったものだ。単純に商品としてではなく、それ以上のものとして彼女らを見ている自分の視し線せんがある。

　特にイユに対しては──彼女は醜みにくい変異種だらけの集落でただひとり、外がい見けんに変異が顕れていない変異種だ。身体の内うち側がわに内ない在ざいしているというそれは、商品としても、またジャク個人としても、異い様ように価か値ちが高かった。強ごう引いんに手に入れても惜おしくないほどに。そしてウェポンたちに紹しよう介かいすることさえも憚はばかられるくらいに。

　高く売れるのは間ま違ちがいない。

　しかし、できるものならば手て放ばなしたくはない。

　二に律りつ背はい反はんした悩なやみではあった。どちらかを取ればどちらかが立ち行かなくなる。選えらぶということはつまり切り捨てるということで、どちらも切り捨てることはどうしてもできない。

　傍かたわらでは妻が背せ中なかを向けて編あみ物ものをしている。彼女に吐はき出だしてしまいたいが、それもできない。それを告こく白はくするということはつまり、彼女を失うということでもあるのだから。

　実じつ際さいのところ、何よりも彼女を失うことを、ジャクは恐おそれていた。

　ジャクは歯は咬がみしながら拳こぶしを握にぎり締しめて、また開く。

　妻がこっちを向いていないことを確認した上で、右の掌てのひらに力を込めた。

　その掌が、不自然に蠢うごめく。

　掌から細い糸のようなものが伸びる。

　細い触しよく手しゆが、自分の掌から伸びてぐにうにと揺ゆれた。

　妻はこのことを知らない。ジャク自身でさえ、気付いたのは数カ月前のことだ。そしてそれ以来──自身の身体を意い識しきするあまりに、商品であり同類であった変異種たちのことを意識してしまうようになっていた。

　ずっと自分は純じゆん血けつ種しゆだと、そう思ってきたのに。
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　日が暮くれて夜になっても、金きん属ぞくで囲かこまれた屋や敷しきの中には昼も夜もなかった。そういう意味で屋敷はエデンと、バベルとは大差がない。大きさはどうあれ、世界から遮しや断だんされている。

　だけど屋敷の中でただ一カ所だけ、そうではない場所があった。

　半球状のドーム、その中心にある中庭。吹き抜けの天てん井じようがあるその場所は、僅わずかな月明かりだけを照てらして薄うす闇やみに包つつまれていた。

　そして、ルナはそこにいる。中庭の壁かべに背せを預あずけ、じっと上を眺ながめていた。

　ウェポンたちに与あたえられた部へ屋やは、人が多くて息いきが詰つまる。空気も何だか居い心ごこ地ちが悪かった。フィオナは大おお勢ぜいに囲かこまれて談だん笑しようしていて、ルナはその輪わから完全に外はずれていた。だからこっそりと部屋を抜ぬけ出だし、外に出たのだった。

　屋や敷しきの中はある程てい度どなら自由に歩き回ってもいいと言われていた。その説明をフィオナから一通り聞いてはいたから、迷まよわずそこへと赴おもむいた。

　空を見る。

　まるで細長い箱の底そこにいるようだった。壁は上へと伸びていて、空は切り取られて四角い。スラムに似にた閉へい塞そく感かんはあるけれど、暗い天てん井じようには星が瞬またたいている。

　変な場所だ、とルナは思った。

「こんな場所に意味があるのかな」

　だから、尋きいた。声は金きん属ぞくに反はん射しやしてやけに響ひびく。地面には土があって上には空があるのに、それは機械都市と同じ。

「わからない」

　中庭の中心に立っていた人ひと影かげが、ややあって答える。薄闇の中で真まつ直すぐに立つ細い身体は、まるで針のようだった。

　その人影──シオン＝エシュも、ルナと同じように空を見上げていた。

「どうしてこんな場所を作ったんだろう」ルナはひとりごとのように呟つぶやく。

「空は見えるけど、仕し切きりがあるわ」シオンが同じような口く調ちようで、それに答えた。

「透とう過か性せい金属板」

「……わかるのか？」

　天井を見上げたままの問いに、頷うなずく気け配はいがした。

「星が偏へん光こうしてる。いつもと違ちがう」

「そうか。……僕にはよくわからない。星とか、あまり見たことないから」

「そう」

「ああ」

　お互たがい相手を見てもいない会話だった。だけどルナには、相手がどんな表情をしているのかわかる気がした。きっといつものように無表情で──だけど多た分ぶん、色んなことを考えているのだろう。表情がなくても、感情がない訳わけではない。そのことには、気付いていた。

「私は……いつも星ばかり見てたから」

「逆ぎやくだな。空はあそこじゃ、見えなかった。だからずっと見たいと思ってて。初めて見た時は、嬉うれしかったな」

「どんなだった？」と。

「え？」

「空。初めて見た時、どう、思った？」

　動く気け配はいがあった。視し線せんをそちらに向けると、シオンはいつの間にかこっちを見ていた。微かすかな光に反はん射しやして、灰はい色いろの眼めが薄うすく、淡あわい。

「そうだな」だからルナは微び笑しようして視線を合わせる。

「広くて、大きかった。見ていると少し不安になるような感じかな。眼が痛いたかった。あんな大きなものを見ることに慣なれていなかったんだと思う」

「……月は？」

「ずっと想そう像ぞうしていたのとは全然違ちがった。だけど、自分の変へん異いがそれに似にてるってのはレインさんから聞いてたから、こういうものなんだ、って思った」

　シオンが自分から質問してくるのは珍めずらしいと思う。彼女はいつだって言葉少なで、話はなし掛かければ答えるけれど、返ってくるのはいつも簡かん素そで簡かん潔けつな一言だけだった。

　だからルナは微かな驚おどろきを覚おぼえる。

「私はエデンに来て、安心したわ」

　シオンは饒じよう舌ぜつだった。何な故ぜなのかはわからない。

「空は広かった。住んでいた場所も。だから落ち着かなかった。もっと狭せまい場所があればいいのにと思ってた。だから、安心した」

「でも、星ばかり見てた、って」

「星くらいしか、見るものがなかった。あとは地面」

　しかしその声は、どこかひとりごとのようだった。

　返すべき言葉が見付からない、そんな言葉だった。

「……そうか」

　だからルナは頷うなずきつつも、黙だまる。

　互たがいの視線が交こう錯さくしたまま、声が、消えた。

　思った。何かあったのだろうか、と。尋きくことはできなかったが、シオンはいつもと違うように見える。もちろんいつも一いつ緒しよにいる訳わけではないし、ルナが知らないことの方が圧あつ倒とう的てきに多いだろう。だけど、それでも何か違い和わ感かんがある。

　灰はい色いろの少女は、動かない。

　沈ちん黙もくと視線の同時進行に気まずくなって、ルナは再ふたたび空を見上げ、口を開いた。

「この空は本物かな？」何となく、その疑問がよぎった。

「切り取られてるのは構かまわない。遮しや蔽へい物ぶつの隙すき間まから見たって、空はきっと変わらないんだと思う。でも……透とう過か性せい金きん属ぞく板ばん？　あの空は直接見えてる訳じゃないんだろう？　見る景け色しきはそんなに変わらなくても、あれは、こことは繋つながってないんだ」

　言いながら、意い図とがよくわからない台詞せりふだと思う。沈黙が厭いやで苦くるし紛まぎれに言っただけかもしれない。心の裡うちで苦く笑しようしながら、ルナはシオンの顔に再ふたたび眼を遣やる。

　シオンは、笑っていなかった。

　そして上を見て、呟つぶやいた。

「空に本物も偽にせ物ものもないわ」

「え？」

「誰だれもいなくても、誰も見ていなくても、私がどこにいても、空はある。本物も偽物もない。あるとしたら……本物とか偽物とかがあるとしたら、それは多た分ぶん、こっちの方よ」

「……こっち？」

「空が偽物に見えるんなら、この場所が、偽物。それとも、見ている人が、かもしれない」

「手て厳きびしいな」容よう赦しやのない答えに、ルナは唇くちびるの端はしを微かすかに上げた。

「違ちがう」だけどシオンの声は変わらなかった。

「ルナは違う。偽物じゃない」

　淡たん々たんと訥とつ々とつと、まるで自じ白はくのように。

　シオン＝エシュは言った。

「私が、偽物なの」

　上空を見上げ、ルナから視し線せんを逸そらしたまま。




　　　　５




　どうして話をしようと思ったのかは、わからない。だけどいつの間にか、シオンはそれをゆっくりと話していた。

「……知り合いがいた。昔の知り合い」

「ここに？」

　ルナ＝イルは怪け訝げんな表情で、こっちをじっと見み詰つめている。

　シオンは頷うなずいた。

「死んだものとばかり思ってた。でも、生きてた」

「……嬉うれしかった？」

　怖おず怖おずと尋たずねるルナの表情は戸と惑まどっていて、だからシオンは心の裡で苦笑しながら、ゆっくりと首を振ふる。

「会いたくなかった」

　自分のことを話したところで何かがどう変わる訳わけでもない。自分の感情は、自分だけのものだ。自分自身のものだ。誰かに話して楽になるような感情に意味はない。そんなくだらないものを自分は持ち合わせてなどいない。そう思っていた。

　しかし。

「あの子の両親は、私が殺したの」

　いつも思っていた。悩なやみや迷まよいを仲間内で相談している同どう僚りようたちを、いつも横目に遮しや断だんしていた。そんなことで何がどうなる訳わけでもないのに、と。話すことで楽になりたいのならば壁かべにでも喋しやべっていればいい。そんなものに他人を巻まき込こむなんてどうかしている。そんな労力を使う暇ひまがあるのなら身体を動かして、ケモノを殺す力を養やしなっていた方がいいのに、と。

　だけど。

「あの子も、殺してしまったと思ってた。だけど、生きてた」

　理由はわからない。レイン＝リィンにだって、こういう話をしたことはない。彼女はやけに鋭するどくて、こっちが話す前に何かを察さつしてしまうから、その必ひつ要ようがなかっただけかもしれないけれど、自分からはこういった話を持ちかけたことはまったくなかった。

　それなのに。

「あの子。三年も会ってなかったし、私はあそこで誰だれからも相手にされていなかったから向こうは顔も覚おぼえていないかもしれないけど、きっと思い出す。そうしたら……ティーちゃんはまた、私を憎にくむ」

　何な故ぜか、思っている。

　ルナ＝イルに聞いて欲しい。この少年に聞いて欲しい、そう思っている自分がいた。

　或あるいは、三週間前の約やく束そくが自分の中で残っているからだろうか。

　或いは、混こん乱らんした最さ中なかに再さい会かいしたから、一時的な拠より所どころにしてしているだけなのだろうか。

　或いは、自分と並ならんで戦いたいと言ったこの少年に、幻げん滅めつされることが恐こわいのだろうか。

　或いは──。

「それが、恐い。私は……恐いわ」

　いつの間にか下を向いていた。ルナの顔を見ることができない。草の生はえた地面は暗くて、自分の足が闇やみ色いろに沈しずんでいる。

　風は吹かない。

　当たり前だ。

　ここは匣はこの中なのだから。

　シオンを閉じ込めた、シオンが閉じ込められている、シオンが閉とじ籠こもっている、匣。

「もう大だい丈じよう夫ぶだと思ってた。何が起きても動じないと決めていた。だけど……私は偽にせ物ものだった。弱いままだ。あなたと約束したことも、守れないかもしれない」

「……戦えない、って？」

　少年は問う。シオンは微かすかに頷うなずく。

「あの子の前で変へん異いを出したら、きっとあの子は思い出す。だから」

　そうか、と、少年は言った。

　顔は見なかった。さぞ残ざん念ねんがっただろう。軽けい蔑べつしたかもしれない。怒おこるかもしれない。叱しかられるかもしれない。もしかしたら戦わなくてもいいなどと慰なぐさめてくるかもしれない。

　それらすべてが、厭いやだ。

　後こう悔かいした。やはりこんな話などするべきではなかった。楽にもならないし、何も解決しない。壁かべに向かって呟つぶやいていた方がよかったのだ。自分の感情は自分自身のもので、だからどこにも行かない。

　それなのに、誰だれかの感情を動かしてしまう。声に出せば、言葉にすれば、誰かの感情に影えい響きようを与あたえてしまう。それが恐こわい。ずっと誰からも相手にされてこなかったシオンには、それに慣なれていなかった。だから、恐くて耐たえ難がたい。

　シオンはいい加か減げん、自分にうんざりして顔を上げる。

　と。

　少年は──ルナは。

「ここに来る前、フィオナと一いつ緒しよだったんだ」

　唐とう突とつに、まったく別のことを言う。

　その顔は、

　笑ってもいなかった。

　悲しんでもいなかった。

　軽蔑もしていないようだった。

　残念がってもいないだろう。

　怒ってもいない。

　慰めようともしなかった。

「あの人はよくわからないけど、何か姉さんに似にてる。僕の全部を認みとめてくれるような、そんな感じが姉さんに似てた。そう思った」

　ただ、俯うつむいて。

「レインさんは、姉さんをもっと厳きびしくした感じだなって。キキトは姉さんを幼おさなくした感じ。シュシュはキキトの真ま面じ目めな部分を強くした感じ。カロマインの中には、父さんの不ふ可か解かいさを見てた。ウィムは……キキトと、笑った時の父さんを足した感じだな。この前会ったセールはレインさんと姉さん。リカは、シュシュとセール。そんなふうにして、僕は色んな人を誰かに似てる、誰かとここが同じだ、こういうところが違ちがう、って、そんなふうに見てる。カロマインも──あのカロマインだって、僕が誰かに似てるとかそんなことを言ってた」

　ルナは、呟きに近いようなそんな声で、ゆっくりと言った。

「でも」

　そして。

「そういうのはやめにしたいんだ」

　表情があるようなないような、そんな顔で。

「そういうのって、何か厭いやなんだ。特に死んだ人間と誰だれかを比くらべたりとかって、そういうのが厭だ。だから、僕は……」

　ルナ＝イルは、話し続ける。

「何を……言ってるの？」

　だから思わず、シオンは尋きく。意味がわからなかった。シオンに何が言いたいのか、シオンの話を聞いて何を思ったのか、シオンに対して何を感じたのか、それがわからなかった。

「何、って……」ルナは怪け訝げんな表情になる。

「僕の話をしてるんだ」

「だから、何を……」

「あんたはあんたの話を、僕にしてくれただろ」

　そしてまるで、こいつは何をそんなに不ふ思し議ぎがっているんだとでも言うように。

「だから僕は僕の話を、あんたにしようと思ったんだ」

　シオンの全身から、力が抜ぬけた。

「それ……だけ？」

　うん、とまるで当たり前のように、ルナは言う。

「それとも、僕の話とか……あんたには興きよう味みなかったかな？」

　そして不ふ意いに顔を曇くもらせ、だったらすまない、と申もうし訳わけなさそうに。

　だから、シオンは。

「……特に興味がある訳わけじゃないけど、少なくともあなたの考え方はわかったから」

　心しん中ちゆうとは裏うら腹はらに表情は堅かたかったけれど。

「だから、別に構かまわないわ」

　感情とは裏腹に言葉は少なかったけれど。

　──こういう反はん応のうもあるんだ。

　思った。自分が人からどんな眼めで見られるのか酷ひどく気になっているのと同どう様ように、この少年だって自分からどう見られているのかが気になっているのかもしれない。

　この少年も自分と同じだ。シオンがさっきまで少年の感情をまったく考えていなかったのと同じように、少年もシオンの感情をまったく考えていなかったのだろう。シオンがさっきまで少年の感情をやたら気にしていたように、少年もシオンの感情をやたら気にしていたのだ。

　いつの間にかシオンはじっと、ルナを見み詰つめている。

　そんなシオンの視し線せんを受けて、ルナは恥はずかしそうに、急に話題を変えた。

「それにしても……偶ぐう然ぜんなんだな」

「……え？」

「昔の知り合いがこんなところにいるなんて。いつも思うんだ」

「何を？」

「もし僕が稀き存ぞん種しゆじゃなかったら。もしトツメの友達を殺さなかったら。もしあんたと会ってなかったら。もし父さんが死ななかったら。姉さんが生きてたら、キキトともっと仲良くなってたら、ウィムが死ぬ前に僕が強くなれてたら。もし、もし、もし……そう考えると今の自分が、何だか揺ゆらいで見える」

　さっきのシオンの台詞せりふを受けて話しているのだと、すぐに気付いた。

　だからじっと、耳を傾かたむける。

「それは偶ぐう然ぜんなのか必ひつ然ぜんだったのかよくわからない。そんなこと、知らない。ただ現実があって、僕はその都つ度どそれに対たい処しよしていって。……流されたこともあったし、気付くのが遅おそかったこともあった。自分で決めたこともあったし、どうしようもなかったことだってある。だけど」

　少年は。

　ルナは言う。

「その中で、自分の決めたことが多ければ多いほど、今の自分ははっきりする。揺らぎが少なくなる。自分の意い志しをしっかり持ってれば、もちろんどうしようもないことだってあるけど……揺らぎは少なくて済すむ。だからさ、今の内に決めておいた方がいいと、僕は思う。戦うのか、戦わないのか。どうするのかを決めておけば、後になって揺らぎは少ない」
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　一通り喋しやべって、ルナは黙だまり込こんだ。

　調ちよう子しに乗って自分の言いたいことだけを言ってしまったと後こう悔かいする。

　シオン＝エシュが何を思い、何を考えているのかはわからない。だけど何かを言わなければならない気がした。だから、言った。

　それが間ま違ちがっているのかどうかはわからないけれど、その方が揺らぎは少ない、そう思って、自分の意志で。

　シオンはじっと、地面を睨にらんでいた。考え事をしているのだろうか。或あるいは、何かに思いを馳はせているのだろうか。ひょっとしたら自分の言葉に怒おこっているのかもしれない──そんな懸け念ねんが、ルナの心中を僅わずかに脅おびやかす。

　だけど。

　ややあって、シオンは顔を上げた。

「私……」

　そして、真まつ直すぐにルナを見、

　言う。

「戦うわ」

　しっかりとした瞳ひとみ。

　灰はい色いろに濁にごった、そして澄すんだ瞳。

　少し細くて鋭するどくて、だけど綺き麗れいな瞳。

「後こう悔かいするかもしれないけど、それでも戦うわ。あの子の前で……こいつを振ふるってやる」

　少女はその瞳で、自らの左腕うでを一いち瞥べつした。

　そしてまた、ルナに視し線せんを戻もどす。

「そうでないと、もっと後悔する。私が揺ゆらぐ。揺らぎが止まらなくなる。だから」

　ルナは笑えむ。

　──戻った。

　それは、

　ルナの知っている、

　ルナが並ならんで戦いたいと思った、

　シオン＝エシュの顔だ。

「それがあんたの、意い志し？」

　だからルナは、もう一度あの言葉が聞きたくなって、わざと確認するように尋きいた。少しだけからかうような、そんな気持ちを込めながら。

「ええ」

　シオンは答える。

　無表情の中に殺さつ気きのような微び笑しようを混まじらせて、まるで毅き然ぜんとした刃は物もののように。

「それが私の、意志」

　微かすかに射さし込こんだ月明かりが、少女の身体を茫ぼう漠ばくと闇やみに際きわ立だたせていた。
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　屋や敷しきから十キロほど離はなれた砂さ漠ばくの終わる場所に、大きな集落があった。

　そこは背はい後ごを砂で守られた要よう塞さいのようで、砂とは反対側──草原に面した部分にだけ高い防ぼう壁へきが築きずかれている。

　人口は数百人程てい度ど。比ひ較かく的てき大だい規き模ぼの、純じゆん血けつ種しゆと変へん異い種しゆが混こん在ざいする集落だった。

　そしてその、集落の中心部。変異種は立ち入ることを許ゆるされない、純血種のためだけの区く画かく。

　宿を十人程度の人間たちが辞じしたのは、夜明け前だった。

「こんな早い時間に出るのかい？」

　他都市との交流が殆ほとんどない今の時代において旅人は珍めずらしく、泊とめる者といえば行商人くらいのものだった。しかし彼らはとてもそう見えない。

　だから宿の主人はそのことを不ふ思し議ぎに思っていた。

「そもそもあんたたち、何をしにどこに行くんだ？」

　先頭に立っていた若者が、こっちを見て不ふ敵てきに笑えむ。

　荷に物もつは少ない。高価なものを、貴き重ちようなものを運んでいるようには見えない。しかし彼らはその手に、腰こしに──剣けん呑のんなものを各おの々おの携たずさえていた。

　或あるいは槍やり。或いは剣。或いは刀。或いは弓。

　それらは見るからに、異い様ようで華か美びでかつ実用的で、市井しせいに出回っている粗そ製せい濫らん造ぞうな武ぶ器きとは明らかに違ちがった。丹たん念ねんに目的を持って作られた、高価な代しろ物ものだ。

「ケモノ退たい治じだよ」若者が宿の主人に向かってにこやかに告つげる。

「ちょっとそこまでね」

「はあ」現実感のない返答に、主人は間ま抜ぬけな声をあげた。

「『ケモノ退治』……え？」

　そこではたと気付く。

　純血種の集団。

　年ねん齢れいも外がい見けんもばらばらだ。この辺の集落によく見られる服ふく装そうもいれば、機械都市出身ではないかと思えるような小こ綺ぎ麗れいな格かつ好こうの者もいる。子供もいれば大人もいて、男もいれば女もいる。──しかし手にはそれぞれ、剣呑な武器。

　聞いたことがある。むしろ、よく知っていた。畑を耕たがやす片かた手て間まとはいえ、宿を経けい営えいしているのだ。情報はそれなりに入るし副ふく業ぎようでその情報を行商人に売ったりもしている。だから、よく知っていた。だけど見たことはなかった。

　彼らはそれぞれ住む場所を異ことにして、各々が仕事さえもを持っているという。構こう成せい員いんはこの集落にはいなかったが、各地にちらほらと住んでいるらしい。中心人物はこの近くの機械都市に居きよを構かまえ、依い頼らいがあった場所の近きん隣りんに住む構こう成せい員いんに、連れん絡らくを回すそうだ。連絡が回れば、彼らは自然に集まり、そこへと赴おもむく。そしてケモノを殺す。依頼による報ほう酬しゆうはなし。完全な奉ほう仕し活動であり慈じ善ぜん行こう為いであり無む償しよう労働だという。

　それは──縦たてではなく横に繋つながった、ケモノ駆く除じよのための機き構こうだ。

　純じゆん血けつ種しゆでありながら危き険けんを顧かえりみることなく、勇ゆう猛もうに勇ゆう敢かんに果か敢かんにケモノに立ち向かう英えい雄ゆうたちの行こう使しする、希望の鉄てつ槌ついだ。いつだったか、その活動支し援えんに熱を入れているという行商人のひとりが、興こう奮ふん気ぎ味みに語っていた。

　──この機構が世界中に広まれば人間はケモノを必かならず駆く逐ちくできる。

　その時は面おも白しろい話だと思った。こんな世の中、そういう希望に満ちた噂うわさのひとつくらいあってもいいじゃないかと、そう思った。

「あんたたち、ひょっとして」

　主人は今や狼ろう狽ばいしながら一団の後うしろ姿すがたを呼よび止とめる。

　噂ではなかった。冗じよう談だんでもなかった。誇こ張ちようもないようだ。本物だ。

　こんなところで。こんなところに。初めて見た。しかもうちの宿に泊とまった。

　集団のひとりが片手を上げて、振ふり返かえる。

「世界を青一色フルブルーに。全てをあるべき姿フルブルーへ。腕うでっぷしの強い奴やつらがこの集落にいるなら宣せん伝でんしといてくれよ。……人手が足りないんだ」

　得とく意いげな、それでいてこともなげな声。

　宿代はいらない、と主人は咄とつ嗟さに彼らを呼び止めていた。




　そして、それとほぼ同どう時じ刻こく。

「有ゆう機き衛えい星せい『ルルイエ』、移い動どうする集団を捕ほ捉そく。映えい像ぞう転てん送そうにかかる誤ご差さは三秒。時間はほぼ正確です。ただし命令伝でん達たつ率りつは七割九分。カロリー自じ給きゆう率りつも八割を切りました」

　バベル第十三階かい層そう、エデン本部──第九区画、外交部専用諜ちよう報ほう観かん測そく室しつ。

「このままだとあと一時間二分十八秒で活動飽ほう和わです。休きゆう眠みんすれば再さい覚かく醒せいまで三時間。完全制せい御ぎよ圏けん内ないまで帰き還かんするには更さらに八時間。どうしますか？」

　メインシー＝カウツは、部へ屋やの中心に据すえられた椅い子すに大おお仰ぎように腰こし掛かけ、頬ほおに片手を当てていた。大仰な機械で一面を覆おおわれたその部屋は、巨大な電でん影えい金きん属ぞく板ばんが目立つ。操そう作さしているのは──有機衛星『ルルイエ』。

「吸きゆう熱ねつ器き稼か動どうに伴ともなう処しよ理り速そく度ど低てい下か率りつと活動飽和までの時間とのバランスグラフは？」

「最も効こう率りつ的てきに活動させてあと一時間三十分十六秒」

「こっちからもカロリーをじゃんじゃん送りな。受信効率は？　二割わり一分ぶ九厘りん？　それでも構かまわない。送れるだけ送って活動飽和を先さき延のばしに。それで可か能のう？」

「理り論ろん上じようは可能です」

「そう、素す敵てきね！　間に合えばニューロンが多少切れてもいいわ。その場合、再さい生せいは？」

「可か能のうです。所しよ要よう時間は九十八時間」

「問題ないわね。再生不可能でなければどれだけ痛いためつけても構かまわない。働かせなさい。浮ふ遊ゆう器きと吸きゆう熱ねつ器きさえ壊え死ししなきゃいい。命令系けい統とうの原げん初しよ配はい列れつはこっちに記き録ろくあるんだから、浮ういて喰くってりゃいつか自然再生するでしょ？　あとはどうにでもなるわ。水すい晶しよう体たいも粒りゆう体たい生成器も羽は根ねも壊こわれていい」

　淡たん々たんと、しかし熱っぽく命令を下すメインシーの声に、局きよく員いんたちは無む言ごんで従したがう。彼女の言葉には余よ計けいな修しゆう飾しよくが多かったが、彼らはそれら不要な情報を遮しや断だんし無む視しし、命令だけを的てき確かくに冷静に正確に迅じん速そくに受け止めて機械を操そう作さしていた。

　と、ひとりの操作員がメインシーに言う。

「『ルルイエ』が活動飽ほう和わになると、近きん隣りん区く域いきで作戦行動中のウェポン十二名が帰き還かん不ふ能のうになりますが？」

「転てん送そう機き能のうを持った有ゆう機き衛えい星せいなら『カダス』と『ナラス』と『カダテロン』があるでしょう。どれかに拾わせりゃあいいのよ」

「越えつ権けん行こう為いです。現げん時じ刻こくから九十三時間後までは、当部の割り当ては『ルルイエ』のみです」

　抗こう議ぎするというよりも確認するというような口く調ちようだった。メインシーはそれを鼻はなで笑う。

「知るか。あの部ぶ隊たいには『天使』と『月』が合流してるんでしょ？　稀き存ぞん種しゆがいなくなって一番困こまるのは戦せん闘とう部ぶよ。どうせ許きよ可かは出すわ。こういうのは先にやったもん勝ち。──そもそも──こっちは『悪あく魔ま』をあそこに送る必ひつ要ようだってあるのよ。どっちみち『ルルイエ』だけじゃ転送も帰還も難むずかしいんだから、使うしかないわね」

「責任所しよ在ざいは？」

「私。それで文もん句くある？」

　ありません、と一同が答える。

「『ルルイエ』が活動飽和に達する前に……そうね……『カダテロン』を向かわせなさい。制せい御ぎよ機き構こうは緊きん急きゆう特例でも出して強きよう制せい奪だつ取しゆ。四時間もあれば上空まで到とう達たつするでしょ？　『悪魔』ひとりをあそこに転送して、それから帰りは別じゃなきゃいけないから……転送一回、帰還二回。『カダテロン』だけで足りる？」

「可能です。ただしその場合『カダテロン』も活動飽和に達する確かく率りつが十割」

「問題なし」

　メインシーは立ち上がった。

「じゃあ緊急特例発動。名目は『エデン外交に関かかわる丙へい種しゆ特別』とでも言っときなさい。そうすれば文句は出ないわ。急ぎなさい！」

　そして、笑み、

「四時間後、我らが御み使つかいを前線に送る。あんたたち、気合い入れな。久しぶりの謝しや肉にく祭さいだ。血が湧わき肉が躍おどり骨ほねが軋きしみ神しん経けいが歪ゆがみ脳のうが蕩とろける虐ぎやく殺さつ映えい像ぞうが見られるかもよ。それで情報収集も上う手まくいった暁あかつきには……」

　舌した舐なめずりをして大おお仰ぎように再ふたたび座すわり、それから足を組くみ替かえる。

「男も女もこの祭まつりに貢こう献けんした全員、私が抱だいてあげる」
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　夜が明けても屋や敷しきには何の変化もなかった。中庭以外には光が射さし込こむ場所などなく、廊ろう下かも屋おく内ないも発はつ光こう金きん属ぞくの明かりだけで照てらされている。だから夜が明けたことを示すものは時計の時じ刻こく表示と、それの発する定てい時じ報ほう告こく音おんだけだった。

　六時のアラームが煩うるさい。まだ眠ねむいから身体が動かない。それでも音によって脳のうは活動し始め、その齟そ齬ごが最悪で、気分が悪い。

　ティーはシーツの中で、重い瞼まぶたをゆっくりと開いた。

「おはようっ！」

　気け配はいに気付いたのか元気のいい声が聞こえる。イユだ。

「おはよう」反はん応のうして一いち応おう呟つぶやきながら、ティーはまた気分が滅め入いった。

　朝から元気がいいということ自体に罪つみはない。イユは子供で、それは仕し方かたない。しかしイユがここに来て一週間──屈くつ託たくのないその笑え顔がおは、ティーの気分を相そう当とうに落おち込こませていた。

　どうしてこの子供は、未来に対して不安を持っていないのだろう。

　スミタが笑ってばかりいるのは変へん異いのせいで、それは構かまわない。知る術すべを何も持たず、現実が見えていない彼女には絶ぜつ望ぼうする理由がないのだから、逆ぎやくに憐れん憫びんを感じもする。先日のことはティーの心に酷ひどく重い罪ざい悪あく感かんをもたらしていたから、それも手て伝つだって余よ計けいにそう思う。

　しかし、イユは違ちがう。子供というだけで、他はティーと何ら変わらないのだ。知ち能のうもある。変異もある。絶望に満ちた未来もある。そして希望に満ちた将しよう来らいはない。変異の傾けい向こうで言うならば、むしろイユの方が絶望に満ちているとさえ言える。どう考えても売られていく先は、どうしようもない変へん態たいのところだ。その事実をイユに教える気力はなかったが、環かん境きようだけで言うなら間ま違ちがいなく、ティーよりもイユの方が不幸だろう。

　──それなのに。

　変わらないというならば、似にている部分もある。それは過去だ。

　ティーは元いた集落が全ぜん滅めつしここに来た。イユも同じだ。生まれた集落が全滅し、そこをジャクに拾われたという。もちろんそれまでに辿たどった経けい緯いはまったく違うだろうが、両親も家族も友人もことごとく死んでしまったという事実だけを見れば、ティーもイユも似た環境にある。

　だけどイユは笑っていて、ティーは笑っていない。

　イユが笑うたびに、ティーはその事実を喉のど元もとに突つきつけられているような気がした。実のところイユに対して感じる苛いら立だちや不ふ快かい感かんは、すべてがそれに直ちよつ結けつしていた。

　あの子は笑えていて、自分は笑えていない。自分は不幸なのに、あの子は不幸ではない。

　それはどこに原げん因いんがあるのだろう。

　そんなことは瞭りよう然ぜんだった。それは単に、自分自身に理由があるだけ。自分自身が原因なだけ。

　ひねて卑ひ怯きようで他人が怖こわくて自分が傷きず付つくのが怖くて仕し方かたのない自分のせいだ。

　イユの声によって、スミタも眠ねむそうな瞼まぶたを開き身体を起こしつつある。おはようっ！　とイユはそんなスミタに元気がいい。いつものようにスミタはびくんと身体を震ふるわせて、怯おびえたような眼めでイユを見、すぐに視し線せんを逸そらした。理由はわからないが、スミタはイユを怖がっている。イユはスミタと仲良くしたいと思っているようだったが、無む駄だだろう。スミタは動物と同じなのだ。一度警けい戒かいした相手には簡かん単たんに気を許ゆるしはしない。

　案あんの定じよう、スミタは寝しん台だいから降おりると、てくてくとティーの元へ走り寄ってくる。イユは頬ほおを膨ふくらませて子供のように剥むくれていた。

　おかしいと思う。どうしてスミタは自分を慕したってくるのか。どうして朗ほがらかな笑え顔がおでいつだって邪じや気きのないイユではなく、裏うら切ぎって見捨てることしかできない自分を頼たよってくるのか。

　それでもスミタの頭を撫なでる。

「うー……ねむいよぅ」舌した足たらずなその声をそぞろに聞きながらティーは、踵きびすを返し顔を洗いに行ったイユの後うしろ姿すがたを見送った。

　──ただ目の前の現実に剥れるだけの自分に、どうして。

　そう、思いながら。

　イユが走り去りながら泣くのを堪こらえていたことには、気付かずに。




　洗せん面めん所じよへと走ったイユは部へ屋やの隅すみに備そなえ付つけられた簡かん易いな水道から水を出すと、冷たい水で顔をじゃぶじゃぶ洗い心を落ち着かせる。

　立ち直ってなどいない。今でも何かの拍ひよう子しに、泣なきそうになる。

　両親が死んでしまったことによる心の隙すき間まは相変わらず痛いたかった。少女は幼おさなくて、自分の周まわりを取とり巻まく事じ態たいがまだ完全に理り解かいできていなかったが、それでも──もう楽しかったあの日々が帰ってこないことは理解していた。

　少女──イユ＝イエールは、だけど、だからこそ一いつ層そう、笑おうとしている。

　ジャクとミーシャは優しいけれど、やっぱり大人を見ると両親を思い出して辛つらくなる。ふたりとも、両親にはない恐こわい部分があるような気がしたから、それも少し厭いやだ。だから本当はティーとスミタと一いつ緒しよに遊びたかったけれど、ティーはちっとも笑ってくれないし、スミタはどうやら自分が嫌きらいなようだ。理由はわからない。だけど我わが儘ままを言って泣いたりすればふたりは一層自分を嫌いになると思う。だから、悲しくても笑おうと思った。笑ってさえいれば、いつかふたりとも自分を好きになってくれるはずだった。

　それでも──どうしても我が慢まんできなくなることがある。色々な感情が一気に押し寄せて、思わず泣なきそうになる時がある。今がそうだ。

　そんな時、いつもイユは、空が見たいと思ってしまう。

　ここに来る前にいた場所の空だ。自分の生まれた集落は、空に囲かこまれていた。遠くには森があって、そこから流れてくる川の水は冷たかった。川に足を浸ひたして空を見上げているのが好きだった。同い年のトオ君と一いつ緒しよにそうしているのが好きだった。川に足を浸ひたしていると日が暮くれて、お母さんがご飯はんよと呼よびに来る。ここで食べるものよりも美お味いしくなくて、ぱさぱさしていたけれど、それでも家族で食べると特別だった。食事が終わると、父さんと遊ぶ。父さんの腕うでは鳥の足みたいな形をしていて細かったけれど力強く、それにぶら下がるのが好きだった。母さんの足はふさふさした毛で覆おおわれていて、夜はそれに抱だかれて眠ねむると温あたたかかった。

　それらが凄すごく、幸せだった。

　そしてそんな記き憶おくの中にいつもあるのが、空だった。

　広い空。雲のない一面の青。食事の時間になると、青は真っ赤に染まる。日が暮れて、家の窓から見るのは黒の中にちかちか光る星。たまにすうっと流れる星があって、それを見付けた次の日は一日楽しい気分だった。

　空が見たい。

　だけどここには、それがない。

　父さんも母さんもトオ君も空もない。

　金きん属ぞくで囲まれた屋や敷しきは、広いけれど息いき苦ぐるしくて。

　思い出すとまた悲しくなって、イユはもう一度顔を洗った。水道から流れる水は少し金属の匂においがしたけれど、生まれた場所を流れる川と同じ冷たさで、だから少しだけ気が紛まぎれる。

　大だい丈じよう夫ぶかなと思えるまで、イユはその冷たさで涙なみだを洗い流す。
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　ウェポンたちに朝食の準じゆん備びができたことを知らせるために彼らの寝しん室しつへと赴おもむく最中、ジャク＝メイは廊ろう下かでフィオナ＝レスファと遭そう遇ぐうした。

「あら、おはようございます」

　にこやかに笑えむと、金きん髪ぱつが揺ゆれる。ジャクは頭を下げて、立ち止まった。

　フィオナ＝レスファとは、初めてではない。彼女は何度もここに来たことがあった。大たい概がいは部隊を統とう率そつした、ウェポンの代表としてだ。丁てい寧ねいな態たい度どと穏おだやかな物もの腰ごしで、毎年幾いく許ばくかの会話を交かわす。見み惚とれてしまうほどに可か憐れんな佇たたずまいは、ジャクが今まで見たどんな変へん異い種しゆよりも、そして純じゆん血けつ種しゆよりも完かん璧ぺきに見えた。

「おはようございます。早いですね」

「ええ。ちょっと考え事をしていたもので、眠ねむり損そこねてしまいましたわ」

　疲ひ労ろうなど微み塵じんも感じさせない表情で、フィオナはこともなげに言う。どこか浮うき世よ離ばなれしたその言げん動どうにも、もう慣なれていた。

「そうですか。朝食はもうすぐです。今日は何時から駆く除じよを？」

「そうですね」頬ほおに手を当てて、フィオナは思し案あんする。

　畸き形けいを身体の中に隠かくした変へん異い種しゆ──彼女たちウェポンは、純じゆん血けつの人間と何ら変わらない外がい見けんを持っている。今のフィオナ＝レスファは非ひの打うちどころがない美び貌ぼうを持った純血種にしか見えない。

「朝食を済すませて、そうですね……十時から始めましょう。十七時には終わります」

　いつもジャクは不ふ思し議ぎに思っていた。

　彼女たちはどうやって、自分の内に隠れた畸形に気付いたのだろう、と。そしてその畸形に気付いた時、どんな気分だったのだろう、と。

　両親が変異種だったのなら問題はないかもしれない。変異種として育てられていたならば、本来あるべき姿すがたに戻もどったというだけだ。

　だけどもし、仮に──両親が、血の繋つながりの有う無むを含ふくめて──変異のない外見だったら。自分は純血種だと思って育ってきたのなら。

「宜よろしくお願いします」頭を下げながら、ジャクは考える。

　そういう境きよう遇ぐうにいた者がいる可か能のう性せいはあった。だから、

「あの……フィオナさん」尋きいた。

「何でしょう？」

「自分が純血種だと思っていたことは、ありませんか？」

「あら、どうしてです？」

「いえ、単なる興きよう味みです。失礼だったら申もうし訳わけないのですが……」

　いいえ、とフィオナは首を振ふった。

「私はありません。幼おさない頃ころから自分が何者であるかは、知っていました」

「そう……ですか」

「ああ、でも……ウェポンの中にはそういう過去を持った人もいます。さすがに両親共に第一位であったという話は聞きませんが」

　自らの変異を擬ぎ態たいできる者を『第一位変異種』とエデンは呼よんでいる。

「では……そういった方々は……」

「純血の方に拾われた場合が殆ほとんどですね。彼らはとても辛つらい思いをしたと聞いています」

　──やはり、そうなのか。

　尋かなければよかったかもしれないと後こう悔かいした。

　ジャクはだから、無む理りに話題を切きり替かえる。

「そういえば、フィオナさん、今年は後発で到とう着ちやくなさいましたが……何か用事がお有りでしたか？」

　慌あわてて思い付いたから、そのまま口にする。いつもなら部隊総そう轄かつとして来るはずのフィオナが追つい加か要よう員いんとしてここに来た。エデンの都つ合ごうによるもので報ほう酬しゆうに変化はないと言われたから黙もく認にんしたが──例年とは違ちがう。

「はい。少し、調ちよう査さがあったものですから」

　しかし、その思い付きによる質問は、ジャクを更さらに後こう悔かいさせることになった。

「……調査？」

「ええ」フィオナ＝レスファは笑えむ。

「御ご存ぞんじありませんでしたか？　数日前に森の外……砂さ漠ばくの集落のひとつが全ぜん滅めつしたんです。原げん因いん不明な上に、普ふ段だんお世せ話わになっているこのドームの近きん隣りんだったこともあって。調査の必ひつ要ようありとエデンが判はん断だんしたものですから」

　その笑え顔がおは穏おだやかで、丁てい寧ねいな態たい度どで、礼れい儀ぎに忠ちゆう実じつで、他人に好感しか持たせないだろう。

　だけどそれは裏うらを返せば──何を考えているのかを、相手に悟さとらせない笑顔だ。

「そうだ、ジャクさんもお気に留とめておいて下さらないと。原因は大体において推すい測そくできているのですが……毒どくによる大量死であるかもしれないのです。だとすれば人為的な殺戮である可能性もあって、このドームにも危き険けんが及およぶ懸け念ねんが……」

　ジャクの心臓が、まるで殴なぐられたように跳はね上あがり、そしてそれきり止まる。

「エデンに帰ってから、本格的な調査隊がまたこちらに来ます。危き険けんがあればお知らせしますし、依い頼らいは特例価か格かくでお受けできると思いますわ。何しろお得とく意いさまですから」

　フィオナ＝レスファの表情は変わらない。

「それは……危あぶないですね。気を付けておかなければ」

　ジャクは戦せん慄りつと共に硬こう直ちよくした身体を無む理り矢や理りに歪ゆがめ、やっとのことでぎこちなく呟つぶやいた。




　そして一礼してフィオナとすれ違すれい、動かない足を奮ふるい立たたせて進むと、ジャクは手近な空あき部べ屋やに倒たおれるようにして入り込み扉とびらを閉める。

　──そんなそんなそんなそんなそんなそんなそんなそんなそんなそんなそんなそんな！

　息いきが荒あらい。汗あせが吹き出る。顔が寒い。身体が震ふるえる。喉のどが渇かわく。指先が痺しびれている。

　そんな莫ば迦かなことがあるものか。

　あんな集落など誰も気に留めてなどいないと思っていた。そもそも、珍めずらしくはないことのはずだ。病気が流は行やったり、或あるいはケモノが攻せめてきたり、もしくは天災が起きたり。呆あつ気け無なく人は死ぬ。集落が全滅してしまうことなどざらだ。それにあそこは砂漠地ち帯たいで、ケモノが来ることはまずないだろうが自然環かん境きようが厳きびしい。些さ細さいな失敗が全滅に繋つながることは多いではないか。現に近隣の砂上集落に住む住人が大量死したことはこれまで何度かある。病やまいによるものだ。珍めずらしくもない。だから見付かるはずはないと、そう思ったのに。

　それとも全ぜん滅めつというのがいけなかったのだろうか。確かにこれまで、病やまいが流は行やったとしても生き残った者はいた。全員死亡という事じ態たいは、初めてだ。

　だけど、有あり得えない話ではない。生せい存ぞん者しやの有う無むなど単に確かく率りつと運の問題だ。ジャクもそう判はん断だんしたから行動に移した。何も落おち度どはないし、証しよう拠こなど無む論ろん残っているはずもない。

　そうだ──気付かれている訳わけがない。

　身体を落ち着かせようと、座すわり込こんだまま両手で自身を抱だき締しめる。心を落ち着かせようと、歯はの根ねが合わない口で何度も呟つぶやく。

「大だい丈じよう夫ぶだいじょうぶ大丈夫だ大丈夫だいじょうぶだだいじょうぶだいじょうぶ大丈夫……」

　不安は消えない。

　嘘うそだ。そんな訳がない。気付かれているはずがない。あの女に裏うらはない。偶ぐう然ぜん自分に言っただけ。この屋や敷しきを心配して言っただけ。まさか自分を脅おどそうとしているなどと、そんなことがあってたまるものか。

　そうだ──それに。仮に気付かれたとしても、自分のどこに落ち度がある？　純じゆん血けつ種しゆの集落が全滅したのならともかくあそこは隔かく離り地ち域いきだ。純血種などひとりもいなかった。自分が責せめられる謂いわれはない。死んだのは変へん異い種しゆだ。人間ではない。ただの変異種だ。だから大丈夫だ。

　だけど。

　いつしか身体は冷たくなっていく。

　そもそも自分がこんなことをしたのは屋敷を守るためだ。経けい営えい状じよう態たいは酷ひどく逼ひつ迫ぱくしていて、だから支し出しゆつを抑おさえるしか方法はなかった。一いち応おう相そう談だんも商しよう談だんもしたのだ。だけどあいつらが首を縦たてに振ふらなかったから仕し方かたなかった。ついかっとなった。屋敷の経営状態を改かい善ぜんするためにはこれしかなかった。これは正義だ。だからそうしてもよかったのだ。イユはとても高く売れる。できるならば自分の心の整理がつくまでもう少しここに置いておきたいが、やはり売ることにしよう。とびきりの変へん態たいに言いい値ねで売ればいいそれしかない。自分たちが一年間食っていけるくらいの額がくにはなる。それでいい。そうすればいい。そうするのがいい。そうしなければならないだけどもし妻に知られたら──あの女が話したら、そして妻が気付いたら、屋敷の経営どころではない。

　ジャクは考える。

　考える。

　論ろん理りはままならない。

　思し考こうは矛む盾じゆんしている。

　それらに気付かずに。

　──どうしよう。
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　ティー＝ティカの指は、かたかつと震ふるえていた。

　食事を持っていくだけの役目とはいえ、衆しゆう人じん環かん視しに晒さらされることが我が慢まんできない。恐こわかった。それ以上に気持ち悪かった。

　運うん搬ぱん用ようの台車は二に層そう構こう造ぞうになっていて、そこにはトレイが六つずつ、並ならべられている。隣となりではミーシャがパンを持ち、並んだウェポンたちに手て渡わたしている。ウェポンたちはそれを受け取るとティーの前に立ち、ティーは料理の載のったトレイを彼らに手渡していく。

　その度たびにウェポンたちの視し線せんが、ティーの顔、胸むね、背せ中なかの翅はねに突つき刺ささる。

　服ふく装そうは扇せん情じよう的てきだ。これを着なさいとミーシャに言われた。きっと似に合あうわと屈くつ託たくなく彼女は笑ったが、ティーにとっては苦く痛つうでしかない。胸だけを隠かくした、殆ほとんど下着同どう然ぜんの衣い服ふく。スカートは長かったけれど何の慰なぐさめにもならない。

　男のウェポンはティーの胸を見てにやにやし、それから顔を見てでれでれし、最後に翅を見てそわそわする。女のウェポンはまずティーの全身を見て顔をひそめ、それから翅を見て薄うすい溜ため息いきを吐つく。何を考えているのだろう。自分を犯おかしたいと思っているのか、或あるいは羨うらやんでいるのか。それともこんな扇情的な格かつ好こうを蔑さげすんでいるのか。とにかく苦く痛つうだ。

　一方のミーシャはといえばそんなティーの苦痛に気付いたふうもなく、にこにこと笑ってウェポンたちにパンを渡している。

　それが恨うらめしかった。

　食事は全部で十二人分。だけどいつになっても終わらない気がする。

　そう思い、堅かたい表情のまま唇くちびるを噛かむ。

「……ふたり分、欲しい」

　そこで、順番の来た少年に、そう言われた。

　真っ黒な髪かみの少年だった。

　珍めずらしい色だ。陽ひに当てても色が変わらないのではないかとさえ思う。

　歳はティーよりふたつ三つ下だろう。幼おさなさの少しだけ残る目鼻立ちだ。

「ふたり分、ですか？」

「ああ。まとめて取りに来ただけだ」

　少年はまるで、眼めのやり場に困るとでも言うように視線を逸そらしている。或あるいはまだ女の身体になど興きよう味みがないのかもしれない。後ろを気にしているかのように、少しだけ落ち着かないふうだった。

　だけどそれに好感や嫌けん悪おを持つ余よ裕ゆうはなかった。ただ誰だれもが平びよう等どうに恐かった。だからティーは言われるままにトレイをふたつ、順番に渡す。少年は受け取った先から無む造ぞう作さに抱かかえていたパンを載のせていく。

「ありがとう」そして小さく呟つぶやくと、あっさりと踵きびすを返した。

　ティーは、次のウェポンにトレイを渡わたしながら、何とはなしに少年を眼めで追おった。歳としはまだ若いはずなのに、ケモノを殺す役目を担になった少年──彼は部へ屋やの片かた隅すみにまで歩いていくと、そこに座すわっていた誰だれかにトレイを手渡す。人が邪じや魔までよく見えなかったし、ティーに背せを向けるように座っていたからよくはわからない。だけど、たおやかな肩かたとその上で切きり揃そろえた灰はい色いろの髪かみが見える。少年と同年代か少し上くらいの、少女のようだった。

　灰色の髪には厭いやな記き憶おくがあるから、元々沈しずんでいた気分は更さらに淀よどむ。ティーの気分に追おい討うちをかけるように、少年はその女性の向かいに座ると、食事を摂とりながら何ごとかを話し始めた。訥とつ々とつとした口の動きだったが、時とき折おり笑えみを浮かべながら、どこか嬉うれしそうに。

　恋人だろうか。それとも友達か。どちらにしても、仲が悪いようには見えなかった。

　あんな笑顔で一いつ緒しよに食事ができる人がいるのは幸せなことだ、と羨うらやましくなる。昔はそんな食事なんて当たり前のことだった。誰もがティーと一緒にいたがったし、外で同年代の人たちと食事する時は、ティーの弁当には様々なおかずが増ふえ、やけに豪ごう華かになったものだ。

　部屋の片隅で、少年が自分のトレイから副ふく菜さいの一部を少女のトレイに移うつし、代わりに別のものを取っていた。

　──あんな光こう景けい、もう二度と私には訪おとずれない。

　そう思うと、呼こ吸きゆうさえもが億おつ劫くうになった。

　ティーは最後のウェポンにトレイを手渡すと、未いまだに自分の身体に注そそがれている視し線せんから逃にげるように、台車を押しながら踵を返した。
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　嫌きらいなものはあるか、とルナが尋きいた。

　だからアオゼリがあまり好きではない、と答えた。

　ウロコヤギは食べられる？　とルナが尋いた。

　だから特に問題はない、と答えた。

「じゃあ、交こう換かんしよう」

　呆あつ気けに取られているシオンの目の前で、ルナはシオンのトレイに載った野や菜さいの煮に物ものを取ると、そこに肉を置く。よくわからないままにそのふたつを見比べた。

「あ……」そんなシオンに気付き、ルナが申もうし訳わけなさそうに眼を伏ふせた。

「すまない。いつも……誰かと食事する時、こうしてたから。迷めい惑わくだった？」
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　そうして上うわ目め遣づかいに、シオンをじっと見る。だからシオンはゆるゆると首を振ふった。

「別に迷惑じゃ……ない」

「そうか」ならよかった、とルナはさっきまでシオンの皿にあった野や菜さいを口に運ぶ。

　美お味いしそうでも不ま味ずそうでもなく、淡たん々たんと咀そ嚼しやくしていた。味わっているのかいないのかよくわからない。シオンも取とり敢あえずルナが寄よ越こした肉に噛かみ付つき、千ち切ぎった。

　食事の味など、気にしたことはない。シオンは──そして多た分ぶん、ルナも──腹を満たせることが困こん難なんな環かん境きようで暮くらしてきたから、美味しいとか不味いとか、そういう感かん覚かくは鈍にぶかった。ただ、アオゼリは嫌きらいだった。生まれた集落に大量に自生していて、いつもこればかり食べていたからだった。

「ウロコヤギは、何でも喰くう。それに病気に強くて、あまり死なない。だからスラムでよく飼かわれてた。よくって言っても盗ぬすまれる程てい度どには珍めずらしかったけど」

　パンを呑のみ込こんでルナが言った。シオンは手を止める。

「それで……僕の父さんはボスだったから、この肉を食べる機き会かいも多かった。その度たびに厭いやだったんだ。御ご馳ち走そうの部類だったんだけど、父さんに喰わせてもらってるって考えただけで厭だった。だから……いつの間にか嫌いになってて。今でも少し苦にが手てだ」

「……アオゼリ、毎日食べてたから」

　ルナに返事をして、またパンを齧かじる。食事しながら誰だれかと会話するのは初めてのことだったから、声を出すことと食べることとの折おり合あいが付かないと思う。

　スープを飲みかけたところで、またルナが言った。

「何時から出動なんだろう」

　口の中に物が入っているから答えられない。シオンは器うつわを持った手を止めた。

「あ、すまない」それに気付いたのだろう、ルナが申もうし訳わけなさそうに笑えむ。

　その様よう子すが、少しだけ面おも白しろかった。

　こんな気分になったのは何な故ぜだろうと思う。エデンに来てからのシオンはケモノを殺すことだけを考えていて、それ以外にはまったく興きよう味みがなかった。エデンに来る前は怪け我がをしないように生きていくことに必ひつ死しで、だから楽しいとか悲しいとか、そんな感情にまで心を割さく余よ裕ゆうがなかった。

　こんな気分になったのは──あれは多た分ぶん──シオンがまだノイスを飼かっていた頃ころ以来だ。

　自分が食べる分を少しだけ削けずって、ノイスにあげた。ノイスが食事しているのを見ると空くう腹ふくが紛まぎれた。そのことが、それだけのことがやたらに嬉うれしくて楽しかった。

　それと今の状じよう況きようが似にていると思う。

　ノイスが死んでから随ずい分ぶんと経たつ。一時はあの経けい験けんが尾おを引いて、動物が食べられなくなっていた。けれど今はこうして食べられる。昔の自分と今の自分は違ちがうのだ、と当たり前のことを思った。昔、自分の隣となりにはノイスがいて、今はルナがいた。もちろんノイスとルナは違う。ルナは鼠ねずみではないし、ノイスも人間ではない。ノイスは友達だったけれど、ルナは同どう僚りようだ。

　状況は似ているけれど、環かん境きようが違う。だから自分の変化に気付いたのだろう。

　環境も変わっていくし、自分も変わっていく。ずっと変わらないと思っていた。自分を見る他人の眼めはこれからも変わることがないのだと思っていた。それを変えたくて、ケモノを殺すことに夢む中ちゆうになった。だけどやはりそのやり方は間ま違ちがっていて、変えたいものは変わらず、近付こうとすればするほど遠ざかって──そういうのは厭いやだなと思って、シュシュに笑えないままだったのが悔くやしくて、

　そして、ルナと約やく束そくした。

　手を止めて、ルナを見た。少年は無む言ごんで、俯うつむき加か減げんに食事している。出会ってからまだ一カ月程てい度どしか経っていない。初めて会った時、少年に対してどんな感想を抱いだいたかなんてもう覚おぼえていなかった。多分、興味がなかったのだと思う。

　だけど、今は少し、違った。

　少年は強くなろう、と言った。そんなことを言われたのは初めてだった。レインには強くなりなさいと言われた。シュシュにはあなたみたいに強くなりたいですと言われた。強くなろう、というのはそのどちらとも違う。

　比くらべる相手がいる。

　競きそう相手がいる。

「食しよく欲よくがない？」

　不ふ意いにルナが、顔を上げ、こっちを向いた。だからシオンは心しん中ちゆうで穏おだやかに笑みながら、それでも笑え顔がおを悟さとられまいと無表情に、答える。

「食べるわ。食べなきゃ、戦えないから」

　午前七時二十五分。

　出動まで、あと二時間三十五分だった。
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　そしてウェポンたちの食事が済すみ、それぞれが駆く除じよ活動に向けて準じゆん備びに取りかかっている頃ころ。

　ドーム状の金きん属ぞくでできた建けん築ちく物ぶつを取り囲む森の中は、鬱うつ蒼そうとした朝の冷たさに包つつまれていた。夜の間に下がった気温と植物の呼こ吸きゆうによる結けつ露ろが僅わずかに木々の葉を濡ぬらし、湿しめり気けを帯おびた空気はまるで霧きりのように瀟しよう々しようとざわめいている。

　ドームから数十メートルほども離はなれた藪やぶの中には大きな池があった。湧ゆう水すいを止めどなく排はい出しゆつしているその池は幾いく方ほう向こうに何本かの川を作り、動どう脈みやくのように水と栄えい養ようを運んでいる。その内の一本は地下に一度潜もぐり、ドームの基き盤ばんの下を通り森を出てからまた地上へと浮ふ上じようしている。ドームはその地下川から水資し源げんを確保していた。

　その、池の中。零れい度どに近い湧水にもまるで動じることなく、浮うかぶ影かげがある。透とう明めい度どの高い、青よりも蒼あおい水の中にあって、その影かげはゆったりと動いていた。

　魚ぎよ影えいだった。

　鮒ふなと鯰なまずと雷らい魚ぎよをごちゃ混まぜにしたような形をしている。全長は数メートルにも達し、身体のそこかしこに藻もを生はやし、いつから生きているのか、いつまで生き続けるのか、それらの推すい測そくが不ふ可か能のうなほど年とし老おいているように見えた。

　そして、青に浮かぶ魚影を見み詰つめる瞳ひとみが池の縁ふちにあった。

　その瞳は、ゆっくりと動く池の主ぬしを興きよう味み深ぶかそうに楽しそうに眺ながめている。

　或あるいは、珍めずらしいものをじっくりと鑑かん賞しようするかのように。

　或いは、どうでもいい光こう景けいを俯ふ瞰かんするかのように。

　或いは、獲え物ものを選せん別べつするかのように。

　或いは、憐あわれむかのように。

　或いは、死のように。

　魚影をじっと、見詰めていた。




　同どう時じ刻こく。

　砂さ漠ばくを進む一団が、森へと真まつ直すぐに近付きつつあった。

　彼らは、まだ熱を帯おびない砂の上を歩あるき難にくそうに、しかし力を込めて着々と進んでいる。それぞれが手にした武ぶ器きで、時とき折おり砂の中から飛び出してくる小さなケモノをこともなげに払いながら、思い思いに短い会話をぽつぽつと交かわす。行こう軍ぐんは淡たん々たんとして、しかし順じゆん調ちようだった。

「あと、どれくらい？」

　一団の中ほどにいた若い女が、鬱うつ陶とうしそうに髪かみを掻かき上あげながら誰だれにともなしに呟つぶやく。

「さあ。あと……三、四時間ってとこ？」その横にいた少女に近い年ねん齢れいの女が答える。こちらはどこか跳はねるように、砂の上を歩いていた。

「そうじゃなくて、作戦開始時間」

「あと、二時間くらい」

「遅ち刻こくじゃない！」

「うん。仕し方かたないよ。歩あるき難にくいじゃん。……こんな砂さ漠ばくの中にあるんだったら、せめて転てん送そうしてくれればよかったのにさ」

「なるべく足を使え、ってのがうちの基本原げん理りだ」

　女同士の会話に割って入ったのは身体の大きな男だった。

「人間は足で歩くもんだろ」

「それにさ、転送して現れる、ってのはあいつらの真ま似ねみたいで厭いやじゃないか」

　細ほそ身みの男も、会話に加わった。

「うちらはあくまでも組合。横で繋つながった組そ織しき。なるべく都市の世せ話わにはなりたくないだろ？」

「そんなもんかな」少女が両手を頭の後ろで組む。「都市出身の私にはよくわかんない」

「俺おれらは依い頼らい主ぬしと同じ目線でいなきゃ駄だ目めなんだ。過か学がくのない集落に転送してくるなんて……そんなあからさまな真似ができるか。人間は平びよう等どうなんだ」

「でもさ」女が言った。

「平等、ってったって……どうせあのドームにいる連中、全員敵てきなんでしょ？」

「まぁね」先頭に立っていた男が答えた。

「タイカを囲かこってるような獣じゆう姦かん野や郎ろう共どもだ。あまつさえその悪あく習しゆうを世界にばら蒔まいてる。生きてる価値はない」

『タイカ』──『退たい化かした種しゆ』という蔑さげすみを込めて、彼らは変へん異い種しゆをそう呼よぶ。

「青い世界には不ふ要よう？」

「ああ。夫婦だったかな？　依頼をしてきたのは妻の方で、しかもエデンの連中にも頼たのんでるっていうじゃないか。莫ば迦かにしてるとしか思えない」

「だから今回みたいな作戦に？」

「ああ。……いい頃ころ合あいだって、タイラーさんが。うちらも力が着いてきたし、何より切り札だって完成した。そろそろあいつらにも、消えてもらわなきゃ。ケモノと一いつ緒しよに」

「ならさぁ、転送してくれてもよかったじゃん！　どうせ変へん態たいとタイカとケモノしかいないんでしょ？　疲つかれるよぅ……」

　げんなりとした少女の言葉に、一同は朗ほがらかな笑い声をあげた。

「だからまだ子供だってんだ。鍛きたえ方かたが足りない」

「おぶってやろうか？」

「ここで休んでてもいいんだぞ？」

　それぞれが少女をからかう。

　少女は頬ほおを膨ふくらまし、剥むくれ、

「いいえ結けつ構こう！　歩きます。歩けばいいんでしょ！」

　いきり立って早足になった。
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『屋や敷しき』の時じ刻こくで午前九時四十三分。

「そろそろ準じゆん備びに取りかかりましょうか」

　既すでに準備を終え、広い部へ屋やで二列縦じゆう隊たいに整せい列れつしていたウェポンたちの眼がん前ぜんで、フィオナ＝レスファは呑のん気きそうに、或あるいはおっとりとした調ちよう子しで言う。

「予定時刻まであと十七分ほどになりました。そろそろ、森林内部での陣じん形けいを指し示じします。私はドームに残って予想外の事じ態たいに備そなえようと思います。皆みなさんは森に出て下さい。それでいいでしょうか？」

「了りよう解かい」

　口を揃そろえたウェポンたちの最さい後こう尾びに、ルナ＝イルとシオン＝エシュは並ならんで立っていた。

　特に意い識しきして隣となりに来た訳わけではなく、単に階位順に並んだ結果だ。

「森の外がい周しゆうを開始地点として、このドームに向かってケモノを殲せん滅めつしながら前進して下さい。三人もしくはふたりひと組になって四方から殲滅活動を行います。大型・中型のケモノは確実に殲滅。小型或いはそれ以下のケモノは追おいきれる範はん囲い内ないで。本日はそれを二度、明日も同様に二度、計四度行います」

「いつもこんな感じか？」ルナの前にいたウェポンのひとりが、隣に話はなし掛かける。

「まぁそんな感じだ。意い外がいと疲つかれる。障しよう害がい物ぶつが多いし、方ほう角がくもわかりにくい」

「天使様、来ないのか。残ざん念ねんだな」

「ま、しょうがねえんじゃないか？　ここはエデンにとって上じよう客きやくだ」

「そうですね」聞き付けたのか、フィオナが彼らに向かって笑えんだ。

「あなたたちなら私抜ぬきでも上う手まくやれると判はん断だんしての決けつ断だんです、自信を持って下さいね」

　会話していたふたりはばつが悪そうに、同時に上じよう気きしたように肩かたを竦すくめ頭を下げた。フィオナは彼らを一いち瞥べつすると、また続ける。

「小型のケモノは深追いせずに、決めた方向に向かって進むことを第一にして下さい。余よ裕ゆうがあれば移い動どうしそうにない植物体に目め印じるしを付けるなりの工く夫ふうを各自。取りこぼしがあってはいけませんから。今年はふたり多いので、負ふ担たんは例年より軽けい減げんしていますが、くれぐれも気は抜かないようにして下さいね」

　ルナはフィオナの言葉を、ただ沈ちん黙もくとともに傾けい聴ちようしていた。

　シオンも同じだ。

　と、それまでと色の違ちがうフィオナの声が、ルナの耳に届いた。

「では、行動を開始します。そうですね……それぞれ好きに相手を選んで頂いただいて構かまいませんよ。ただし戦力が偏かたより過すぎないよう、階位を目め安やすに」

「──了りよう解かい」

　そして一いち同どうが応こたえ、ざわめきが始まった。

　列は崩くずれ、俺おれと組もう、とか、お前はこいつと、とか、そんな会話があちこちで繰くり返かえされる。仲のよさそうな者たちが、似に通かよった力を持った者たちが、傾けい向こうの違ちがった変へん異いを持った者たちが、それぞれに相手を見つけようと行き来し始める。

　ルナは──シオンも、その会話と行動からは完全に取り残されていた。ふたり共に立たち尽つくしたまま、流れに乗のり遅おくれてしまっていた。

「……どうする？」

　言いながらルナは嘆たん息そくする。こういう時──自分も、そしてシオンも、厭いやになるくらい例外だという事実を改あらためて認にん識しきした。

　シオンは答えず、ただ黙だまって少しだけ俯うつむく。表情はなくて、何を考えているのかはよくわからなかった。だからルナは暗あん澹たんとしつつも、周しゆう囲いに視し線せんを巡めぐらせた。眼めが合う者もいたが、すぐに視線を逸そらされる。仕し方かたないと思った。『灰はい被かぶり魔ま女じよ』と『危き険けんな稀き存ぞん種しゆ』──どちらともが呆あきれるくらい、集団戦に、組そ織しき戦せんに使えない。そう思われている。

「ルナ」と。

　すぐ隣となりから、声があった。

「……え？」

　たった今見た時には俯いていたシオンが、顔を上げてこっちを見ている。

「どこがいい？」

　シオンは何でもないような表情で、ぶっきらぼうに言った。

　今の一いつ瞬しゆんで何を考えたのだろう、そんな疑問が頭の中をよぎる。

「どこ、って？」言葉の意味がわからず、ルナは首を僅わずかに傾かしげながら尋きく。

　シオンは顔色も変えない。

「受け持ち。北か、南か、東か、西か。あなたが決めていい」

　そこで、ようやく、気付く。

「あ、ああ」──そういうことか。

　込み上げる笑みを抑おさえきれなくなった。

　何でもないことだ。

　フィオナは言った。好きに相手を選えらんでいい、と。それについて悩なやんでいた自分が莫ば迦かみたいだ。選ぶ必ひつ要ようなどないし、選ばれる必要もない。エデンに来てからずっと、扱あつかいに困こまると言われ続けてきたから、条じよう件けん反はん射しやのように悩んでしまっていた。

　組む相手は──もう決まっている。

　階位はどちらも下だが、関係ない。集団戦も組織戦も知ったことではない。フィオナのお陰かげで自分は思う存ぞん分ぶんやれるようになった。誰だれかを気にして力を発はつ揮きできないような事じ態たいには、もうならない。

　だからルナは吹っ切れたように薄うす笑えみを浮うかべ、久しぶりの殺さつ意いを身の裡うちに込める。

「じゃあ、西でいいか？」尋たずねると、目の前の少女は軽く頷うなずいた。

　フィオナへ向かってそれを告つげに行く。

　──約やく束そくを果はたすのは、今日だった。
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　同どう一いつ時じ刻こく。

「何だ……これ？」

『フルブルー』の一団は、その場所を通つう過かする途と中ちゆうで、立ち止まった。

　目的地から一キロほど離はなれていたし、約束の時刻も近い。にも関かかわらず、彼らは全員が一様に、例外なく足を止めて驚きよう愕がくする。

　先頭に立っていた若い男が、周しゆう囲いを見み渡わたしたまま呟つぶやいた。

「死体じゃないか」そこは小さな集落だった。砂さ漠ばくの中に孤こ立りつし、防ぼう壁へきもなければ過か学がく技ぎ術じゆつも見当たらない、ただの集落だった。中心を通る一本の川は森から流れていて、それはその場所での生命活動の拠より所どころとなっていたようだった。

「すっごい、数……」

　しかし、全ぜん滅めつ。

「全員？　家か畜ちくも含ふくめて？」

「ああ」

　口々に言い合いながら、彼らは死体の傍そばに座すわり、それらを検けん分ぶんしている。死亡してから日数が経たっているであろうそれらは、乾かん燥そうして朽くちかけていて、もはや何も語かたりかけてこない。

「こいつら、タイカだよ？」少女が死体を見下ろしながら叫さけんだ。「隔かく離り区くかな？」

「そうらしい」少女の傍にいた矮わい躯くの男が小さく自分を主しゆ張ちようする。

「どれもこれも畸き形けいを持っている」

「ああ、焦あせった。人間かと思ったじゃない！」

　少女から数メートル離れた場所で、女が安あん堵どした。

「全滅したって問題ないわ。どうせ病気かなんかでしょ」

　病気という単語に反はん応のうして、女の前方で死体に手を触ふれていた男が慌あわてて飛とび退のく。

「大だい丈じよう夫ぶよ。もう日数経っちゃってるし」

「でも」

「どうせ帰ったら全身消しよう毒どくするんでしょ、あんたの住んでる機械都市。だから心配ないって」

「病気ではないよ、多た分ぶん」

　男と女の遣やり取とりを遮さえぎって、遠えん慮りよがちに呟つぶやいたのは短たん髪ぱつの女性だった。

「病気で全ぜん滅めつしたらこうはならない。これは……短時間で大量死が起きている。短くて数十分、長くて数時間だろうね。今、家の中を見た。生活の途と中ちゆうという感じだったよ」

「相変わらず行動早いわね……」

「じゃあ、何で死んでるんだろう？」

「多た分ぶん、毒どく。瓦ガ斯スか、それとも川に混まぜたか……詳くわしいことはよくわからないけど、人じん為い的てきなものだよ」

　感かん嘆たんの声が各方向であげられる。いつの間にか全員が、その女性の話に聞き入っていた。

　女は顔を赤らめる。それから咳せき払ばらいをひとつ。

「とにかく、誰だれかがやったんだろうね。誰かはわからない」

「ま、悪いことじゃないしいいんじゃない？　タイカが死んだんならそれだけ星は綺き麗れいになる」

「死ぬ数よりも生まれる数が多いけどな、今のところ」

「それが問題だよね！」

　口々に死体の前で、彼らは談だん笑しようし始はじめる。死体が変へん異い種しゆであると判はん明めいした時じ点てんで、既すでに彼らの懸け念ねんはどこにもなかった。

「……まぁいい」そんな会話をまとめるように、先せん頭とうに立った男が大きく手を振ふる。

「先を急ごう。時間の無む駄だだ」

　その声に各おの々おのが、肩かたを竦すくめたり返事をしたり無む言ごんで首しゆ肯こうしたり武ぶ器きを掲かかげたり、思い思いに反はん応のうした。
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　時計の表示が午前十時になるのが待ち遠しい。ミーシャ＝メイはウェポンたちの集合している部へ屋やから遥はるか隔へだたった自室の寝しん台だいに寝ね転ころがったまま、思った。

　そうすればウェポンたちは屋や敷しきから出ていく。

　同族であるケモノを殺すために、出て行く。血の臭においを霧きりにして、体液の色を身体に付ふ着ちやくさせ、彼らはさぞかし嬉き々きとして、ケモノを殺すに違ちがいない。そうしておいて殺したケモノの骨ほねを食はみ肉を齧かじり脂し肪ぼうを啜すすり内ない腑ふを噛かんで反はん芻すうするのだろう。そうに決まっている。

　狂くるっている。狂きよう気きの沙さ汰ただ。気が違っている。異い常じよう過すぎて言葉が出ない。

　変異種など、所詮人間ではない。

　それが──ミーシャ＝メイの本心だ。

　去年までは、何より厭いやだった。そうしてケモノを殺し殺した後で、腥なまぐさい臭においを全身に纏まとわりつかせながら、それでも平気で屋敷に帰ってくるあいつらが。何が楽園エデンだ、と思う。何が力ウエポンだ。蛮ばん族ぞくどものいる場所など楽園ではない、煉れん獄ごくだ。畸き形けいの振るう暴ぼう力りよくなど力ではない、暴ぼう虐ぎやくだ。人を喰くらって生きるケモノを喰らって生きるあいつらは人間の敵てきだ。本当の人ひと喰くいだ。夫の手前、笑え顔がおを装よそおっているが──ミーシャは実のところ、変へん異い種しゆを差別なく憎にくんでいる。

　──早く十時になればいいのよ。

　十時になればあいつらはここから出ていく。ケモノを殺すために、喚かん声せいと嬌きよう声せいをあげながら出ていき、そして二度と戻ってこない。

　今年はそういう年なのだ。

　ケモノ駆く逐ちくのための組そ織しき『フルブルー』に依い頼らいをした時に出された条じよう件けんはそれだった。

　エデンのウェポンが来るならば我々は行かない、どうしてもというならば奴やつらもケモノと同どう等とうに扱あつかうがそれでいいか──連れん絡らく器き越ごしの声はそう言った。

　だからミーシャは答えた。『もちろんです』──。

　約やく束そくの時間は十時だった。遅おくれることもあるかもしれない。早まることもあるかもしれない。しかしウェポン帰き還かん予定時刻は十七時で、それに間に合わないということは有あり得えない。

　早く来て。

　部へ屋やの布ふ団とんに俯うつぶせに寝ね、顔を埋うめたまま、ミーシャは両の足だけをぱたぱたと動かす。規き則そく的てきに、それでも忙せわしなく。

　人間の到着を、彼女は待まち詫わびていた。




「有ゆう機き衛えい星せい『カダテロン』指し定てい座ざ標ひよう上じように到とう達たつしました」

　第十三階かい層そう、エデン本部、第九区く画かく。

　メインシー＝カウツは頬ほお杖づえをつきながら、観かん測そく員いんの報ほう告こくに耳を傾かたむけていた。

「これより転てん移い先さきの諸しよ環かん境きようを修しゆう正せいします。『カダテロン』粒りゆう体たい放ほう射しや器き官かんを開かい口こう。収しゆう束そく形けい式しきへと変へん態たい開かい始し」

　報告は淡たん々たんとして味あじ気けない。発声も滔とう々とうとして淀よどみない。殺さつ伐ばつとした空気の中で、しかしメインシーの顔は弛ゆるんでいた。

「諸環境修正完かん了りようまで、十分です」

「聞いた？」だから思いきり抑よく揚ようを込めた声を、わざとらしく張はり上あげる。

「あと十分で転移開始。転移先はあいつらの目もく前ぜん。その後はわかってるわね？」

『──了りよう解かいしている』

　管かん制せい室しつのスピーカーから洩もれる声は無む機き質しつで無感情だった。『揺ゆり籠かご』で待たい機きするカロマイン＝セクがどんな気分でいるかなどに興きよう味みはなかったが、その機械的な声はいつもメインシーに軽い性的興こう奮ふんと高こう揚ようを与あたえる。理由はわからない。或あるいは下した肚ばらが疼うずくのは、『自分の命令によって起きる虐ぎやく殺さつ』──間接的な加か害がい衝しよう動どうによるものなのかもしれない。

　しかし、その衝動は今のところ、欲よつ求きゆう不満と表現するに充じゆう分ぶんな程てい度どには空から回まわりしていた。

「あぁ、映えい像ぞう捕ほ捉そくできないのが残ざん念ねんだわ……。さすがに『カダス』はウェポン直ちよつ轄かつだし、『ナラス』まで奪うばうと他た部ぶ署しよが煩うるさいし。畜ちく生しよう、どうしてうちは人手も機き材ざいも足りないのかしら」

「造ぞう反はんでも起こすつもりですか？」
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　珍めずらしく観かん測そく員いんのひとりが、メインシーの饒じよう舌ぜつに応こたえた。だから嬉うれしくなって、彼女はますます言葉を増ふやす。

「あら？　うちは十三部署の中でも一番の盲もう信しん者しやだと思うけど？　心しん外がいだわ。盲信してるからこそ足りないのよ。私は楽園エデンに尽つくしたいの。もっと、もっと、もっと、もっと」

「……そうですか」

「大体こんな重じゆう要ような部署に戦せん闘とう要よう員いんが少な過ぎだと思わない？　最高戦力ですら、ウェポンとの兼けん任にんなのよ。第二稀き存ぞん種しゆがこうしてうちの自由になるなんて一体何週間ぶり？　我が地下戦闘部直ちよく属ぞくの直ちよつ轄かつの専せん属ぞくの専用の稀存種がひとり欲しいわ。あの子──第四稀存種とか、最高だと思ったんだけどなあ」

「第五が発見されればこちら専属で使用してよいのでは？」

「協きよう定てい上じようはね。だけどそうそう上う手まくいくもんですか。第四が再さい発はつ見けんされたのだって殆ほとんど冗じよう談だんみたいなもんよ。もちろん発見しなきゃ、全員が揃そろわなきゃ、揃えなきゃ楽園の意味がないけれど……とにかく今現在、足たりないのよ。決定的に足りない」

　苛いら立だたしげな口く調ちようには、これから起こる粛しゆく正せいを映えい像ぞうで見ることができないということへの不満も混まじっている。感情的に眉まゆをしかめながら、メインシーは吐き捨てた。

「あと何分？」

「七分です」

「時間ってのはどうして進んで欲しい時には進まなくて、進まないで欲しい時には進むのかしらね？　どう思う？」

「主しゆ観かんによる意い識しきは常つねに時間と乖かい離りしています。客きやつ観かん的てきに、時間はいつでも等とう速そくで進んでいますよ。部長個人の主観意識が客観的時間速度よりも高こう速そくで動いているだけです。しかし……逆ぎやく走そうするよりはましでしょう」

「は？　賢かしこいのか莫ば迦かなのか判はん断だんし難がたいこと言うわねあんた。私の主観とやらではなく客観的に見て、あんたって莫迦なのかしら？　それとも賢いのかしら？」

「客観など厳げん密みつには存そん在ざいしません。世界はすべて観かん測そく者しやの主観によって成立しています」

「今ので私の主観では莫迦決定ね」

「了りよう解かいしました」

「……訂てい正せい。莫迦だけど面おも白しろいわあんた。あと何分？」

「六分です」

　メインシーは舌した打うちした。

「ああっ！　誰だれか私の主観意識を鈍にぶらせるようなくだらないことを言って頂ちよう戴だい。どうしてたった十分がこんなに長いのよ！」

　苛いら立だたしげに机を叩たたいた彼女に、今度は誰も答えなかった。
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　それと同じ頃ころ──『屋や敷しき』の時じ刻こくでは十時丁ちよう度ど。

　森の南なん端たんに赴おもむこうとしていた三人のウェポンたちは、不ふ意いに目もく前ぜんの木の陰かげから現れた人ひと影かげに驚おどろいて、一いち様ように身を強こわ張ばらせた。

　そいつは無む造ぞう作さに全身を見せると、身み構がまえたまま硬こう直ちよくした彼らに向かって片手を上げ、笑えみを投げかける。

「──やあ」まるで、懐なつかしい友人に再さい会かいした時のように。

　突とつ然ぜんの出で来き事ごとに、その場にいた全員の空気が止まった。

「……誰だ？」ややあって、ウェポンのひとりがようやく口を開く。

「いや、怪あやしい者じゃない」そいつは信しん憑ぴよう性せいのまるでない台詞せりふを言いい放はなった。

「ちょっと道に迷まよってしまってね。丁度よかった。誰にも会わずにこのままケモノの餌えさになってしまったらどうしようかと。困ったよ」

　ウェポンたちは目め配くばせをし合う。

「いやいや、本当に怪しい者じゃないんだ」そいつは、怯ひるみもしなければ遠えん慮りよもしていない。

　何より──困こまった様よう子すなど、どこにもなかった。

　そしてそいつは、飄ひよう々ひようとしたまま、とんでもないことを続ける。

「『エデン』が……来てるんだろう？　だからちょっと挨あい拶さつをしなきゃと思って」

「……何だと？」男の発した言葉に、ウェポンたちの気け配はいが硬こう直ちよくした。

「俺おれはね、エデンの連れん中ちゆうに用事があるんだ。いや、用事というならば……エデンの連中の方が俺にあるんだろうな──まぁどっちでもいいさ」

「……エデンに……何の用事だ？」三人の内のひとりが訝いぶかしげに問う。

「ところでさ」

　しかし、

「『月』も……来てるか？」そいつは彼らの感情をまるで無む視しして、ただ朗ろう々ろうと言った。

　ウェポンたちは絶ぜつ句くする。

　何を言っているのか、何を言いたいのかは理り解かいできない。しかし──。

『月』という単語から連れん想そうするのは、ウェポンであるならば共通の認にん識しきだ。

「来てるなら会っておきたい。たぶん来てるはずなんだがな」

「お前、あいつの知り合いなのか？　いや、それよりも……何でそのことを知ってる!?」

　そいつは笑えむ。

「なんだ、本当に来てたのか」

　そして。

「池にね、大きな魚がいたんだ」

「……、何だって？」

「変へん異い種しゆだったけどな。あれは異い常じよう成長と見ていい。食い物も少なそうなのに……どうやって生きてきたんだろうな？　でも身体が大きくなり過ぎて餌えさが不足してるみたいだった。そいつはどうも陸に上がりたそうな眼めでこっちを見てた」

　そいつはウェポンを無視し、更さらに意味のわからない話を続けた。

「だから、望みを叶かなえてやることにした。簡かん単たんだよ。試し体たいの細さい胞ぼうサンプルは持ち出しているし、何よりこっちには試体の母親がいる。つまりその辺のケモノを何匹か捕つかまえれば、あの魚に結けつ合ごうさせることが可か能のうなんだ。ついでに脳のうを少しばかり破は壊かいしてやったから……さぞかし凶きよう暴ぼうな怪かい物ぶつになってるだろうな」

　ウェポンたちは絶句する。

　何を言っているのかは理解できない。しかし──。

　何を言おうとしているのかは、理解できたのだ。

「俺は途と中ちゆうまでしか見守ってなかったけど、なかなか面おも白しろかったよ。鱗うろこを剥はがして『仔こ』を作ってた。あれで獲え物ものを探さがして本体が後あとからゆっくり来るって感じなのかな」

「何を……」演えん説ぜつのようにひとりごちるそいつに向かって、ウェポンのひとりが牙きばを剥むく。

「何をするつもりだ!?」

　そいつは笑えんだ。

「皆みな殺ごろし」

　直後。

　そいつが動いたことを認にん識しきしたウェポンはいなかった。虚きよをついたか、或あるいは動きが唐とう突とつ過すぎて誰だれも反はん応のうできなかったか──どちらにせよそいつは不ふ意いに、彼らの視し界かいから消えた。

　三人のウェポンたちは繰くり糸いとが切れたかのように、その場に崩くずれ落おちる。

「『月』がねぇ……。ひょっとしたらと思ったが……言ってみるもんだ」

　そしてそいつは既すでに心臓の止まったウェポンたちの背はい後ごで、それまでとまったく同じ口く調ちようで嬉うれしそうにひとりごちた。




　五分の後。森の東部。

　蔦つたのように痩やせて歪ゆがんだ樫かしの木に抱だき着ついていた、猿のようなケモノが上空から躍おどりかかってくる。行軍する三人のウェポンたちは、その襲しゆう撃げきを難なん無なく躱かわし、着地と同時に囲かこんで血ち祭まつりにあげた。

「こんなもんかな？」肘ひじから蟷かま螂きりの斧おのを生はやした女性が、刃に滴したたった血を振ふり払はらって言った。

「ちょっと、びっくりしたけど」

「ま、この調ちよう子しで行けばいいんじゃねえ？」

　筋きん肉にくが発達した毛むくじゃらの腕うでをくるくる回しながら、男が答える。

「先は長いよ」右みぎ掌てのひらから蔓つるのような鞭むち状じようの糸を垂たらした少年が、ぶっきらぼうに呟つぶやいた。

　ついさっき森の東とう端たんに着き、作戦は始まったばかりだ。

「何時に終了だっけ？」

「十七時。ちょっとした遠足だ」

「殺さつ伐ばつとしてるけどね」

「あと、暗い」少年の不満そうな声に一同は揃そろって苦く笑しようした。

「まぁいいじゃねえか。報ほう酬しゆうは結けつ構こうはずんでくれるらしいぜ？　乙おつ種しゆの特とく典てんだ」

　楽しそうに会話を続けながらも、彼らは着々と襲おそってきたケモノを殺していた。物音を立てればそれだけでケモノは寄ってくる。獰どう猛もうで見み境さかいなしで凶きよう暴ぼうで好すき嫌きらいもない。それがケモノという生物の定てい義ぎだ。

「それでよしとしようや」

　男は飛とび掛かかってきた足付きの蛭ひるを力ちから任まかせに殴なぐり付つけた。と、

「待って」少年が男の言葉を手で制す。

「ん？　何だ？」

「今、そこで茂みが動いたかも」

「じゃ、私が行ってくるわ」女がこともなげに少年の指差す先に向かって歩きだす。

「大きかったら援えん護ごしてね」歩きながら振ふり返かえり片目を瞑つぶる女。

「ああ、まかせときな」

「気を付けて」

　口々に応こたえるふたりに笑えんで、女は両手を頭の後ろで組むような格かつ好こうをとる。肘ひじの先から伸びた刃が逆さかさ向きに前方を向いた。

「あんまり、でかくなけりゃいいんだけど」

　忍しのび寄よりながら女は口の中で呟つぶやく。それからゆっくりと茂みに向かって腕うでを横に、息いきを止めて薙なぐ。茂みがぞんざいな音を立てて直線的に切せつ断だんされた。

　そこにはしかし、何もいない。

　少年の気のせいだったのかもしれない。疑ぎ心しん暗あん鬼きを笑ってやろうと思い、女は皮ひ肉にくげな笑みを浮うかべて身体ごと振り向く。

　何かが飛んできた。

　少年の顔だった。

　え、と思う間もなく、足下に落ちた少年の首を横目に、女の視し界かいは巨きよ大だいなもので覆おおわれた。




　更さらにそれから二分の後。森の北ほく端たん。

　ドームに向かって進軍していたウェポンたちは、そいつ──そいつらと、遭そう遇ぐうした。

　声をあげる間もなかった。反はん応のうする時間は辛かろうじて与あたえられていたが、それは単に断だん末まつ魔まの恐きよう怖ふを助じよ長ちようする程てい度どでしかなかった。そいつらはウェポンたちの眼がん前ぜんに現れた刹せつ那なに、躍おどりかかり飛びついてきた。正面からの邂かい逅こうだったが、反応速そく度どの差か、或あるいは単に互たがいを認にん識しきする時間のずれか──どちらにせよ、不ふ覚かくを取ったのはウェポンたちの方だった。

　ひとりは喉のどを喰くい破やぶられ、肉混まじりの血を乱らん数すう的てきに散ちらす。ひとりは肝かん臓ぞうと腸の一部を無む理り矢や理り持っていかれ、痛つう覚かくに致ち命めい的てきな衝しよう撃げきを受けて倒たおれ伏ふす。最後のひとりは最初の襲しゆう撃げきを辛うじて免まぬかれたものの、想そう像ぞうの範はん囲い外がいで起こった事じ象しように脳のうの処しよ理り速度を追つい随ずいさせることができずに、第二波の餌え食じきとなった。思し考こうを開始する直前に、彼は下か半はん身しんだけの存そん在ざいとなった。

　僥ぎよう倖こうがあるとするなら、苦しんで死んだ者はたったひとりだったということだけだろう。

　だけどそんな偶ぐう然ぜんなど死の前に意味などない。三人の未み来らいは平びよう等どうに永遠に完かん璧ぺきに失われた。




　彼らの死んだ場所から数十メートル離はなれた場所にある池は、澄すんだ水面をただ、風に囁ささやかせていた。柔やわらかで細かな波は紋もんがなだらかに立ち、湖こ底ていの奥おくから湧わき出でる水がそのさざ波を後あと押おししている。上空からほんの僅わずかに注そそぐ木こ洩もれ日びが時とき折おり、水面みなもに反はん射しやして微かすかに光り、池はまるで滑なめらかに表面を歪わい曲きよくさせた鏡のようだった。

　底そこには水生植物がふらふらと揺ゆれ、誰だれか見る者があれば、間ま違ちがいなく感動を覚おぼえただろう。

　透とう明めい度どの酷ひどく高いその池には、魚一匹泳いでいない。

　ただ、池の水面には三角形のきらきらした破は片へん──鱗うろこのようなものが幾いくつか浮ういている。
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　自分は今、弱っている。万ばん全ぜんでない。そんな自分がルナに──この少年に付いていけるのか。

　そう微かすかに懸け念ねんしながらも悟さとられたくなかったから、シオンは率そつ先せんして森を掻かき分わけ進んでいた。進路は単純明めい快かいだ。森の外がい周しゆうに沿そってある程てい度ど進むと、回れ右。そうしてさっき来た道よりは少しだけドーム寄りに、再ふたたび外周に沿って進む。じぐざぐな直線の繰くり返かえしによって、森の西部、四分の一を余あますところなく制せい覇はしていく。

　だけどそれは、方ほう向こう感かん覚かくが鋭するどければ、という条じよう件けん付つきだった。

「少しずれてる。もっと右」後ろでルナの声がして、だからシオンは無む言ごんで歩みを修しゆう正せいする。

　さっきからこの繰り返しだ。修正されるたびに恥はずかしくなる。

　自分は酷く方向音おん痴ちだということを、シオンはさっき生まれて初めて知った。

　ルナには方ほう角がくがわかっているようで、細こまかにシオンの進路に口を出してくる。本当なら彼が先に立つべきなのだろう。しかし複雑な感情がそれを許ゆるさない。顔が赤くなっているような気がしていたから、それもなるべく見られたくなかった。

　時とき折おりルナたちを見付けたケモノが、上じよう空くうから、或あるいは地中から襲おそい掛かかってくる。シオンはできる限かぎりルナよりも先に動こうと気を張はっていたし、ケモノを見ると条件反はん射しや的てきに身体が動いてしまうから、ますます方角は掴つかめなくなる。

　闇やみ雲くもに進みながら、ルナの戦いを見た時のことを思う。

　膂りよ力りよくは同程度だろうか。俊しゆん敏びんさは僅わずかに自分が──万全の時の自分が上かもしれない。しかしルナには稀き存ぞん種しゆの力があった。身体の破は損そんを気き遣づかう必ひつ要ようがないのならば、その分動きは大だい胆たんになる。そういう意味では、実のところルナの方が力は上だ。彼はどうもそう思っていない節ふしがあるけれど。

　シオンは少しだけ俯うつむく。ティーのことを守ろうと決めた。そういう意味では今この時が、自身の過去と未来を決定付ける瞬しゆん間かんのはずだった。だけど。

「もっと左だ」またルナの声。

「わかってる」ぞんざいに答えるが、

「曲がり過ぎないように」返ってくる声は落ち着いている。

「……了りよう解かい」呟つぶやきながら、何を自分は焦あせっているのだろうと思う。

　だけど焦らずにはいられない。

　初めて会った頃ころ──あの時は主しゆ導どう権けんを握にぎっていたのは間ま違ちがいなく自分だった。ルナはただの少年で、シオンはウェポンだったのだから。それなのに、ルナがウェポンになった今は立場が逆ぎやく転てんしているような気がする。シオンは弱っていて、ルナはそうでない。力もルナの方が上だろう。ケモノを殺すことにも慣なれかけている様よう子すだ。

　そして、この森では尚なお更さらだ。ルナに手た綱づなを握にぎられている。

「そろそろ方ほう向こう転てん換かんしよう」幼おさなさの僅わずかに残った声が後ろからまた聞こえた。

　だからシオンは黙だまったまま立ち止まると、わかったとひとことだけ告つげる。

　こんなことで一いつ緒しよに戦ったと、そう言えるのだろうか。

　そしてこんな戦いでティーのことを守ったと言えるのだろうか。

　誰だれかのことを考えながら戦うという行こう為いは、なかなかに難むずかしかった。




　そしてそんなシオン＝エシュの後ろで、ルナは少しだけ微笑ほほえみながら彼女の背せ中なかを見ている。

　彼女の焦あせっている様子を見るのは初めてのことで、それが面おも白しろかった。

　分け入ってみればこの森は、以前住んでいたスラムにどこか似にていた。空気の匂においはまるで異ことなっているし、柔やわらかい地面に張り出した木の根や伸びた草で足場は悪かったが、生おい茂しげったそれらに遮さえぎられて酷ひどく狭せまい視し界かいや、ぐねぐねと曲がり方向感かん覚かくを苛いら立だたせる道みち筋すじが似ている。方ほう角がくを感覚で理り解かいしなければならないところなどは、スラムとまったく同じと言っていい。

　エデンは──バベルの中は違ちがう。考えなくても道はある。ただ廊ろう下かを進んでいれば、それだけで目的の場所へと行ける。

　さっきから頻ひん繁ぱんに方角を間違うシオンを見て、慣れていないのだろうなと思った。

　ルナにとって道というのは、自分で探さがすものだ。物理的な意味でも、或あるいは精せい神しん的てきな意味でもそうだった。目的のものに辿たどり着つくために、模も索さくしながら進んで行くものだ。物心ついた時から、そういう生き方を意い識しきしていた。

　だけど少女にとってはそうではないのだろう。はっきりとした目的地とそれに至いたるまっすぐな廊下──多た分ぶんそれが、少女にとっての道なのだ。以前はどうかわからないが、少なくともエデンに来てからはそういう生き方をしていたに違いない。

　それが今、彼女は迷まよっている。

　もちろんルナだって迷う。いつも迷っている。最善の進路なんて進んでみるまで判はん断だんできないし、最悪はどんな進路を選えらんだとしても道みち端ばたに転ころがっている。だけど──それらにまるで頓とん着ちやくせず、がむしゃらに脇わき目めも振ふらずただ真まつ直すぐに進んでいくような人間は、ふとした弾はずみで立ち止まってしまった時にどうしていいのかわからなくなる。

　だとしたら迷ってしまうのも無む理りはない。

「こっちだ」だからルナは後ろに立って、歩く。

　優ゆう越えつ感かんとともにのんびりと教きよう授じゆできるような身分ではないけれど、少なくとも自分は彼女より迷い慣れているような気がする。だったらこうして後ろに立って冷れい静せいでいなければならない。

　それでも指し示じを繰くり返かえす度たびに、シオンが気を落としているのではないかと懸け念ねんした。さっきから気け配はいが荒あれている。焦あせっているのかもしれない。

「この森は特とく殊しゆなんだってさ」

　だから、話し掛けた。

「フィオナから聞いた受け売りなんだけど、普ふ通つう、こういう森には草があまり生はえないらしい。背せの高い木が育ってしまったら低いところに光が届とどかなくなる。自然と背の低ひくい植物は淘とう汰たされてしまうとか」

　シオンは無む言ごんだ。黙だまり込こんだまま足だけを動かしていた。

　それでもルナは話を続ける。

　焦らなくていいと思う。まだ──始まったばかりだ。

「でもこの森には、背の低い草も沢たく山さん生えてる」ルナは前方に茂しげった背の低い叢くさむらを指差した。

「こいつら、生育に光がいらないって。地中の養よう分ぶんと水、それから、ええと……地中の微び生せい物ぶつを喰くってるそうだよ。変へん異い植物の中でも、比ひ較かく的てき珍めずらしい部類らしい。こんな草があったら、僕の生まれた場所も少しはましだったのかもな」

　ルナの声は森のざわめきに微かすか響ひびいて聞こえる。

「黙って」

　だけど。

　シオンが立ち止まり、あっさりと言った。

　突つき放はなすような、そんな口く調ちようだった。

　ルナは思わず身を堅かたくした。

「あ……すまない」

　立ち止まりながら、まずかったかと思い後こう悔かいする。

　そんなルナの感情にも関かかわらず、シオンは、

「静かに」けんもほろろだ。

　ルナの心しん中ちゆうが穏おだやかでなくなる。機き嫌げんを悪くしたのだろうか。それとも単に煩うるさかっただけだろうか。そういう突き放したような言い方はシオン特有のものではあるけれど、こういう時彼女が怒おこっているのかそうでないのかは、顔を見なければ判はん断だんし辛づらい──シオンは横顔だけで僅わずかにこっちを向く。

　顔は、鋭するどかった。

「あ……煩かったら、悪かった」気まずくなってルナは尋きく。

　しかし。

「違ちがうの」シオンは相変わらず冷たげな口調のまま、「そこ」

　斜ななめ前方を、指差した。

　ルナはそこで、シオンの気け配はいの変化に気付く。

　煩かった訳わけではない。耳みみ障ざわりだった訳でもない。

　シオンは──。

　指差す先に、茂しげみがあった。さっきルナが指差した、動物的な特とく徴ちようを持った植物の茂みだ。その奥、草木に隠かくれて僅わずかに見えるのは──。

　ルナは動く。

　歩き茂みを掻かき分わけて、僅かに見えた違い和わ感かんを確認する。

　光量は足りない。ともすれば見落としてしまいそうだったが、同じように光が足りないスラムで育ったルナには、このくらいの明るさの方がいい。眼めが利きく。シオンが見付けられたのは、神しん経けいを張はり詰つめさせていた時に偶ぐう然ぜんルナが茂みの話をした結けつ果かだろう。

　奥。

　歪いびつに伸びた太い木の幹みきを背せに、感情の伺うかがい知しれない顔でこっちを見ている、

　──人間が、いた。

「やあ」そいつは片手を挙あげて、まるで既き知ちに再さい会かいしたかのように言った。

「お前が来てるって、お前の仲間に聞いたもんでね。会いに来た」




　呆ぼう然ぜんとルナは立たち尽つくす。その横でシオンが尖とがった気け配はいのまま身を固かためている。

　そいつは唇くちびるを僅かに歪ゆがめて、まるで蛇へびのような口で笑った。
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　部へ屋やの中で、ティーはひとりだった。

　スミタもイユもどこかに行った。広い部屋は並ならべられた五つの寝しん台だいが無む機き質しつで、その中でたったひとり──それは、酷ひどく不安だ。耐たえられない。

　昔は周まわりにいつも誰だれかがいたが、その人間関係は今考えると酷く希き薄はくなものだったと思う。

　ティーは気付いてしまっていた。或あるいはずっと気付かない振ふりをしていただけだったのかもしれないけれど、ジャクに蹴けり続つづけられるスミタから耳を塞ふさぎ眼めを背そむけ口を噤つぐんでしまったあの時、本当の意味で気付かされた。

　自分がこうなってしまった理由──。

　いつだって、何もしていないからだ。

　背せ中なかの翅はねを大事にされていて、誰もがティーと親しくなりたかった三年前。本当の意味でティー自身を見てくれる人は誰もいなかった。皆みな『綺き麗れいな翅を持った子』としての自分を好きだった。調ちよう子しに乗って忌いみ子ごを痛いため付つけることが楽しくて、度どを超こした仕し打うちを考え付く自分は天才だと思っていて、考えたことを誰かに実行させていた。皆はきっと『綺麗な翅を持った子』としての自分に仲なか間ま外はずれにされたくなくてやっていたのだろう。ティーは何もしなかった。忌み子に指一本触ふれたこともない。

　それがどんなに卑ひ怯きようなことか、どんなに浅あさましいことか。

　つい数日前、スミタはジャクに襲おそわれた。襲わせたのはティーだ。三年前の忌み子の時と立場は違ちがうけれど、やったことは同じ。

　──何もせず、背せ中なかを押した。

　昔、母親から寝ね物もの語がたりに聞かされた御お伽とぎ話ばなしの中には決まって主人公と敵てきが出てきた。敵が悪いことをして主人公がそれを諫いさめ、退たい治じする。そして一件落らく着ちやく。話の内容は同じだったが、ティーはいつでも主人公を応おう援えんし敵を憎にくみ、わくわくしながら敵がやっつけられるのを楽しみにしていた。敵の設せつ定ていはケモノだったり純じゆん血けつ種しゆだったりしたから尚なお更さらだ。

　そして幾いくつも聞かされたそんなお話の中で──ティーが一番憎かったのは、主人公の友達を唆そそのかして操あやつり悪いことをさせる奴やつだった。そいつは卑怯にも自分では手を下くださず、主人公の友人や家族を殺させたりしては主人公に悲しい思いをさせる。それが許ゆるせなかった。それに怒いかりと矛む盾じゆんを覚おぼえた。

　自分のことを省かえりみもせず、そいつを憎み、やっつけられるのを楽しみにしていた。

　そして主人公を自分に、敵を忌み子に見立てて、現実では逆ぎやくの行こう為いをしていた。

　もうあの忌み子はどうなってしまったのかわからない。集落の住人の誰かに殺されてしまったのかもしれない。殺し殺された挙あげ句くにあの村は全ぜん滅めつし、ティーだけが生いき延のびたのだろう。

　あの忌いみ子ごの怯おびえた瞳ひとみと、スミタの屈くつ託たくのない瞳は全然違ちがったけれど、それでもどこかで重なるものがある。遊んであげると騙だました時に本当に嬉うれしそうな眼めをしたあの忌み子の眼は、疑いもなくティーにじゃれ付いてくるスミタの眼に似にていると思う。そして忌み子の腕うでに刺さし貫つらぬかれる住人たちの苦く痛つうの声は、ジャクに暴ぼう行こうされるスミタの苦痛の声と同じ。

　結けつ局きよく、また繰くり返かえしているのだ。考えていると胸むねが苦しくなった。

　罪ざい悪あく感かんで吐きそうになりながら、ティーはゆっくりと寝しん台だいに横たわった。




　スミタ＝リタはてくてくとした足取りで廊ろう下かを歩いていた。一昨日ジャクに痛いためつけられた傷きずは一歩を踏ふみ出だすたびにずきずくと痛んだが、それを我が慢まんして目的地を目め指ざしていた。

　その表情は軽く、晴れたような笑え顔がおには一いつ片ぺんの苦く悩のうも混まじってはいない。

　彼女の脳のうは、全体の二割程てい度どが変へん異いしている。それは頭から生はえた猫ねこの耳が原げん因いんだった。

　変異とはつまり別の生物の身体が内外に混じることで、その混じり物が頭部に顕あらわれてしまった人間は知ち能のうの発達を阻そ害がいされる。スミタの場合──例たとえば、言語を扱あつかうことはできるが発音がままならない。また記き憶おく力りよくは人ひと並なみだが現げん状じよう認にん識しき能のう力りよくが低い。更さらに数を数えることはできるが計算はできない。そして本ほん能のうは鋭するどいが学習能力に欠かけていた。

　それらが相あいまって、他人には動物じみた知能障しよう碍がいと認識されてしまう。

　脳に変異のある人間は、程てい度どの差こそあれそうなる。一いつ般ぱん的てきには『引く』──つまり生まれてすぐに殺されてしまうのが普ふ通つうだったが、スミタはそれを免まぬかれていた。

　その理由をスミタは知らないが、少なくとも幼おさない頃ころの記憶は持っている。その記憶によると当時のスミタは楽しかった。今もそれなりに楽しいが、痛かったり苦しかったりしたことが殆ほとんどなかった。

　昔のことを思い出すのは、好きだ。

　だから、昔自分が楽しかったことを、他人にするのも好きだった。

　スミタは目的地に向かっててくてく歩く。動物に近い方ほう向こう感かん覚かくで、目的地に向かって淀よどみなく歩く。ティーちゃんのためだ。一年前にここにやってきて、いい匂においがした。触さわると温あたたかくて、柔やわらかかった。身体を洗ってくれたり、撫なでてくれたりもする。すぐに好きになった。それに、ほんの少し前にここに来た小さな子──イユのことがスミタは何だか怖こわいから、唯ゆい一いつ気を許ゆるせる相手でもある。

　恩おん返がえしをしたいと思う。覚おぼ束つかない知ち恵えでどんな恩返しをしようか考えて考えて、楽しい頃を思い出して思い出して、ようやく思い至ったのは、自分が一番楽しかった記憶だった。それを再さい現げんすればいいのだ。簡かん単たんなことだ。

　歩きながらティーちゃんの笑う顔を思い浮かべて、スミタは痛む傷を我慢して足を速める。

　笑顔を実じつ際さいに見たことはなかったが、スミタの想そう像ぞうの中にあるティーはいつも笑っていた。




　その頃ころ、イユはジャクとミーシャの部へ屋やに向かっていた。

　スミタはどこかに行ってしまって、ティーはいつものように暗い顔で元気がない。だからイユは駆かけ足あしで部屋を出た。ティーを元気付けようと思ったからだ。

　だけど部屋から出た途と端たん、笑え顔がおは消える。

　ひとりになると悲しくなってしまう。ティーのあの沈しずんだ顔は自分のせいのような気がする。誰だれかと一いつ緒しよにいて笑っていなければ、誰かを笑わせなければ、笑顔は永えい遠えんに作り出せなくなる。そうなってしまうと駄だ目めだと思う。スミタにも本格的に嫌きらわれてしまうに違ちがいない。

　だけど今の自分が無む理りなく笑えるかどうかを考えると、それはやっぱり難むずかしい。

　笑うためには楽しいことがなければならない。そして楽しいことは──この屋や敷しきには、とても少ない。

　だからジャクとミーシャに、頼たのみに行こうと思っていた。

　空が見たい、と。

　皆みなに空を見せてあげて欲しい、と。

　イユはいつだって、空を見ると楽しくなる。一面に広がる青の青。落ち込んだ時や両親に叱しかられた時、決まってイユは空を見ていた。白い雲の混じった透すけるような抜ぬけるような、今にも溶とけてしまいそうな空は、イユの小さな悲しみなんて簡かん単たんに忘れさせてくれる。

　それは、ティーやスミタも同じに違いない。

　青い空を見ればそれだけで楽しくなって、他の誰かに、まるで空のような自分の笑顔を見せることができる。皆で見れば尚なお更さらだ。そうすればきっと──スミタもティーも、自分を好きになってくれるだろう。それどころかジャクやミーシャさえも、本当に優しくなってくれるかもしれない。

　とんでもない名めい案あんだと思い、イユは小さな拳こぶしを握にぎり締しめた。

　ティーの背せ中なかに生えた翅はねは、きっと青空に似に合あうだろう。




　そしてジャクは自室に戻もどろうとしていた。

　足取りは重く、それでいて震ふるえている。

　思し考こうを巡めぐらせて巡らせて、それでも結論が出ない。自分のやったことが何を意味するのか、何を意味しないのか、それはわからない。あの女を殺してしまおうかとも考えたが、その考えは酷ひどく現実的でないことに気付き、諦あきらめた。

　フィオナ＝レスファに看かん破ぱされているかもしれないという不安は、ジャクに吐き気の混まじった悪お寒かんを与あたえている。思し考こうは破は綻たんしつつあった。

　集落の生き残り──イユを売り払ってしまえばどうだろう。証しよう拠こは消える。殺してしまってもいいかもしれない。エデンへの言いい訳わけなどどうにでもなるだろう。彼らは客である自分に対して強く出られる訳がない。そうだそれでいい。そもそも自分は純じゆん血けつ種しゆで、変へん異い種しゆの集落ひとつどうにかしたところで誰だれにそれを責せめる権けん限げんがあるというのだ。変へん異い種しゆを商売道具として扱あつかうエデンと商品として扱う自分との間にそれほどの違ちがいなどなく、そういう意味でエデンも自分も同じだ。純じゆん血けつ種しゆが変異種を支し配はいしているという点では何ら変わりない。世間には変異種を食料として屠と殺さつするような土地もあると聞く。だから大だい丈じよう夫ぶだ。

　でも。でもでもでも。

　もし自分が本当は純血種でないことが露ろ呈ていしたらどうなる？

　震ふるえながらも重い足取りで、ジャクは自分の部へ屋やへと向かっていた。理由はない。ただ一番落ち着く場所でゆっくりと考えたいだけだった。どんなに落ち着いて考えたところでもはや策さくなどどこにもある訳わけはないのだが、それには思い当たらなかった。

　爪つめをひっきりなしに噛かむ。唇くちびるはとうに噛み切っている。眼めは充じゆう血けつする。喉のどは乾かわいていたが口元は引ひき攣つっていた。足は震え、膝ひざは笑い、心臓は遅おそく髪かみは汗あせで濡ぬれ肌はだは青く指先は白い。

　しかしその歩ほ調ちようは、少しも緩ゆるまない。

　うっすらと笑えみを浮うかべていることに、心のどこかでは気付いていた。




　更さらに同どう時じ刻こく、ミーシャ＝メイは待っている。

　約やく束そくの時間は過すぎていた。

　ミーシャは屋や敷しきの一いつ画かく、自分と夫の部屋の隣となりにある管かん制せい室しつの椅い子すに座り、忙せわしなく監かん視しカメラの映えい像ぞうを見み詰つめていた。彼らが来ればすぐにでも扉とびらを開け歓かん待たいするつもりだった。夫に報ほう告こくし驚おどろかせ喜ばせたい。エデンに支し払はらうお金がまるごと浮くとわかった時、夫はどんな顔をするだろう。そしてそんな素す晴ばらしい手て柄がらを立てた自分をどれだけ褒ほめてくれるだろう。

　だから二時間前からずっとこの部屋に籠こもり、モニターの前に張はり付ついていた。

　だけど、来ない。

　管制室は狭せまかった。最低限の通信設せつ備びと、監視カメラ用のモニターで埋うめ尽つくされた、僅わずか二メートル四方の空間だった。中心には椅子がたったひとつあって、その上でミーシャは膝ひざを抱かかえている。機械の匂においが、金きん属ぞくの匂いが屋敷のどこよりも激はげしい。機械群ぐんのどこかにある発電金属の少し焦こげたような刺し激げき臭しゆうがそれを助じよ長ちようしている。聞こえるのはただ、機き器きの作さ動どうする低てい周しゆう波はの唸うなり声ごえ。

　何度もモニターを見る。ドームの四方に設せつ置ちされた監視カメラは九十度の広こう角かく式しき水すい晶しよう体たいで、四つ繋つなぐと円えん周しゆうを平面に無む理り矢や理り置おき換かえたような、歪いびつな映像になる。それを凝ぎよう視しするのにも飽きていたし、何より気持ち悪かったが、それでもミーシャは我が慢まんして我慢して、じっとモニターを観察していた。

　報告によると、来てくれるのは十人。

　ミーシャはモニターに映る頼たのもしい人ひと影かげを想そう像ぞうしながら、忙しなく爪を噛む。

　──まだかしら。




　　　　２




　この『活動』において『臨りん時じ主しゆ任にん』の役目を与あたえられたのは、グラン＝スミスという男だった。砂さ漠ばく近きん隣りんの大だい規き模ぼ集落で自衛団の団長を長年務つとめていた彼は、その功こう績せきと鍛きたえ抜ぬかれた身体を買われ、一カ月ほど前に『フルブルー』から加か盟めいの誘さそいを受けた。

　そしてそれは彼の矜きよう持じを満たすのには充じゆう分ぶんな事件だった。

『フルブルー』。

　純じゆん血けつ種しゆの純血種による純血種のためのケモノ駆く除じよ組合。

　どこに住んでいるか、どんな暮くらしをしているか、大人か子供か、男か女か──それらの事じ項こうに関係なく、高い身しん体たい能のう力りよくと高こう潔けつな魂たましいを持つと判はん断だんされた者だけが、それに加盟することができる。正せい義ぎと信しん念ねんと鉄てつ槌ついとで以もつて、力のない人間をあらゆる存そん在ざいから守るために作られた組織。金銭的な援えん助じよをし、更さらに中ちゆう枢すうとして統とう率そつしているのは機械都市『ノア』に住む、とある夫婦だという。しかし彼らは決して高みにいる訳わけではなかった。その夫婦でさえ、組そ織しきのいち同どう盟めい員いんとして戦せん闘とうに赴おもむくことがある。一いつ切さいの差別も一切の優ゆう劣れつもなく、ただ人間は人間として平びよう等どうであるべきだ──そんな思し想そうをすべての根こん幹かんに掲かかげた、英えい雄ゆうたちの集団。

　その一員に選えらばれたのだ。こんなに嬉うれしいことはない。

　グランはひたすらに狂きよう喜きし、だからこそ尚なお一いつ層そう身体を鍛えあげた。『フルブルー』加盟の際さいに受け取った剣を、自分の手足のように使いこなせるように邁まい進しんした。

　そしてそれから一カ月。

　グランの住む集落の近隣から依い頼らいがあり、彼のもとに見知らぬ男女が集まってきた。彼は『臨時主任』を拝はい命めいし、その一いつ派ぱの統率役として作戦に従じゆう事じすることになった。

　天にも昇のぼる心ここ地ち、とはこういうことなのだと思った。もちろん自分たちはすべからく平等であるから身分の違ちがいなどはないし、集団において上も下もない。しかし複数で行動するためには必ひつ要ような、集団を統制するための立場──『臨時主任』に選ばれたのは他ほかならない自分だ。つまりそれだけ、自分は評ひよう価かされているということだ。

　高こう揚ようした。同時に緊きん張ちようした。自らが高潔な魂を持っているか否いなか、それが今回の活動で試ためされる。失敗は許ゆるされないし、何より仲間たちの眼めもある。聞くところによれば功績を挙あげ、多大な活かつ躍やくを成なした『至し高こうの英雄』には、過か学がくを使って作製された特別な種類の武ぶ器きが授じゆ与よされるらしい。それは勲くん章しようであり力であり更には象しよう徴ちようでもある。

　グランは、そうなりたかった。そしてこれは、そうなるための好こう機きだった。

　だから一層の覚かく悟ごを決めて出発した。それぞれに性せい格かくの違う仲間たち──皆みなが皆、とても素す晴ばらしい人じん格かくを持っていた──に軽けい蔑べつされないように、尊そん敬けいされるように、細さい心しんの注意を払って旅を続けた。

　そして、今。

　畸き形けいを宿し星を汚けがす人間もどき──『タイカ』たちの死体が連つらなった集落の跡あと地ちを抜ぬけかけたその時。

「──え？」

　グランたちの眼がん前ぜんに、人ひと影かげが現れていた。




　彼らは息いきを呑のむ。

　目の前に、突とつ然ぜんだった。いったいどこから出てきたのだろう、砂さ塵じんの吹く荒こう野やの中、まるで蜃しん気き楼ろうのように、いつの間にかそこにいた。冷れい静せいに考えればどこかの機械都市から転てん送そうされてきたことは明らかだったし、そうとしか考えられないが──しかし全員が、突とつ如じよとして現れたそいつに背せ筋すじを寒くする。

　おののくべきは、その姿すがただった。

　全身をすっぽりと覆おおった黒く昏くらい外がい套とう。そこから突き出た頭とう部ぶは、老人よりも更さらに白い白はく髪はつだ。老人でないのは真まつ直すぐに立ったその姿と顔から明らかだったが、顔には、色がない。老いてはいないが、若いのかそうでないのか判はん然ぜんとしない。顔色のない無表情で、まるで作り物のようだった。整ととのい過すぎた顔だちは人間に見えない。何より、その真っ赤で僅わずかに白はく濁だくした双そう眸ぼうは、まるで爬は虫ちゆう類るいのような、感情の読めない無む機き質しつな光を宿している。

　人間ではない。

　絶ぜつ対たいに、違ちがう。

　直感的に、そう思った。

　タイカか。

　それも違うような気がする。

　しかし──だとしたら、何だろう。

　不意に、そいつの口が動いた。

「初めまして、というべきかな」

　感情のない声だった。抑よく揚ようを無む視しした、まるで言葉だけで喋しやべっているような、そんな。

「君たちに尋ききたいことがあってね。こうしてはるばるやってきた」

「……だ、誰だれだ」狼狽うろたえながらもグラン＝スミスは目の前の男──かどうかも疑うたがわしいが──を睨にらみつける。

「何を言っている？　どこから来た？　我々に何の用だ？　そもそも我々が何ものなのか、知っていてここに来たのか？」

　そいつはグランの方を見ようともせずに、質問に答える。

「私は楽園の使者だ」

　──楽園エデン。

　楽園の名を騙かたった、畸き形けいたちの住まう歪ゆがんだ場所。『エデン』。人間を食い物にしている、ケモノの次に駆く逐ちくすべき、ケモノよりも大きな敵てき。

「エデンのウェポンか？」グランの後ろにいたキャシーの落ち着いた声が聞こえた。

　いつだって冷れい静せいな彼女の声に、グランは焦あせりを押おし止とどめる。

　完かん璧ぺきに認にん識しきした。

　──こいつは……敵だ。

　タイカを飼かい、機械都市の上で人間を高みから見けん物ぶつし、畸形に同族を、ケモノを殺させることで高い金をとって人間たちの生活を否いや応おうなしに逼ひつ迫ぱくさせている、最低で最悪で唾だ棄きすべき敵の放はなった、走そう狗くだ。

　グランの後ろにいた、誰だれかが言った。

「たったひとり……いや、一匹で来るなんて無む謀ぼうもいいとこね。人間を舐なめちゃいない？　何をしに来たの？　これから私たちはあんたたちの仲間を駆く除じよしにいかなきゃなんないんだけど……それを察さつして、邪じや魔ましに来た、って訳わけ？」

　声からして、リンだろう。彼女は物もの怖おじしない。

「足止めは無む意い味みよ。私たちは行こう軍ぐんする。お前らみたいな紛まがい物ものに楽園を名乗られてたまるもんですか。腐くさった無花果いちじくの濁にごった果か汁じゆうに塗まみれた汚きたならしいあんたたちが、私たちの青い世界に立つことなど許ゆるされない。すべては元に戻もどる。元に戻してみせる。二百四十年間耐たえに耐えた人間たちがどんなに強いのか……あんたたちはまだ、知らないのよ！」

「そうだ！」そんなリンに後あと押おしされ、グランは続いて、叫ぶ。

「たった一匹だと？　俺おれたちを莫ば迦かにするな！　一匹だけで何をしようとしている？」

　仲間たちも。

「たかだかタイカごときが、どうして俺たちの前に立っている？　身のほどをわきまえろよ。お前は這はいつくばるべき存そん在ざいだ！」

「そこをどけ！　そうして這いつくばって詫わびろ！　そうすれば……フルブルーの名において、高こう潔けつな魂たましいを以もつて、せめて苦しめずに殺してやる！」

　全員の気け配はいが、その一ひと言ことで完全に変へん貌ぼうした。

　空気が一気に高こう揚ようする。

　戦せん闘とう体たい勢せいだ。いつだって飛びかかれる。いつだって斬きり付つけられる。既すでに全員が身み構がまえている。動いた途と端たん、こいつの首は誰かによって落とされる──彼らは十人が十人ともに、そう確信した。

　しかし。

　そいつは動かなかった。まるで微び動どうだにしなかった。

　ただ砂さ塵じんに吹かれて揺ゆれる白はく髪はつの隙すき間まから、赤い瞳ひとみを少しだけ細める。

　そうして緊きん張ちようする空気の中。

　そいつは殆ほとんど口を開かずに、声だけを響ひびかせた。

「青か。あいつの色だ」

「何だと？」

「三つほど、訂てい正せいしよう」場の雰ふん囲い気きなどまるで考こう慮りよせずに、

「私は変へん異い種しゆではない」

　返事など期き待たいしていないかのように、

「そして、私はお前たちの感情に興きよう味みはない」

　相手などどこにもいないかのように、

「それから……身のほどをわきまえるのはお前たちの方だ」

　それでいて、どこか高みにいるように。

　白はく髪はつは笑えんだ。

　唇くちびるの端はしを歪ゆがめただけの、まるで筋きん肉にくを演えん技ぎさせているに等しい、悪あく魔ま的てきな表情で。

　そして──。

　そいつは笑みを浮うかべた時と逆ぎやく回まわしの動どう作さで表情を喪そう失しつさせて、

　よく通る無む機き質しつな声で言った。

「質問をする。一いつ片ぺんの躊ちゆう躇ちよなく、答えろ。お前たちの周まわりに、青い髪をした男はいるか？」

「何だと？」グランが代表して答える。「訳わけのわからないことを言うな」

「言葉通りだ」しかしそいつは動じない。

「お前たちの仲間か、或あるいは上じよう司し、部ぶ下か、それとも友人、知り合いでもいい。稀き存ぞん種しゆの髪かみは脱だつ色しよくも染せん色しよくも不ふ可か能のうだ。まぁそんな目立つ目印は何か被かぶって隠かくしているかもしれん。純じゆん血けつの中に混まじって黙だまっていれば外がい見けんは変わらんからな。お前たちは誑たぶらかされないとも限らない。……とにかくあいつは髪も眼めも青い。知っているならば、答えろ」

　グランは知らない。他の連中の顔を順番に見み渡わたす。一いち様ように訳がわからないといった顔をしていた。だから向き直り知るかと怒ど鳴なろうとしたがしかし、

　一いつ瞬しゆんだけ表情を変えたのは、アイコだった。

　アイコ＝シム。この中で最年少の少女。

　その表情の変化を、敵てきは目め敏ざとく見み逃のがさない。

「そこの子供、何か知っているという顔だな」

「……知らない、わよっ!!」

　声は微かすかに狼狽うろたえていた。まだ幼さの残る少女は、嘘うそが上う手まくなかった。

「包つつみ隠かくさず教えてもらおう。隠し事なく話してくれ。そうすれば悪いようにはしない。お前たちに興味はない。喋しやべってくれればこのまま通す。あとは好きにすればいい」

　味み方かたのことも無む視しした言葉に、グランは動どう揺ようする。だけど──それでも。

　グランは腹の奥おくから、声を搾しぼり出だした。

「知らないと言っているだろう？　仮に知っていても教えるか。問題ない。何も問題ない。お前を駆く除じよし、真まつ直すぐに通る。それが俺おれたちのやり方だ」

「そうか」そいつがつまらなさそうに応こたえた。

　──思い知らせてやる。

　傲ごう岸がんと無感動の中間にいるようなこの男への敵てき意いを顔に出し、グラン＝スミスは息いきを吸い込んだ。

「貴き様さまらタイカが我わが物もの顔がおで、この星を歩き回るのは……二百と四十年、遅いっ!!」

　張はり上あげた声とともに、仲間たちがそいつに躍おどりかかる。
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「久しぶりだ」

　目の前に現れたそいつは、訳わけのわからないことを言いながらくつくつと笑えんだ。

　ルナは身み構がまえる。後ろではシオンも同どう様ように気け配はいを強こわ張ばらせているのがわかる。

　木の幹みきを背せに笑っているそいつ──男。

　こんな人間はウェポンの中にはいなかった。ましてや屋や敷しきの住人でもない。

「……誰だれだ」抑おさえて発した声は、森のざわめきよりも小さく、だけど鋭するどい。

「大きくなったな」そいつはまた訳のわからないことを言った。

　高くもなく低くもない声だった。そして掠かすれてもいなければ澄すんでもいない。

「誰だ、と言ってる」だからルナは身構えながら掌てのひらを意い識しきした。

　いつでも瘴しよう気きを集中できるように、殺さつ意いと警けい戒かい心しんを研とぎ澄すます。ケモノではない。人間だろう。武ぶ器きも持っていない。敵意も見えない。それほど警戒する必ひつ要ようはないと頭の隅すみで理り性せいがそう言うが──しかし、ルナの中の何かが、駄目だと言っている。

「覚おぼえてないか」そいつは意い外がいそうな声をあげた。

　背はルナよりも頭ひとつ分程てい度どには高い。年の頃ころは三十代に近い二十代といったところだろう。顔立ちは整ととのっているが特とく徴ちようは薄うすい。ただ、その瞳ひとみがどこか蛇へびを思わせるように、爛らん々らんと輝かがやいていた。

　その眼めに、ルナは気配を強張らせる。

　気を許ゆるしてはならないと思う。何かおかしい。異い常じようだ。空気が、男の纏まとっている雰ふん囲い気きに、気配に、違い和わ感かんが付きまとっていた。

「それにしてもまさかお前もエデンに入ったとはなぁ」

　男はさっきから馴なれ馴なれしく話し掛けてくる。

「これはあの人の呪じゆ縛ばくかな」

　それでもその声には、友ゆう好こう的てきな印いん象しようを少しも受けない。

「……誰だれだと言ってる!?」ルナはたまらずに、声を荒あらげた。

　さっきから身体が変だ。

「エデンの関係者か、それともあのドームの住人か!?　身み元もとはどこだ、答えろ！」

「まぁ、そう怖こわがるなよ」

「黙だまれ！　誰だ、って尋きいてるんだ……答えろ。でないと」

「でないと、殺す？　無む理りだな」

　男はあっけらかんと言う。

「そう続けて質問されても困こまるが……ま、俺おれはエデンの関係者と言えなくもない」

「──何だと」
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　言い返しながら、声は微かすかに掠かすれていた。

　こいつが──この男の得え体たいが知しれない。

　ルナよりも強いのか弱いのか、殺せる相手なのかそうでないのか──まるで予よ測そくできなかった。それはほとんど初めてのことだ。相手が人間なら、身体つきや気け配はいから、大体のことはわかる。その推すい測そくに、稀き存ぞん種しゆである自分の身体を鑑かんがみれば、自分の殺さつ意いが届とどくかどうかは──予測可か能のうだと思っていた。それなのに。

　後ろにいるシオンの気配も動かない。同じ印いん象しようを持ったのだろうか。

「そんなにいきり立つな。まだお前に俺は殺せないよ。わかってるんだろう？　後ろにいる子もわかってるみたいじゃないか。本ほん能のうで理り解かいしてるならそれに従したがえ。理り性せいは時に邪じや魔まだ」

　男はべらべらと饒じよう舌ぜつで、だけどどこかつまらなさそうに喋しやべる。

「お前……誰だれだ」ルナは四度目の質問を繰くり返かえした。

「誰だ誰だって、気になるのはそれだけなのか？」男はくつくつと可お笑かしそうに笑えむ。

「名前なんてただの記号だ。俺おれが名な乗のってもお前が安心する訳わけじゃないだろ？」

　ルナはその綽しやく々しやくとした態たい度どに怒いかりを覚おぼえながら、動かない足の代わりに声をまた荒あらげた。

「名前を尋きいてるんじゃあない！」

　と。

「じゃあお前はどうすれば安心するんだ？」

　唐とう突とつに、男の態たい度どが、気け配はいが硬こう質しつ化かした。

「名前じゃなかったら何だ？　俺がどういう生まれでどういう育ちでどういう性せい格かくかを説明すればそれでいいのか？」




　その視し線せんが、不ふ意いに鋭するどさを増ました。




「な……」ルナは絶ぜつ句くする。

　男は動きもしない。

　ただ視線を変えた、それだけだ。

　だけどそれだけのことに、ルナは戦せん慄りつした。

　──違ちがう。

　戦慄ではない。

　恐きよう怖ふだった。

　まるで首に刃はを当てがわれたような。

　まるで心臓を素す手でで掴つかまれたような。

　まるで命そのものを握にぎられたような。

　それはルナのそれとは比くらべ物ものにならない、

　圧あつ倒とう的てきな殺さつ意いそのものとしての、視線だ。

「結けつ論ろんから言うと、お前が安心することはない」

　男──そいつは、殺意で飽ほう和わしかかった視線をルナとシオンに向けたまま、口だけでゆっくりと笑む。

「俺が誰なのか、お前にわかるように言えば……簡かん単たんだよ」

　声が出せない。

　足が竦すくんでいる。

　こんなこと、初めてだった。

　カロマインの笑えみを見た時でさえ、ここまで酷ひどくはなかった。

　動けず、話せず、震ふるえすら起きない威い圧あつと恐きよう怖ふ。

　そいつは、自身の髪かみをぞんざいに掻かき上あげた。

　それは珍めずらしい色だった。少なくともルナは、そんな色の髪をした人間を見たことはない。

　──その髪は、緑色の森の中にまるで不ふ似に合あいな、人工的な、青。

　まるで空のような。

　まるで水のような。

　まるで、紛まがい物もののような。

　混まじりけのない純じゆん粋すいな青だ。

　男は淀よどみなく言い、

「俺はお前と同じ存在だ。フィオナと、カロマインと、エンダと同じ、六番目の化け物。

　エデンは勝かつ手てに『蛟みずち』とか呼よんでいたが……」

　蛇へびのようにまた、笑った。

「第六稀き存ぞん種しゆだよ」
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　ジャクの部へ屋やの前に立って扉とびらを開けようとし、どういうふうにお願いしようかなと少しだけ戸と惑まどっていたその刹せつ那な、イユ＝イエールは気け配はいを感じて何なに気げなく背はい後ごを振ふり返かえる。

　その瞬しゆん間かんに覚おぼえたのは、薄うすら寒さむい恐怖だった。

「……おじ、さん？」

　ジャク＝メイが笑ったような顔で、こっちを見ている。

　その笑え顔がおはいつもと、積つみ木き崩くずしや玉遊びに付き合ってくれる時の顔と殆ほとんど変化がない。

　だけど。

　──何、これ？

　背せ筋すじが冷たく痺しびれる。イユは本ほん能のう的てきな恐怖を覚えた。

　それは、その恐怖の根こん源げんは──表情ではなく、気配だった。

　ジャクの纏まとっている空気が、イユの知っているそれとはまったく違ちがう。

　それは──その気配は平へい坦たんで無む機き質しつでそのくせに鋭するどくて、まるでイユを圧あつ迫ぱくしながら切きり刻きざもうとしているかのよう。今にも決けつ壊かいしそうだ。

　まるで、今にも崩れそうな積つみ木き細ざい工くを見ている時の感かん覚かくに似にていた。

「……どう、したの？」イユはその気配に危き機き感かんを覚えて、無む理りに笑顔を作る。

　時とき折おりジャクに対して抱いだくことがあった、何かどこか怖こわい、という無む意い識しきの思いが、一いつ気きに現れたような気がする。それは砂すな嵐あらしの吹くひと刹せつ那な前まえの昂こう揚よう感かんだ。丁てい寧ねいに作ったお城が吹き飛ばされる直前に抱いだく、あの気け配はいだ。

「おじさん、あの、私……遊びにきたの」

　イユは引ひき攣つる頬ほおを無む理り矢や理りに歪ゆがめ、笑え顔がおで首を傾かしげてみせた。だけど自分が笑えば周まわりも笑ってくれるはずだという少女の願いは、あっさりと掻かき消けされる。

「イユか」ジャクは表情をまるで変えず、呟つぶやいた。声も普ふ段だんと変化がない。

　だけど、違ちがう。

「丁ちよう度どいいところに来た。私もイユと遊ぼうと思っていたところだ」

　口く調ちようは白々しく、まるで与あたえられた言葉を棒ぼう読よみしているみたいで、

「あ……」思わず、イユは笑顔を消した。

「いや、私、でも……ジャクおじさんが忙いそがしいなら、いいの」慌あわてて手を左右に振ふるが、

「構かまわないよ」効こう果かはない。

「さ、おいで。部へ屋やに入ろうか」口調はそのまま、ジャクの右手がゆっくりとイユに向かって伸ばされる。

　思わず、後あとずさりした。背せ中なかに何かが当たる。部屋の扉とびらだ。

「どうした？　何を怖こわがっているんだい？　いいじゃないか。何がしたい？　積つみ木きもお手玉も人形もあるよ。好きなだけ遊ぼうじゃないか。好きなことをしていい。幾いくらでも付き合ってあげよう。我わが儘ままならなんでも聞いてやる」

「ひ」喉のどから音が漏もれる。ジャクはイユの逃とう走そうを妨さまたげるように、両手で肩かたを掴つかんだ。置かれた掌てのひらは不ぶ気き味みに温あたたかく、逆ぎやくに部屋の扉は堅かたく冷たく体温を奪うばう。

「あ、でも、わたし」

　イユは更さらに一歩後こう退たいしようとする。もはや扉とイユの背中との間に隙すき間まなどないのに、それでも重じゆう心しんを後ろに移い動どうさせ、背中に力を込めた。

「そうだ。我儘ならなんでも聞こうじゃないか」

　そしてジャクが小さな声でどこか明るく呟つぶやいたのと同時に。

　いつの間にか、ぴぃ、と機械音。

　イユの背中にあったはずの金きん属ぞくが、直後抗あらがう暇ひまもなく、ずれる。あ、と思う間もなく背中で押していた壁かべの抵てい抗こうが消しよう失しつした。扉が開く。そして突き飛ばされた。反はん応のうできない。

　支し点てんを消しよう失しつした重心は、イユの意い思しとは無む関かん係けいに、物理的な法ほう則そくに従したがって素す直なおに移動した。

「……ぁ」驚きよう愕がくと共に間ま抜ぬけな声をあげてしまったのと同時に、イユはそのまま部屋の中へと後ろ向きに倒たおれ込こむ。

「そう……一いつ緒しよに遊ぼうか、イユ」

　隙すきを見み逃のがさずに前進してきたジャクの顔は、いつもと変わらない微笑ほほえみを浮うかべていた。

　その背はい後ごに見えていた逃にげ道みちとしての廊ろう下かは、後うしろ手でに閉められた扉によって、あっという間に視し界かいから消える。




　そしてその光こう景けいを、廊ろう下かの先で目もく撃げきしたのはフィオナ＝レスファだった。

　見回りの最中だった。ドームの中に異い常じようがないかを丁てい寧ねいに検けん分ぶんしていた。別の部へ屋やで眠ねむっている蝶ちようの翅はねを生はやした少女を確認し、廊下を歩いている猫ねこの耳を持った少女とすれ違ちがい、そのまま、バベルの様よう相そうにも似にた湾わん曲きよくする廊下を進んでいった先で、どこか沈しずんだ気け配はいで扉の前に立つ小さな少女を見付けた──その少女はエデンの誰だれにも紹しよう介かいされていなかったが、そのことをフィオナは知らない。だから純じゆん粋すいに屋や敷しきの住人だと認にん識しきした。

　元気がなさそうに見えたので声を掛かけようかと考えていた時、向むこう側がわからドームの主人であるジャク＝メイが歩いてきたので邪じや魔まをしてはいけないかもしれないと気を遣つかって、そっと数歩後あとずさる。そのままふたりして部屋に入るならば少しだけ時間をおいて、部屋の扉に異常はないですかと呼よび掛かけよう。そう思い見ていたが──何か、おかしい。

　少女は怖こわがっているようだった。

　そしてジャクは、何か鬼き気き迫せまった気配だった。

　少女が逃げようと後ずさり、扉に背せを預あずける。ジャクは覆おおい被かぶさるように両手を広げ、少女の細い肩かたに乗せる。

　──その光こう景けいの中で、フィオナは眼めを見開いた。

　ジャク＝メイの両手は塞ふさがっていて、それなのに扉が開く。

　ジャクは少女を押す。

　少女は倒たおれる。

　襲おそい掛かかるかのようにジャクが前進し、すぐに扉は閉まる。視し界かいから、ふたりは消える。

　それを見み届とどけた後に、フィオナ＝レスファの表情は堅かたく引ひき締しまっていた。

　──あれは。

　スイッチを押したのは、ジャクの手の甲こうから伸びた一本の触しよく手しゆだった。

　驚おどろいたが、何よりもそれ以上に、このままではまずいと思う。依い頼らい主ぬしの安全を守るのがウェポンたるフィオナの務つとめで、それはケモノからだけではない。作戦行動中に如い何かなる理由があれ依頼主が負ふ傷しようすることは避さけなければならない。この場合依頼主とはジャク＝メイその人だったが、安全を守る対たい象しようは彼だけではないのだ。

　何よりも戦せん闘とう総そう轄かつとしてドーム内部の警けい護ごを自ら引き受けたという事実もある。フィオナは自身の責せき任にん能のう力りよくを自じ負ふしていた。失敗などあり得えないし、万が一にもあってはならない。

　だから迷まよいなく、ふたりの消えた扉──ジャクとミーシャの寝しん室しつに向かって、その一歩を軽かろやかに踏ふみ出だした。
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　男の言葉が理り解かいできない。

　ルナは何も知らなかった。

「第六……『稀き存ぞん種しゆ』？」呆ぼう然ぜんとしたまま、呟つぶやいた声は自分でも笑えるほどに掠かすれていた。

「ああ」そんなルナの感情をまるで無む視しして、そいつは笑えみを浮うかべている。

「聞いていないのか？　稀存種のことを」

　聞いている。知っていることはある。それは自分のことでもあるのだから。

　レイン＝リィンから、フィオナ＝レスファから、カロマイン＝セクから、そしてエデンの純じゆん血けつ局きよく員いんたちから断だん片ぺん的てきに教えられた、単たん純じゆんな知ち識しきだ。

　曰く、稀存種とは変へん異い種しゆの別種である。

　曰く、その変異は過か学がく的てき結けつ果かを引き起こす。

　曰く、それは完かん璧ぺきに遺い伝でんする種の特とく質しつ。

　曰く、身体に恒こう常じよう性せいを持つ。

　曰く、故ゆえに貴き重ちようかつ唯ゆい一いつの存そん在ざいとなる。

　曰く、美び称しようして、神と人との混こん血けつ児じ。

　曰く、唯一にして七つ。

　曰く、つまりは存在が確認されている数は七。

　フィオナ＝レスファ。カロマイン＝セク。ルナ＝イル。そして。

「あと……四人？」七人には、足りない。

　存在が確認されている、そうレインは言っていた。記録で残っているという。だから何とはなしに、まだ見付かっていないだけだと思っていた。或あるいはもう幾いくつかは血が途と絶だえ、絶ぜつ滅めつしてしまっているのではないかとさえ考えていた。それなのに。

「そうだよ。あと四人。いや──正確に言うなら、エデンにとってはあとひとり、だ」

　男はこともなげにさらさらと喋しやべる。表情を変えず、どうしようもなく強きよう固こな殺さつ意いをこちらに突つき付つけたまま、まるで事実だけを淡たん々たんと告つげるように。


「『天使』『樹きの枝えだ』『識しる羽は根ね』──第一稀存種フィオナ＝レスファ、エデン所しよ属ぞく。

　『悪あく魔ま』『樹の根』『染そまる翼つばさ』──第二稀存種カロマイン＝セク、エデン所属。

　『太陽』『知ち恵えの実』『輪りん還かんする光』──第三稀存種エンダ＝カーラ、エデン所属。

　『月』『生命の実』『滴したたり堕おちる影かげ』──第四稀存種ルナ＝ソーシア、失しつ踪そう。

　『麒き麟りん』『陸の獣けもの』『歪ゆがめる匣はこ』──第五稀存種、未発見。

　『蛟みずち』『海の獣』『壊こわす真しん円えん』──第六稀存種、エデン所属。

　それから最後に、『名めい称しようなし』──第七稀存種、姓名所属共に抹まつ消しよう」



　朗ろう々ろうとまるで何かを読み上げるように。

「以上が十年前の記き録ろくだ。現在は……第三、第六共に失しつ踪そう。第四が代だい替がわりして復ふつ帰き。第五は未いまだ見付からず──情報としては正しいと思うが、どうだ？」

　ルナはそれらの言葉に反はん応のうできない。意味がわからない。ルナ＝ソーシアというのは母のことだろうか。十年前の記録──だとするとこいつはかつて、エデンにいたと、そういうことなのだろうか。

「ああ、そうだよ」そいつはまるでルナの心を読んだかのように、殊こと更さら笑えんだ。

「俺おれは十年前までエデンにいた。だけど今はもういない。騙だまされてたってわかったんでね」

　微笑ほほえみと共に、気け配はいが、殺さつ意いが、故こ意いにか和やわらぐ。

　──騙されていた？

「何を……」殺さつ気きが薄うすまったことによって強こわ張ばっていた手足が僅わずかに弛し緩かんし、ルナの口から言葉がようやく出てくる。「何を言っている？　騙されてた、って……」

　それでも訥とつ々とつとしか話せない。

　殺気は弱まったが、そいつの態たい度どは依い然ぜんとして悠ゆう々ゆうとしていた。

　そんなルナの心しん中ちゆうを悟さとっているのかいないのか、男は木の幹みきに背せ中なかを預あずけたまま、腕うで組ぐみさえして余よ裕ゆうだった。

「お前がエデンから何を聞いているのかは知らないが……大方あいつらは、稀き存ぞん種しゆとは変へん異い種しゆの別種だとか……そんなことをお前に教えたんじゃないか？」

　そいつは言う。

「だけどよく考えてみろよ。『混こん乱らん』以い降こうにヒトは純じゆん血けつ種しゆと変異種に分かれた。つまり『混乱』以前には変異種なんて存在しなかった。それなのに稀存種は『混乱』以前から確認されていた……変だとは思わないのか？」

　まるで子供を誑たぶらかす大人のように。

「よく考えてみろよ。自分の身体がおかしいとは思わないのか？　傷きずがあっという間に塞ふさがるような生物を、お前は自分以外に見たことがあるか？」

　まるで大人を嘲あざける子供のように。

「さあよく考えてみろ」

　そいつは、まるで蛇へびのような眼めをして笑い、ルナに向かって問うた。

「お前は自分が人間だとでも思っているのか？」




　その言葉を受けて、ルナの気配が明らかに変わる。

　シオンはルナと男との会話を、ただ警けい戒かいしながら聴きいていることしかできなかった。会話と言っても一いつ方ぽう的てきに喋しやべっているのは青い髪かみをした男の方で、ルナは躊躇ためらい戸と惑まどったままその言葉に反応できずにいるだけだ。シオンも同じだった。まるで無む視しされていたとはいえ──男の殺気は尋じん常じようでない。今でこそ多少和やわらいでいるが、視し線せんだけで射い殺ころされそうな空気に変化はない。頭の中でさっきからどう飛び掛かろうかを思し案あんしていたが、男に傷きずを負おわせるという光こう景けいがまったく浮うかんでこなかった。

　だから動かなかった。動けなかった。しかし。

　──『お前は自分が人間だとでも思っているのか』

　その言葉はルナを完全に硬こう直ちよくさせていた。

　無む理りもない。初めて会った時、ルナは繰くり返かえしていた。自分は化ばけ物ものなのかと繰り返していた。その記き憶おくははっきりとシオンにも残っている。シオンも同じだ。ずっと化け物と言われ続けてきた。ケモノの子などと言われ続けてきた。

　それはつまり──お前は人間でないと断だん言げんされているに等しい。

　だからその不安は、その言葉を前にした時の硬直は、シオンにも理り解かいできる。

「な……に、を」ルナの声は、今までとは違ちがう震ふるえ方かたをしていた。

「言葉通りだよ。質問を変えようか。人間とは何だ？　人間を定てい義ぎしてみろ。変へん異い種しゆ、稀き存ぞん種しゆ、純じゆん血けつ種しゆ、どんな言葉で繕つくろってみてもお前が人間であるという根こん拠きよなどどこにもないよ。変異種に関しては……そうだな、変異した部分と変異の占しめる割合で定義できるかもしれない。半分以下なら人間、脳のうが変異してさえいなければ人間、醜みにくい変異を持っていなければ人間……あいつらはそうやって生まれてくる子供を仕分けしてる。だけど俺おれやお前はどうだ？　変異というなら身体全体が変異してると言えはしないか。脳も同じだ。お前はまだ幼よう生せいだろうから理解できないかもしれないが──羽う化かすれば理解できるだろう。脳も同じなんだよ」

　べらべらと話す男に場が支し配はいされつつある。シオンは動けず、ルナは完全に呑のまれてしまっているようだった。

「そう、羽化すればわかる。自分が人間でないということは身を以もつて実感できるだろうな」

　男は──そう言ってまた笑うと、不ふ意いに表情を消し、木の幹みきから背せを離はなした。

「エデンは……あいつらは結けつ局きよく、そんな俺たちを道具として使おうとしてるだけだ」

　その視線はルナを眺ながめ、次にシオンへと移うつる。

「この女は──この変異種の女や──ウェポンどもは結局のところ、使い捨てに過すぎない」

　興きよう味みのなさそうな、しかし軽けい蔑べつしきったような一いち瞥べつ。

「エデンのウェポン。楽園の兵器。その意味を考えたことはあるか？　エデンにとって、こいつらなど在あり合あわせで紛まがい物ものの兵器だよ。使い捨てではない永えい遠えんの力。楽園の兵器となるために集められた存在──俺たちこそがまさにそれ、そのものなんだ」

　そして──。

　シオンの感情もルナの狼ろう狽ばいも全てを置き去りに、

　そいつは数歩だけこっちに近寄ってきて、僅わずかに高こう揚ようしたような面おも持もちで言った。

「お前……俺と来いよ」
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「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　波のような絶ぜつ叫きようが、砂さ漠ばくの集落に響ひびいていた。

　グランも絶叫していた。

　そいつは、それを見て嗤わらう。唇くちびるの端はしを少し歪ゆがめたような、そんな笑えみだった。

「そんなものか？」

「きさ、きさ、きききさまは、ななななんなんなんだあ！」

　意味不明の声で、どこかで誰だれかが叫さけぶ。

　グランには意味がわからない。他の者も、同じだろう。ただ、恐こわい。意味もなく恐い。酷ひどい夢のような光こう景けいを見てしまった。それが現実なのかが、自分が現実の中にいるのかどうかさえもが、まったくわからない。

　変へん異い種しゆとか純じゆん血けつ種しゆとか、そういう定てい義ぎなどどうでもいいことのようにさえ思えた。

　人間ではない。生物ですらないかもしれない。

　一いつ瞬しゆんで、四人だった。

　臨りん界かいに達した気け配はいが決けつ壊かいし、四人が飛び掛かったのはつい数秒前のことだ。彼らは四人が四人とも、最高の速そく度どで最高の位い置ちから最高の攻こう撃げきを繰くり出だした。後ろで出で遅おくれたグランがそう思ったのだから、相手にとっては致ち命めい的てきだっただろう。そう思った、それなのに。

　──その四人は今や、ただの肉の塊かたまりとなって地面に転ころがっていた。

　何をしたのかはわからない。だけどグランは見た。飛び掛かった四人の動きが一瞬だけ止まり、その後彼らは──理り解かいできないが、内うち側がわから裂さけて裏うら返がえりはしなかったか？

「さて」そいつは薄うすら笑わらいを浮うかべて、誰だれの悲ひ鳴めいにも、誰の絶叫にも耳を貸さない。

「君たちに希望と絶ぜつ望ぼうを与あたえようか。人間らしく戦え。人間らしく散ちれ。人間らしく怯おびえろ。人間らしく仲間を売れ。質問は続行中だ。青い髪かみの男だ、忘わすれてはいないだろう？　しかしその答えを教えてくれるには……あとひと押しというところか」

　そいつは辺あたりを見み渡わたす。近くで腰こしを抜かしている者。咄とつ嗟さに後あとずさった者。遠くで気き丈じようにも、剣を構かまえている者。ただ呆ぼう然ぜんと、光景を見ている者。グランは──『ただ呆然と光景を見ている者』の内のひとりだった。

「私の『血けつ晶しよう』は、本来こういう使い方をするものなんだよ」そいつの声は誰にも向けられていない。「水と混まぜるのは有用だが……今ひとつ面おも白しろくない。やはり人間の血に直接混ぜてこそだな」

　──何を言っているのか、誰にも通じない言葉。

「どれ、いい機き会かいだ。久しぶりに思い出しておこうか」

　そいつはひとりごちながら、おもむろに笑えみを浮うかべた。

　それは今までの笑みとはまったく別種の──残ざん虐ぎやくで残ざん酷こくで非ひ情じようで非ひ道どうで快かい楽らくと快かい感かんの中に一いち抹まつの愉ゆ悦えつを混まぜたような──悪あく魔まじみた顔だ。

　そいつは両手を広げる。外がい套とうの隙すき間まから白く透すき通とおった無色の腕うでを出し、まるで演えん説ぜつでもするかのように、

「面おも白しろいものを見せてあげよう」

　そいつは言った。

「私がエデンから『悪あく魔ま』と謂いわれる所以ゆえんだ」
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「……え？」

　それに気が付いた時、ミーシャは思わずひとりごちた。

　映えい像ぞうに、変化があった。

　モニターを凝ぎよう視ししたまま、硬こう直ちよくする。

　北のカメラ。そこには今、何も映うつっていない。ただ見み慣なれた風ふう景けいが平面に歪ゆがんでいるだけだ。

　東のカメラと南のカメラ。そこも同じだった。ただ時とき折おり、吐はき気けを催もよおす外がい見けんをした小さな生物が微かすかに見みえ隠かくれしている。無む視ししていい大きさのケモノだ。

　だけど、西のカメラ。

　壁かべの一部が醜みにくく歪んでいた。いや、歪んでいるのではない。何かでこぼこしている。映像はモノクロームでやや不ふ鮮せん明めいだったが、明らかにおかしい。まるで爛ただれたように、或あるいは腫ふくれ上あがったように、その一部分だけが醜く奇き妙みように盛もり上あがっている。

　ミーシャは息いきを吸い込んだ。

　その瘤こぶは、動いていた。

　慌あわててカメラを操そう作さ。可か視し角かく度どと被ひ写しや界かい深しん度どを調ちよう節せつ。広こう角かくから望ぼう遠えんへと、水すい晶しよう体たいを移い行こうする。目もく標ひようを決めて映像を大きくする。

　ミーシャの心臓が一回だけどくんと鳴なり、それから止まった。

　その瘤は、生きていた。

　壁に貼はり付ついている。

　大量の何かが一カ所に集まって、壁を削けずっていた。群ぐん集しゆうは気持ち悪い肉の塊かたまりのようで、しかしそれは紛まぎれもなく、

「けもの？」

　掠かすれた声は音として発生せずに喉のどの奥で消えた。

　壁の瘤はわらわらと動いている。映像を大きくすれば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　そいつは──そいつらは。

　扁へん平ぺいな形をした、まるで三角形の板のような、魚の鱗うろこを模もしたような、異い様ような貌かたちの生物たち。まったく同じ外がい見けんをした、大量のケモノ。

　と、南のカメラの映えい像ぞうに変化がある。画面の外から、何か大きな──ミーシャの感情を混こん乱らんさせるほどに大きな生物の断だん片ぺんがゆっくりと見え始める。そいつが身を震ふるわせると、壁かべに群むらがった奴やつらはそれに合わせて大きくざわめきたったような気がした。

　──嘘うそ。

　ミーシャが悲ひ鳴めいをあげるのと、小さなケモノの群むれが壁に穴を開けたのはほぼ同時だった。

　完全防ぼう音おんの管かん制せい室しつはその悲鳴をどこにも届とどけはしなかったけれど、ケモノたちはまるで雪崩なだれのように、ミーシャを嘲あざけるかのように、屋や敷しきへと次々に侵しん入にゆうしてくる。







[image: 第八章　アルテミシアの棺]
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　怖おず怖おずと開いた扉とびらの先に見えた人ひと影かげを確かく認にんし、ティーは深い溜ため息いきを吐ついた。

「また……」呟つぶやいて、後ろを見み渡わたす。誰だれも見ていないのを確認すると、素す早ばやく扉を後ろ手に閉めた。自動では開かい閉へいしないそれは、ぎきぃ、と小さな音をたてて、少女の心臓を憂ゆう鬱うつにさせる。

　入ってきた気け配はいを察さつ知ちしたのだろう。人影は頭だけこっちを向き、小首を傾かしげた。

　そこは『屋や敷しき』の、中庭だった。

「スミタ」少女は地面に座すわり込こむその人影の名を、細い声で口にする。

「ここに入っちゃいけないってあれほど……」

　部屋で眠ねむろうとひとりで瞼まぶたを閉じていたが、上う手まく眠れなかった。そうこうしている内に昼食の時間が近付いてきたので、ティーはスミタを探さがしに出た。時間に遅おくれればジャクにお仕し置おきをされるのはいつものことだ。

　泣なきそうになりながら人影を睨にらむ。

「うー」人影──スミタは首を傾かたむけたまま、笑えんだ。

　土遊びを──懲こりもせず。指先は真っ黒だ。頬ほおには擦こすったような汚よごれが付ふ着ちやくしている。前回とまるで同じ。だらしなく被かぶせただけのワンピースだけが前とは違ちがって白で、汚れは酷ひどく目立っていた。

「あは」スミタはティーの姿すがたを確認するや、満まん面めんに笑みを浮かべて立ち上がる。

　頭に生はえた大きな耳が、ぴんと張はり詰つめて喜びを表現していた。

「何度言ったらわかるのよ。ここに入っちゃあ……」つい先日の記き憶おくが甦よみがえって、ティーは焦あせる。

「あは、ティーちゃん」

　脳のうに変へん異いのある少女──スミタ＝リタは、呂ろ律れつの回らない声で笑った。

　ティーはそれに構かまえない。笑え顔がおを見ることで自分の裡うちに生まれる罪ざい悪あく感かんに耐たえられないから。

「早く出るの」

　見ればスミタの足下には、一昨日とそっくり同じ土つち塊くれがあった。ご丁てい寧ねいにも崩くずされ固かためられた地面のまったく同じ場所を掘ほり返かえして土を集めた小山。草花の飾かざり付つけさえもが変わっていないように思える。

「またケーキ？」沈しずんだ顔でティーはスミタを一いち瞥べつする。

「うん、ケーキ！」無む頓とん着ちやくにスミタは笑う。

　──意味がわからない。わからないけど。

　ティーはスミタの手を握にぎると早く、と引ひっ張ぱり、扉の方向へ踵きびすを返した。

　スミタがどうしてケーキに執しゆう着ちやくするのか少しだけ気になったけれど、それでも。
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「ふざけるなあっ！」

　シオン＝エシュの怒ど号ごうがすぐ近くで鼓こ膜まくを激はげしく打うち据すえて、ルナは弾はじかれたように俯うつむけていた顔を上げた。

　目の前の男は──その声に眼めを見開き、こっちを見ている。

　慌あわてて隣となりにいたシオンに顔を向けた。シオンは──シオン＝エシュは表情を変えて、鋭するどい視し線せんを男に突つき刺さし、まるで男とルナとの間を遮さえぎるかのように左腕うでを横に構かまえ、張はり裂さけた敵てき意いを漲みなぎらせている。

「何だ、お前？」

　男は一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたようだったが、もう今は莫ば迦かにしたかのようにシオンを睥へい睨げいしていた。

「人間に定てい義ぎなんて必ひつ要ようない」

「お前には尋きいていない」

「黙だまれ！」

　シオンは構わない。

　そいつの態たい度どにも、そいつの殺さつ気きにも、そいつの余よ裕ゆうにも、まるで構わない。

「私は……私は私だ！　あなたが何だろうが関係ない！　あなたがどんな理り屈くつを持っていようと私たちには関係ない！　そんなくだらないことに……私たちを巻まき込こむな！」

「……巻き込む？　勘かん違ちがいするな。俺おれはお前と話などしていない」男の表情が変わる。

　再ふたたび殺さつ意いが充みちた。

「勘違いしてるのはあなたの方よ」しかしシオンはまったく怯ひるまなかった。

「あなたには手出しをさせない。ルナが人間である根こん拠きよなんていらない。定義もいらない。そんなことは関係ない。ルナのことはルナが決めるわ」

　こっちを向き、まるで何かを訴うつたえるように。

　その言葉。

　その視し線せん。

　その表情。

　灰はい色いろの髪かみは激げつ昂こうに揺ゆれて微かすかに眼に懸かかっている。髪の隙すき間まから覗のぞく同色の瞳ひとみはあの時とはまったく違ちがう。今と同じようにルナが狼ろう狽ばいしていたあの時──巨きよ大だいなケモノに向かってたったひとり立ち向かって行ったあの時とはまったく違う。

　それはルナに何かを求める瞳だ。

　手足の感かん覚かくが戻もどった。思い出す。思い出した。

　殺意がどうした？　何を迷まようことがある？　恐きよう怖ふを制せい御ぎよしろ。自分を見失うな。名前を呼よばれた。シオン＝エシュに呼よばれた。一いつ緒しよに強くなろう、そう約やく束そくした相手に呼ばれた。

　それならば、関係ない。

　認にん識しきする。

　目の前にいる男。

　こいつは敵てきだ。

　関係ない、殺せ。

「そうだ」ルナの身体は動き始める。

「僕のことは僕が決める。僕は決めた。あんたは敵だ」

　呟つぶやくと同時に、

　突き出したシオンの左手をかい潜くぐり、地を這はうように飛び出しながら両手に月を宿す。フィオナ＝レスファが言っていた。稀き存ぞん種しゆの破は壊かい能のう力りよくは再さい生せい能力よりも高いと。だったらこいつが稀存種だろうが何だろうが殺せないはずがない。

　真まつ直すぐにぼんやりと突っ立っている男に向かって走り寄る。男は反はん応のうしていない。

　──確信した。殺せる。

　そいつの目もく前ぜんで身体を起こし最大限の速はやさで最大級の殺さつ意いを込めて、ルナは跳はね上あがった。

　両手で腹を抉えぐる。視し界かいに映うつる男の痩やせた細い腹に向かって瘴しよう気きを浮うかべた掌てのひらを突き出し──不ふ意いに視界が開けた。

　刹せつ那な、硬こう直ちよくする気け配はい。

「ルナ、だと？」そして声。

　背はい後ごから聞こえた。

　──いつの間に!?

　突き出した腕うでは、空くうを切った。「……なっ」驚おどろきの声が喉のどを震ふるわせると同時に足を払われる。均きん衡こうを崩くずしてルナの身体は地面を転ころがった。




　動きは、見えなかった。




　男はさっきまでと変わらない姿し勢せいで、片かた膝ひざを付いたルナの目の前に立っている。

　その向こうではシオン＝エシュがルナと同じようにしゃがみ込んでいた。

　攻こう撃げきを加えたが、あしらわれた──それもふたり共に。

　そのことに気付きもう一度そいつに向かって殺意を向けたその時、

「ルナ……？　へえ。お前、ルナというのか？」

　男は面おも白しろそうに、それでいてどこか機き嫌げんを悪くしたかのように、呟いた。

「ルナ。同じ……同じ名前を付けたのか。血族名は？」

「お前に答える必ひつ要ようなんてない！」反はん抗こうするかのようにルナは叫ぶが、

「言わなくてもわかってる。『イル』──そうだろう？」

　そいつはルナにも、そして背はい後ごにいるシオンにさえも隙すきを見せないままに笑った。

「そうか、なるほどそういう意味か。私は死なない、ってのはそういうことか。トマージさんは……あの人はどうしてる？　いや……お前がここにいるのならば、死んだか」

　笑いながらまるでひとりごとのように一いつ瞬しゆんだけどこか悲しげで、危あやうげな視し線せんを表情に混まぜ、

「ならば尚なお更さらのことだ」直後また、気け配はいを戻もどす。

「お前は俺おれと来い。お前の敵てきは俺じゃない。お前の本当の敵は──エデンだ」

「何を……」

「エデンにとって俺たちは供く物もつであり、生いけ贄にえであり、道具だ。お前の母が、父がそうだったように……いや、それ以上にお前は消しよう費ひされる。魂たましいを削けずられても身は朽くちずに、しかし決して壊こわれないが故ゆえに永遠に捨てられることはない。それに耐たえられるのか？」

　そいつは、ルナに向かってまた、歩み寄った。

「そもそもお前は俺に勝てないよ」そして無む造ぞう作さにしゃがみ込み、ルナと視線を合わせる。腕うでを伸ばし指を伸ばし、ルナの顔に向かってまるで頭を撫なでるかのように──それなのに隙すきもなく油ゆ断だんもなく、簡かん単たんにあしらわれてしまいそうなほどに気配は鋭するどい。

　そいつはルナの前まえ髪がみをひと房ふさ、指先でつまんだ。

「俺とお前は力の傾けい向こうが似にている。当然だ。俺はお前の延えん長ちよう線せん上じようにある存そん在ざいなんだから。だけどな。だからこそ幼よう生せいであるお前は、俺に勝てない」

　触ふれられた髪が、千切れて落ちた。

　次にそいつはそっと、ルナの胸むねを人差し指で軽くなぞる。

「お前の崩ほう壊かい器き官かんは有ゆう機き物ぶつを腐ふ敗はいさせる。そして俺の消しよう滅めつ器官は……結けつ合ごうを分ぶん解かいする」

　痛いたみがあった。

　見ると胸に直線の傷きずがある。

　真まつ直すぐに、斜ななめに、衣い服ふくごと肌はだを削けずり取とったような。

　血が──血が滲にじみ、傷は治らない。

　そしてそいつはルナの傷口を一いち瞥べつし、立ち上がると無感情に告つげる。

「お前をどうこうする気はないが……来ないならあの女を殺すよ」

　そいつ越ごしに見えるシオンの驚おどろいたような顔が、ルナの網もう膜まくに映うつった。
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　恐きよう怖ふで動けない。

　イユは床ゆかに腰こしを落としたまま、かちかちと歯を鳴ならしていた。

　いつもは遊び場であるはずの部へ屋やがやけに歪ひずんで見える。目の前にいる男は薄うす笑えみを浮うかべたまま、それでいて無感情だった。

　閉じ込められた先にミーシャはいなかった。ジャクとふたりきりで対たい峙じしたまま、助けを求めようにも歯の根が合わずに声も出せない。

「大人しくしてろ」ジャクの声は無む機き質しつで、イユに何の反はん応のうも求めていないように聞こえる。

　瞳ひとみも、虚うつろだった。

「どうするかそれが問題だ」

　言葉の意味もわからない。何を言っているのだろう。イユはただゆるゆると首を振ふる。

　ジャクはそれにも反応してくれない。

　ただ細い眼めを更さらに細め、引ひき攣つった頬ほおに唇くちびるを偏かたよらせ、まるでひとりごとのように、

「行こう為い自体は問題じゃないのに。これを手に入れた経けい緯いを知られてしまうことが問題なんだ」

　目の前にいるはずのイユを『これ』などと言い始める。

　寝しん台だいに腰こし掛かけると忙せわしなく身体を揺ゆすりだし、ジャクは爪つめをがじがじと噛かんだ。とても大人とは思えない行動に、イユは思わず泣なきそうになる。

　しかし寝台に腰掛けたことで、ジャクの視し線せんが、気け配はいが、イユから逸それていた。わけのわからない重じゆう圧あつが少しだけ弱まった気がして、だから身体の震ふるえはさっきよりも軽けい微びになる。

　この状じよう況きようをできるだけ改善しようとして、イユは無む理り矢や理りに笑え顔がおを作った。

「ジャクおじさん……私」

　笑顔でさえいれば、ジャクも笑ってくれると思った。いつだってそうだった。父も母も、イユが笑うと笑った。ここに来てからもそうだ。ティーやスミタはまだ微笑ほほえんでくれていないけれど、ジャクやミーシャはイユが笑顔を向けるといつだって優しくしてくれていた。だから笑わなきゃと必ひつ死しで、「私……私ね──」

「……何がそんなにおかしい！」だけど、怒ど声せい。

　びくん、と微笑みが凍とう結けつした。

「何がおかしい！　楽しいか!?」ジャクは立ち上がる。近付いてきた。再ふたたび固かたまったイユの胸むな倉ぐらをぞんざいに引ひっ掴つかみそして、

「このガキめ……少し甘やかしていたら調ちよう子しに乗りやがって！　変へん異い種しゆのくせに、変異種のガキのくせに！　私を笑うのか!?　純じゆん血けつ種しゆである私を笑うのか？　あ？」

　抗あらがいようのない力で締しめ付つけられた。そのまま力は上へ。イユの足は床ゆかから離はなれる。呼こ吸きゆうがままならない。ひゅうひゅうと喉のどだけが鳴なる。笑顔はもはや作りようもなかった。涙なみだまでが勝手に出てくる。

「そうだ、私は純血種だ！　貴き様さまのような汚きたない血を持った動物もどきとは違ちがうんだよ！」

　大声は耳に痛いたく、そして直後にイユの身体は振ふり回まわされる。

　喉元にかかっていた力が消しよう失しつし、重力が一いつ瞬しゆんだけ消えたように感じた。

「ひぃっ！」全身に衝しよう撃げき。

　壁かべに叩たたき付つけられたということに、イユは気付かない。

　頭が──ぐるぐる回る。

「……そうか」全身を襲おそう衝しよう撃げきの中で、ジャクの声が歪ひずんで聞こえた。

「お前まさか……自分が純じゆん血けつ種しゆとでも思ってるんじゃないだろうな？　そうだそうに違ちがいない自分の見えるところに変へん異いがないからって……自分が俺おれと同じだと思ってるんじゃないのか自分が私と対たい等とうだなどと思ってるんじゃないのかなあああこの畜ちく生しようもどきが!?」

　本当に意味がわからない。

　何もかも理り不ふ尽じんだ。

　変異──？

　──『へんい』って、何？

　イユにはわからない。イユは知らない。ティーの背せ中なかに生えている翅はねや、スミタの頭に付いている大きな耳や、父さんの腕うでや母さんの足が異常なことだとは微み塵じんも思ったことがなかった。ただそういうものだとばかり思っていた。

　だから、ジャクの言葉の意味が理り解かいできない。頭だってまだぐらぐらしているから考えもまとまらない。思し考こうが止まっている。それなのに。

「少しばかり優しくしてやってたらすぐ調ちよう子しに乗りやがる……いいか貴き様さまはな、貴様は俺と違う。俺と違うんだ！　それを教えてやる!!」

　それなのに、再ふたたび胸むな倉ぐらを──今度はさっきよりもっと強く。

「いいか、お前は、お前はな!!」

　耳に響ひびく大声に少しだけ遅おくれて、

　ばき、と、音。

　今まで感じたことのないような衝撃が肩かた辺あたりに襲い掛かり、そうしてイユの五感は一いつ瞬しゆんだけ暗あん転てんした後、完全に混こん乱らんする。




　扉とびらはロックされていたが、中から怒ど号ごうと悲ひ鳴めいのような声が聞こえた瞬しゆん間かん、フィオナ＝レスファは緊きん急きゆう事じ態たいだと判はん断だんを自らにくだす。

　出動先の施し設せつ破は壊かいは重じゆう罪ざいで、だから決して行ってはならなかった。しかし住人の危き険けんを黙だまって見み逃のがすことはそれ以上に大きな罪悪だ。依い頼らい主ぬしの人命と安全は、たったひとつの例れい外がいを除のぞいて何よりも優ゆう先せんされる。

　だからフィオナは、エデンの便びん覧らん通りの価か値ち基き準じゆんに従したがって施設の破壊を決行する。

　上うわ着ぎを脱ぬぎ、背中の翼つばさを片方だけ生やす。最小限に力を抑おさえて、その変異──弾だん丸がんとしての羽根を一枚だけ扉のスイッチに飛ばした。

　白く細長い刃が機械を突き破る。ロックが外はずれるか、扉が故こ障しようして開いてくれるか、或あるいはそのままか──扉そのものの破壊をも辞じさない覚かく悟ごで、フィオナは少しだけ待った。

　二秒後、ぴいん、という機械音。

　そして音もなく、金きん属ぞくの扉とびらは横に開く。

　網もう膜まくに映うつったのは血ち反へ吐どを撒まきながらのたうち回るひとりの少女と、息いきを荒あらげてそれを睨にらんでいるジャク＝メイだった。

　その状じよう況きようにフィオナの思し考こうは一いつ瞬しゆんだけ止まる。

「何を……？」思わずあがった声には僅わずかに狼ろう狽ばいが含ふくまれていた。

　彼女にとっては珍めずらしいことだった。だけどそんなフィオナの声は、ジャクに届とどかない。

「お前はなっ！」

　ジャクは叫さけび、痙けい攣れんしている少女の腹ふく部ぶに向かって無む造ぞう作さに足の爪つま先さきを振ふり抜ぬく。二十センチほど少女は吹き飛び、ぎぇ、と甲かん高だかい悲ひ鳴めいが漏もれた。

　少女の右腕うでが通常では考えられない方向に曲まがっている。

　左足も同じだった。

　そして口の端はしから血混まじりの泡あわを吹き、それとは別種のどす黒い液えき体たいが鼻の下を染そめている。

　フィオナが呆ぼう然ぜんとするその間にも、

「お前はっ！」がきゃ。「ひぐぅ」

「俺おれとは！」じしゃ。「が」

「違ちがうんだよぉ!!」ぐちゃ。「かひぃ」

　連れん続ぞくして蹴けり上あげるたびに少女の身体は宙ちゆうに浮うく。容よう赦しやなど一いつ片ぺんも見られない。手て加か減げんの一いつ切さいを感じられない。目の前の少女はまだ十かそこらだろうというのに──ジャクの攻こう撃げきはそんなことをまったく考こう慮りよしていなかった。

　ほんの数秒、フィオナの思考は停てい止ししていたが、しかし、

「……おやめなさい！」ようやく叫さけぶ。

「何をしているのです！」

　声量はさほどでないが芯しんのあるその声に、ジャク＝メイはゆっくりと顔を上げた。

「あ？　……何だ貴き様さま……勝かつ手てに入って来やがって」

「何をしているのかを尋きいているのです」

「何をしてるかだと？　俺の所しよ有ゆう物ぶつをどうしようが俺の勝手だ」

　その声は完全に、常じよう軌きを逸いつしていた。

「これは虐ぎやく待たい行こう為いです」

「黙だまれよこのメスがあっ！」

　あくまでも静かなフィオナの声に、ジャクの怒ど号ごうは対たい照しよう的てきな狂きよう気きを上うわ擦ずらせていた。

「俺は純じゆん血けつだぞ!?　そしてこいつは畸き形けいだ！　何か文もん句くがあるのか？　エデンがどれだけのものか！　人間が動物をどうしようが、文句を言う筋すじ合あいがお前らにあるのか?!」

　フィオナはその言葉に、大きな眼めを一度だけ閉じた。

「エデンは──確かに、純じゆん血けつ種しゆが変へん異い種しゆを家か畜ちくまたは物質として所しよ有ゆうするという行こう為いを黙もく認にんしています。善でも悪でもなく、行為として咎とがめてはいません。そのことに関かんしては反はん論ろんの余よ地ちがありませんし、反論するつもりもありません」

　そして言葉を紡つむぎながら背せ中なかに意い識しきを置き、翼つばさの一対をゆっくりと生やし広げ、

「だったら貴き様さまは、エデンは黙だまってろ！」

「しかし……」

「煩うるさいんだよ！　お前たちに俺おれを裁さばくことはできないんだ！」

　喚わめき散ちらすジャク＝メイに向かって、フィオナはそのままの声こわ音ねで言いい放はなった。

「しかし変異種が変異種を所有するという行為は違います」
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　しばしの間、恐きよう怖ふのあまり絶ぜつ叫きようし続けていた。

　喉のどは嗄かれて何度も咳せき込こみつつ、極きよく限げんまで飽ほう和わした焦しよう燥そうに駆かられて、ミーシャ＝メイはようやく狼ろう狽ばいを交まじえて立ち上がる。ひょっとしたら今この時に『フルブルー』が来てくれるかもしれないという浅あさはかな望のぞみを抱いだきながら、ミーシャは管かん制せい室しつの扉とびらのスイッチを叩たたくように操そう作さし、直接繋つながっている自身の、夫婦の寝しん室しつへと躍おどり出でた。

　完全防音の管制室から一いつ転てん、扉が開くと同時に人の気け配はいは部へ屋やに溢あふれていた。

　光こう景けいを見る。そこで彼女の動きは止まった。




　ふたりの後うしろろ姿すがたが見える。

　萌もえ葱ぎ色いろの髪かみをした少女。

　それは夫が殊こと更さら大事にし、エデンが来た時にもお披ひ露ろ目めさえしなかった、とびきりの変異種だ。

　彼女の外がい見けんに変異はない。

　身体の内うち側がわに特とく殊しゆな変異があるとジャクはミーシャに説明していた。

　その少女は──その少女を。

　ジャクは俯うつぶせに倒たおれたままになっているイユの髪を無む造ぞう作さに掴つかみ頭を引き上げ、動くな、来るな、と喚いている。背はい後ごの扉が開いた気配には気付いたふうもなく。

　ふたりに対たい峙じしているのは、エデンのウェポンのひとりだ。大きな白い翼を持ったまるで天使のような女性。毎回やってくる。畸き形けいであるはずの変異は、皮ひ肉にくにも屋や敷しきの変異種と同じように、珍めずらしく美しい。だからミーシャは彼女のことがとりわけ嫌きらいだった。

　その女はジャクを睨にらんだまま、動かない。扉が開いたのには気付いたようで一いつ瞬しゆんだけこっちに一いち瞥べつをくれたが、それだけだった。ミーシャは無む視しされたことに不ふ快かい感かんを覚おぼえる。

　それでも、状じよう況きようが──状況はまったく読み取れない。

　ミーシャは息いきを呑のんだまま動けなかった。

「気付いていたってのは……茶ちや番ばんだ……まったく茶番だ」ジャクが──夫が──痙けい攣れんするイユの頭を掴つかんだまま、自じ嘲ちよう気ぎ味みな、しかしどこか開き直ったような笑い声で言った。

「ついさっきです。あなたはこの部へ屋やの扉とびらを、それで開けました」女──名前は覚おぼえていない──が気け配はいを強こわ張ばらせたまま、それでも穏おだやかな姿し勢せいで翼つばさを広げていた。

「どうしてです？」

「『どうして』……？　ふん、こっちが知りたい。俺おれも知ったのはつい最近だよ。自分の身体のことなのにな」

「そうではありません。どうしてその子を、そんなに」女はイユに慈じ悲ひ深ぶかげな、それでいてミーシャにとっては忌いま々いましい視し線せんを注ぐ。

「こいつは俺と同じだからだ」ジャクは吐き捨てた。

　ミーシャは会話の意味がわからないまま、ただ後ろで呆ぼう然ぜんと立つ。

「だからどうしても手に入れたかった。こいつが傍そばにいれば、安心できると思った。実じつ際さい可愛かわいい奴やつではあったよ。でもそれはとんだ間ま違ちがいだったな……お陰かげであんたまで殺さなきゃならなくなったよ」

「あの集落は、この子の出身地ですね？」

「そうだ。俺が殺やった」

　内容は剣けん呑のんだ。だけどやっぱりミーシャには、言葉の意味がわからない。

「全員だ。こいつを残してな」

　だけど。

　次の瞬しゆん間かんにミーシャはそれを見てしまう。




　夫と対たい峙じする女性の背せ中なかに生えた、一対つい二枚の白い翼。

　その片かた翼よくが、ゆっくりと広がっていく。

　羽根の一枚一枚が、微かすかに動いたように見えた。

　予よ感かんがした。厭いやな予感だ。女がその翼をどう使うのか、ミーシャは知らない。それでもエデンのウェポンである以上、彼女の翼は飛ぶためのものなんかではなく、武ぶ器きに違ちがいない。

　状況は呑み込めない。さっき見た光こう景けいに頭は混こん乱らんして、足だって震ふるえている。どうしてジャクがイユを痛いため付つけているのかもわからない。しかし──そんなこと、どうだっていい。

　厭な予感がしたその瞬間、ミーシャの足は床ゆかを蹴けり、半ば転ころびそうになりながらも夫と女との間に身体を割って入らせた。

　ただ、愛で以もつて。




　右腕うでで少女の頭を鷲わし掴づかみにしたまま、ジャク＝メイの左手は突然に前へと突き出された。

　フィオナとの距きよ離りは遠く、その左腕は空くうを掴つかんだだけのように見えた。

　それが意味のない仕し草ぐさではあり得えないことを、フィオナは知っている。知ってはいたが──それでもフィオナは動けなかった。

　フィオナの意い識しきは、殆ほとんどが少女へと向けられていたからだ。あちこちを蹴けり付つけられ虐ぎやく待たいに虐待を加えられていた少女は──細こまかに痙けい攣れんしながら生命を消しよう失しつさせかけている。吐き出した血ち反へ吐どは汚きたなく床ゆかを汚よごし、持ち上げられた顔は半ば白目を剥むいて、口から舌したをだらりと伸ばして弛し緩かんしていた。そうして折れ曲がった手足はだらしなく投げ出されている。

　もう助からない、そう思いながら、フィオナはジャクとの会話を続けていた。こうなってしまった以上どうするのが最善か、それを模も索さくしていた。エデンの便びん覧らんには何とあっただろう。記き憶おくを辿たどるが、こんな複雑な状じよう況きようなど、便覧は想そう定ていしていない。

　だから心中で途と方ほうに暮くれかけながら、ひとまずは少女をジャクから解かい放ほうしようと思っていたその時──フィオナ＝レスファはそれに気付き、思し考こうを固かたまらせた。

　少女。

　目の前の男、ジャク＝メイと同じ、見み掛かけ上変へん異いを顕けん在ざいさせていない『第一位変異種』であるという少女。

　吐き出された血反吐はそのままだった。ただしもう、口こう腔こうからは溢あふれていない。

　白目を剥いた顔も同じだ。意識はないのだろう、引ひっ張ぱられた髪かみで素す直なおに吊つられている。

　しかし、折れ曲がった手足──。

　指先が微かすかに動いている。

　逆ぎやく方向に曲げられた関かん節せつ。

　曲げられていたはずの、

　折れ曲がっていたはずの手足。

　それが──。

「……まさか」

　少女の見掛けには変異がない。どこに隠かくれているのか、どんなものなのかはわからない。わからなかった。だからさっき見た、ジャク＝メイのような──手から伸びて扉とびらのスイッチを押した、細長い触しよく手しゆのようなものを何となく想そう像ぞうしていた。

　大きな勘かん違ちがいだ。

　第一位変異種などではない。

　少女の変異は、そんなものではない。

　確かにさっきまで折れていたはずの手足は真まつ直すぐに、どこにも破は綻たんはない。治なおっていた。それは通つう常じようではあり得えない治ち癒ゆ速そく度どだった。

「この子」フィオナは呆ぼう然ぜんとしたまま、言葉を紡つむいだ。




「稀存種」




　その単語が発声されたかどうかという刹せつ那な。

　ジャクの左手から細長い管くだのような触しよく手しゆが数本真まつ直すぐに伸びた。

　それとほぼ同時に人ひと影かげがフィオナの目前に躍おどり出でる。

　顔を、身体をこっちに向け、まるでフィオナからジャクを守るように。

　だけどジャクの伸ばした細長い管は、その身体を、胸むねの辺あたりを難なんなく貫つらぬいて、

　貫いて伸びてきた先せん端たんがフィオナの腹ふく部ぶに突き立つ。

[image: ]

　少女を注ちゆう視しし過すぎていたためにすべての反はん応のうが遅おくれた。

　刺ささった触手の微かすかな痛いたみと共に、ジャクの絶ぜつ叫きようがフィオナの鼓こ膜まくを激はげしく揺ゆさぶった。
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　そして。

　ルナ＝イルがシオン＝エシュと共に、青い髪かみの男と対たい峙じしていた頃ころ。

　ミーシャ＝メイが愛してやまない夫に刺さし貫かれた頃。

　ティー＝ティカが中庭で、スミタ＝リタの姿すがたを見付けた頃ころ。

　それらと同どう時じ刻こく。

　混こん乱らんに包つつまれた屋や敷しきから──森から一キロと離はなれていない、砂さ漠ばく地ち帯たい。

『第二稀き存ぞん種しゆ』カロマイン＝セクは、惚ほうけて立たち尽つくしている人間たちに向かって嘲ちよう笑しようを投げ掛けていた。

　まったく面おも白しろくない。何か切せつ羽ぱ詰つまった反はん応のうをしてくれるかもしれないと少しだけ待っていてやったが、変化はなかった。人間たちはただ狼ろう狽ばいして武ぶ器きを構かまえたまま動かない。

　だからカロマイン＝セクは、待つのをやめ、本気を出すことに決めた。

　それはつまり──『羽う化か』した稀存種にとっての本気とはつまり……『母』との相そう互ご連れん鎖さ開かい始しを意味している。

「……さて」カロマインの言葉に全員がびくん、と過か剰じように反応した。

　それが絶ぜつ望ぼうの始まりだ。

「連れん結けつ、開始」

　まずは全ての体たい細さい胞ぼうを指向性思考粒体アダムへと微び分ぶん。

　それに伴ともない役目を失った大だい脳のう、間脳、中脳、小脳を粒体制御用統率器官エバへと積せき分ぶん。

　全身を流れる血液から特とく異い組そ織しき──『血けつ晶しよう』を剥はく離りさせて頭部へと集中させる。

　平へい行こうして指向性思考粒体の結けつ合ごう状じよう態たいを中ちゆう枢すう神しん経けい系けいへと記き憶おくし復ふく元げん能のう力りよくを強化させる。

　カロマインの外がい見けんには何の変化もないが、内面はまったくの別物──稀存種本来の姿すがたへと変へん貌ぼうしていく。

　人間たちはそれに、誰だれも気付かない。

　この瞬しゆん間かんを狙ねらえば幾いく許ばくかの隙すきも見み出いだせるというのに、この莫ば迦か共どもはこっちを間ま抜ぬけな顔で睨にらみ狼狽うろたえたまま、まるで動かない。何な故ぜ頭を叩たたき潰つぶしてみようと思わないのだろうか。愚ぐ物ぶつだと思う。──万が一でもそれに成功すれば、神を殺せるというのに。既すでに思し考こう領りよう域いきは粒りゆう体たいへと移い行こうしつつあったから、文字通り全身でそう思った。

　そいつらが動かないから、お楽しみが近付いてくる。

　全体細胞の微分完了と共に痛つう覚かく自じ閉へいも終了。これで痛いたみを感じることもなくなった。

　と、粒体が悲ひ鳴めいをあげ始める。

　アポトーシスに関かかわる情じよう報ほう処しよ理りが現在の思考方式では追い付かなくなりつつある。故ゆえに統とう率そつ器き官かんを底てい辺へん術式にして粒体を網もう状じよう直列。主言語を一次元言語ラングから三次元言語パロールへと移行する。

　全粒体の発する電気信号の明めい滅めつから成なる一〇二四進法の多た層そう言語は通つう常じようの言語とは比ひ較かくにならない処理速そく度どを持つ。統率器官が粒体のざわめきを命令に変えて再ふたたび粒体へと還かん元げんする。

　アポトーシスに関わる複ふく雑ざつ多た岐きな処理は、ものの一秒弱で完了した。

　完了と共に主言語を一次元言語へと回かい帰き。

　三次元言語は熱量を著いちじるしく消しよう費ひする。可か能のうな限かぎり通つう常じよう言語で思考するのが望ましい。

　最後に擬ぎ似じ毛もう髪はつたる血けつ晶しよう受じゆ容よう体たいの道どう管かんを拡かく大だいし指向性思考粒体アダムを集中浸しん透とう。そして擬似毛髪の表面組そ織しきに『血晶』を伝つたわせていく。

　カロマインの色しき素その皆かい無むな白はく髪はつへと、血液が浸しん透とうしていく。同時にその白髪は──伸長する。首から肩かた、肩から背せ、背から腰こし、腰から膝ひざ裏うら。

　異い常じように伸びた白髪が見る間まに赤く染そまっていく。

　それは血液を滴したたらせた長い長い髪かみ。

　全ぜん滅めつ器き官かん──『死人フアウスト』励れい起き開かい始し。

　組織から溢あふれ出でた血液がつつ、と額ひたいに垂たれるが気にしない。それも演えん出しゆつというやつだ。

　そして。

　最後に全滅器官を効こう率りつのよい形に拡大する。血で濡ぬらした長ちよう髪はつを逆さか立だて広げまるで蝙蝠の羽根のように。

　身体の、粒体の隅すみ々ずみへと刻きざみ込こまれた記き憶おく──『母』の識しるその名前は、

　全滅形けい態たい──『詩人ゲエテ』。




　それは、

　カロマイン＝セクの、

　第二稀き存ぞん種しゆの、

　──本来の姿だ。




　虐ぎやく殺さつの準じゆん備びは完了し、絶ぜつ望ぼうという奇き蹟せきは神に替かわってここに現げん存ぞんした。

「さて」

　血に染まり長く伸びた髪を羽は根ねのように広げ、神と人との混こん血けつ児じたるカロマイン＝セクは高らかに神しん託たくを告つげる。

「絶望を始めるぞ」
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　　　　１




　不ふ意いに心しん臓ぞうが──いや、全身が大きく脈みやく動どうする感かん覚かくが、フィオナを襲おそう。

　思わず、足をふらつかせた。

　予よ期きしていなかった感覚に頭が霞かすみ、視し界かいがぼやける。膝ひざから力が抜ぬけ、たまらずに壁かべに背せをもたれる。

　──これは……。

　冷れい静せいでない頭で考えた。ジャクの変へん異いを通して体内に侵しん入にゆうしかけていた異い物ぶつ──毒どくとは違ちがう。そんなもの、稀き存ぞん種しゆの身体に効こう果かはない。これはもっと、別のものだ。

　この状じよう況きようで何な故ぜ起きるのかは理り解かいできない。しかし、フィオナはこれを知っている。

　間ま違ちがいない。

「共きよう……鳴めい、？」頭を押さえながら、呟つぶやいた。

　フィオナの体たい細さい胞ぼうが悲ひ鳴めいをあげている。恐おそれ、おののき、興こう奮ふんしている。

　それは近くにいるという知らせだ。近くで同族の殺さつ意いが飽ほう和わしたという証しよう拠こだ。

「……く」全身に力を入れた。

　共鳴作用は、覚かく悟ごを決めていればそれほど大きな衝しよう撃げきではない。もしくはフィオナ自身も『相そう互ご連れん鎖さ』していれば、微び細さいな高こう揚ようとしてしか捉とらえられない。しかし、今のは急過ぎた。後ろから嚇おどかされたようなものだ。

「……誰だれ？」頭を振ふる。耳みみ鳴なりが酷ひどい。

　まったく予よ想そう外がいのことだったから、対たい処しよに手て間まがかかる──。

　隙すきを突つかれた。

「……きゃ！」身体が横へと押おし退のけられ、再ふたたびよろめく。背中を壁に打ち付けられる感かん触しよく。

　しまったと思った時には、もうジャク＝メイは少女を抱だいて走り去ろうとしていた。

「……ま」待ちなさい、と言おうとするが間に合わない。

　ジャクの背中が廊ろう下かへと見えなくなる。

　──まずい。

　フィオナはよろめきながらも、壁から背を離はなした。

　波は徐じよ々じよに収おさまろうとしている。共鳴は本来、一いつ瞬しゆんだ。体細胞を思し考こう粒りゆう体たいへと微び分ぶんする瞬しゆん間かんに起きる一いつ過か性せいのものだ。

　しかし、それは──その共鳴作用が示すのは──。

　稀存種がこの近くで『母』と『相互連鎖』したということ。

　誰だろう。カロマイン＝セクがこの近くにいるのか。それとも別の誰か──？

　頭の片かた隅すみに疑問を覚おぼえながらも、フィオナは咄とつ嗟さにルナ＝イルのことを思った。

　あの子はまだ、羽う化かしていない。

　だとしたら、衝しよう撃げきは相そう当とうなものだろう。

　そして、もうひとり。

　羽化どころか孵ふ化かさえしていない子。

　どうなるか、まったくわからない。




　フィオナは目の前で口元から血を流して細かに痙けい攣れんしているジャクの妻──ミーシャ＝メイの身体を一いち瞥べつした後、微かすかに首を振ふり、逃にげ出だしたジャクの後を追うために踵きびすを返す。

　ミーシャは虚うつろな視し線せんを不ふ思し議ぎそうに動かしながら、それでも薄うすく笑えみを浮うかべていた。

　まるで何かを求めるようなその笑みはしかし、すぐに硬こう直ちよくし動かなくなった。
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　ふたりに起きた異い変へんに、シオンは驚きよう愕がくする。

　青い髪かみをした自らを『稀き存ぞん種しゆ』だという男──そいつはルナの目もく前ぜんで立ち上がりシオンに殺さつ意いを向けた瞬しゆん間かん、不ふ意いに大きくよろめいた。

　そして男の殺さつ気きに怒ど号ごうをあげようと身体を起こしたルナが、それとまったく同時に大きく痙攣した。硬直し、その後大きく跳はねるような、そんな痙攣だった。

　シオンの意い識しきが一いつ瞬しゆんだけ止まる。

　──何？

「ち……共きよう……鳴めいか？」男が頭を押さえる。

「……う……あ……」ルナが、変だ。蹲うずくまったまま、震ふるえている──。

「ル……ナ？」呆ぼう然ぜんとしたまま、シオンは立たち尽つくし、だけど。

　どうするのが最善かを刹せつ那なに判はん断だんし、シオンは咄とつ嗟さに地面を蹴けった。




　びくびくと身体を震わせながら、ルナは起き上がれない。

　身体中の筋きん肉にくが硬直しているかのようだった。ルナは間かん断だんする意識の中、その痛いたみに必ひつ死しで耐たえていた。

　それは唐とう突とつだった。自分ではない、シオンに向けられた男の殺意に目の前が真っ赤になったその時──不意に全身を襲おそった衝撃だった。

　全身が分ぶん解かいしてしまいそうな感かん覚かく。指先までがばらばらになってしまいそうな振しん動どう。内部から溢あふれ出でる泡あわのような、全身の細さい胞ぼうひとつひとつが更さらに細かくなっていくような、そんな痛み。

「あ、があ、あ、あ」無ぶ様ざまな声が洩もれる。声せい帯たいさえもが千切れていくようだ。

「……誰だれ……だ」男の声が頭ず上じようで聞こえた。その音こわ声ねも歪ひずんでいた。鼓こ膜まくがそこかしこにあるかのように、耳からではなく身体全体から音が侵しん入にゆうしている。

　視し界かいが消える。

　身体がいうことをきかない。

　手が震ふるえる。腕うでが軋きしむ。肩かたが振ぶれる。胸むねが痛いたむ。腹が疼うずく。腰こしが歪ゆがむ。腿ももが捻ねじれる。足が痺しびれる。指が弾はずむ。そして脳のうが蠢うごめく。意味がわからない。全身がルナの意い志しとは無む関かん係けいに暴あばれ回まわる。身体の中で何かが渦うず巻まいていた。それが何かはわからない。何もわからない。ただ暗い昏くらい何かが。針のように尖とがった、それでいて液えき体たいのように滑なめらかな何かが、感情とはまったく違ちがう何かが身体を突つき破やぶって全身から発はつ散さんしそうな感じ。

　そして、身体のどこかでそれに身を任まかせてしまえという衝しよう動どうがある。

　──やめろ。

　ルナは、それに抗あらがう。理由はわからない。ただ、駄だ目めだと思った。いけないと感じた。重じゆう力りよくに任せて高いところから落らつ下かするような、水中から水面に向かって浮ふ上じようするような、そんな衝動を身の裡うちに、落ちまいとする。潜もぐろうとする。

　──やめろ、やめろ、やめろ、やめろ、

　抗い続けていると、弛ゆるんだような気がした。

　初しよ期き衝動が引いていくような予よ感かんがした。

　だから気を抜ぬかずに必ひつ死しで暴れる。意志に反はん逆ぎやくし反抗し、氾はん濫らんする全身に反はん駁ばくする。

　戻もどってこい。戻れなくなる前に、戻ってこい。やめろ。やめろ。止まれ。止まれ、

「……っまれえええええ！」絶ぜつ叫きよう。同時に、

「ああああああ！」少し向こうで聞こえたのはシオンの声と、肉の裂さける音、そして何かが破は壊かいされる音。

　──まさか!?

　ルナの背せ筋すじから体温が消える。

　まさか、この隙すきを突つかれた──？

　徐じよ々じよに戻ってくる視界の中で、ルナの網もう膜まくに映えい像ぞうが霞かすんで映うつる。




　見えた光こう景けいはしかし、悪い予よ感かんとは違ちがった。

　さっきまで男が背せ中なかを預あずけていた樹じゆ木もく。それを背に重なるふたつの影かげ。

　シオンの左腕うでは真まつ直すぐに、樹木に向かって伸びている。姿し勢せいを低くして、左腕──『魔ま女じよの剣』などと呼ばれるそれを、視し線せんと共に木の幹みきに突き立てていた。

　その間に身体がひとつ。

　シオンの剣が、男の腹を刺さし貫つらぬいていた。
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　スミタの身体は反はん抗こうして、なおもその場に留とどまろうとする。猫ねこの両耳はぴょこぴょこと動いていたけれど、ティーの背せ中なかにある蝶ちようの翅はねはいつものゆっくりとした動きを強こわ張ばらせていた。

「駄だ目めよ……」通じてなどいないと思いながらも、ティーは泣なきそうな声で呟つぶやく。

「ティーちゃん、いたい」握にぎられた手首を見み詰つめながら、スミタが口を尖とがらせた。

「あ」いつの間にか力が入り過ぎていたことに気付き、慌あわてて手を離はなす。

「ケーキ、あるんだよ！」

　手こずるティーに、スミタはしかし、珍めずらしく不ふ機き嫌げんそうな声だった。

「ケーキ、って」

　どうしてこの子は自分の言うことを聞いてくれないのだろう。ここから出るのはこの子のためなのに。ここに入ったことであんなことまでされたというのに、まるで懲こりている様よう子すもない。ことによると、自分が何をされたのかもわかっていないのかもしれない。

　──だとしたら。

「お願い！」ティーは、思わず怒ど鳴なる。

「もう……もう、厭いやなの……」

　離した手は何も掴つかめない。あんな思いは──目の前で自分のせいで誰だれかが襲おそわれるなんて、あんな思いはもうしたくない。そして何もできない自分はもううんざりだ。何としてでもスミタをここから連つれ出だして、守らなければいけないのに。

　スミタはティーの激げつ昂こうに反はん応のうしない。きょとんとしてティーを見み詰つめている。

　それが、微かすかに苛いら立だたしい。思わず、言った。

「何で私に……何で私に懐なついてくるの……？」それはティーにとっての本ほん音ねだった。

「何で私なの？　私なんて何もできない。あんたが痛いためつけられたのだって私のせいなのに。私があんたに何をしたっていうの？　何もしなかった。何もしなかったじゃない。それなのに、それなのに……」心の奥おく底そこから出た、本音だった。自身の心情を誰かに吐と露ろするなどという行こう為いは実に三年振ぶりだったが──そのことには気付かない。

「……何でスミタは、私のことを好きになるのよ」

　俯うつむき、呟つぶやく。

　いつからだろう。

　自分が嫌きらいになった。

　三年前、皆みながティーのことを好きで、だからティーも自分のことが好きで、それなのに今はそんな昔の自分も含ふくめて大嫌いだ。忌いみ子ごに決けつ定てい打だを与あたえて、復ふく讐しゆうされて、皆死んで、それは自分のせいで、見せ物にされて、ここに売られて、何度も自身の翅を引き千切ってやろうと思ったけれどそれさえも怖こわくてできない。

　何もしない。何もしない自分、それなのに。

　半なかば息いきを荒あらげ、ティーはスミタを涙なみだ目めで睨にらむ。案あんの定じよう、スミタはそれでも動じていない。ティーが大声を出したことに驚おどろいて、瞳ひとみを見開いているだけだ。

「とにかくね……ここから出るの。ここにいちゃいけないの。わかる？」

　だからティーは再ふたたびスミタの腕うでを掴つかむ。もうあんな場面はごめんだ。スミタが痛いため付つけられでもしたら、また自分は何もできないかもしれない。そんなのは厭いやだ。だから無む理り矢や理りにでもここから連つれ出だして、ジャクに見付かる前にさっさと逃にげなければ、と。

　そして、ティーは、

「さ、行くよ」腕を握にぎりながらスミタを一いち瞥べつすらできずに踵きびすを返し、足を一歩踏ふみ出だして、

「あ」自身が素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　振り返ったその先の扉とびらが、音をたてて開こうとしている。

　そしてそこから顔を出したのは、一番恐おそれていた事じ態たいだった。
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　カロマイン＝セクは頭とう部ぶに生やした悪あく魔まの羽は根ねを蠢うごめかせる。それは『血けつ晶しよう』を充じゆう分ぶんに含ふくませた毛もう髪はつであり、同時に自らの意い思しによって機き能のうする武ぶ器き──全ぜん滅めつ器き官かん。

　手始めに一番近くにいた男に、その数本を突つき刺さす。呆ぼう然ぜんとしたまま抗あらがいもせず、男は腕に突き立った髪の毛を不ふ思し議ぎそうに見ていた。

　そこから男の血管に『血晶』を注入。血液と混こん濁だくした特とく異い粒りゆう体たいは拡かく散さんし、そいつの全身を流れるものは変質する。

　まずはそいつが、カロマインの人形と化した。

「え、あ、あ!?」男が無ぶ様ざまな悲ひ鳴めいで眼めを見開いた。

　筋きん肉にくも骨こつ格かくも無む視しして男を立ち上がらせる。手に持った剣を振り上げさせ、その隣となりにいた短たん髪ぱつの女へと振ふり降おろさせる。

「あ、あああああ！」ようやく男が自分の行動に気付いて筋肉を軋きしませた。無視。筋きん組そ織しきと神しん経けいが断だん裂れつしていく心ここ地ちいい音と共に、剣は女の頭部を打ち抜いた。

　ぎぴ、という悲鳴と、ぎちゃ、という音。果か実じつが潰つぶれた。

　あちこちで悲鳴が聞こえ始める。

　遅おそい。

　意い思し伝でん達たつ機能を内ない包ほうした特異粒体を浸しん透とうさせ拡ひろげた全滅器官は、カロマイン自身の中ちゆう枢すうとも言える頭部を守るための強きよう固こな防ぼう衛えい装そう置ちであると同時に、特異粒体──血晶を注入するための攻こう撃げき装置でもあり、そして第一次操そう作さ器きでもある。そこに伝った血晶は『連れん結けつ』と同時に感かん染せん力りよくを向こう上じようさせてあるから、他の液えき体たいに混まじった先からその液体を決定的に変へん質しつさせる。つまりはついさっき血けつ晶しようを僅わずかに注入した男の体液は、完全に特とく異い粒りゆう体たいへと置ち換かんされ『結けつ漿しよう』ではなく『血晶』へと変わっていた。

　そいつが第二次操そう作さ器き。

　逃にげようと後ずさる者をそいつに襲おそわせる。僅わずかな傷きずさえ付ければそれで充じゆう分ぶんだ。傷付けられたそいつの体液もまた『血晶』へ。第三次操作器の完成だ。このまま第四次第五次第六次と半永久的に、カロマイン本人の活動飽ほう和わさえなければ理論上はほぼ無む限げんに、被ひ害がいを病やまいのように拡かく大だいさせていくことが可か能のうだった。

　たかだか五、六人ではまったく以もつて物足りないが仕し方かたがない。

　カロマインは一歩も動かない。逃げようともがくそいつらは当然のように動きを止める。カロマインが止めた。反はん応のうも反はん抗こうも反はん逆ぎやくも許ゆるさずに、次々に、その場にいた人間を操あやつり人形へと変えていく。最後のひとり──カロマインから最も遠くで弓を放り出し、腰こしを抜かしている少女の元へとひとりを向かわせ、ほんの小さな傷を爪つめ先さきで引ひっ掻かく。

　この人間には尋ききたいことがある。故ゆえに動きを止めると同時に、人形へと変えた数人を使って、少女の──もはや全身の体液を血晶化され第五次操作器と化した少女の周まわりを取り囲んだ。

　それぞれが叫さけんでいる。

「やめろ！」「なんだこれは」「嘘うそよお」「痛いてえ」「助けて……」「何でだ！」「厭いやだ厭だ厭だ」「ああああ」「ひ、ひ、ひぐ」「ぎぎい」──少女を除のぞいた四人の口だけは、自由にさせておいた。その方が面おも白しろいからという単純な理由からだ。

　カロマインはそうしておいて、ようやくゆっくりと少女の元へ歩み寄った。

「先に言っておくが、舌したを噛かんでも無む駄だだ」歩みながら一いち応おう、忠ちゆう告こくしておく。

「君たちの血液を私は支し配はいしている。もはや君たちは私の一部となったに等しい。だから舌を噛んだとて出血はしない。させない。直接血液から酸さん素そを取り込んでやるから、舌を噛み切って呼こ吸きゆう困こん難なんになっても心配するな。もちろん痛いたみによる衝しよう撃げき死しもなしだ。心臓が止まっても肺が痙けい攣れんしても神しん経けいが灼やき切きれても問題はない。私が命令しない限かぎり血流は止まらず、外部から取り込んだ新しん鮮せんな酸素を脳のうと全身に巡めぐらせてやれる」

　絶ぜつ叫きようが倍加した。

　醜みにくく甘い不ふ協きよう和わ音おんは旋せん律りつにならない多た重じゆう演えん奏そうを空に響ひびかせる。

　カロマインはこの音が好きだ。

　自分の手に生命が包つつまれている感かん触しよくが好きだ。

　それは自らの手になる世界を見せてくれる。

「さて」

　絶叫に紛まぎれて声が聞こえるかどうかはわからないが、カロマインは呟つぶやき、立ち止まる。

　唯ゆい一いつ舌を噛み切られては困こまる人間──少女の前に。

　人間たちの絶ぜつ叫きようを封ふう鎖さする。口を閉じさせて喉のどを塞ふさぐ。

　息いきができなくなった人間たちが途と端たんに青い顔をするが知ったことではない。酸さん素そを送る気はなかった。しばらくは生きているだろう。

　一いつ斉せいに絶叫が止み、沈ちん黙もくが砂さ漠ばくを支し配はいした。

　そしてカロマインは、輪わの中心──涙なみだをぼろぼろと零こぼしながら失しつ禁きんしている少女に向かって、厳おごそかに告つげた。

「状じよう況きようが落ち着いたところで、君に尋ききたいことがある。素す直なおに答えてくれたら殺しはしない。……もちろん拒きよ絶ぜつしても構かまわない。自らの身の裡うちに潜ひそむ矜きよう持じを最さい優ゆう先せんに、舌したを噛かみ切きってくれても構わない。私は一いつ向こうに構わない。ただしその場合、君以外の人間には用のないが故ゆえに死んでもらうことになるし、君は喋しやべれなくなるから私と一いつ緒しよにバベルへ来てもらうことになる。生きながら脳のうを調べられる感かん覚かくは酷ひどいものらしいが……まあ誇ほこりを失うよりましだと思うのなら、そうすればいい」

　そんな技術などありはしないが、笑えむ。自じ白はくしてもらう必ひつ要ようがあった。だから助かるには話す以外に道はないと思わせなければならない。

「さて──私の目的はひとつだ」

　こうやって人間を弄もてあそぶのは確かに楽しい。しかしそれは言わば暇ひま潰つぶしのようなものだ。

　そしてカロマインには──楽しみよりも遥はるかに優先すべき、生きる意味があった。

「さっきと同じ質問をしよう。青い髪かみの男だ。包つつみ隠かくさず言え。これから声を与あたえるから、すぐに答えろ」

　少女を取とり囲かこんでいる一同を順番に睥へい睨げいして、

「余よ計けいなことはするな。余計なことを言うな。絶叫も駄だ目めだ。君が叫さけんだ瞬しゆん間かん、この中のひとりの眼がん球きゆうは他の誰だれかによって抉えぐられるだろう。沈ちん黙もくも同じだ。君が喋しやべらなければ、君の仲間の首は逆さかさに回転する。嘘うそを吐つくのならこの中の男だん性せい陣じんが、君を順番に強ごう姦かんするだろう。いいか？」

　注意事じ項こうを告つげてから、少女の声を戻もどした。刹せつ那な。

「……ひいいやぁああああああ！」

　それまで叫ばせなかった反動だろう。恐おそらく少女の意い思しとは無む関かん係けいに、彼女の喉が振しん動どうし絶叫が響ひびいた。

　だからカロマインは、隣となりに立っていた男の腕うでを挙あげ指を操あやつり、更さらにその隣にいた髪の長い女の瞳ひとみに突つき刺さした。ふたり共に気け配はいで絶叫する。

　痛みを感じはしても身体で反はん応のうできない。筋きん肉にくが張はり詰つめても血流がそれを許ゆるさない。女は細かに痙けい攣れんし涎よだれを垂たらして血けつ涙るいを流す。あちこちで身体の血管が切れたのだろう。肌はだが次々にどす黒く染そまっていく。

　少女がそれを見て、呼こ吸きゆうを無む理り矢や理り止めたかのように押おし黙だまった。

「知っているのか？　知らないのか？」

「……ああああああひ、ひい、ひって、いますぅ」

「呂ろ律れつが回っていない。理り解かい不ふ能のうだ」

　ふたりを列から外はずす。ぞんざいな操そう作さをしたからそれぞれは身体ごと砂上を転ころがって、それから十二カ所ほど骨ほねを折り曲げた。

「……！　いやあ！　やめてぇ！」

「余よ計けいなことは言うな」

「言います！　言いますから!!　もうやめて……やめてください……」

　少女は半はん狂きよう乱らんに泣きじゃくる。ひくひくと身体は痙けい攣れんしている。

　その程てい度どの──絶ぜつ望ぼうに浸ひたらせる程度の自由は、残しておいた。

「言え」

「知ってます！　髪かみの毛の青い、男の人！　私の……私の住んでいる機械都市にぃい!!」

「都市の名は」

「の、んのの、『ノア』ですっ！」

「何をしている人物だ？」

「え？　あ……その、人は……」少女は逡しゆん巡じゆんしたようだった。

　だから人形を使う。身体を曲げ腕うでを伸ばさせて、

「いやあ！　やめて！　言います、言いますからぁ！」少女の服を引きちぎった。

　成せい熟じゆくを始めたばかりの身体が、露あらわになる。

「やめて……お願い……お願いします！　何でもします。何でもしますから……！」

「何かをする必ひつ要ようはない。言え」

　そして。

　少女は驚きよう怖ふで覆おおわれた表情に、涙と鼻はな水みずと涎よだれを滴したたらせながら、ひくひくと嗚お咽えつしながら、

　──ようやく、口にした。
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　木の幹みきに貫つらぬき留とめられながら、そいつは血ち混まじりの声で含ふくむように笑った。

「──くくく」

　シオンは体たい勢せいを低くしたまま、視し線せんと共に力を込める。

　左腕に生えた刃は指と逆ぎやく向むきに林りん立りつしている。それは刺ささり易やすく抜ぬけ難にくい。仮に男が自分で言う通り本当に稀き存ぞん種しゆだとしても、簡かん単たんには脱だつ出しゆつできないはずだ。

「……ルナ！」背はい後ごで未いまだ苦しむ気け配はいがあったから、シオンは姿し勢せいを変えずに短く叫さけぶ。

　何が起きたのか定さだかではない。よろめいただけのこの男よりも、大きく跳はねたルナの方が発ほつ作さは大きかった。だからルナのことは酷ひどく心配で、しかしそれよりも先に身体は動いた──この男が見せた隙すきを逃のがしてはならない、と。

「驚おどろいた」刺さし貫つらぬかれながらも、男の声こわ音ねは変わらない。

　痛いたみを感じていないのかとすら思いそら恐おそろしくなる。早くルナに来て欲しかった。

　そんなシオンに向けて、男は動かずに言った。

「いい殺さつ意いだ」

「黙だまれ」得え体たいの知しれないものを感じてシオンは短く嘯うそぶく。

「逃にがさないわ」

「本当に素す晴ばらしい。今いま頃ごろ気付くとは俺おれもまだまだかもしれない」

「あんたは……ここで死ぬのよ」

　シオンの言葉を無む視しするかのように、男は笑う。

「いい眼めをしている。気に入った」

　──何を……。シオンは腕うでに力を込めた。それでも男はまるで怯ひるむ様よう子すもなく、

「だが惜おしい」

　シオンの左腕、生なま身みの上じよう腕わんを、無む造ぞう作さに掴つかんだ。

　そしてもう片方の空あいた手の指先を自身の頭にこつこつと当て、

「腹じゃない。ここだ」

　──え？

「稀き存ぞん種しゆを殺すには……制せい御ぎよ中ちゆう枢すうたる頭とう部ぶを破は壊かいするんだよ」刹せつ那な。

　シオンの左腕を掴む手に、強ごう引いんな力がかかる。

　男は頭に当てていた方の手を、そのまま背はい後ごの木に押し当てた。

　左腕は肉をこそぎ内臓を掻かき分わけながら、ぎりぎりと引き抜かれていく。

　男は顔色ひとつ変えない。躊ちゆう躇ちよも苦く痛つうも困こん難なんも逡しゆん巡じゆんもなく、自身の腹を抉えぐったシオンの左腕を、まるで小さな刺とげを引ひき抜ぬきでもするかのように。

　そして。

「消しよう滅めつ器き官かん『睚がい眦さい』作さ動どう」

　低い声が、腕を引き抜かれて地面に腰こしを付いたシオンの耳に届とどいた。

　それと同時に男を磔はりつけにしていたはずの樹じゆ木もくが──唐とう突とつに、

　男が手を当てた部分から砂のように細かな破は片へんとなり嘘うそのような情じよう景けいを作りながら一いつ挙きよに、

　まるで砂が散ちるかのように消失する。

　そして男は空白になった背はい後ごへ一歩、退ひいた。

　驚きよう愕がくでシオンは反はん応のうできない。

「……なに」これは何？

　木の生えていた場所には、もう、何もなかった。

　枝えだが伸び葉の茂しげっていたはずの上空にはぽっかりとその部分だけ穴が空あいている。木の根が這はっていたはずの地面も同じだ。木が一本透とう明めいになったかのようにその場所は空くう白はく。

　森の中、一本の木がまるごと、姿すがたを消して。

「分解しただけだ。ただし元げん素そ単たん位いで」

　そいつは、俄にわかに作られた森の空白に差し込んだ光の中にあって、くつくつと笑えんだ。

　腹の傷きずは──シオンが貫つらぬいたはずの腹部にはもう、傷きず跡あともない。

「お前も保ほ留りゆうだ。気に入った。殺さずにおく」

　シオンにもルナにも気き遣づかいの欠片かけらも見せず、傲ごう慢まんに、不ふ遜そんに、それでいてどこか危あやうげな微笑ほほえみで、男は言う。

　シオンは反はん応のうできない。

　後ろにいたルナの気け配はいはもう暴あばれていなかった。あの光こう景けいを見たのだろう。息いきを呑のむ音が聞こえたが──振ふり返かえって確かく認にんする余よ裕ゆうがない。

　それほどに、今の光景は、まるで人じん智ちを越こえている──。

　そんなふたりを前に、男はさっきまでと変わらない声をあげた。

「今日は……帰るとしよう。また来るよ。もう充じゆう分ぶんだ。火種は蒔まいたしな。何人も死んだ。依い頼らいも完かん遂すいできないだろう。だから抗こう争そうする理由は充分って訳わけだ」

　そして踵きびすを返す。隙すきだらけの背せ中なかだった。しかし襲おそい掛かかれない。動けない。

「──待て！」後ろで叫さけんだのは──ようやく発ほつ作さが落ち着いたルナだった。

「何だ……お前、いったい」

　しかし男は日の光を受けて一いつ層そう青を増ました髪かみを掻かき上あげ、まるで他ひ人と事ごとのように両手を竦すくめただけだった。

「そうだ」

　そして、顔だけで半分振り返ると、

「急いだ方がいいぞ」

　歩み去りながら何でもない口く調ちようで、耳を疑いたくなるようなことを言った。

「あの屋や敷しき……そろそろケモノに襲おそわれている頃ころだ。俺おれがさっき特別に作った奴やつでな。結けつ構こう、でかい」
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「……私たちの……『フルブルー』の……一員です」

　カロマインの望んだ言葉は、そして少女の口から紡つむがれる。

　虚きよ偽ぎは、感じられなかった。

　しかし念ねんには念を入れておこうと思い、

「嘘うそを吐つくな」カロマインは座すわり込こんでいた少女の両足を近くの腕うでに広げさせる。

「いやああああ！　嘘じゃありませんっ！」少女は慟どう哭こくする。

[image: ]

　だから右脚あしを掴つかんだ男の全身を破は裂れつさせた。

「ひいいいいい本当です！　本当ですっ！」

『血けつ晶しよう』となった血液は飛とび散ちらず、一個の生物のように蠕ぜん動どうする。死体の肉を巻まき込こんだその質量を蛇へびのように伸ばして少女の全身に絡からませ、肺はいを圧あつ迫ぱくするように力を込めた。

「ふうぐぅうううほじゃあありまへええええ」

「そうか」

　嘘ではない、か。

　力を緩ゆるめた。少女が嘔おう吐とした。吐と瀉しや物ぶつが服に散ちらばり、血晶と混まじる。

　激はげしく噎むせ返かえっていた。

　しかし逆ぎやくにカロマインは、激しく高こう揚ようしていた。

　──見付けた。

　ついに。ようやく。間ま違ちがいない。

　人間には持ち得ない、青い髪かみ──。

　歴れつきとした証しよう拠こだ。

「間違いないか」カロマインはひとりごちる。

　感かん慨がいがあった。

　十年間だ。

　十年間──待まち望のぞんでいた。

　それがようやく、目の前にある。

「そいつの『フルブルー』内での位置は？」

「げほぁ、ひ、ぐ」

「言え！」カロマインは叫さけんだ。

「さあ言え！　お前の知っているそいつは『フルブルー』とやらの……何だ!?」

　人間をまたひとり、破は裂れつさせる。

「やめて！　お願い！　言ったじゃない!!　もうやめてえ！」少女がそれに絶ぜつ叫きようした。

「お前もこうなりたいのかっ!?　さっさと言え！」もうひとり。

「はい、言います、言いますから……お願いだからやめて下さい！」

　少女は絶叫する。そしてしゃくりあげながら、訥とつ々とつと俯うつむき、呟つぶやいた。

「『フルブルー』の……特別顧こ問もんです。根こん本ぽん原げん理りと、基本思し想そうを提てい唱しようした人、みたい、です。わたし、わたし……それ以外は、もう」

「そうか」だから青一色フルブルーという訳わけか。

　これで、用はほぼ済すんだことになる。

　もう聞くべきことはなく、あとは後あと始し末まつをして帰るだけになった。

　しかしカロマインは不ふ意いに気き紛まぐれを起こし、少女に問い掛ける。

「そいつの名前は？」

　え、と少女が顔を上げた。

「知っているなら答えてみろ。そいつの名前は何という？」

「あ……」少女はもはや虚うつろな瞳ひとみで口をだらりと開いたまま、まるで自動人形のように言った。

「ロイド……さんです」

「──何だと？」

「ロイド、オド、です」

　ロイド。

　ロイド＝オド。

　カロマインは赤い瞳どう孔こうを最大級に拡かく大だいさせる。

　──まさか。

　楽しくなった。

　とても嬉うれしくなった。

「こいつは驚おどろいた」

　ただ、尋きいてみただけだった。あいつが今どんな名を名乗っているのか、不意にそれが知りたくなっただけだった。しかし、

「ふ……ふふ」可お笑かしさに耐たえきれなくなって、カロマインは声を洩もらす。

「ふ、ふふふ、ふふ、はは、ははははははは、あはははははははははははははははははは！」

　──そうか、

「恐おそれ入いった！　まったく恐れ入った！　よもや偽名さえ使っていないとは……堂どう々どうとしたものだ！　あいつらしい。正にあいつらしい。正しよう直じきで実じつ直ちよくで不ふ遜そんで不ふ敵てきで剛ごう健けんで脆ぜい弱じやくで、実にあいつらしい！　そうか……ロイドか！　あいつは今もロイドなのか──エデンにいた頃ころのままか！」

　興こう奮ふんして我を忘わすれそうだ。統とう率そつしていた全身の思し考こう粒りゆう体たいが俄にわかに氾はん濫らんし力が抑おさえきれなくなる。喜びのあまりに『血けつ晶しよう』が跳はね回まわる。人間たちは少女を残して全員破は裂れつしていた。肉が散ちり骨ほねが砕くだけて脳のう漿しようが花火になり内臓が噴ふん水すいになっていく。それにも気付かずに、カロマインは再ふたたび叫んだ。

「ロイド＝オド……『蛟みずち』……第六稀き存ぞん種しゆ！　『蛟』『レヴィアタン』『龍りゆう』！　安心した。お前は変わっていない！　それでこそ待っていた甲か斐いがあった！　十年……私を裏うら切ぎって消えたあの頃ころから、あんたは何も変わっていなかった！」

　まるで氷こおり漬づけにされた恋人の死体に再さい会かいしたかのようだ。それが今ゆっくりと溶とけていく。あいつの死体と、今の自分と、じきに対たい面めんする。また会える。また、会える。

　少女は祝しゆく砲ほうに取り残されて白しろ目めを剥むいていたが気付かなかった。

　気付こうともしなかった。

　ただ延えん々えんと、大量の血晶を蠢うごめかせ踊おどらせながら、

　カロマイン＝セクは喜びに身を震ふるわせ続つづける。

　その求めているものが──すぐ近くにあることには気付かずに、

　カロマインはただ喜びに笑っていた。

　飽あきるまで。

　力が尽つきるまで。
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　荒あらい息いきを吐はきながら中庭に入って来た人ひと影かげに、スミタはびくんと一度だけ震える。ティーは震える足と止まる思し考こうの中、歯をかちかち鳴ならすことしかできない。

　そんなふたりをまるで無む視しするように、

「あれ？」

　中庭へと入って来た最悪──ジャクはどこか薄うすら寒さむい声で、ぼんやりと周まわりを見み渡わたした。

　脇わきに抱かかえているのは、イユだ。彼女は瞼まぶたを閉じている。眠ねむっているのだろうか。ティーは状じよう況きようを掴つかめない。

「ミーシャがいないな」ジャクは言う。

「ここにいると、思ったのに」

　目が異い様ように血走っていることに、ティーは気付かない。

「……あ、あの、その……」だから必ひつ死しで言いい訳わけをしようと、口をぱくぱく動かした。

「どこにいるんだろう。僕の可愛かわいいミーシャ。ミーシャは中庭が大好きなんだ。だってここに来た時、ミーシャの希望で土を敷しいたんだから」

　だけど──それでもジャクは、ティーもスミタも相手にしない。

「だいたいあんな偽にせ物もので僕を混こん乱らんさせようとするなんてエデンもちゃちなことをするなあ。それにしてもそっくりだったけど。擬ぎ態たいって便利なんだな。姿すたがまで変えられるなんて」ぶつぶつと呟つぶやきながら、忙せわしなく視し線せんを動かしていた。よく見れば指先は真っ白になるまで力が込められ、よく聞けば呂ろ律れつも僅わずかに回っていない。口く調ちようもおかしく、まるで別人のようだった。

　しかしティーは、恐きよう怖ふでそのことに気付かない。

　ジャクがもう破は綻たんしてしまったことには、気付かなかった。

「ミーシャはどこだろう？　せっかくイユを連つれて来たのに。ミーシャはイユで遊ぶのが好きなんだ。一いつ緒しよに遊んでやるのが好きなんだ」

「あ、あの……」

「そして僕はそれを見るのが好き。ミーシャを見るのが好き。ミーシャが好き。恥はずかしくてちゃんと言ったことはないけどミーシャはとっても綺き麗れいで僕には勿もつ体たいなくてああああああああああああ何だよお前らあああ！」

　不ふ意いにジャクの呟きが絶ぜつ叫きように変わり、移うつろっていた視線がティーたちに固こ定ていされた。

　ひ、とティーの息いきが止まるがしかし、

「何だ！　何見てんだよ！　お前らもしかして僕とミーシャが釣つり合あわないなんてそんなこと考えてるのかそうだそうに決まってる貴き様さまら見み透すかしてるのか？　僕を見透かしてるのか？　あの女みたいに！」

　意味がわからない。だけどジャクは絶叫をやめない。抱かかえていたイユをぞんざいに放ほうり出だし、イユが変な姿し勢せいで草の上に落ちるのを一いつ顧こだにせず、空いた両手でがしがしと頬ほおを掻かきむしりながら、

「僕は純じゆん血けつ種しゆだぞ人間様だぞ純血種なんだからお前らとは」

　蹲うずくまり、泣なき出だす。

「ひ……ひ、ぐ。ぐう、うええええ」

　そこで初めて、ティーはやっと、ジャクが狂くるってしまっていることを知る。

　──どうしよう。

　状況がまったくわからない。だからスミタの腕うでを掴む。スミタは震ふるえていた。がつがつと大きく、今までにないくらいだった。掴つかんだ腕うでは冷たくて、ざわざわと鳥とり肌はださえ立っている。

「どうしよう」スミタに言うともなく、ティーは呟つぶやく。ジャクは蹲うずくまったまま泣きじゃくっている。逃にげるのが一番いいのではないかと思った。だから、

「スミタ」縋すがるようにスミタの身体を抱だき寄よせると、「逃げよう」

　こんな時、守ってやらなければならないのは自分の方なのにと思いながら、ティーは歯を鳴ならす。つまるところこんな自分が──駄だ目めなのだと認にん識しきしながら。

「こわい」スミタはティーにしがみついた。お互たがい抱き合う格かつ好こうになる。その体温が暖あたたかくて、だから反対側の扉とびらから逃げればいいと精せい一いつ杯ぱい動かない足を奮ふるい立たたせようとしたその時。

　スミタが、続けた。

「こわい。イユが、こわいよ」

「……え？」




　ジャクに放ほうり出だされたイユ＝イエールは仰あお向むけに、うっすらと眼めを開けていた。




　萌もえ葱ぎ色いろの髪かみは柔やわらかく、ふわふわとしていた。細い身体は今にも折おれそうで、弱く儚はかない。健康的に伸びた手足はふっくらとして、まるで小こ枝えだのようだ。傷きずはもう、どこにもない。

　だけど、その瞳ひとみ──

　その瞳が、変へん容ようしていた。

　髪と同じく萌葱色であるはずの、萌葱色であったはずの眼が、奇き妙みような色に輝かがやいている。

　赤や青や黄や白や黒や緑や──様々な色が混こん在ざいし混こん雑ざつし混同し入いり混まじって、複雑で不ふ可か解かいで、まるで掻かき混まぜた虹にじのように。

　ジャクは気付かず泣きじゃくっている。

　ティーは反はん応のうできずにいる。

　スミタはティーの身体に縋すがった。

　イユ＝イエールの瞳はぐるぐると色を変えている。

　絶たえ間まなく、忙せわしなく、慌あわただしく、ひっきりなしに、色を変えていく。

　唐とう突とつに起き上がる。

　上半身だけを不ふ意いに跳はねさせ、まるで撥ば条ね仕じ掛かけけの人形みたいに。

　その瞳が次々と色を変えながら、ジャクを──その時一番近くにいたジャクを、虚うつろに見た。




　それは、微び弱じやくなものだった。

　稀き存ぞん種しゆの孵ふ化かというのはつまるところ、通常細さい胞ぼうに擬ぎ態たいしている体たい組そ織しきがアポトーシスを起こし、粒りゆう体たいへと微び分ぶんされるための準じゆん備びに入ることを指す。それに伴ともない特とく異い器き官かんの限げん定てい的てきな発生と共に身体の復元力が強化され基本的な『力』が使えるようになるが、あくまでもそれは二次的な現げん象しようだ。本格的に身体を作つくり替かえるための準じゆん備びに入る、それが孵ふ化かの目的。『母』と『連れん結けつ』する時の破は瓜かに耐たえるための初しよ潮ちよう。それだけのことだ。

　だからそれは微び弱じやくなもので、共きよう鳴めい時じの衝しよう撃げきとはまったく違ちがう。近くにいなければ感じ取れないという点では同じだが、どちらかと言えば肉体的にではなく、精せい神しん的てきな衝撃だ。

　ふたりの稀き存ぞん種しゆは、気付かなかった。

　ルナ＝イルはまだ羽う化か前まえで、その微弱なものを感じ取るには稀存種として幼おさな過すぎた。

　カロマイン＝セクは酷ひどく興こう奮ふんしていて、その精せい神しん的てきな衝しよう撃げきには気付けなかった。

　もうふたりの稀存種は、気付いた。

　フィオナ＝レスファはそれを敏びん感かんに察さつ知ちし、イユ＝イエールのいる場所がドームのどの辺あたりなのかまで推すい測そくできた。

　ロイド＝オドは森の中でゆったりとした歩みをやめ立ち止まり、へえ、とひとりごちる。

「少しまずいことになったかな」それでもまるで慌あわてたふうもなく、唇くちびるの端はしを僅わずかに歪ゆがめ、「しかしそれはそれで、面おも白しろいことになる」




　だからその変化を目もく撃げきしたのは、稀存種ではない。

　ただの変へん異い種しゆとしての──ただの人間だった。




　状じよう況きようも意味も、スミタにはわからなかった。

　しかしわかっていることはひとつだけある。

　この小さな身体に気を許ゆるしてはならないということ。

　この小さな身体は猛もう獣じゆうよりもケモノよりも恐おそろしい存そん在ざいだということ。

　最初からわかっていた。

　初めて見た時から、怖こわかった。

　だからスミタが反はん応のうしたのは、ジャクではなく──イユの方だった。

　猛獣が、起きようとしている。

「うううう」スミタは威い嚇かくと恐きよう怖ふの入いり混まじった声でそれに答えた。

　退しりぞいてはいけないと思う。

　本当は逃にげ出だしたかったけれど、それでも逃げてはいけないと思う。

　──ティーちゃん。

　スミタの中に、大好きな存そん在ざいを見捨てて逃げるという発はつ想そうはない。




　ジャクは相変わらず、それに気付かず子供のように泣き続けている。

　それに反応したかのように、イユの首が無表情のまま、かくんと傾かたむく。

　空くう虚きよな空間のような多色多た彩さいの瞳ひとみがジャクを眇すがめに見み詰つめた直後、

　びききききききっきき、と音がして、

　ジャクの両腕うでが有あり得えない方向に三回転ほど捻ねじれた。

「……え？」尻しり餅もちを付いたのはティーだった。

「ぎ？」変な声が、ジャクの喉のどから出る。痛いたみはない。まだ、ない。

　しかし次は両足だった。

　がちちちちちぃいいち、と、音。

　神しん経けいが歪ゆがみ骨ほねが捻れ肉が千切れ組そ織しきが歪わい曲きよくする。

　状じよう況きようを理り解かいできないまま、ジャクは呼こ吸きゆう困こん難なんに陥おちいった。

　イユの瞳は未いまだ色を移うつろわせていて、それに映うつるジャクの姿すがたさえもがまるで極ごく彩さい色しきの影かげ絵えのようだった。その影が揺ゆらめく度たびに、ジャクの身体は破は壊かいされていった。

　腹。腰こし。背せ。指。腿もも。肩かた。首。それらすべてが。

　雑ぞう巾きんのように。

　熱した飴あめのように。

　ジャクの意い識しきと共に、身体が捻れていく。歪んでいく。曲まがっていく。

　それは数十秒をかけて始まり、

　そしてその数十秒で終わった。

　誰だれひとりとして身動きできる者はなく、状況を理解できる者もいない。

　ジャクは死んで、そしてティーは放ほう心しんし、スミタだけががくがくと震ふるえながら、それでもティーの身体を後ろから抱だき締しめて光こう景けいを見み詰つめていた。
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　フィオナ＝レスファが中庭の扉とびらを開けた時、そこに生きている人間は三人で、転ころがっている肉にく塊かいはひとつだった。

　ひとりは稀き存ぞん種しゆの少女。

　もうふたりは変へん異い種しゆの少女たち。

　肉塊は元人間だった。恐おそらくはジャク＝メイだろう。ぐしゃぐしゃに潰つぶれぐちゃぐちゃに拉ひしやげもはや人間としての原げん型けいを留とどめていなかったが、この場にジャクがいなかったからそうとしか考えられない。手も足も首も腰こしもどこがどの部分だか判はん別べつできず、まるで潰れたケーキのようだった。

　稀存種はそれを目前に、ぽつりとぼんやりと立っている。恐らくジャクの死体は、孵ふ化かの際さいに溢あふれた力が生んだ、単なる結けつ果かだろう。彼女にはジャクを殺したという意い識しきさえないはずだ。自分の現状を理り解かいできてもいないに違ちがいなく、視し線せんを彷徨さまよわていたがそれでも声を発することさえせず、今は扉を開けたフィオナを振ふり返かえってじっと見ていた。

　そして変異種の少女たちは──肉塊の更さらに向こう、壁かべ際ぎわに蹲うずくまって、震ふるえていた。

　蝶ちようの翅はねを生やした少女が呆ぼう然ぜんと座すわり込こみ、それを猫ねこの耳を持った少女が抱だき締しめている。

　フィオナの姿すがたを見てもびくりと反はん応のうしたきり動かない。その様よう子すから、恐らくは稀存種の力を目まの当たりにしたのだろうと推すい測そくできた。

　稀存種──少女は、第五稀存種だ。

　エデンが唯ゆい一いつ発見できていなかった、五番目。自分の妹にも等しい神と人との混こん血けつ児じ。

　具ぐ体たい的てきな力はわからないが、エデンに残っている文ぶん献けんからは幾いくばくかの情じよう報ほうがある。

　それは対多数用に特とつ化かした、フィオナやカロマインの延えん長ちよう線せん上じようにある力──。

「……おねえちゃん、誰だれ？」

　身体ごとこっちを向いた彼女が、少しだけ首を傾かしげてフィオナに尋たずねる。そう言えば自じ己こ紹しよう介かいすらまだだと気付き、フィオナは自分が珍めずらしく焦あせっていたということを今いま更さらながら知った。

　だからにっこりと笑い、彼女に向かってゆっくりと歩み寄る。

「はじめまして」

　物珍しそうにこっちを見ている少女は、ややあってその笑え顔がおに応こたえるように、ぎこちなく唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。

「どこから来たの？」

　少女の前に屈かがみ、視線を合わせて、フィオナは少女の肩かたに手を掛かける。

「私はフィオナといいます。あなたの名前は？」

　その横で土を血に染そめている肉塊と、向こうで震える変異種たちを少しだけ気にしつつも、フィオナは問う。決してゆっくりしてはいられない。どういう訳わけか、ケモノの群むれがドームに侵しん入にゆうしていたのだ。ここに来るまでに何度か出会う程てい度どだったが──それらすべては同型だった。だとしたら、それが意い味みする事じ態たいはひとつしか考えられない。依い頼らい主ぬしであるジャクとミーシャの生命を失わせてしまった上に、このふたりまで犠ぎ牲せいにはできない。

　それでも。

「あなたの名前を、教えてくれますか？」

　少女は応こたえた。

「私……イユだよ」
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　そしてルナ＝イルとシオン＝エシュは、ドームの中を走っていた。東側にはもう人ひと気けがなく、無む人じんの廊ろう下かに足音だけが、まるで焦しよう躁そうのように響ひびく。

「……どこだ……」幾いく度ど目めかになる言葉をルナが口走った。

　シオンは答えない。ただ唇くちびるを堅かたく結むすんで、鬼き気き迫せまった視し線せんで前を見ていた。

　何が起きていて、現在状じよう況きようがどうなっているのかは不明だ。ただ、結けつ局きよくルナとシオンは──去っていく男を追うことができなかった。

　あの男が一体何の目的で自分の前に現れたのかはわからない。しかし少なくともあいつが稀き存ぞん種しゆであるということは間ま違ちがいない。

　シオンの左腕うでに貫つらぬかれてもなお活動をやめなかった身体。両手で抱かかえて余あまるほども太い樹きを触ふれただけで消してしまうという訳のわからない力。そのふたつは充じゆう分ぶんな証しよう左さだ。

　そして証しよう拠こはもうひとつ──あの男は、ルナの身体を傷きず付つけた。

　あの時聞いたフィオナの言葉と相あいまって、そのことはルナに妙みような現実感を与あたえている。

　傷は治なおらなかった。今も治っていない。胸むねの血は辛かろうじて止まっていたが、それだけだ。傷口は赤い肉を覗のぞかせ皮ひ膚ふが再さい生せいする気け配はいはない。鈍にぶい痛いたみはじくじくと胸に続いていて、恐おそらく激しく動けばそれだけで傷口はまた出血を始めるだろう。纏まとっていた衣い服ふくごと皮膚の一部を削けずり取とっていかれたのだろうか。ごく浅く、それでいて痛む傷口は、ルナを恐きよう怖ふさせるのに充分だった。

　稀存種の破は壊かい能のう力りよくは再生能力よりも高い──詳くわしい事じ情じようは知らないがそういうことらしい。

　他に気になることは幾いくつもあった。意味深げな言葉ばかりを吐はき続つづけたあの男の顔を思おもい浮うかべるだけで不安になり、同時に苛いら々いらする。母のことを知っているふうだったこと。お前は人間などではないと言われたこと。そして俺おれと来い、と傲ごう慢まんに誘さそわれたこと。何より厭いやだったのは、自分の能力を遥はるかに越こえていたあいつの強さだったが。

　とは言え、何よりも気になっているのはあいつが最後に吐き捨てた言葉だった。

　その言葉が故ゆえにルナとシオンはドームへと戻ってきた。

　ドームの壁かべが一カ所しよ破は壊かいされていて、あいつは嘘うそを吐ついていなかったと思い知った時には、もうすべては後ご手てに回っていた。

　他のウェポンたちがどうしているのかは知らない。この状じよう況きようも知らず暢のん気きに狩かりを続けているのか、或あるいは気付いて自分たちのように引き返しているのか、もしくはあいつに殺されてしまったのか。フィオナ＝レスファの姿すがたが見えないのも気に掛かかる。彼女は──万が一に備そなえて建たて物ものの内部で警けい護ごしているはずだ。それなのに、どこにもいない。住人たちも同じだ。さっきから手て当あたり次し第だいに扉とびらを開あけて部へ屋やの中を覗のぞいてはいたが、誰だれひとりとして見当たらない。

　いるのは、三角の形をした、不ふ可か解かいで奇き妙みようなケモノたちだけだ。そいつらは一いち様ように扁へん平ぺいで小さくて、魚の鱗うろこに似にていた。平面的な躯からだの上部に蜘く蛛ものような複ふく眼がんをたたえ、蟲むしのような足を伸ばして目的不明にドームの中を這はい回まわっている。

　同一の形をした多数のケモノ。そいつらの存そん在ざいは、否いや応おう無なしにひとつの事じ実じつに帰き結けつしていた。つまりそいつらは、産うみ出だされた存在だということ。

　──かなり大きなケモノが、近くにいる。

　初めて戦ったケモノもそうだった。何らかの目的で身体から放はなたれたに違ちがいない。

　また扉がある。開けた。しかし無む人じん。

「どこだ!?」走りながら吐き捨てた言葉は荒あらかった。さっきからずっとだ。

　扉を閉める。

「ティー……」その瞬しゆん間かん、隣となりで疾しつ走そうを止めたシオンの口から呟つぶやきが洩もれた。

「次だ、行こう」だからルナは横目でシオンを一いち瞥べつする。

　シオンもそれに倣ならって、また唇くちびるを結び走りだす。

　シオンは──ルナ以上に焦あせっているように見えた。




　口から思わず発せられた呟きは、ただ空むなしく無人の部屋に響ひびく。

　探さがしているのはケモノではない。

　求めているのはケモノを殺すことではない。

　自分は何をしているのだと思った。

　過去──三年前にやったことはもう取り返しがつかなくて、シオンが殺した人間たちはもう戻ってこない。理由や原げん因いんや経けい緯いはどうあれ、シオンがやったのはつまりそういうことだ。

　石を投げられても痛いたみは去る。溺おぼれかけても水は吐き出せた。それでもシオンは生きている。生きていた。戻ってきた。

　だけどノイスは死んでしまって、弟も死んでしまった。それはもうどうしようもない。戻ってこない。

　そして理由や原因や経緯はどうあれ──それと同じことを、シオンはやってしまった。

　自分を痛いため付つけた人間と同じように他人を痛め付け返した結けつ果か、彼らは死んだ。それが厭いやで、それがどうしようもなく辛つらくて、その事実から逃のがれるように三年間を過すごしてきた。逃れて、逃にげて、責任の所しよ在ざいすらもケモノに求め、殺さつ意いだけを発はつ散さんして、いつしか──自分を無む視しし忌き避ひしてきた人間と同じように──他人を無視し忌避していた。

　堂どう々どう巡めぐりだ。何も変わってはいない。そこに何があるというのだろう。

　だから、乗のり越こえなければならないと思った。ケモノ駆く除じよが終わった後、ティーと話をしようと思っていた。レイン＝リィンに出会い、シュシュ＝ケイトと死に別れ、セール＝ルウジュに怒おこられ、ルナ＝イルと約やく束そくし、自分はやっと、これから本当の意味で前に進めるかもしれないと思えるようになった。

　それなのに、ティーは今、どこにもいない。

　屋や敷しきの東半球、ティーたちの寝しん室しつからウェポンが滞たい在ざいしていた部へ屋や、そして空あき部べ屋や、書しよ類るいを収しゆう納のうしている部屋、浴よく室しつに至いたり、廊ろう下かを走って次の部屋へ。ケモノは無ぶ遠えん慮りよにシオンの邪じや魔まをする。憎にくいと思う。今までとは違ちがう意味で憎い。

　ティーがケモノに殺されてしまうということは、シオンがティーを見殺しにしたということで、それは畢ひつ竟きよう、三年前の殺さつ戮りくを繰くり返かえすことだった。シオンにはそうとしか思えない。

　だから走る。

　間まに合あうか間に合わないかではない。間に合わせるために。

　やがて廊下を闇やみ雲くもに走ったシオンとルナは大広間に出る。

　ここに来てシオンが最初に通された、扇おうぎ形がたの空間だ。

　立ち止まった。そこにも、人ひと影かげはない。

　ただしそこには、死体が落ちていた。

　さっきからちらほらと目の前に現れていた、三角形のケモノの死体だ。それらは例外なく白い刃のような細長いものに貫つらぬかれて、或あるいは壁かべや天てん井じように繋つなぎ止とめられて息いき絶たえている。

　金きん属ぞくと靴くつ裏うらがぶつかる鈍にぶい音がやけに反はん射しやして耳に届とどく。空間の中で唇くちびるを咬かみ、ケモノの死体を見み詰つめながら拳こぶしを握にぎって俯うつむいたシオンに、ルナが言った。

「これは……フィオナの？」そして、

「あそこ」

　顔を上げて指差された先を見る。

　扇形の奥おく、先せん端たん部ぶ分ぶんに収おさまった扉とびら。手動で開かい閉へいする形式の、やけに派は手でな意い匠しようの施ほどこされた、小さくも大おお仰ぎような扉。

　そこは確か──。

「中庭だ」ルナは呟つぶやいた。「行ってみる？」

　シオンは頷うなずいた。

　その胸むねは、不安と焦しよう躁そうよりも決意が多くを占しめている。
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　フィオナおねえちゃんは何をしにここへ来たの、と少女──イユは言った。

　だからフィオナは答えた。

「あなたに会いにきたんですよ」

「私に？」イユは怪け訝げんな顔をする。

「そうですよ」

　状じよう況きようを呑のみ込こめないのだろう、僅わずかに口を尖とがらせたまま、イユはそれでも笑え顔がおを絶たやさない。

　強い子だと思う。

　本当ならば不安でたまらないはずだ。自身の力に目め覚ざめたばかりの時は誰だれだってそうだ。フィオナだって孵ふ化かした直後はわあわあ泣ないていた。ルナも、カロマインも、そしてもういなくなってしまったロイドだって同じだっただろう。それなのに。

「ねえ、イユさん」

　そんなイユを頼たのもしく思いながらも、フィオナは再ふたたび立ち上がった。

　──ゆっくりとはしていられない。

　ここに来るまでに駆く除じよしたケモノの群むれ。

　ジャクが逃にげた時にはまだいなかったようだが──侵しん入にゆうされてからそれほど時間は経たっていないようだ。そしてだからこそ、急ぐ必ひつ要ようがある。

　中庭を素す早ばやく眼めだけで見み渡わたす。

　この場にいるのは、フィオナを含めて四人。

　猫ねこの耳を持った少女と、蝶ちようの翅はねを生やした少女は、フィオナの対とい面めん──東側の壁かべ際ぎわに蹲うずくまって震ふるえていた。守るには位い置ちが悪い。

「イユさん、こっちへおいでなさい」だからまずは穏おだやかに、目の前にいた幼おさな子ごに呼よび掛かける。

「おねえちゃん、あのね、私」状況を把は握あくしていないイユは笑顔を曇くもらせた。

「私ね」

「大だい丈じよう夫ぶです。だから、こっちに」

　不ふ承しよう不ぶ承しようながら頷うなずき、イユはフィオナに向かってとことこと歩み寄る。

　しゃがんで、抱だき上あげた。

「あのね。おじちゃんがいないの。どこに行っちゃったのか、知らない？」

「知っていますよ。あとで教えてあげます」

　惨ざん殺さつ死体を横目に、フィオナはおくびにも出さず笑えんだ。稀き存ぞん種しゆの相そう互ご連れん鎖さによって強制的喚かん起きされた『孵化』で、記き憶おくの忘ぼう失しつが起きていると判はん断だん。

　──どのみち、現実を教えるつもりはない。

　それよりも問題は、別のところにあった。

「あなた方」対とい面めんで抱だき合あい震ふるえるふたりの少女に向かって、できるだけ静かに、

「ゆっくりと……こっちに来て下さい」フィオナは言う。

　少女たちに反はん応のうはなかった。

　──怯おびえ過すぎている。

「……どうしましょうか」言いながら背せ中なかに翼つばさを生やし、拡ひろげる。用意しておく必ひつ要ようがある。

　しかしこの限げん定ていされた空間において、フィオナの翼は酷ひどく都つ合ごうが悪かった。無差別に生物を殺さつ傷しようしかねないフィオナの羽は根ね──祝しゆく福ふく器き官かんは、軌き道どう上じように敵てきのみが存そん在ざいする場合にしか使えない上に、派は手でにやれば家か屋おくに損そん害がいも出る。さっきのような廊ろう下かならともかく、ここはドームの中心部だ。この空間そのものが、構こう造ぞう上じようの支し柱ちゆうになっていないとも限かぎらない。

　とは言え、別の祝福器官──弾だん丸がん以外の羽根は、それ以上に、ここでは使えない。

　逡しゆん巡じゆんした末に、しかし少なくとも準じゆん備びだけはしなければならないと思う。

　抱き上げたイユが、うわ、綺き麗れい、と嬉うれしそうにフィオナの羽根に触さわろうとする。

「今は駄だ目め」だから制せい止しし、

「あとでゆっくり、触っていいですからね。……ところでイユさん」

「ん？」ちょっと残ざん念ねんそうに手を引っ込めながら、イユは答える。

「ひょっとして、気付いていますか？」

「え、……ああ、あれのこと？」イユは何かを思い出したように、視し線せんを上うわ目めに遣やった。

「ええ」勘かんが鋭するどい子だと思う。「どうすればいいでしょうね」

「んー」イユは白い指先を、薄うす桃もも色いろの唇くちびるにくわえる。

「ちょっと気持ち悪いけど……私は大だい丈じよう夫ぶだよ。だって形は恐こわいけど、恐くないもん」

「そう。イユさんは、強いのね」フィオナは笑う。安心してよさそうだ。

「たぶんね、匣はこに入るんじゃないかな。でも頑がん張ばらなくちゃいけないと思うし、動いてたらできないよ。だって……私まだ、よくわからない」

　強制孵ふ化かに伴ともなうアポトーシスは、イユの身体に多た大だいな負ふ担たんをもたらしているだろう。さっきの死体を見れば瞭りよう然ぜんだった。精せい神しん面めんに亀き裂れつが入っているかもしれないし、何より身体面で何か不ふ具ぐ合あいが出ているかもしれない。見たところ痛いたみを感じているふうはないが──それはエデンに帰ってから、念ねん入いりに調ちよう査さしてもらう必ひつ要ようがあった。

　しかし、その代わりに得えたものも大きい。

　乱らん雑ざつに引き起こされたアポトーシスによって、孵化のみならず部分連れん結けつが起きている。完全ではないし相そう互ご連れん鎖さに至いたるはずもないが、恐おそらくイユはもう──自らの力を理り解かいし、ある程てい度どの制せい御ぎよができるのだろう。この少女は無む意い識しきに自分の力の存そん在ざいを享きよう受じゆしている。

　それに、賭かけてみてもいいと思う。

「他にはどうですか？　どういう状じよう態たいになったら、できますか？」フィオナは重ねて問い、

「うん。……あのね。近くにいないと駄だ目めだよ。ティーおねえちゃんやスミタおねえちゃんたちまで閉じ込めちゃったら、壊こわせない」イユは答える。

　思った。

　──強くて優しい子。

「ねえ、イユさん」だから、「力を使うのは恐こわいかもしれないけれど、いつかはそうしなければならない日が来ます。自分が何者であるのかを理り解かいして、乗のり越こえなければならない日が」

　そっとイユの両りよう脇わきを抱かかえ、地面に降おろす。しゃがんで頭を撫なでながら、フィオナは問うた。

「……今、それができますか？」

　イユは──イユ＝イエールは。

　少しの間、困こまったように視し線せんを巡めぐらせ、自らを恐きよう怖ふするかのように自分で自分の肩かたを抱だき締しめて唇くちびるを噛かみ、俯うつむいて──それからその唇を真ま一いち文もん字じに結んで、顔を上げる。

　頷うなずいた。

「うん。私、やってみる」

　フィオナはそんなイユをそっと抱き締めた。

「ありがとうございます」

　その瞬しゆん間かん、フィオナが来た側がわの扉とびらがぎぃと開いた。

　イユを抱き締めたフィオナの視線上に、灰はい色いろの髪かみが見える。それから続いて、漆しつ黒こくの髪。

「フィオナ……？」

　視線が合う。

　ルナ＝イルがシオン＝エシュの向こうで、驚おどろいたように眼めを見開く。

　フィオナは顔を明るくさせた。

　──来てくれた。

　唯ゆい一いつ感じていた懸け念ねんが、これで一いつ挙きよに解かい消しようされる。守るべきものと雑ざ魚ことが入り乱れる戦せん闘とう。それをどうにかして乗り越えないことには、フィオナもイユも動きようがなかったのだから。

「ルナさん。シオン＝エシュ」抱き締めたイユの身体からそっと離はなれ、フィオナは立った。

「急で申もうし訳わけないのですが……地面の下です」

　ルナとシオンは揃そろって硬こう直ちよくした。

　少女がふたり、呆ぼう然ぜんとしたまま中庭に視線を巡らせている。突然入ったきた闖ちん入にゆう者しやたちの意味がわからず、状じよう況きようを呑のみ込こめずにいるのだろうか。

　だけどフィオナはそれに頓とん着ちやくせず、変へん異い種しゆの少女ふたりを指差し、

「……まずはそいつらを片付けなければ手の打ちようがありません。あなたがたふたりに、あのふたりを守ってもらっていいですか？」

　ルナ＝イルとシオン＝エシュは揃って頷く。

「そのために来た」

　地面のあちこちが同時に盛もり上あがり、ケモノたちが現れ始めている。

　ルナは殺さつ意いを込めた視し線せんで、それを睨にらみ付つけていた。
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　地中からのぞのぞと生えるそいつらの存そん在ざいを認にん識しきするのに、ティーは時間を要ようした。

　最初はわからなかった。イユの変へん貌ぼうと、ひとりでに捩よじれていくジャクを見て完全に思し考こうは停てい止しし、無む条じよう件けんに怯おびえていた。状じよう況きようの掴つかめないまま中庭には金きん髪ぱつの女性が入ってきて、イユとその女性は何やら会話していたが、しかしその内容さえも聞き取れないほどに、ティーは憔しよう悴すいし恐きよう怖ふし混こん乱らんしていた。

　逆さかさに曲がりぐるぐる歪ゆがみ、濡ぬれた神しん経けいがはみ出て壊こわれた骨ほねが突き出していくジャクの身体は気持ち悪さを通とおり越こしてまるで現げん実じつ味みがなく、それ故ゆえにただ、恐おそろしい。だから思考を止め映えい像ぞうを捨て目を閉じて、中庭の隅すみに逃にげて頭を抱かかえていた。後ろから自分を抱だき締しめる体温がスミタのものであるとさえ意い識しきせずに、ティーはそれに寄りかかって現実から逃のがれていた。

　気付いたのは、背はい後ごで変化したスミタの気け配はいを怪け訝げんに思って目を開けたからだ。

　だけど、それでも──光とともに視し界かいを網もう膜まくに映うつしても、やっぱり意い味みがわからなかった。

　目の前の光こう景けいは、

　現実は、

　酷ひどく形けい容ようし難がたい。

　そして。

　いや──だけど。

　何な故ぜ？

　ティーは目の前の光景を認にん識しきする。

　反はん応のうできない。

　確かに自分は動物としてここに飼かわれているも同然で、この中庭は動物を放はなし飼がいにするための閉へい鎖さ空くう間かんだ。だけど、だとしたら。

　どうして自分たちだけではなく、ケモノまで一緒にするのだろう？




　目の前に、沢たく山さんの生き物。それらは、

　ティーの周しゆう囲い、土の中から顔を出してこっちを見ている。

　複ふく眼がんを輝かがやかせている。

　爪つめをもたげている。

　こっちに向かって這はい寄よろうとしている。

　まるで仲間を見付けた動物のように。

　声は出ない。

　出せない。

　そいつらは一いち様ように、三角形の扁へん平ぺいな形をして、まるで海鷂魚えいのような形をしていた。細部も体長も気持ち悪いくらいに同形で、虫みたいな足を生やし複ふく眼がんを宿して蜘く蛛ものように歩く。大きさはティーの頭ほどで、数は──わからない。

　あちこちに、スミタが掘ほり返かえしたみたいな穴が開いた。

　そいつらは土の中から出てきていた。

　ゆっくりとこっちに来る。

　ぞろぞろとこっちに寄る。

　おぞましくて気き味みが悪くて気持ち悪くてそして絶ぜつ望ぼう的てきに恐こわい。

　殺される、そう思った。

　喰くわれる。生きたまま、肉を千切られる。

　不ふ可か避ひだ。

　決定されている。

　絶望だ。

　痛いたみだ。

　死だ。

　恐い。

　恐い。

　足の間が濡ぬれた。

　それにも気付かない。

　ただ、恐い。

　そうして沢たく山さんの中の一匹が土中から完全に姿すがたを現し、ゆっくりと扁平な躯からだを上向きにする。

「……ひ、ひ。ひ」感情を無む視しして喉のどから洩もれる音に反はん応のうしたかのように。

　そいつと目が合ったような気がして、ティーはただの反はん射しや行動として頭を抱かかえ、目を閉じる。




　がきぃ、と──何かと何かがぶつかる音が聞こえた。




　直後、ぴぎぎぃ、と意味不明な生物の悲ひ鳴めい。

　悲鳴？

　ティーは怖おず怖おずと、頭を抱えたまま瞼まぶたを開く。ケモノで埋うめ尽つくされたはずの視し界かいが、何かで塞ふさがれている。

　それは青をくすませて緑色を少し混まぜ、それを濃こくして黒に近付けたような変な色。

　それは小さくて細くて華きや奢しやで、だけど真まつ直すぐに伸ばした背せ。

　それは、誰だれかの、背せ中なか。

「……間まに合あったな」その背中の向こう、更さらに前方で声がした。少年の声。

「まだよ」背中が答える。

「ふたりを連つれてこっちへ来て下さい。そうすれば……何とかなるでしょう」

　遠くから聞こえるのは、どこか落ち着いた女性の声だった。

「無む用ようだ」少年がそれに応こたえた。「僕らで、やれる」

「……誰だれ？」

　状じよう況きようが呑のみ込こめないまま呆ぼう然ぜんとして呟つぶやくティーの視し線せんが、視し界かいを塞ふさぐ背中から全身へと巡めぐる。

　肩かたの上には短く切きり揃そろえた灰はい色いろの髪かみがある。変な色の服は何な故ぜか左の袖そでだけが分ぶん割かつされ捲めくられ、肩に留とめてあった。そしてその捲られた左袖から伸びた腕うで、肘ひじから下に。

　それは短くて鋭するどい棘とげを上方向に林りん立りつさせたような、奇き妙みようで奇き怪かいで残ざん酷こくで残ざん虐ぎやくな珍めずらしい変へん異い。

「……うそ」ティーは呟つぶやく。

「どうして？」

　ケモノたちのおぞましい姿すがたが、その腕と重なる。

　遡さかのぼる記き憶おく。

　思い出す。

　思い出した。

　思い出して、反はん射しや的てきに、

「……ぎぃやああああはあああああああああああ!!」

　ティー＝ティカは絶ぜつ叫きようした。
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　まるで断だん末まつ魔まのような悲ひ鳴めいを真後ろで聞きながら、だけど『灰はい被かぶり魔ま女じよ』は振ふり向むかない。

　できることなら見せたくなかった。見たくなかった。会いたくなかった。思い出したくなかった。思い出して欲しくなかった。それでも。

　それでも身の裡うちにあるのは、後こう悔かいではない。

「いいか？」前に立ったルナ＝イルが確認するように言う。

　その更さらに前で蠢しゆん動どうする醜みにくいケモノたちが、ティーの悲鳴に反はん応のうしてざわめきたっている。

「ええ」灰被り魔女──シオンは答えた。

　ケモノを前にした時の、条じよう件けん反射によるいつもの雑ざつ多たな感情を胸むねの裡に抱いだく。だけど憎にくしみや怒いかりや迷まよいや悔くいや願いや望みや悲しみや恨うらみは、直後一いつ斉せいに引いていった。

「……じゃあ、行こうか」少年が振り返らずに言った。

　その黒い髪と白はく銀ぎんの背は、細くて小さくて頼たよりない。だけど。

　彼がいてくれてよかったと、そう思い、

　背はい後ごで震ふるえる人を死なせてもいけない、そう思い、

　約やく束そくを守る時だと、そう思う。

　後ろには過去。

　前には現実。

　両方を乗のり越こえるために何をすべきなのかは──わかり過すぎるくらいわかっている。

　シオンは短く応こたえた。

「ええ」

　双そう方ほう同時に、同方向へ、まるでケモノの波を掻かき分わけるように突とつ進しんした。

　と、一いつ斉せいにそいつらは反はん応のうし飛とび掛かかる。中庭の右方向に走ったシオンに三匹群むらがる。斜ななめ後ろから躯からだをもたげてきたケモノにまずは左腕うで──『魔ま女じよの剣』を振ふり降おろす。衝しよう突とつ音おんがしてそいつは大きく弾はじかれた。硬かたい。弾かれた先に飛んでいったそいつは、近くにいたルナに横目で睨にらまれる。ルナが飛び、そいつに掌てのひらを叩たたき付つける。溶よう解かい。その様よう子すを確認もせずにシオンは次の一匹、床ゆかを這はっていたケモノの直上から剣で踏ふみ付つける。今度は潰つぶれた。そのまま屈かがんだ姿し勢せいで片足を上げ、振ふり、もう一匹をブーツの踵かかとで蹴ける。飛び上がっていたそいつはよろめいたから隙すきを逃のがさず左腕で追つい撃げき、撃げき墜ついした。

　次は自分から攻せめる。

　全部が小型で、数にさえ気を付ければいい。生えた蜘く蛛もの脚あしを数本切きり裂さきざまに、たった今ルナが仕し留とめ損そこね地面に落ちて蠢うごめいていた腐ふ肉にくの塊かたまりに止とどめを刺さす。刹せつ那なの後には地を這はうような低姿勢で掬すくうように剣を振り上げまた別の奴やつに一いち撃げき。痙けい攣れんして地面に落ちた。

　ルナがすかさずそいつに瘴しよう気きの結けつ晶しよう──月に似にた小さな球きゆう体たいを叩き付けた。

　と、蜘蛛の脚を半分奪うばわれたやつが、よろめきながら、シオンに糸を吹き付ける。背後からの襲しゆう撃げきに反応が僅わずか遅おくれる。

　気付き避よけようとした刹那に割って入ったのはルナだった。ルナは糸を全身に浴あびながらそれでも怯ひるまずに蜘蛛へと躍おどりかかる。瘴気によって糸は用をなさず、ルナからあっという間に剥はがれ、そして蜘蛛もまた、頭とう部ぶ──三角形の躯はどこが頭なのかわからなかったが──に月を落とされる。活動停てい止し。

　シオンはだから、動きを僅かに鈍にぶらせたルナの首くび筋すじに咬かみ付つこうとしていた小さなケモノを左腕で薙なぐ。遠えん心しん力りよくで振り回した腕はルナの肩かたを掠かすめケモノに命中する。シオンは一回かい転てんし、そのまま地面へと墜つい落らくさせたそいつに向かって駆かけ寄より、

　薄うすく息いきを吐つきながら止めを刺した。

　ルナがその隣となりに立っている。

「あと何匹だ？」

　質問にシオンは視し線せんを巡めぐらせる。背後にいるティーと、名も知らない変へん異い種しゆ。前方にいるフィオナ＝レスファと、見知らぬ子供。ルナとシオンが暴あばれているお陰かげか、ケモノ共は彼女たちに見向きもしない。ただルナとシオンに躯からだを向けて、じりじりと歩み寄っている。

　数は──、

「十五匹」

「どうする？」

「決まってるわ」

「あんたは大だい丈じよう夫ぶ？」

　ルナ＝イルがちらとシオンの顔と、そして絶ぜつ叫きようを強こわ張ばらせて喉のどを痙けい攣れんさせているティーをそれぞれ一いち瞥べつして尋きいた。

　シオンは身み構がまえて頷うなずく。

　自分のためにあの子を守る。あの子を守るために攻せめる。攻めることで守れるならば、

　──私は……それが、私の答えだ。

「わかった」

　ルナはシオンの横顔に視し線せんを送り、眼めだけで微かすかに笑えんだ。

　だからシオンはケモノたちの方へ向かってまた、走りだす。
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　中庭に散ちらかっていくのは、潰つぶされ腐くさらされ殺されたケモノたちの死体だった。

　血の匂においと腐ふ臭しゆうが混まじり異い様ような空気が立たち籠こめる。それにつられてケモノも集まってきているのだろうか、それとも死体になったことで数多く見えるだけなのか、地面には既すでに三十近いケモノが死んでいた。いずれも三角形の──まるで魚の鱗うろこを基き礎そにして他の生物を混ぜたようなケモノだった。

　息いき遣づかいと共に硬かたいものがぶつかり合うような鋭するどい音と、それから肉が潰れるような柔やわらかい音が間かん断だんなく聞こえる。それらの音を発しているのは、ふたり。

　たった、ふたりだった。

　ひとりは、少年。

　そしてもうひとりは、片かた割われは、忌いみ子ご。

　あの、忌み子だった。

　──何な故ぜ？

　ティーが状じよう況きようと経けい緯いを理り解かいできないままに、忌み子はケモノに畸き形けいを振ふり降おろす。

　そうして一いち撃げきを加えケモノを動けなくして後ろに飛とび退のく。

　入れ代わりに少年が、腰こしを屈かがめて低てい姿し勢せいで突とつ撃げきする。ぴぐぴぐ痙けい攣れんする躯からだを素す手でで掴つかむと、そいつは溶よう解かいしながら腐ふ敗はいした。そしてもうその時には、忌いみ子ごは次の獲え物ものにかかっている。小さめの三角形を叩たたき落おとし、そうしておいてまた逆ぎやくに跳はねる。同じように少年は手近なケモノに一いち撃げきを加えると腐くさりかけた躯を戻ってきた忌み子が潰つぶし、そうして──。

　入れ代わり、立ち代わり、或あるいは別個に、或いは同時に、或いは順番に、或いは協力して、或いは手分けして、彼らは次々と残ざん虐ぎやくに黙もく々もくと完かん璧ぺきに。

　ケモノを殺し潰し殺し裂さいて殺していく。

　狂きよう乱らんよりも狂きよう気きよりも、その場を死し臭しゆうが覆おおっていく。

　それが何より不ふ可か解かいだ。

　それが何よりおぞましい。

　ケモノよりも──恐おそろしい。

　ティーには訳わけがわからない。

　動いているのはもう、片手で数えるほど──。

　思う。

　あいつを殺したら、次は私の番なのか。

　次は忌み子が私を殺しにくるのか。

　仇を取りにやってくる──そうだそうに違ちがいない。

　あいつはずっと復ふく讐しゆうを胸むねに生いき延のびて、集落の生き残りであるティーを殺そうと仲間を引ひき連つれて来たのだ。そうして復讐を邪じや魔まするケモノを潰してしまった後でゆっくりと、恨うらみに任まかせて散さん々ざん痛いためつけた挙あげ句く、あの恐ろしい棘とげで私の身体をずたずたに引き裂くつもりなんだ。そうに決まっている。誰だれだってそうするだろう。

　だから更さらに一いつ層そうの恐きよう怖ふを胸に溜ためた。

　左腕うでにある凶きよう悪あくな、鈍にび色いろの棘とげ。そいつの呼こ吸きゆうよりも速く激はげしく上下するその腕は、赤く血に濡ぬれて肉片をこびりつかせている。

　スミタも怯おびえている。本ほん能のう的てきな恐怖は人ひと並なみ以上なのだろう、歯を鳴ならしながら目の前の惨さん劇げきを食い入るように見み詰つめている。

　そうして、ティーがただただ恐怖で動けずにいる内に。

　少年が最後のケモノに止とどめを刺さし、それを確認したかのように、忌み子は暴ぼう虐ぎやくを止める。
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　ルナ＝イルとシオン＝エシュが三十八匹のケモノを殲せん滅めつするのに要ようした時間は一分二十七秒だった。すべてが同一形の小型で、ひとつひとつの強さはさほどではないにせよ──一匹あたり二秒強という数字は、対少数用ウェポンの戦せん闘とう能のう力りよくとしては感かん嘆たんに値あたいする。

　フィオナ＝レスファは眼めを見開いていた。

　自らの羽は根ね──祝しゆく福ふく器き官かんは対多数用に特とつ化かしたもので、仮に自分がやったなら殲せん滅めつには一秒かからないだろう。しかし単たん純じゆん比ひ較かくはできない。力の質しつは異ことなっている。依い頼らい主ぬしであるふたりの変へん異い種しゆを背せにしていればよかったのだが、彼女たちが対とい面めんにいるこの状じよう況きようでは、フィオナ自身まったく役に立たない。加えてこの閉へい鎖さした空間の中だ。自分ひとりならばともかく──守る対たい象しようが存そん在ざいする場合、自分の力は酷ひどく使つかい辛づらい。守しゆ護ご天使の名を与あたえられた彼女にとっての矛む盾じゆんがここにあった。

　だから素す直なおに、ふたりに対して感かん謝しやする。

「ありがとうございます」

　息いきを荒あらげながらルナ＝イルが笑えむ。シオン＝エシュは肩かたを上下させながら、その傍かたわらで俯うつむいていた。理由はわからないがいつものことだ。

「これで……ひとまずは安心ですね」

「フィオナおねえちゃん？」

　しかしその時、抱だき上あげた背中が動いた。

「どうしたのですか？」

　少女──イユが少しだけ小首を傾かしげ、フィオナの首くび筋すじに手を回す。

「そうだ、あの人たちにイユさんを紹しよう介かいするのを忘れていましたね」

「うん。でも、あのね」イユの歯切れは悪い。

　何な故ぜだろうとフィオナは思った。直後、

「ルナ！」シオン＝エシュの怒ど号ごう。

　弾はじかれたようにイユの身体が震ふるえた。フィオナもまた、シオンの方に視し線せんを移うつす。

「まだっ！」

　シオン＝エシュは──まるで何かに取とり憑つかれでもしたかのように表情を変え、変異種ふたりのいる壁かべに向かって走りだした。
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　次は私だ、次は私だ、次は私だ──そう思い、だけど動けずに、ティーは顔を真っ白にしてがくがくと震えていた。三年前の記き憶おくは今でも心の奥おくにある。父が背中から刺し殺される姿すがたは、生まれた村で見た最後の光こう景けいだ。

　あの時は逃にげ出だすことができた。

　だけどもう、逃げ出すことはできないだろう。

　そいつがこっちを向き、走りだす。

　灰はい色いろの瞳ひとみがティーの心臓を射い抜ぬく。




　反はん射しや的てきに、ティーは絶ぜつ叫きようした。

　心のどこかで、こうなるのも当然だなと思いながら、それでも死への恐きよう怖ふは何より強かった。つまるところそれが──死への過か剰じような恐怖が、ティーの性せい質しつを決定付ける要よう因いんのひとつとなっていることに、彼女は気付かない。

　自身の命より大事なものを見付けられずにいることが、彼女を臆おく病びようにしていたのに。

　自分の声が中庭中に響ひびき渡わたり、金きん属ぞくの壁かべがその音を反はん射しやしてびりびりと震ふるえる。

　絶叫しながら取り乱し、その中で思う。

　死ぬのが怖こわい。死ぬのは怖い。死ぬのは厭いやだ。

「ああああああ！　あああああああああ!!」自分の絶叫が他ひ人と事ごとのように聞こえる。

　生きてスミタに謝あやまりたいなと、何な故ぜか思った。

　上空でかん高い破は壊かい音おんがしたことには、気付かなかった。




　そしてそれらは、ほんの刹せつ那なの間に起きたことだった。本当ならこういう時、その瞬しゆん間かんだけが酷ひどくゆっくりと流れていくものであるはずだったけれど、恐怖もなく状じよう況きようを理り解かいしてもいないスミタ＝リタの時間は、全然そうはならなかった。

　すべてが幾いくつ数える間もなく起きた。逡しゆん巡じゆんする間も、驚きよう愕がくする間も、後こう悔かいする間も、何もなかった。そして逡巡する知恵も、驚愕する反はん射しやも、後悔する賢さかしさも、何も持っていなかった。

　ただ、あっと思った瞬間には身体が動いていた。

　透とう過か性せい金属板。

　割れる音。

　きらきらしたものが、降ふってきた。

　自由落下。

　その破は片へん、大きなひとつも同様だった。

　それがスミタとティーの頭ず上じように、堕おちてくる。

　スミタはティーを抱だく腕うでに力を込めて、思い切り前に突き出そうとする。

　その最さ中なか、こっちに走ってくる女の人が見えた。

　スミタのケーキがその人の足下にあった。それは戦いの最中にも破壊を免まぬかれていた、土と木の葉と花で形成された自信作。お祝いのために作った、とっておき。

　お祝い──生まれた場所で最後に食べたのが『けーき』という甘い食べ物だった。娘を売った慰なぐさめに、対たい価かとしての金銭を使って両親がスミタに振ふる舞まったのがそれだ。事じ情じようなんて何ひとつわからないスミタに両親は嘘うそを吐ついた。今日はお前の誕生日だからそのお祝いだよ、と。

　その言葉をスミタは信じ、そしてお祝いにはケーキを食べるのだという知ち識しきを得える。

　スミタがここに来て半年後に、ティーがここに来た。そしてティーがここに来てからもうすぐ一年になる。

　そのお祝いをしようと、スミタは思っていた。

　また壊こわされるな。残ざん念ねんに思った。

　だけど。

　ケーキが踏ふみ潰つぶされる直前──男の人がその女の人に抱だき着つき、押おし倒たおす。ふたりは倒れ、男の人の身体が女の人の上に覆おおい被かぶさった。そしてそのお陰かげで、ケーキはまたもや難なんを逃のがれる。殆ほとんど奇き跡せきのような光こう景けいが、スミタの視し界かいの端はしで目まぐるしく展てん開かいされていた。

　スミタは奇跡の存そん在ざいを知らなかったけれど、ティーの身体を思い切り突き飛ばしながら、安心した。

　だけど奇跡というのはその程てい度どにしか、誰だれかの人生を左右しない。

　ティーは後ろ向きにひっくり返った。

　金きん属ぞく板ばんの大きな破は片へんは降ふってきて、

　それはティーを突き飛ばすために伸ばしたスミタの両腕うでを勢いきおいよく切せつ断だんした。
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　天てん井じようが割われ、破片が落ちてくる。

　ルナは変へん異い種しゆの少女たちに走り寄るシオンの身体をひっ掴つかみ、押し倒した。後あと先さき考えず我が身も顧かえりみないシオンの行動に少しだけ怒いかりを感じながら、それでもそれを止めてしまうことに罪ざい悪あく感かんを覚おぼえ、少女の身体に覆い被さる。

　大きな破片は直ちよく撃げきしなかったが細かな破片が背せに刺ささり、ルナは痛いたみを覚おぼえた。

　そして破片の雨が止みかけた頃ころ──悲ひ鳴めいがあがり、地じ響ひびきがする。

　起き上がり振ふり返かえると、中庭の一いつ画かくで血の噴ふん水すいが舞まい、

　地面に降おり立たっていたのは、ケモノだった。

　大きさは人間の三倍程てい度ど。鮒ふなと鯰なまずと雷らい魚ぎよをごちゃ混まぜにしたような形をしている。ただし鱗うろこはない。剥むき出だしの地じ肌はだは乾かん燥そうして無む数すうのひび割れが走り、おぞましく滑こつ稽けいだった。

　魚の躯からだからは様々なものが生えていた。蜘く蛛もの脚あし、犬の尻尾しつぽ、鼠ねずみの頭、鳥の羽は根ね、その他何かよくわからない動物の身体。魚を基本にして別のケモノを大量に取り込んだかのような、無む秩ちつ序じよな外がい見けんをしている。

　そいつは蜘蛛と蛙かえると兎うさぎの脚──十六本の足をゆっくりと動かす。魚類特有の無む機き質しつな瞳ひとみと、口の中から突き出た蛇へびの頭が、悲鳴のする方を睨にらんでいた。

　悲鳴は、中庭の隅すみで聞こえている。

　ちらと一いち瞥べつすると、猫ねこの耳を生やした少女の腕から血が吹き出ていた。そしてその目の前でもうひとり──シオンの知ち己きである蝶ちようの翅はねを持った少女が、血ち塗まみれで叫さけんでいた。

「シオン！」ルナは咄とつ嗟さに身体を起こす。

　ケモノは明らかに、悲ひ鳴めいとそれから血の匂においに反はん応のうし始めている。

「僕があっち、あんたはあいつだ。……了りよう解かい？」

　シオンは一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんの後、歯は咬がみして微かすかに頷うなずく。

「……お願い」そして起き上がり、左腕うでを掲かかげ、身を沈しずめ、跳はねる。

　ルナはそれを横目に、少女ふたりの方に向かって走った。

　シオンがケモノの背せに派は手でな斬ざん撃げきを喰くらわせたのと、ルナが少女たちのもとへ到とう着ちやくしたのは、ほぼ同時だった。




「おい！」ルナはふたりの少女に声を掛かける。「大丈夫か!?」

　言いながら思う。駄だ目めだ、と。

　両腕を失った少女の出血が激はげしかった。脈みやく動どうに合わせてびくびくと舞まう深しん紅くの液体は、もうひとりの少女の身体に降ふり掛かかりながら止まらない。

　自分の腕が断たち切きられた時のことを思い出す。一カ月前──それほど出血がなかったのは、自分が稀き存ぞん種しゆだからなのだと改めて実感した。

　腕を切られれば太い血管も破れる。出血とは本来、こういうものなのだろう。

　両腕を失くし、少女の顔はどんどん青くなっている。既すでに痛みによる衝しよう撃げきで意い識しきはないのだろう、瞼まぶたを半分閉じてびくびく痙けい攣れんし、だから尚なお一いつ層そう出血を助じよ長ちようさせていた。

「いや！　いやぁ！」

　それを目もく前ぜんに血ち飛沫しぶきを浴あびながら、蝶ちようの翅はねを生やした少女──確かティーとかいった──の絶ぜつ叫きようは、やむことを知らない。

「どけ！」押おし退のけて傷きず口ぐちを押さえる。肘ひじから下が半分ない腕。どうすれば出血は止まるのだろう。ルナには方法がわからない。自分の力では、腐くさらせることしかできない。

　腐らせる──？

　不ふ意いに思い付き、試ためすことにした。どのみちこのままでは助からない。だったらやってみようと思った。結けつ果か、自分がこの少女を殺してしまうことになったとしても、それでも。

　片腕ずつ。出血し続ける傷口を無む理り矢や理り押さえて、それからごく僅わずかに、できるだけ弱く、その掌てのひらから、瘴しよう気きを。

　傷口を、腐らせる。

　血流が僅かに弱まった気がした。

　だからもう片方の腕も。

　無む言ごんで誰だれかが駆かけ寄よる気け配はいを感じた。

「血管を押さえます」

　フィオナ＝レスファの声だ。声と共に布が裂さける音がした。フィオナは躊ちゆう躇ちよなく、自分のスカートを細く長く裂き、それを使って少女の脇わきをきつく縛しばる。次いでもう片方も、同じように。

「いい判はん断だんでした」

　血で濡ぬれたルナに向かって、フィオナは笑えんだ。裂さけたスカートの間から腿ももが露あらわになっていたが、そんなことを気にもせず、

「出血を止めるのが最さい優ゆう先せんですから。あとで、傷きず口ぐちを焼きます。それから……すぐにエデンへ連つれ帰かえって治ち療りようを。こちらの落おち度どですから、それくらいはしなければ」

　ルナは短く素す早ばやく頷うなずき、

「あんたは？」ティーに、振ふり返かえった。

　もうひとりの少女、ティーは呆ぼう然ぜんとしたまま、こっちをぼんやりと見ている。

「あ……あ」声を上うわ擦ずらせながら、呟つぶやいていた。

「あんたは怪け我が、ないのかって尋きいてる！」

　ルナは叫び、すぐ向こうで繰くり返かえされている狂きよう乱らんを一いち瞥べつした。

　焦あせる。

　シオンがひとりで戦っていた。あの時と同じように──戦っている。

　だけどシオンの身体はまだ本ほん調ちよう子しではない。さっきまでずっと動き回っていた。もう限げん界かいのはずだ。明らかに動きは鈍にぶり始はじめている。

　すぐ行かなければと思う。それなのに。

　ティーは狼狽うろたえたまま口をぱくぱくさせ、

「あ……ひ、いや、いや」

「おい、あんたに怪我はないのかと尋いてるんだ！」

　だからルナは声を荒あらげて少女の両肩かたを掴つかんだ。

　途と端たん。

「あ、いや、いやああああ！」少女は急に、暴あばれ始はじめた。

　手をばたばたと動かし、身体をぎくしゃくと揺ゆらし、恐きよう怖ふ一色で染そめた両の瞳ひとみをルナに向けたまま。

「いや！　殺さないで、殺さないでっ！　お願いです、厭いやです、私は……！」

　ルナは唇を噛かむ。

　詳くわしい話は知らない。

　だけどシオンの口からは断だん片ぺん的てきな言葉が語かたられていて、推すい測そくはできる。少女の──シオンを眼めにした時の反はん応のうから、大おお凡よそのことはわかる。何があったか、そしてどうなったのか、だから今現在、彼女がどういう心しん境きようなのか。

　だけど。

　それは──その心境は、

　シオンをまるで、無む視ししている。

　それが許ゆるせない。

　それを悔くやしいと思う。

　それに腹が立つ。

　ルナは激げつ昂こうし、

「ふざけるなっ！」思わず少女の胸むな倉ぐらを掴つかみ、それから左手を振り上げた。
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　頬ほおを打ぶたれた衝しよう撃げきと共に、ティーの絶ぜつ叫きようは止やんだ。

　そしてその代わりに自分の耳に届とどいたのは──名も知らない少年の、叫さけびだった。

「あれを見ろ！」少年は指差す。呆ぼう然ぜんとしたまま、それを眼めで追った。

　その先には、大きなケモノ。

　そいつはティーの数倍はあろうかという大きさで、同時におぞましい外がい見けんで、何をどうしたって、ヒトにどうこうできる大きさではないと思われた。

　だけどそのケモノに、襲おそい掛かかる影かげがあった。それは灰はい色いろの髪かみを振ふり乱みだし左腕うでの畸き形けいを振り回し、眼にも留とまらない動きでケモノを斬きり付つけ、離はなれ、そしてまた寄っては抉えぐっている。ケモノはそいつと戯たわむれることに熱心で、こっちにはまるで無む関かん心しんだった。

　忌いみ子ごだ。

　あれは、あの影は──。

　自分を殺そうとしていた、忌み子だった。

　少年はティーの耳に痛いたいほどの声で、また叫んだ。

「シオンは……あんたには、シオンが何で戦ってるのかもわからないのか!?　シオンは戦ってる。あんたを守るために戦ってるんだ！　それがどうして、あんたにはわからない!?」

　ティーにはわからない。

　少年は続けた。今度は声せい質しつを僅わずかに落とし、まるでティーを呪のろうかのように。

「本当なら……僕はあんたが生きようが死のうが、興きよう味みない」

　死ぬという単語に、ティーはびくんと瞳どう孔こうを収しゆう縮しゆくさせる。

「あんたと僕は無関係だ。どうだっていい。だけど……シオンは違ちがう」

　少年の眼には涙なみださえ浮うかんでいる。

　ティーにはわからない。

「シオンはあんたに死んで欲しくないと思ってる。それはシオンにとって大事なことなんだ。だから僕も、あんたが死なないでいてくれればいいと、そう思う。それなのに……あんたには何でそれがわからない？　あんたには大事なものがないのか？　自分の意い志しがないのか？　何でシオンの今の気持ちが、あんたに伝つたわらない？　少しでいい、欠片かけらでいい。本来の意味でわからなくたっていい。それなのに……それなのにその少しさえもがどうして……どうして伝つたわらないんだ!?」

　少年は僅わずかに俯うつむき、一いつ瞬しゆんだけ瞼まぶたを閉じた。

　ティーには、わからない。

「……もういい」やがて少年は、ティーの肩かたから手を離はなす。

「せめてそこを動くな。僕は行く。だから邪じや魔まをするな。ここを動くな。それだけでいい。僕の、シオンの……それからあんたを助けたあの子の」

　少年は、青い顔で眼めを瞑つぶっている両腕うでを失くしたスミタを一いち瞥べつしそれからティーに向き直り、

「あの子の両手は、あんたのせいで失くなったんだ。だからあんたには、あの子の両腕の責任がある。だからあんたの命はあの子の両腕程度には重い。シオンにも……シオンも同じだ。シオンは身体を張ってあんたを守ってる。あんたの命はシオンの命程度にも重い。それを……それを忘れるな」

　立ち上がった。

　それは──その言葉は。

　よくわからないけれど、ティーの心臓を鷲わし掴づかみにした。

　少年はもうティーを見ない。

「フィオナ、この子たちを頼たのむ」

　その視し線せんはケモノと、それからケモノに抗あらがう忌いみ子ごの方に向けられていた。

　フィオナと呼よばれた金きん髪ぱつの女性は、スミタを抱だいたまま答える。

「あのケモノの動きを止めて下さい。そうすれば……それだけでいい」

「わかった」少年は走り出す。

　その後うしろ姿すがたには、逡しゆん巡じゆんも後こう悔かいも懸け念ねんも諦てい念ねんも一いつ切さい感じられない。

　ティーはそれを見み詰つめながら、呆ぼう然ぜんとする頭の片かた隅すみで、ケモノの陰かげで飛とび跳はねている忌み子のことを考えていた。

　──シオン？

　あの子の名前。いつもおどおどしていて、怯おびえるような、皆みなの顔色を伺うかがうような眼をしていた、今の自分と同じような眼をしていた、あの子の名前。

　シオン。

　シオン＝エシュ。

　──確か、そう、いったっけ。
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　どんなに傷きずを付け体たい皮ひを抉えぐっても、致ち命めい傷しようにはならない。それどころかシオンが傷を与あたえるほどにケモノは動きを速はやめ、そしてシオン自身は動けば動くほど身体の力が抜ぬけて一いち撃げきが弱まっていくのを感じていた。

　このままではまずい。

　ケモノの背せから生えた蚯蚓みみずが、のたうち回りながらシオンに襲おそい掛かかる。蚯蚓の頭の先せん端たんには針が付いていて、酷ひどく鋭するどい。その動きを見み極きわめ躱かわそうとするが──シオンの身体は脳のうの処しよ理り速度と反はん比ぴ例れいして言うことを聞かなかった。

　最小限に頭を動かし迫せまってくる先せん端たんを紙かみ一ひと重えで避よける。髪かみが数条じよう、切れて舞まった。

　歯を喰くい縛しばりやけに重い左腕うでを振るった。蚯蚓は中ちゆう途とで千切れ飛び、粘ねん度どの高い体えき液たいが頬ほおを濡ぬらす。以前は舞まい散ちる血さえも浴あびることがなかったのに──そして左腕は殺さつ意いだけを撒まき散ちらし、シオンの意い志しを反はん映えいしてくれない。

　剣は煩うるさい。

　どうした。殺せ。関係ないではないか。あんな女を守ろうとすること自体が間ま違ちがいなんだ。あんな女に気を遣つかって、ケモノの動きを逸そらそうなどと考えること自体、無む駄だなのだ。さっさと以前のように周まわりなど気にせずに自分の身体すら気にせずに暴あばれ回まわれ──。

　左腕のがなりたてる誘ゆう惑わくに、心の裡うちで小さく叫さけぶ。

　──黙だまれ。

　もう私は決めた。強くなると決めた。

　本当の意味で前に進みたいと、そう思ったんだ。全力で闇やみ雲くもに走るのではなく、周りの景け色しきを見ながら、それについて考えながら、それでいて走るとそう決めたんだ。

　誰だれかと一いつ緒しよに走ろうと、そう決めたんだ。

　だから黙れ。お前は黙れ。

　お前の憎にくしみは、怒いかりは、喜びは、悲しみは、痛いたみは、全部私のものだ。全部が全部、私の身の裡うちから溢あふれたものだ。それを暴ぼう走そうさせるな。それを自由にしていいのは私だけだ。その感情を操そう作さしていいのは私だけで、お前だって私のものなのだから。

　私を見てくれる人がいる。だからお前は私の言うことを聞け。私のために、レイン＝リィンのために、それから、

　それから、

　足に力が入らずに、膝ひざが折おれた。

　よろめく。しまったと思う。やはり体力は戻っていない。さっきからケモノを一いち撃げきでは仕し留とめられなくなっていた。刃の鋭するどさは変わらなくても斬きり付つける速度と引き切る力が足りないのだ。そして今は、足に──。

　平へい衡こうを失いシオンは地面と接せつ触しよくしそうになる。そのまま無ぶ様ざまに転ころべば隙すきができてしまうと何とか堪たえようとし、

　腹の下に細い腕が差し込まれ、シオンの身体は重力に反はん発ぱつしまた地面を足で噛かむ。

「待たせた」短い声。幼さとあどけなさをまだ少しだけ残した、シオンよりも僅わずかに年下の、芯しんの弱そうな、それでいて意い志しの強そうな。

　それから──。

　腕うで。シオンの腹に手を回したままの、白くて細くてまるで少女のような、少年の。

「別に、待って……ない」

　シオンは細かく震ふるえる足を押さえて、力なく強がる。

「あの子は大だい丈じよう夫ぶだ」背はい後ごに立って自分を抱だいたまま、

　ルナ＝イルが言った。

　どうやら倒たおれそうになっている自分を支ささえているらしい。それが自分の身体の均きん衡こうを支えていることを自じ覚かくした。

　──お節せつ介かい。

　だから荒あれる呼こ吸きゆうを無む理り矢や理りに抑おさえる。

「自分の背せ中なかくらい自分で守れるわ」

「そんなことは知ってる」

　機き嫌げんの悪そうな声を出しているはずのシオンとは逆ぎやくに、少年は嬉うれしそうに返事をした。

「守るんじゃない。攻せめるんだ」

　微かすかに、笑えむ気け配はい。

　だからシオンも、つられて笑んだ。

「……そうね」

「あいつの動きを止める」

　それでもまるでケモノからシオンを庇かばうように、ルナは前に出る。

「行くよ。……僕が右、あんたは左」

　それでいて余よ計けいな気き遣づかいなど、微み塵じんも見せずに。

「動きを止めて……どうするの？」

「あとはフィオナがやる。それくらいは……任まかせよう」

　微かに振ふり向むき、横顔だけ。

　やっぱり笑え顔がおだった。

「わかった」

　短い会話の後あと、シオンは足に力を込める。

　体力を気力で誤ご魔ま化かして、今までの八割。万全の状じよう態たいと較くらべて、五割以下かもしれない。それでも。

　強いということはつまり、あらゆる意味で何ものにも負けないということだ。シオンはそう思っている。だけどそれはどうやら──何ものにも負けないという行こう為いは、たったひとりで戦わなくても成なし遂とげられることらしい。

　そして誰だれかと一いつ緒しよに戦えば、勝てる戦いだってある。




「わかった」

　その声を心の裡うちで反はん芻すうしながら、ルナは思った。

　強いということがどういうことなのか、未いまだによくわからない。誰にも頼たよらずにひとりで立てるということが『強さ』なのだろうか、とは何となく思う。そして今の状じよう況きようはルナにとってもシオンにとっても、『誰にも頼らずに』とは言いい難がたいのではないかとも思う。

　だけど、それでも。

　頼っていても尚なお、それぞれがひとりで立っていられたら。

　互たがいを頼りあうのではなく、ただ並ならんで、同じ場所で立っていられたら。

　誰にも頼らずにひとりで立てるふたりが、それでいて同じ場所にいられるのなら。

　それは多た分ぶんひとりではなくて、だけどひとりで立つよりもずっとずっと強い。

「行くわよ」

「ああ」

　少女の声に、ルナは高こう揚ようした声で応こたえた。

　そしてもう一度、ふたりは同時に跳はねる。




　シオンは飛んだ。ルナも。

　左右別々に、

　ケモノの周しゆう囲いを、

　まるでどちらが多くの距きよ離りを走れるか、競きそうかのように。




　飛んだ先にあった蜘く蛛もの脚あしを一本、切きり裂さく。

　反動でシオンはよろめいた。しかし転ころぶ直前で手を付いて起き上がる。

　ケモノが平へい衡こうを崩くずして腹を地面に付けた。腐ふ敗はい臭しゆうがこっちまで漂ただよっている。ルナは元気に殺やっているらしい。不ふ意いに楽しくなる。こういう殺さつ戮りく衝しよう動どうには、酔よってやってもいい。

　上空から猿さるの腕うでがシオンを掴つかもうと伸びてきた。迷まよわず転ころがって躱かわし、起き上がりざまに正確に、手首の腱けんを挽ひき潰つぶす。そうしておいてもう一度蜘蛛の脚を切る。殻からが破れ汁しるが散ちった。脚が折おれ、更さらにケモノは沈しずむ。

　次。異い様ような大きさをした兎うさぎの足。白い毛。体たい毛もうに覆おおわれた躯からだは存ぞん外がいに丈じよう夫ぶだから、斬きるのではなく垂直に突つく。指先を切っ先に、魔ま女じよの剣は足の関かん節せつを抉えぐった。全身に力を込めて引ひき抜ぬくと、逆さかさ向きに生えたシオンの棘とげはそれに伴ともなって傷きず口ぐちを拡ひろげてくれる。

　関かん節せつ周まわりの組そ織しきが破は壊かいされて、足は傾かしいだ。だから脹ふくら脛はぎを掴み引き千切って筋きんを裂く。兎の白みがかった体毛が赤く染そまり、それは揺ゆらいだ。

　四本目。今度は粘ねん液えきで覆おおわれた両りよう生せい類るいの足だった。少し厄やつ介かいだと心の隅すみで思うが関係ない。まずは粘ねん膜まくから削けずる。深く一気に斬きろうとすると滑すべって反発するだけだから、できるだけ浅く、引ひっ掻かくように。何度かそれを繰くり返かえしながら、時とき折おり上方から来る攻こう撃げきを躱かわし、打っては離はなれながら何度も何度も引ひっ掻かく。滑なめらかで湿しめった皮ひ膚ふに血が滲にじみ始はじめたからもう少し強く。今度は斬きるつもりで腕うでを振ふりかぶったその直後、

　足が不ふ意いに伸び、シオンを蹴けってきた。

　振り上げかけた魔ま女じよの剣を慌あわてて戻しつつ身を捻ひねる。直ちよく撃げきは免まぬかれたが左腕がその足を掠かすめた。

　派は手でに転ころぶ。

　怪け我がはない。草が生え土が血で湿しめった地面は柔やわらかく、衝しよう撃げきを吸きゆう収しゆうしてくれた。しかし、起きあがれない。全身の筋きん肉にくが悲ひ鳴めいをあげていた。軋きしんだ身体の感かん覚かくが、意い識しきごとどこかに飛んでいきそうだった。それでも胸むねの上に迫せまる蛙かえるの脚あしの裏うら。踏ふみ潰つぶされようとしている。

　だけど、動けない。

　まずい、そう思った直後、

　腐ふ敗はい臭しゆうが鼻を突き、粘膜が爛ただれていくのが視し界かいの端はしに見えた。

　シオンは驚きよう愕がくする。

　ルナが右みぎ掌てのひらに出した瘴しよう気きの塊かたまり──月に似にた『凶まが玉たま』──を、シオンの目もく前ぜんで足に叩たたき込こむ。

　一いち撃げきで一いつ瞬しゆんだった。肉は腐くさる。殆ほとんどシオンの胸の上にあった足の粘液が黒く濁にごり、骨ほねさえもが風ふう化かする。呆あつ気けなく足は千切れ、シオンに降ふり注そそぐはずだった衝撃は液えき状じよう化かした肉の雨になった。この距きよ離りでは自分の身体もルナの瘴気にやられていてもおかしくはない。それなのに──シオンの身体は、服さえもが何ともないのが奇き妙みようだった。

　魚の身体は完全に腹を付き、地面へとだらしなく横向きに転ころがる。

　──もう、追い付かれたの。

　十六本の足の内、せめて半分は潰つぶしたかったのにと思う。

　だけどそれよりも、成功したことへの安あん堵どが身を包つつんだ。

　目的に至いたるまでの行動をひとつ、果はたした。ティーとはいずれ戦わなければならなくて、それはつまり自分自身に負けないことでもある。だけどここでティーを守れなければ、戦うことさえできない。それは敗はい北ぼくに似ていて、敗北も同じで、だから本当によかったと思った。

　安堵した途と端たん、身体から力が抜けていく。

　仰あお向むけに倒たおれたシオンの腕を、誰だれかが掴つかんでいる。あの時とは逆ぎやくで、あの時と同じだ。

　頼たのみもしないのに自分を支ささえて、だから頼まれもしないのに彼を支えてしまって。

　借かりができたとは、もう思わなかった。

　ただ、少しだけ嬉うれしいと思った。

　半分以上手を出されてしまったが、まあ、

　──こういうのも、いいな。




　そうして自分で動く力を失ったシオンの身体を必ひつ死しで引ひき摺ずりながら、ルナはケモノの向こうで合図するフィオナを一いち瞥べつする。

　シオンの隣となりで自分の力を存ぞん分ぶんに使うことができた。巻まき添ぞえにすることを恐おそれていつも躊ちゆう躇ちよしていたけれど、今はもう違ちがう。迷まよいはなくて、戦力になれたと思う。

　役に──シオンの役に立てていることが嬉うれしかった。

　それを果はたせたのはフィオナのお陰かげだ。だから一瞥に微笑ほほえみを込めた。それなりに距きよ離りはあったから、気付いたか気付かなかったかはわからないけれど、それでも。

　シオンを抱かかえ引っ張りながら、ふと上空を見る。

　中庭の空は今や透とう過か性せい金きん属ぞく板ばんを失くし、四角いながらもはっきりと見える。

　空は曇くもって、灰はい色いろだった。

　あいつを連れん想そうさせる青ではなく、少女を連想させる灰色の空。

　本物だと思う。

　今のシオンには──本物の空に見えるんだろうか？

　眼めを閉じかけた少女の肩かたを、少年はそのすべてを腐くさらせる手でそっと掴つかんだ。

　少女は腐らない。肩は、温あたたかだった。
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　歩くための器き官かんを消しよう失しつさせて、そいつは横向きに倒たおれた。

　フィオナ＝レスファはその瞬しゆん間かんを見み計はからって、ルナに手を挙あげ、合図する。ルナはそれに気付き頷うなずくと、倒れたシオン＝エシュを抱え、数歩の距きよ離りを後こう退たいした。

　──予定とは多た少しよう違ってしまったけれど、仕し方かたない。

　最後は、イユにやってもらうつもりだった。

　今日こうして力を手に入れた少女。

　今日こうして自らの所以ゆえんを知った少女。

　どんなに幼おさなくても、どんなに小さくても、その手には酷ひどく大きくて重いものを持っている。

　そのことを──意い識しきさせ覚かく悟ごさせなければならない。

「いいですか」

　だからフィオナはイユの背はい後ごに回り、その細くて柔やわらかで小さな肩に、そっと手を乗せる。

「できますか？　……大だい丈じよう夫ぶ。おねえちゃんがちゃんと見ていますからね」

　萌もえ葱ぎの髪かみが、こくんと頷く。

「大丈夫だよ」振ふり返かえって、笑った。

　そして、もう一度ケモノに向き直り、

　イユは──第五稀き存ぞん種しゆ、イユ＝イエールは──。




　フィオナおねえちゃんの体温を背せに、未み熟じゆくな覚かく悟ごを決めた。

　自分がどういう存そん在ざいなのかは、もう何となくわかっていた。

　幼おさない心はそれを単たん純じゆんなものとして受け入れ、理り解かいしていた。

　自分の身の裡うちに潜ひそんだものが、顔を出し始める。

　イユは呟つぶやく。

「私が……やっつける」

　そして、じっと、目の前で動かないケモノを見み詰つめた。

　その瞳ひとみが萌もえ葱ぎ色いろを失い、多色多た彩さいに染そまる。一時として色を留とめず、一いつ瞬しゆんとして色を失わせず、双そう眸ぼうは虹こう彩さいを細め、それでいて乱らん反はん射しやするかのように鈍にぶく光る。

　定てい義ぎした。

　ケモノの身体を視線で覆う。見えない境きよう界かい線せんを自分の裡に定さだめ、線を描えがく。

　ケモノを四角い匣はこに閉じ込める感かん覚かく。

　簡かん単たんに折おれてしまいそうな両手を、胸むねの前に持っていった。

　胸の前には半はん透とう明めいの、正せい六ろく面めん体たいがあった。

[image: ]

　それはイユの瞳ひとみと同じく、様々な色をごちゃ混まぜにしたような、虹にじを引ひっ掻かき回まわして閉じ込めたような、そんな色をしていた。

　半はん透とう明めいの、匣はこだ。

　その中に、ケモノをまるごと閉じ込める。実じつ際さいに中庭で蹲うずくまっているケモノの身体はそのままだったが、イユの手元に浮うかんだ小さな匣に、ケモノの姿すがたが影かげ絵えのように現れた。

　定てい義ぎは完成した。

　もうケモノは匣から出られない。そこにいるケモノの身体は、イユの手元にあるケモノの立りつ体たい像ぞうと連れん動どうしている。

　あいつが立てば、像も立つ。

　あいつが死ねば、像も死ぬ。

　そして、

　像が歪ゆがめば、あいつも歪む。

　イユはだから、胸むな元もとに浮ういた匣に手を掛かけ、

　匣を、

　捻ひねった。

　捻ねじった。

　歪ゆがめた。

　歪ひずめた。

　ケモノの身体が同じように捻ねじれ歪ひずみ潰つぶれ拉ひしやげ折おられていく。

「あは、成功っ」イユは安あん堵どと共に笑う。

「よくできましたね」フィオナはそんなイユの頭を、くしゃくしゃ優しく撫なでてくれる。

　それを受けてイユ＝イエールは尚なお一いつ層そう、無む邪じや気きに、無む垢くに、朗ほがらかに、笑った。
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　その光こう景けいはまるで壮そう絶ぜつで夢の中のようで、閉じかけた瞼まぶたに遮さえぎられて視し界かいさえもままならない。だからシオンはイユの力を殆ほとんど理り解かいしていなかったし、理解したいとも思わなかった。

　ただケモノが丸ごと歪わい曲きよくし、骨ほねの折れる音と断だん末まつ魔まの悲ひ鳴めいが薄うすれゆく意い識しきの片かた隅すみに聞こえて、本ほん当とうによかったと思った。

　──ティーちゃんは、これで喰くわれずに済すむ。

　こんなこと、贖しよく罪ざいにもならない。それくらいは理解していた。

　ティーをここに来させたのは結けつ局きよくのところシオンで、ティーをあんなに脅おびえさせているのも同じだ。ティーの両親は間ま違ちがいなくシオンが殺したし、あとでどんなことを言われるか、どんな眼めで見られるかを考えると不安でたまらなくなる。

　だけど、少なくともティーは──これでもう、喰くわれない。

　そして自分も──これで、先に進むことができる。

　繰くり返かえしたくなかった。そして繰り返さずに済すんだ。

　だから、よかったと、そう思った。




　それから、体重を預あずけた背はい後ごに触ふれるルナ＝イルの鼓こ動どうに。

　思った。

　──約やく束そくは、守れてる？







[image: 幕　泣かないロベリア]
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　忌いみ子ごの弟が死んでしまったということに、ティーは最初から気付いていた。

　最初はただの遊びだった。

　そろそろ忌み子を虐いじめるのに飽あきてきたティーがある日不ふ意いに思い付き、提てい案あんしたのだった。

　──ねえ、あいつの弟を痛いためつけたら、あいつ、どんな顔するかな。

　皆みなは、素す晴ばらしい考えだと賛さん同どうした。周まわりの皆はいつもそうやって、当時のティーの思い付きに賛さん成せいしていたのだから当然のことだった。

　そもそもティーは、あの忌み子のことが気に入らなかった。いつもうじうじしてこっちを羨うらやましそうに見るその顔が嫌きらいだった。いつもおどおどしてこっちの顔色を伺うかがうその態たい度どに苛いら々いらした。その三年後には自分がそういう人間になってしまうということを夢にも思わずに、だからティーは様々な方法で、忌み子を延えん々えんと痛め続けていた。或あるいは、優ゆう越えつ感かんだったのかもしれない。醜みにくい変へん異いはとても危き険けんで、大人たちはそれを恐おそれてあの子を無む視ししていた。大人も恐れる忌み子を虐めることができる自分たちの勇気に酔よっていたのだろうか。

　ともあれ、標ひよう的てきの変へん更こうは、ティーたちの最後に辿たどり着ついた場所だった。

　楽しかった。こういうことを思い付く自分はまさに天才だと思った。そうして鼻高々に周りの皆を引ひき連つれて、ティーは忌み子の弟の前に立つ。忌み子と同じようにたったひとりで遊んでいたそいつは、無む邪じや気きに嬉うれしそうに、あっさりとティーたちの誘さそいに乗った。だから人ひと気けのない集落の外はずれまで連れていき、一緒に遊んだ。

　だけど、弾はずみで死んでしまった。

　転ころがした拍ひよう子しに頭を打ってのことだった。

　鼻から血を流して動かなくなった子供を見て、流石さすがのティーたちも慌あわてふためく。どうしよう、と誰だれかが言う。これ絶ぜつ対たいまずいよ、と誰かが呟つぶやく。うええええ、と誰かが泣なき出だす。無む言ごんで誰かが腰こしを抜ぬかして倒たおれる。

　──そんな中。

　ティーは張はり裂さけそうな心臓を必ひつ死しで抑おさえ込こみながら言った。

　どうしてあんなことを言ってしまったのか、未いまだによくわからない。矜きよう持じからか、高こう慢まんからか、或いは恐きよう怖ふからの逃とう避ひだったのか、もう覚おぼえていない。

　覚えているのは自分の言葉だけだ。

「顔をぐしゃぐしゃにすれば、誰が死んだのかわからなくなるじゃない」

　と、ティーは言った。

　ティーが言った。

　そして言う通りにさせた。

　ティーはそれを見ているだけだった。




　三年ほども、前のことだ。




　そして当時の高たか飛び車しやな気け配はいなど微み塵じんもない、疲ひ弊へいしきった表情で──三年後のティーは仰あお向むけに寝ねている。

　天てん井じようは金きん属ぞくが一面に滑なめらかで、それは新しん鮮せんな気がする。どうしてだろうと半ば微睡まどろんだままの頭で考えて、そこでようやく、気付いた。

　仰向けに寝たのは生まれて初めてだ。

　背せ中なかの翅はねを損そこねないように、いつだってティーは俯うつぶせか横向きに寝ていた。生まれた時からそうしていた。だから、習しゆう慣かんがなかった。

　仰向けに見る景け色しきは不ふ思し議ぎだなと思う。

　起き上がって身を捻ひねり、敷しき布ふを見る。

　自分の背中があった場所──そこにはびっしりと細かな鱗りん粉ぷんが散ちらばっていた。

　思い出す。

　あの時──感かん覚かく的てきにはついさっきのような気もするけれど──背中からスミタに抱だき締しめられていたんだっけ。

　背中の翅は、その時から拉ひしやげて潰つぶれていた。

　あれから、三日経たっていた。




　ここは金属で囲かこまれた機械都市だ。

　食事を持ってきた人に、ティーはそう教えられた。

　屋や敷しきから南に三百キロの地点にある『バベル』──その第十三階かい層そう、『エデン』本部。

　そこに、ティーは連つれてこられていた。

　ケモノを退たい治じしたエデンのウェポンが連れてきたらしい。依い頼らい主ぬしに物理的瑕か疵しを与あたえてしまったことによる特例だそうで、聞かされてもよくわからなかった。依頼主というのはジャクとミーシャじゃないのかと思いそう尋きいてみたら、依頼した集落の住人は全員『依頼主』として扱あつかわれるそうだ。

　ともかく、ティーは療りよう養ようのために『エデン』へ来ていた。知らない間に、来ていた。

　だからその他に、色々なことを聞いた。

　屋敷のこと。ケモノのこと。今までのこと。

　戦せん闘とうが終わってすぐにティーは気を失ってしまっていて、だからここにティーを運んできたのは出動していたウェポンたちらしい。一体誰だれがティーを背せ負おったのか──それはわからない。尋けなかった。

　そして本来の依い頼らい主ぬし──ジャクとミーシャは死んでしまっていて、結けつ局きよくのところ会話ができるのはティーひとりだという。だからこれからのこと──依頼が完かん遂すいできなかったことによる保ほ障しよう問題や何やらは、ティーと交こう渉しようして決めなければならないとのことだった。

　それについては、ああそうなのか、と思っただけだった。

　最も気になったのは、スミタ＝リタのことだ。自分を庇かばって両手を失い死にそうになっていたスミタはどうなったのだろう。生きているのか、それとも死んでしまったのか。生きているとしたら自分はどんな顔をして会えばいいのだろう。死んでしまったとしたら自分はどんな顔をすればいいのだろう。何もわからなくて、それが酷ひどく恐こわくて、気持ち悪かった。

　丸一日ほどその質問を躊躇ためらい、それからようやく、何度目かの食事を運んできた医い療りよう員いんに怖おず怖おずと尋きいてみた。

　答えは呆あつ気けなく返ってくる。

「あの子……あなたが引き取りますか？」

　状じよう況きようを理り解かいするには充じゆう分ぶんだった。

　自分の命より大切なものができたと、ティーはそこで初めて意い識しきした。

　あの時──眠ねむっていたからついさっきのような気がするけれど──名前も知らない少年に言われたことを思い出す。

　あんたの命はあの子の両りよう腕うで程てい度どには重い。

　あんたの命はシオンの命程度にも重い。

　スミタの両腕。

　忌いみ子ごの命。

　──なんて重いんだろう。

　三年前、ちやほやされていた時よりもずっと、自分の命は大切なんだと思った。
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「しつこいわねお爺じいちゃん。どうせあいつらは供く物もつでしかないのよ。それなのに情じようを移うつしてどうするの？　それともあんたは家か畜ちくに名前を付けて可愛かわいがり屠と殺さつする時に泣なきながら首を落とすような趣しゆ味みの悪い人間なの？」

　老人──ウェポン管理部部長は忌いま々いましそうに視し線せんを背そむけた。だけどメインシーは容よう赦しやしない。皮ひ肉にくげに、その場にいて会話を傍ぼう聴ちようしている他部ぶ署しよの部長連中にも聞こえるように声を張はり上あげた。

「第四と第五の羽う化か。『フルブルー』とその背はい後ごにいる『蛟みずち』の破は壊かい。それから装置の完成──待つべきはあと三つ。問題はそれだけ。私たちの理り想そうまであと三歩なのよ？　今いま更さら何を迷まようってのよ。急がないとお爺ちゃんの天てん寿じゆが先に全まつとうされちゃうわ」

　休きゆう憩けい室しつにいる一同は、誰だれも口を開こうとしない。その気け配はいがメインシーの言葉を肯こう定ていしている。

　エデン第十三区く画かく、大会議室の隣となりにある部へ屋や──小会議室兼けん、休憩室。

　三十分ほども前、大会議室でフィオナ＝レスファが、第五稀き存ぞん種しゆイユ＝イエールを保ほ護ごしたことを各部ぶ署しよの部長たちに正式に報ほう告こくした。それを受けてさっきまで今後の予定が話し合われていたが、今はひとまずの休憩時間だ。

　しかし休憩時間にも、会議は踊おどっていた。

「わかってる？　エデンが創そう設せつされて何年？　今日は最も喜ぶべき日じゃないの？　全員見付かったのよ？　楽園が世界を覆おおう、世界が楽園になる、その準じゆん備びができたのよ？　それが何？　あの小娘を戦せん闘とうに参加させたくないって、そんな些さ事じが通るとでも？　最大多数の最大幸福であり最小少数の最小不幸──そもそも……私たちが選えらんだのはそういう道。誰かを切り捨てることによってしか成立しない理り想そう。自じ覚かくしておいて欲しいわ」

「それは……わかっている。わかってはいるが……」老人は諦あきらめない。

「くだらないわね」その態たい度どを見て、メインシーは興きよう味みをなくした。

「あんたの言ってるのはただの我わが儘ままよ」

　老人の眼めは宙ちゆうを泳ぎながらなお、もの言いたげに瞬まばたきをしていたが、メインシーはもう取り合わなかった。そもそも休憩時間なのだ。口こう論ろんは後でもできる。

　ただ頬ほお杖づえを付いて瞼まぶたを閉じ、自身の思し考こうに没ぼつ頭とうし始はじめた。

　これから忙いそがしくなる。

　カロマイン＝セクとルナ＝イルの報告はエデンを騒さわがせた。

　即すなわち、敵てき対たい勢せい力りよくを組そ織しきしている第六稀存種の再さい臨りん。

　最後のひとりが見付かったという喜ぶべき事実よりも寧むしろそのことが議題の中心になっていたが、メインシーからすれば来きたるべきことが来ただけのことだ。準じゆん備びはいつでもできている。外交部はずっと、そういう戦いをしてきた──主義主張に関係なくただ邪じや魔まなものを排はい除じよするような、そんな戦いを。

　つまりあとはウェポン司令部管かん理り部ぶ双そう方ほうの心の準備だけだ。他部署に関しても同じようなものだろう。造ぞう反はん者しやも出るかもしれない。しかし目め先さきの思し想そうに囚とらわれているような奴やつらはどのみち必ひつ要ようない。フルブルーとかいう奴らも同様だ。純じゆん血けつ種しゆは確かに貴き重ちようだが、妙みような思し想そうを振ふりかざそうとする純血種はたとえ貴重であっても邪魔なだけだ。

　叩たたき潰つぶす。

　これから先、地下戦せん闘とう部ぶである外交部だけでなく、正式な戦闘隊であるウェポンたちにもその仕事は任まかされていくだろう。先日の衝しよう突とつで口くち火びは切られた。抗こう争そうは避さけられない。もちろん今まで通りの依い頼らいは受けていくだろうが、その先でぶつかることは眼めに見えている。

　瞼まぶたを開いた。休憩室の沈ちん黙もくは続いている。それぞれがそれぞれに迷まよっているのかもしれない。

　しかしもう後あと戻もどりはできないのだ。今いま更さらだ。何を迷まよう必ひつ要ようがある？

　メインシー＝カウツは徐おもむろに椅い子すから立ち上がると、込み上がる高こう揚ようを抑おさえきれなくなって両腕うでで自らの身体を抱だいた。

　──これからの敵てきは、ケモノではない。




　同じ頃ころ。

　カロマイン＝セクは自身の部へ屋やで唇くちびるを噛かんでいた。

　苛いら立だちに苛立ちを重ねて唇は何度も噛み切られ、その都つ度ど再さい生せいを繰くり返かえしていた。何度目かももうわからなくなっていたが、それでも行こう為いがやめられる気け配はいはない。身体が止まらない。身の裡うちから溢あふれ出でる悔かい恨こんが、そうさせてはくれなかった。

　皮ひ肉にくなものだと思う。

　まさにあの時、カロマインが笑っていたあの場所からそう遠くない場所に、あいつはいたのだ。それが皮肉でなくて何だろう。捜さがし廻まわっていたにも関かかわらず、捜し物が近くにあったなど──まるで、道どう化けだ。

　だけど何よりもカロマインを苛立たせたのは、あいつの行動だった。

　あいつは、ルナ＝イルに会いに来たというではないか。

　自分にではなく。

　何な故ぜ自分ではないのか。眼がん中ちゆうになどないという訳わけか。確かにあいつがエデンを去った時、カロマインはまだ子供だった。孵ふ化かすらしていないただの子供だった。そしてルナ＝イルの母親は──あいつにとっては酷ひどく大事な存そん在ざいで、だからルナ＝ソーシアの息子むすこが気に掛かかるのも当然といえば当然だろう。

　しかし、理り性せいで考えてもなお抑えきれない悔くやしさは、カロマインの身に溢れる。

　部へ屋やにあるものはもともと酷ひどく少なく、私物などなにひとつ持っていない。だから苛立ちに任せて破は壊かいするような物ぶつ質しつなどどこにもなく、ただ寝しん台だいだけがぐしゃぐしゃに潰つぶされて、床ゆかには赤い血液が水みず溜たまりを作っていた。

　その中心に立ったままカロマインはじっと俯うつむき、破壊した寝台を見ている。

　思った。

　いいだろう。そういうつもりならばこちらにも考えがある。あいつが──ロイド＝オドが自分を無む視ししているのであれば、無視できないようにすればいいだけのことだ。『フルブルー』などというものを作って何をしたいのかは知らない。そいつを当あて馬うまにしてエデンと潰し合わせようという魂こん胆たんなのかもしれないが、

「そんなもので潰れる私だと思うなよ」

　唇を何度も何度も噛み千切りながら、いつしかカロマインは血溜りの中でくつくつと笑えむ。

「お前が組そ織しきしたくだらないものなどには構かまってやらない。エデンも知ったことか。勝手に潰し合うがいい。お前はその裏うらで動くのだろう？　お見通しだ。だったら私はお前を待つ。私がエデン最後の砦とりでだ。だからお前はいつか私の前に現れざるを得えない。そして──」

　足下の血液がざわめき、無数の珠たまとなって宙ちゆうに浮うかんだ。

「私がそこで、お前のすべてを潰ついえさせてやる。このカロマイン＝セクが！」

　血けつ晶しようは珠のまま、潰つぶれた寝しん台だいを更さらに更に更に更に破は壊かいした。




　ケモノ殲せん滅めつのための私し設せつ団体『エデン』と、純じゆん血けつ種しゆの純血種による純血種のためのケモノ駆く逐じよ組合『フルブルー』──。

　殺し合いはもう、避さけられない状じよう況きようにあった。
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　新しく暮くらすことになった場所でもやはり空は見えなくて、だからイユ＝イエールはそれが不満だった。金きん属ぞくで四し方ほう囲かこまれた、入ってみれば屋や敷しきによく似にたその場所は、地面から離はなれたとても高いところにあるという。窓もないから本当かどうかはわからなかったが──とにかくイユは不満だった。

　周まわりの人も結けつ局きよくのところ、屋敷と同じだった。イユをここに連つれてきてくれたフィオナおねえちゃんは優しくて好きになれそうだったし、イユのことを好きと言ってくれたからずっと一いつ緒しよにいたかったが、滅めつ多たには会えないという。とても忙いそがしいのだそうだ。そして彼女の代わりにイユの面めん倒どうを見てくれるという女の人は、いつも笑ってはいたけれど気け配はいがそうでない。ジャクおじさんやミーシャおばさんと同じ、どこかちぐはぐな感じのした人だった。

「あなたのしたいことを、何でもしていいのよ」メインシー、と名乗った女の人は言った。

「この部へ屋やはあなただけのものだし、遊び相手が欲しいなら幾いくらでも都つ合ごう付けてあげる。年ねん齢れい性別姿すがたかたち、どんな人がいいかを教えてね。玩具おもちやも同じ。どんなものが欲しいか言えばすぐ持ってきてあげられるわ」

　顔で笑っているメインシーさんの言葉にイユは、この人も私のことが嫌きらいなのかなと心配になる。

　だから、できるだけの笑え顔がおで、言った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

「遠えん慮りよなんてしなくていいの」だけどメインシーさんはそんなイユに構かまわない。

「むしろ好き勝手にすればいいの。気にしないでね。あなたが我わが儘ままを言ってくれると、私たちもとても嬉うれしいんだから」

　その言葉が本当か嘘うそかはわからなかった。だけどイユは『私たちもとても嬉しい』という言葉を信じることにする。

「じゃあ……私、空が見たい。あと、フィオナおねえちゃんと遊びたい」

「いいわよ」メインシーさんはすると、本当に嬉うれしそうに笑った。

「でもね、その代わり、イユちゃんにはお仕事をしてもらわないといけないの。だからこうしましょう。イユちゃんがお仕事をひとつしたら、イユちゃんのしたいことをひとつ叶かなえてあげる。大人の人は皆みなね、そうしてるの。お仕事することで生きていくの。イユちゃんももうすぐ大人になるから、その練習と思えばいいわ。……簡かん単たんでしょ？」

　メインシーさんの気け配はいと顔は笑っている。本当の笑え顔がおを向けてくれたと勘かん違ちがいして、イユはこの人も私のこと好きになってくれるかなと思った。

　だから尋きく。

「お仕事って何？」

「悪い奴やつらをやっつけることよ」

　それは──少し怖こわかったけれど、

「私たちを殺そうとする、悪い奴らなの。イユちゃんがやっつけたケモノみたいな奴らよ。そいつらから私たちを守るのが、仕事。イユちゃんは強いから……イユちゃんとかフィオナおねえちゃんみたいな強い人にしか、頼たのめないの」

「フィオナおねえちゃんも同じお仕事をしてるの？」

「そうよ。少し質しつは違ちがうけど……ここを守るという意味では同じ」

　その言葉に不安は薄うすれ、それから。

「私……」唇くちびるを結び、メインシーさんの視し線せんを受け止めて、頷うなずいた。

　イユのいる部へ屋やは金きん属ぞくで囲かこまれてとても広い。そこには寝しん台だいと机しかなくて殺さつ風ぷう景けいで、喉のどに刺ささる金きん属ぞく臭しゆうは少しだけいがらっぽかった。ここは塔とうの中だと、フィオナおねえちゃんから説明されている。沢たく山さんの人たちが塔の中に住んでいて、金属の壁かべは彼らの幸せを守るために仕し方かたないことらしい。

　──私がそのお仕事すると、みんな喜んでくれるかな。




『麒き麟りん』『ベヘモト』『創そう造ぞうの獣けもの』──後のちにそう呼ばれることになる第五稀き存ぞん種しゆ、イユ＝イエールはまだ見ぬ数多の笑顔を想そう像ぞうしながら、決意と共に、まだ成長さえ始めていない胸むねに手を遣やって、笑った。

「私……やってみる。お仕事、するよ」
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　エデン第四区く画かく、ウェポン居きよ住じゆう区く。

　廊ろう下かの壁にもたれかかったまま、ルナ＝イルは所しよ在ざい無なさげに両手を遊ばせていた。

　状じよう況きようは何も聞かされておらず、これからのことも、何もわからない。ルナがこうして考えている間にも第十三区く画かくでは今後のエデンの動どう向こうが机き上じようだけで決定されようとしていたが──そのことは知らなかった。

　ただ思うのは、森の中で出会った『あいつ』のことだ。

　疑ぎ念ねんは晴れない。幾いくつもある。誰だれかに問いただしたいが、誰に尋きけばいいのかもわからなかった。少なくとも昔からエデンにいる人間──レイン＝リィンか、フィオナ＝レスファか、カロマイン＝セクか──誰に尋いても、ルナの望む答えは得えられないのかもしれないとも思う。

　少なくとも『自分は本当に人間なのか』という質問は、誰にもできそうにない。

　断だん片ぺん的てきに聞かされた言葉から推すい測そくするに『あいつ』はかつて、エデンにいたらしい。母のことも父のことも知っているふうな口ぶりだった。それも気になる。

　気になるというよりも──気分が悪いのだ。自分の知らないところで何かが起きているような、何かが起きたような。あの男の言葉を全面的に信じるならば、自分はエデンに騙だまされているという。事実だとすれば、父も母も同じだったということで、それはルナの逡しゆん巡じゆんや決けつ断だんや意い志しの経けい緯いがまるで意い味みのないことだったと認みとめることになる。だから信じる気にはなれなかったし、信じる気もなかった。

　何より──過去が偽いつわりだったとするならば、現在さえもそうなる。

　それが耐たえられない。

　ケモノをこの世から消すというのがエデンの目的であるはずだ。レインもフィオナもそう言っていたし、レインなどはその理り想そうを熱っぽく語かたってさえいた。あの男よりも彼女たちの方が信じるに足る。だから迷まよう必ひつ要ようはない。理り性せいではそう思っている。

　それなのに、理性の裏うらで何か違い和わを訴うつたえている感情があって、それが苛いら々いらした。

　持もて余あましていた手をふと開き、見み詰つめる。腕うでを動かすと胸の傷きずが少し痛いたむ。

　あれから三日──胸の出血は止まり、皮ひ膚ふには瘡かさ蓋ぶたができていた。そういうふうにして傷が治なおるのは新しん鮮せんだったが、かかっている時間は不安を助じよ長ちようするに充じゆう分ぶんだ。

『あいつ』の言葉以上に、その痛みはルナを追おい立たてている。

　掌てのひらを眼がん前ぜんで握にぎり締しめた。

　──僕は……。

『あいつ』は稀き存ぞん種しゆだ。そして自分とは比ひ較かくにならない力を持っている。カロマイン＝セクのような、フィオナ＝レスファのような、『羽う化か』とか何とか言っていたがとにかく──今の自分とは比くらべ物ものにならない暴ぼう力りよくだ。

　握り締めた拳こぶしをまた下げた。

　──待っているのに飽あきているのかもしれない。

　さっきからずっと、ルナは待っていた。廊ろう下かの壁かべに寄りかかり、目の前の扉とびらが開くのを。

　出てくるはずの人物は、隣となりで戦いたいとルナが思っている少女だ。

　その少女のことを思った。

　彼女は強いと思う。力だけではなくて、精せい神しん的てきな部分に芯しんが通っていると思う。今回の出動でもそうだったし、何よりルナが向かってさえ行けなかった『あいつ』に一いち撃げき喰くらわせた。不ふ意いを突ついただけだと本人は言っていたが、それだけではないだろう──。

　少女は決して強くなどなく、そして少女もまた少年に対してまったく同じことを思っていたが、そのことにはまだ、気付かない。

　だけど、それでも。

　少女のことを考えると少しだけ不安は紛まぎれる。だから瞼まぶたを閉じて、顔を俯うつむける。時とき折おり誰だれかが廊ろう下かを歩いてきて、無む言ごんでルナの前を横切っていく。誰もが避さけて通る『灰はい被かぶり魔ま女じよ』の部へ屋やの前で待っている──通行人はどう思うだろう。褒ほめられたものではないが、何だかその感情が心ここ地ちよくさえあった。




　そして、待つこと数分。

　真まっ暗くらな視し界かいの中、金きん属ぞくの扉とびらが開く気け配はいがして、ルナはその双そう眸ぼうを開けた。
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　部屋から出ると目もく前ぜんには少年が立っていて、シオン＝エシュは微かすかに眉まゆをひそめた。

「何してるの？」いぶかしく思い、尋きく。だけど答えはわかっている。

「行くんだろ？」案あんの定じよう、少年は当然のように、何も考えていないような顔で微び笑しようした。

「あの娘こ。眼めが醒さめた、って」

「ええ」お節せつ介かいだと思った。まったく余よ計けいな世せ話わだ。

　シオンがティーに会いに行くと思って──それで心配でもして様よう子すを見に来たに違ちがいない。レイン＝リィンといいセール＝ルウジュといいリカ＝エニといい、どうして自分に話はなし掛かけてくる人間はこうもお節介なのだろうと、薄うすく溜ため息いきを吐つく。理由はわかっている。結けつ局きよくのところ現在のシオンに声を掛けるような人間は世話焼きしかいないというだけのことだ。

　だけど、もうそろそろやめにしたい。

　その『余計なお世話』を拒きよ絶ぜつするのも、甘えているのと同どう義ぎだ。心配されないようにしなければならない。

　シオンは目の前の少年を──ルナ＝イルを、少しだけ睨にらんだ。

　一いつ緒しよに強くなろうとか言ったくせに、心配するのはおかしい。付いていくつもりはないし、引ひっ張ぱっていくつもりもない。

　ルナが自分のことを心配するのは、だから半分くらい厭いやだった。

「行ってくるわ」だから憮ぶ然ぜんとした声でシオンは言う。

「ああ」だけど無む頓とん着ちやくにルナは答える。

　踵きびすを返し背せ中なかを向けると、ルナの気け配はいが動いた。厭いやな予よ感かいがしてシオンは慌あわてて付け足す。

「……先に言っておくけど……付いてこないで」

　え、と背中越しの声。

「何で付いていくんだ？」

　その言葉に、シオンは拍ひよう子し抜ぬけする。

「ここで待ってるよ」

　僅わずかに顔を横に向けて後しり目めに確認すると、気配が動いたのはただ姿し勢せいを変えたからだった。

「…………待ってなくていいわ」吐はき捨すてたけれど、声は微かすかに震ふるえている。

「とにかく、行ってくる」
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　以前と比くらべて驚おどろくほど自分が饒じよう舌ぜつになっていることには気付かずに、シオン＝エシュは再ふたたび前を向いた。背中にはルナの視し線せんがあって、恐おそろしいことにそれが、悪くない。

　これからティーのところに行く。話をしなければならないと思う。何を話せばいいのかもわからないし、どんな顔をして会えばいいのかもわからない。また叫さけばれるかもしれない。恨うらみ言ごとを言われるかもしれない。憎にくしみの視線を向けられるかもしれない。もしかしたら殺してやると言われるかもしれない。

　殺されるつもりも、殺すつもりもないけれど。

　前に進むのだ。シオンがティーの両親を殺した罪つみは消えないし、それを償つぐなう方法などどこにもありはしない。自分は人殺しで、醜みにくい変へん異いはいつまで経たっても醜いままだ。血に汚よごれて肉をこびり付かせ体液を滴したたらせた左腕うでは、どんなに洗ってももう、綺き麗れいになることなどあり得えない。

　だけど。

　それでも前に進もうと思う。

　後ろにいる少年は頼たよりなさそうに見えて実じつ際さいにはとても強くて、『あんたの隣となりで戦えるようになりたい』なんて言われたけれど、そんな言葉は見けん当とう違ちがいもいいところだ。実際は──シオンは今、少年から言われた台詞せりふそっくりそのままを、少年に対して思っていた。

　肩かた口ぐちに手を遣やる。

　木製の髪かみ留どめめは、しっかりとそこに挟はさまっていた。

　まるで接せつ吻ぷんでもするかのように髪留めをそっと撫なでてから、少女は歩き始める。







　あとがき




　初めましての方はそろそろ少なくなってきたのでしょうか。見捨てられてたり忘れられてたりしていなければこんにちは。藤原祐です。前巻から五カ月と間が開いてしまいましたが、もし楽しみにして下さっていた方がいたら本当に申し訳ありませんでした。

　……とか書いたところで早くも話題が尽つきるほどあとがきが苦手な僕ですが『ルナティック・ムーン』も三巻目、そろそろ作品のことでも書いてみようかなと思います。話題のない中での苦くるし紛まぎれっぽい感がありますが。

　本来ならこういうことは作品内でのみ語るべきだというのは承しよう知ちしていますし、こういうことを書いた時点で小説書きとしては一種の敗はい北ぼくではないかとも思いますが、それでもやっぱり書いておかなければならないなあと感じているので。原げん因いんは単に僕の筆ひつ力りよく不足です。

　書こうと思ったのはいわゆる「死」についての、この物語の中における僕のスタンスです。

　僕はこの物語を書くにあたって、自分の死し生せい観かんのようなものを割と意い識しき的てきに（時には悪あく意いも込めて）全面に押し出しています。身み近ぢかな人の死やテレビの中の死、喪そう失しつとして触ふれさせられる死や情報として触れる死、様々な場所で僕が感じたことを割とそのままに、たいした脚きやく色しよくもせず書いてしまっています。

　僕は「死」というものを──少なくともこの物語の中では──美化もしたくないし卑ひ下げもしたくありません。また「生」と分ぶん離りさせたくもありません。故ゆえに『ルナティック・ムーン』における、比ひ較かく的てき主人公たちに近い立場のキャラクターの「死」は、そのまま「その後あとにあるはずだった彼ら彼女らの物語の欠けつ落らく」として描えがいているつもりです。時には作者の都つ合ごうも無む視しして登場人物が死んでしまいます。書いてしまった後でもっと生きていて欲しかったと思うことさえあります。実は莫ば迦か莫ば迦かしいことに最初の巻が応おう募ぼ原稿の段階からそういう事じ態たいがありました。だけどそれでも訂てい正せいはしませんでした。死というのはつまりそういうものだと思ったからです（ちなみに主人公に遠い立場のキャラクターに関しては、ただ記号として数字としての「死」として記しるしていますが、それはほぼ悪あく意いからです）。

　それらの「死」を悲しむか楽しむか蔑さげすむか羨うらやむかはもちろん読者の方の自由です。そういう意味では作者の主義主張など一いつ切さい合がつ切さい関係なく、読者の方に、意味もなく人がバタバタ死んでいく趣しゆ味みの悪い小説、と受け取られたとしても反論も反感もまったくありません。

　だけどもし、この作者はいったい人が死ぬということに関してどういう考えをもっているのだろうと疑問に思っている人がいるのなら、一度ちゃんとした形で自分の考えを書いておかなければいけないなと感じましたので文章にしました。そう感じる人の中に、誰だれか身み近ぢかな人が死んでしまうという経けい験けんを持った人がいないとも限らないので。

　もちろんこういったスタンスはあくまで『ルナティック・ムーン』でのものです。僕が別の物語を書く機き会かいがもし与えられたら、まるで別人のように趣味に走ったものを書くかもしれません。いやまだそういう話は全然未定ですが可か能のう性せいとして。書きたいですけど。




　最後になりましたが、世せ話わを焼いて下さっている担たん当とうの佐藤さん並びに平野さん、イラストの椋本さん、それからデザインの田代さん、更さらには読者の方を含ふくめて本書に関かかわって下さっている沢たく山さんの方々に感かん謝しやを。一番駄だ目めな仕事をしているのが作者というのが何とも情なさけない状じよう況きようですが、もし続きが出せましたらこれからも引き続き宜よろしくして頂いただけたら幸さいわいです。

　また最後の最後に個人的なことになってしまいますが、友人だったＭさんへ。死者に何を届とどけようとしても絶ぜつ対たいに届く訳わけはないのですが、それでも僕がこんな物語を書いているのは、あなたの死をどうにかして処しよ理りしようとし続けた行こう為いが確実に原げん因いんのひとつとなっているからです。だから感謝を。どこにも届かない言葉を発するのは酷ひどく怖こわく、ずっと躊ちゆう躇ちよしていたのですが、ようやくそれを書く決心がつきました。




　では、また次回で。次回があればいいんですが切せつ実じつに。あるといいなあ。





藤原　祐　　
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藤ふじ原わら 祐ゆう

１９７８年大分県生まれ。写真は実家で飼っているチワワ。半年振りくらいに実家へ帰省したらいた。その容姿から、すわ我が家もカード破産かと慌てたが貰いものらしく一安心。ちなみにこの子を撫でていて本巻の舞台設定を思い付いた。最低ですね。
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椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人絵描き。本があふれて止まりません。そろそろ収容能力的にやばくなって来ました。ああ広い仕事部屋欲しいなあ。『レベリオン』（三雲岳斗著・電撃文庫）、『夢界異邦人』（水落晴美著・電撃文庫）等でも挿画を担当。
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